
〔
資
料 

翻
刻
解
題
〕

浄
土
木
食
空
無
撰
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
翻
刻
と
解
題

阿
部
美
香
・
板
垣
美
玲
・
関
口
靜
雄

学
苑　

昭
和
女
子
大
学
紀
要　

第
九
七
四
号　
︵
一
︶~︵
四
八
︶　
︵
二
〇
二
三
・
一
二
︶

︻
解　

題
︼
一
髮
道
人
無
生
居
士

　

浄
土
木
食
空
無
撰
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
底
本
に
は
同
朋
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
蔵
本
を
採
っ
た
。
右
研
究
所
の
蔵
書
目
録
題
に
﹁
十
夜
由
來
根
元
記
﹂

︵
宗
覚
文
庫
六
八
四
︶
と
あ
る
版
本
一
冊
で
あ
る
。
蔵
本
の
調
査
お
よ
び
翻
刻
公
刊
を
許

可
せ
ら
れ
た
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

　

書
誌
事
項
を
一
瞥
す
る
。
表
紙
題
簽
に
﹁
新板
十
夜
念
仏
由
来
起
﹂
と
あ
り
、
上
中
下

三
巻
一
冊
。
重
印
と
思
し
い
。
序
題
は
﹁
十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
元
之
記
﹂。
上
巻
お
よ

び
中
巻
の
内
題
は
﹁
十
夜
由
来
根
元
記
﹂。
し
か
し
下
巻
に
内
題
は
な
く
、
刊
行
時
当
初

か
ら
無
刻
と
見
え
る
。
上
・
下
巻
の
尾
題
は
﹁
陰
陽
心
目
人
身
生
死
世
俗
羪
加
集
﹂。
版

芯
題
は
﹁
十
夜
由
来
﹂。
版
芯
白
口
、
丁
付
が
あ
る
。
全
七
十
一
丁
。
上
巻
二
五
丁
・
中

巻
一
至
二
二
丁
・
下
巻
二
三
至
四
六
丁
。
中
・
下
巻
の
巻
名
と
丁
付
は
一
通
だ
が
、
丁

付
に
﹁
中
﹂﹁
下
﹂
の
刻
が
あ
る
。
序
文
末
に
﹁
享き
や
う

保ほ
う

五
庚

子
正
月
中ち
う

旬じ
ゆ
ん　

空く
う

無む

九
十

一
𫞓さ
い

謹
つ
ゝ
し
ん
て

書し
よ
す

﹂
と
あ
り
、
下
巻
末
に
﹁
江
戸
芝
神
明
前
栁
屋
德
右
衛
門
／
同
所
松
屋
金
四
郎

求版
﹂
と
あ
る
。
な
お
こ
の
栁
屋
德
右
衛
門
・
松
屋
金
四
郎
版
が
求
版
で
あ
り
、
そ
の
形

態
が
三
巻
合
一
冊
で
、
そ
れ
も
重
印
と
思
し
い
こ
と
は
、
こ
れ
が
享
保
五
年
︵
一
七
二

〇
︶
正
月
の
版
行
で
は
な
い
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
つ
い
て
龍
谷
大
学
図
書
館
に
版
元

を
異
に
す
る
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹁
龍
谷

蔵
﹂
の
恩
沢
に
浴
し
て
閲
覧
す
る
に
、
こ
れ
が
江
戸
日
本
橋
通
石
町
の
山
形
屋
吉
兵
衛

を
版
元
と
し
、﹁
求
板
﹂
の
刻
彫
も
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
空
無
の
享
保
五
年
序
を
有
し
、

そ
の
形
態
が
三
巻
三
冊
本
で
あ
る
こ
と
等
々
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
空
無
の
撰
述
時

に
最
も
近
い
刷
版
、
す
な
わ
ち
初
版
か
と
推
量
さ
れ
る
。
な
お
本
稿
で
は
内
題
を
採
っ

て
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
を
書
名
と
す
る
。

※

　

本
書
冒
頭
﹁
十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
元
之
記
序
﹂
に
﹁
享
保
五
庚

子
正
月
中
旬　

空
無

九
十
一
𫞓
謹
書
﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
浄
土
木
食
空
無
︵
一
六
三
〇
年
生
︶
九
十
一
歳

の
著
作
と
知
れ
る
。
空
無
は
菊
岡
沾
凉
の
﹃
江
戸
砂
子
﹄
に
い
う
﹁
は
じ
め
の
六
地
蔵
﹂

の
開
基
僧
で
あ
っ
て
、
斎
藤
月
岑
は
﹃
江
戸
歳
事
記
﹄
巻
四
﹁
附
録
﹂
に
﹁
最
初
建
立

江
戸
六
地
蔵
参
﹂
の
項
を
立
て
、﹁
銅
仏
立
像
壱
丈
な
り
。
慈
濟
庵
空
無
上
人
勘
化
の
助

力
を
以
建
立
あ
り
。
元
禄
四
年
に
開
眼
供
養
有
し
由
、
江
戸
砂
子
に
云
り
。﹂
と
し
て
六

寺
を
記
し
、
空
無
の
略
伝
を
載
せ
て
い
る
。

心
行
寺
三
世
源
蓮
社
本
誉
空
無
上
人
ハ
石
見
州
の
人
。
寛
永
庚
午
十
二
月
生
る
。
十
三
の

1― （　　） ―



年
幡
随
意
院
に
入
り
、
其
外
下
総
大
岩
寺
、
武
州
増
上
寺
等
に
隷
す
。
浄
土
に
葵
傾
し
て

専
念
の
法
を
修
し
、
又
銅
像
泥
塑
の
仏
菩
薩
を
造
り
て
諸
人
に
施
す
事
大
方
な
ら
す
。
貞

享
の
頃
疾
を
以
て
院
を
辞
し
荷
葉
庵
に
退
く
。
又
万
日
念
仏
会
を
修
し
、
四
世
還
譽
空
哲

に
至
て
元
禄
庚
午
四
月
に
満
散
す
。
是
よ
り
先
己
巳
𣆶
春
、
近
隣
某
信
士
夢
に
地
蔵
菩
薩

を
感
ず
る
事
あ
り
。
後
に
一
僧
士
に
告
て
云
、
某
処
に
木
雕
の
地
蔵
尊
長
壱
丈
な
る
あ
り
。

汝
供
養
せ
ん
と
欲
せ
ハ
与
ふ
へ
し
と
。
士
歓
て
こ
れ
を
迎
ふ
。
時
に
上
人
云
、
ね
が
は
く

ハ
我
に
与
へ
よ
。
我
こ
れ
に
依
て
大
像
六
躯
を
鋳
造
し
て
武
城
の
六
所
に
安
す
へ
し
と
。
士

㐂
て
又
こ
れ
を
上
人
に
与
ふ
。
こ
ゝ
に
於
て
四
衆
竸
て
浄
戝
を
捨
。
日
な
ら
す
し
て
像
成

り
件
の
六
所
に
安
す
。
後
居
所
を
改
て
扁
し
て
慈
濟
庵
と
い
ふ
。
按
に
上
野
大
仏
堂
の
側

な
り
。
以
上
上
人
行
状
記
の
要
を
採
る
。︵
国
会
図
書
館
蔵
天
保
九
年
︿
一
八
三

八
﹀
須
原
屋
茂
兵
衛
・
同
伊
八
版

︶

　

右
に
い
う
﹁
上
人
行
状
記
﹂
は
門
弟
子
某
等
編
﹃
心
行
寺
第
三
世
源
蓮
社
本
誉
空
無

上
人
行
状
﹄︵
元
禄
三
年
十
二
月
版
。
以
下
﹃
空
無
行
状
﹄︶
の
こ
と
で
、
玉
川
大
学
教
育
情

報
図
書
館
所
蔵
の
ほ
か
に
伝
本
を
知
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
は
臨
済
宗
万
松
山
東
海
寺
在
山

一
世
宗
忽
天
倫
と
黄
檗
山
萬
福
寺
七
世
悦
山
道
宗
に
よ
る
﹁
慈
濟
本
誉
上
人
行
録
序
﹂

︵
元
禄
四
年
夏
︶
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
状
、﹃
空
無
行
状
﹄
に
は
巡
六
地
蔵
開
基
を

祝
う
密
林
居
士
一
髮
道
人
無
生
撰
﹃
本
誉
空
無
上
人
道
影
賛1

﹄︵
元
禄
三
年
秋
。
版
二
丁
︶

が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
﹃
空
無
行
状
﹄
は
下
谷
池
之
端
七
軒
町
所
在
浄
土
宗
影
向
山
心
行
寺
三
世
現
住

本
誉
空
無
六
十
一
歳
が
元
禄
三
年
︵
一
六
九
〇
︶
四
月
に
同
寺
開
山
利
的
上
人
始
修
の
万

日
念
仏
会
を
め
で
た
く
満
散
し
、
ま
た
七
月
に
は
浄
土
木
食
を
名
乗
り
武
城
六
所
に
銅

鋳
一
丈
地
蔵
を
分
置
し
て
巡
六
地
蔵
を
開
基
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
併
せ
て
空
無
の
還

暦
を
慶
賀
す
る
た
め
に
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
月
岑
﹃
江
戸
歳
事
記
﹄
は
そ
の

大
概
を
伝
え
た
の
だ
が
、
し
か
し
月
岑
は
空
無
の
人
生
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
事
歴

を
書
き
洩
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
居
士
と
の
出
会
い
で
あ
る
。﹃
空
無
行
状
﹄
は
一
居

士
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

上
人
甞
テ
言
ク
、
上
古
敎
門
ノ
之
名
徳
無
レ
不
ト
云
ヿ

レ

探
二
禅
要
ヲ一
。
若
シ
不
ン
ハ

レ

明
二
禅
要
ヲ一
則
難
カ
ラ
ン
ト

レ

救
二
我
カ
弊
ヲ一
。
輒
チ
欲
ス二
参
禅
セ
ン
ト

一

。
時
ニ
有
二
一
居
士
一
。
甞
テ
見
ヘ二
檗
下
ノ
宗
匠
ニ一
来
ル
。
与
レ

之
締
テ二
方
外
ノ
交
ヲ一
日
夜
道
話
ス
。
因
テ二
其
ノ
激
発
ニ一
兼
テ
学
ス二
坐
禅
ヲ一
。
雖
ト
モ

レ

然
未
タ三
肎
テ
窺
二
敎
外

之
籓
籬
ヲ一
。
一
日
居
士
以
二
向
上
ノ
旨
ヲ一
詰
ルレ
之
ヲ
。
上
人
茫
然
ト
シ
テ
無
レ
措
ヿ
。
自
レ
玆
発
憤
シ
テ

打
坐
シ
、
不
レ
問
二
昼
夜
ヲ一
入
二
居
士
ノ
室
ニ一
。
参
扣
ス
ル
モ
ノ
者
一
日
、
域
ハ
両
三
回
、
動
ス
レ
ハ
至
二

五
六
次
ヲ一
。
問
答
往
復
不
レ
可
二
悉
ク
記
ス一
。
如
レ
是
激
励
ス
ル
ヿ
数
月
、
工
夫
不
レ
弛
。
居
士
一
夜

遊
二
心
行
寺
ニ一
、
与
二
上
人
一
共
ニ
坐
シ
テ
至
二
三
更
ニ一
。
月
朗
カ
ニ
天
空
シ
。
居
士
詠
二
和
歌
ヲ一
示
スレ
之

ニ
。
上
人
於
テレ
此
ニ
始
テ
信
ス三
仏
心
宗
ニ
有
ル
ヿ
ヲ

二　

不
伝
之
妙
一
。

　

右
は
空
無
の
昔
語
り
で
あ
る
。
空
無
は
浄
教
専
修
の
陋
弊
を
抜
け
出
し
た
い
と
、
浄

教
門
の
名
徳
た
ち
も
探
っ
た
禅
要
を
明
ら
め
ん
と
参
禅
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
心

行
寺
に
訪
ね
来
た
檗
下
の
宗
匠
に
見
え
た
と
い
う
一
居
士
と
方
外
の
交
わ
り
を
結
ん
で

親
近
し
、
日
夜
道
話
を
重
ね
る
う
ち
に
打
坐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
い
て
昼
夜
を
問

わ
ず
、
ど
う
も
す
る
と
一
日
に
五
、
六
度
も
居
士
の
室
に
参
扣
し
た
。
あ
る
夜
、
居
士

は
心
行
寺
で
空
無
と
と
も
に
三
更
に
至
る
ま
で
坐
し
、
月
朗
々
と
天
高
く
澄
み
切
っ
た

中
で
和
歌
を
詠
じ
禅
要
の
真
髄
を
示
し
く
れ
た
。
そ
の
と
き
空
無
は
仏
心
宗
す
な
わ
ち

禅
宗
に
は
﹁
不
伝
の
妙
﹂
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
詞

章
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
首
の
和
歌
に
よ
っ
て
空
無
は
激
し
く
心
を
動
か
さ
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
居
士
と
の
出
会
い
が
浄
禅
兼
修
に
な
っ
た
契
機
で
あ
っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
旧
稿
に
お
い
て
、
一
居
士
が
檗
下
の
宗
匠
に
見
え
た
人
だ

と
い
う
こ
と
、
心
行
寺
の
近
隣
に
住
ま
い
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
居
士
の
称
に

は
黙
し
て
、
こ
れ
を
池
之
端
仲
町
に
錦
袋
円
を
経
営
し
、
東
叡
山
に
勧
学
寮
を
創
設
し

た
黄
檗
の
了
翁
道
覚
か
と
推
量
し
た
が
、
ま
こ
と
に
薄
学
の
極
み
失
考
で
あ
っ
た
。
後

述
す
る
が
、
一
居
士
は
﹃
本
誉
空
無
上
人
道
影
賛
﹄
を
撰
し
版
行
し
た
密
林
居
士
一
髮
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道
人
無
生
こ
と
、
す
な
わ
ち
豊
岡
藩
分
家
の
小
糸
京
極
家
初
代
京
極
高
門
︵
一
六
五
八
︱
一

七
二
一
︶
で
あ
っ
て
、
そ
の
池
之
端
七
軒
町
所
在
の
抱
屋
敷
は
心
行
寺
に
隣
接
し
て
い
た
。

※

　

最
近
の
こ
と
、
洛
東
善
気
山
法
然
院
萬
無
教
寺
に
空
無
編
﹃
巡
六
地
蔵
菩
薩
記
賛
﹄

︵
版
一
冊
︶
の
所
蔵
あ
る
を
知
っ
た
。﹃
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
﹄︵
仏
教
大
学
浄
土
宗
文
献

セ
ン
タ
ー
編
刊
、
一

九
八
五

年
三
月
︶
に
﹃
武
州
新
置
六
地
蔵
銅
像
記
一
卷
一
冊
、
元
禄
七

刊
、
村
上
平
楽
寺

﹄
と
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
が

妙
幢
淨
慧
が
﹃
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
序2

﹄
に
お
い
て
、﹁
曽
鋳
二
地
蔵
大
士
之
銅
像
六

躯
各
高
八
尺
一
、
択
二
六
阿
弥
陀
巡
拝
之
街
畔
一
、
安
二
納
之
六
処
一
、
俾
三
人
々
諦
二
希
有

勝
緣
一
。
可
レ
謂
現
利
当
益
之
賸
芳
而
廻
因
向
果
之
一
端
矣
。
時
禅
林
龍
象
随
二
喜
斯
挙

一
、
著
二
贈
或
記
或
賛
一
、
以
顕
二
掦
之
一
。
終
纂
為
二
一
書
一
梓
行
二
于
世
一
。
名
二
巡
六
地

蔵
菩
薩
記
賛
一
者
是
也
﹂
と
伝
え
る
、
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

表
紙
に
刷
題
簽
で
﹁
武州
巡
六
地
蔵
菩
薩
記
賛
﹂
と
あ
り
、
巻
頭
に
空
無
の
元
禄
三
年

七
月
付
﹁
六
処
地
蔵
菩
薩
尊
前
六
願
文
﹂﹁
約
條
﹂
を
置
き
、
続
い
て
﹁
武
州
新
置
六
地

蔵
銅
像
記
﹂
の
題
下
に
、
黄
檗
の
高
泉
性
敦
・
鉄
牛
道
機
・
法
雲
明
洞
・
潮
音
道
海
・

実
伝
道
鈞
・
宝
洲
道
聡
・
唯
一
性
実
、
臨
済
の
英
中
玄
賢
、
曹
洞
の
心
越
興
儔
・
梅
峰

竺
信
・
卍
山
道
白
・
徳
応
隆
玄
・
槐
国
万
貞
・
連
山
交
易
、
念
仏
沙
弥
陶
真
軒
常
筭
前
大
納
言

入
道
藤
原

基
賢
卿

ら
僧
俗
十
五
名
の
賛
偈
・
和
歌
を
載
せ
、﹁
元
禄
甲
戌
七
年
七
月
廿
四
日
／
銅
駄

坊
書
肆
村
上
平
楽
寺
寿
梓
﹂
の
刊
記
が
あ
り
、﹁
付
録
﹂
と
し
て
潮
音
道
海
の
元
禄
七
年

六
月
一
日
付
﹁
印
証
﹂
と
、
そ
の
弟
子
鳳
山
元
瑞
の
﹁
伝
衣
﹂
を
付
し
て
い
る
。
本
書

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
機
を
得
て
紹
介
し
た
い
が
、
今
注
目
す
べ
き
は
右
合
十
六
名
の
う

ち
曹
洞
宗
万
徳
山
興
聖
寺
八
世
を
経
歴
し
た
梅
峰
竺
信
︵
一
六
三
三
︱
一
七
〇
七
︶
の
﹁
讃

偈
﹂
中
に
、﹁
余
於
テ二
上
人
ニ一
聆
ヿレ
名
ヲ
已
ニ
稔
シ
、
且
ツ
未
タレ
識
レ
面
ヲ
。
戊
辰
ノ
之
春
、
果
シ
テ

邂
二
逅
ス
無
生
居
士
ノ
菴
羅
園
中
ニ一
。﹂
と
あ
る
こ
と
だ
。
梅
峰
は
以
前
か
ら
そ
の
名
を
聞

い
て
い
た
空
無
上
人
と
元
禄
戊
辰
元
年
︵
一
六
八
八
︶
春
に
無
生
居
士
の
菴
羅
園
で
面
識

を
得
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
無
生
居
士
と
は
﹃
空
無
行
状
﹄
に
い
う
一
居
士
に
相
違
な

い
。
梅
峰
は
卍
山
道
白
︵
一
六
三
六
︱
一
七
一
五
︶
と
と
も
に
宗
統
復
古
事
業
を
主
導
し

た
人
で
あ
る
が
、
こ
の
復
古
事
業
に
は
洞
門
外
か
ら
も
多
く
の
助
力
が
あ
り
、
卍
山
門

下
の
三
洲
白
龍
・
卍
海
宗
珊
編
﹃
宗
統
復
古
志3

﹄︵
一
七
六
〇
年
刊
︶
は
﹁︿
寒
﹀
王
臣
嚮

徳
護
正
法
﹂
と
し
て
﹁
爰
ニ
禅
教
ノ
宗
匠
。
王
臣
宰
官
ノ
風
ヲ
暮
︵
慕
︶
ヒ
。
道
ヲ
訪

ヒ
テ
。
革
弊
ノ
大
願
ニ
与
力
シ
玉
フ
。
護
法
ノ
芳
啣
。
コ
ヽ
ニ
記
シ
テ
忘
ス
ト
カ
ヤ
。﹂

と
記
し
、
天
台
座
主
輪
王
寺
一
品
公
辯
法
親
王
は
じ
め
五
十
四
名
の
僧
俗
を
挙
げ
、
各

人
の
助
力
の
内
容
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
五
十
四
名
中
に
﹁
京
極
兵
部
太
輔
無

生
大
居
士
﹂
の
名
が
あ
り
、﹁
中
ニ
モ
無
生
居
士
ハ
梅
老
ヲ
崇
持
シ
。
法
義
ヲ
荷
ヒ
玉
ヘ

リ
。﹂
と
あ
っ
て
、
梅
峰
の
﹁
讃
偈
﹂
に
い
う
無
生
居
士
が
す
な
わ
ち
京
極
兵
部
高
門
で

あ
っ
た
と
得
心
で
き
る
。
梅
峰
と
高
門
の
親
密
な
交
流
は
﹃
夢
窩
梅
峯
禅
師
語
録
﹄
等

の
語
録
に
頻
出
す
る
。
梅
峰
は
奈
良
県
吉
野
郡
東
吉
野
村
の
自
身
が
開
山
し
た
白
雲
山

興
禅
寺
に
退
隠
し
て
晩
年
を
送
り
そ
こ
で
没
し
た
が
、
当
寺
の
開
基
は
京
極
無
生
居
士

高
門
な
の
で
あ
る4

。
な
お
、
洞
門
に
お
い
て
京
極
高
門
が
法
義
に
荷
担
し
た
人
と
記
憶

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
が
、
現
今
斯
界
に
お
い
て
は
関
心
が
薄
く
、
わ
ず
か

に
木
村
捨
三
氏
﹁
京
極
兵
部
高
門
︱
霞
関
集
の
人
々
﹂︵﹁
典
籍
﹂
一
〇
巻
三

号
、
一
九
四
三
年
三
月
︶・
佐
藤
俊
晃
氏

﹁
京
極
無
生
居
士
に
つ
い
て
﹂︵﹁
宗
學
研
究
﹂
第
四
十
七

号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
︶・
井
上
泰
至
氏
﹁
旗
本
歌
人
の
隠
逸

と
旅
﹂︵﹃
サ
ム
ラ
イ
の
書
斎
﹄
所
収
。
二

〇
〇
五
年
十
二
月
、
ぺ
り
か
ん
社
︶
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
三
氏
の
貴
重
な
研
究
成
果

に
導
か
れ
て
、
京
極
高
門
一
髮
道
人
無
生
居
士
を
一
瞥
し
た
い
。

※

　

京
極
高
門
の
伝
は
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄︵
巻
四
百
二
十
一
︶
に
よ
っ
て
大
概
が
知
れ
る
。

高
門　

初
高
明
、
兵
部
、
京
極
飛
騨
守
高
直
が
三
男
、
母
は
水
野
監
物
忠
善
が
女
。
寛
文

三
年
三
月
二
十
五
日
父
が
遺
領
丹
後
国
加
佐
郡
の
内
に
を
い
て
二
千
石
を
わ
か
ち
賜
ひ
、
寄

合
に
列
す
。
時
に
六
歳　

六
年
十
五
日
は
じ
め
て
厳
有
院
殿
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
る
。
八
年
五
月
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二
十
一
日
宗
家
伊
勢
守
高
盛
が
所
領
を
但
馬
国
に
転
ぜ
ら
る
ゝ
の
と
き
、
高
門
が
采
地
も

同
国
養
父
美
福
両
郡
の
う
ち
に
う
つ
さ
る
。
享
保
六
年
三
月
十
七
日
死
す
。
年
六
十
四
。
法

名
密
林
。
青
山
の
海
蔵
寺
に
葬
る
。
の
ち
代
々
葬
地
と
す
。︵﹃
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
第
七
、
一

九
九
一
年
五
月
、
続
群
書
類
従
完
成
会
︶

望
軒
・
三
蛙
軒
・
問
疾
堂
・
毘
耶
室
・
一
默
関
な
ど
種
々
に
称
し
た
。

　

池
田
定
常
編
﹃
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
﹄
巻
七
﹁
海
蔵
寺
﹂
条
に
、
高
門
が
生
前
、
自
身

の
姿
を
後
裔
に
伝
え
た
い
と
木
像
を
自
刻
し
た
と
い
う
伝
が
載
る
。
そ
の
木
像
を
収
め

る
厨
子
の
蓋
に
朱
書
さ
れ
た
銘
文
で
、
寛
政
七
年
︵
一
七
九
五
︶
孟
秋
、
鉄
眼
道
光
ゆ
か

り
の
慈
雲
山
瑞
龍
寺
二
十
五
代
禅
潮
の
撰
で
あ
る
。

金
粟
密
林
居
士
木
像　
厨
子
の
蓋
に
銘
を
朱
書
す

金
粟
院
殿
密
林
道
槐
居
士
諱
高
門
姓
源
世
称
京
極
。
宇
多
天
皇
廿
八
世
孫
近
江
州
佐
佐
木

之
裔
也
。
父
飛
州
刺
史
高
直
母
水
野
氏
長
女
也
。
居
士
幼
而
有
志
氣
謾
不
発
言
。
父
君
為

異
之
。
及
長
弓
馬
軍
術
無
不
窮
其
玄
奥
。
或
好
和
歌
受
之
中
院
内
大
臣
通
茂
卿
。
本
厚
帰

三
宝
。
参
臨
済
曹
洞
諸
家
之
碩
徳
梅
峯
老
子
等
問
法
要
。
及
見
吾
開
祖
鉄
眼
老
人
詳
所
疑
。

然
老
人
未
敢
不
許
可
示
以
須
子
細
之
意
。
居
士
又
堅
守
不
忽
之
。
追
慕
古
維
摩
風
。
後
見

吾
宝
祖
老
人
親
呈
見
解
。
祖
亦
雖
軽
不
付
属
見
居
士
之
言
行
不
同
今
時
禅
流
朝
省
悟
夕
伝

法
扇
起
弊
風
輩
。
遂
付
如
意
并
偈
以
表
信
也
。
牛
頭
鉄
牛
老
師
又
贈
道
袍
拄
杖
法
語
。
或

黒
滝
潮
音
老
子
贈
緋
衣
及
偈
等
。
爾
後
居
士
年
六
十
宝
祖
老
人
受
源
流
并
法
衣
。
故
以
宝

祖
称
本
師
。
居
士
曽
不
娶
厳
持
毘
尼
室
中
不
容
婦
女
。
常
刻
仏
像
施
剏
寺
度
僧
。
豈
是
諸

悪
莫
作
修
善
奉
行
者
。
居
士
亦
尋
常
与
四
方
諸
大
徳
所
贈
答
之
偈
頌
或
仏
祖
像
讚
総
不
下

従
上
老
古
。
雖
実
謂
毘
耶
再
世
亦
可
也
乎
。
享
保
辛
丑
二
月
十
七
日
世
寿
六
十
四
歳
書
偈

泊
然
逝
矣
。
居
士
又
嘗
在
世
日
欲
眎
慈
容
於
後
昆
謀
刻
木
而
命
手
工
而
貌
已
成
。︵
下
略
︶︵
江
戸

黄
檗

研
究
会
﹃
研
究
資
料
﹁
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
﹂
校
刊
と
解

題
︵
一
︶﹄︵﹃
黄
檗
文
化
﹄
一
二
四
号
、
二
〇
〇
三
年
︶︶

　

右
﹃
金
粟
密
林
居
士
木
像
記
﹄
に
よ
れ
ば
、
高
門
は
幼
児
期
、
父
親
も
異
と
す
る
何

事
か
志
気
を
秘
め
た
寡
黙
な
幼
児
で
あ
っ
て
、
長
じ
て
弓
馬
軍
術
の
玄
奥
を
窮
め
た
と

い
う
。
和
歌
を
好
ん
で
霊
元
院
歌
壇
の
重
鎮
中
院
内
大
臣
通
茂
︵
一
六
三
一
︱
一
七
一
〇
︶

に
学
び
、
江
戸
堂
上
派
歌
壇
に
重
き
を
な
し
、
多
く
の
詠
草
を
遺
し
た
。
前
掲
井
上
泰

至
氏
﹁
旗
本
歌
人
の
隠
逸
と
旅
﹂
に
よ
れ
ば
、
そ
の
家
集
﹃
曲
妙
集
﹄
は
千
四
百
首
余

図 1　京極高門墓塔　青山海蔵寺

　

京
極
氏
は
宇
多
源
氏
佐
々
木
支
流
で
、
京
極
は
京
洛
高
辻
京
極
の
地
名
に
由
来
す
る
。

丹
後
田
辺
藩
三
万
五
千
石
は
祖
父
修
理
大
夫
高
三
︱
父
飛
騨
守
高
直
︱
同
母
兄
伊
勢
守

高
盛
︱
同
母
弟
甲
斐
守
高
住
と
次
第
す
る
が
、
寛
文
三
年
︵
一
六
六
三
︶
に
父
高
直
が
没

す
る
と
、
遺
領
二
千
石
を
分
封
さ
れ
糸
井
京
極
家
が
創
立
さ
れ
た
。
兵
庫
県
朝
来
市
和

田
山
町
寺
内
に
寛
文
八
年
に
造
営
さ
れ
た
京
極
家
陣
屋
の
表
門
と
石
垣
が
遺
る
。
但
馬

豊
岡
の
宗
家
三
万
三
千
石
は
高
盛
に
室
な
く
、
高
住
が
継
い
だ
。
糸
井
京
極
家
の
江
戸

本
邸
拝
領
抱
屋
敷
は
池
之
端
七
軒
町
に
二
千
坪
、
小
石
川
白
山
神
社
裏
門
前
に
四
百
坪
、

本
所
五
つ
目
に
五
百
坪
が
あ
り
、
代
々
当
主
は
本
邸
に
住
し
た
。
高
門
が
鉄
眼
道
光
開

基
の
海
蔵
寺
と
接
し
た
端
緒
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
門
は
晩
年
海
蔵
寺
に
建

て
た
金
粟
院
に
止
住
し
た
よ
う
で
、
墓
石
に
は
﹁
金
粟
開
基
臨
済
正
伝
三
十
五
世
密
林

□
大
和
尚　

塔
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
高
門
は
著
作
も
多
く
、
各
界
人
士
と
広
く
交
流

し
、
兵
部
・
槐
老
和
尚
・
密
林
道
槐
・
養
蓮
沙
弥
・
無
生
居
士
・
金
粟
居
士
・
密
林
道

槐
・
密
林
居
士
・
一
髮
道
人
・
煙
霞
病
客
・
南
詢
病
居
士
、
ま
た
住
ま
い
を
採
っ
て
眺
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の
詠
草
を
収
め
、
元
禄
か
ら
享
保
ま
で
の
旗
本
歌
人
の
家
集
と
し
て
最
大
の
も
の
だ
と

い
う
。
歌
合
も
あ
り
、﹃
隅
田
川
十
五
番
歌
合
﹄
一
卷
は
自
歌
合
で
、
入
道
大
納
言
藤
原

基
賢
法
名
常
筭
︵
于
時
七
十
一
歳
︶
の
元
祿
十
年
︵
一
六
九
七
︶
三
月
の
判
詞
が
あ
る
。
ま

た
編
も
あ
り
、
水
戸
藩
関
係
者
の
漢
詩
文
等
を
集
成
し
た
﹃
文
苑
雑
纂5

﹄
に
﹃
詠
法
華

要
文
二
十
首
和
歌
﹄
が
載
る
。﹁
元
禄
八
乙
亥
年
正
月
七
日
、
先
考
京
極
飛
騨
守
源
朝
臣

高
直
法
名
法
性
院
三
十
三
回
忌
追
善
﹂
と
あ
り
、
沙
弥
常
筭
藤
原
基
賢
の
序
に
次
い
で
、

中
院
通
茂
か
ら
賜
っ
た
法
華
要
文
の
題
下
に
各
位
の
詠
草
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
に

お
け
る
高
門
の
交
流
域
が
知
ら
れ
て
興
味
ふ
か
い
。
歌
題
と
詠
人
を
記
す
。

如
是
我
聞　
　
　
　

中
院
前
大
納
言
源
通
茂
卿

諸
法
実
相　
　
　
　

園
儀
同
三
司
藤
原
基
福
公

等
一
大
事　
　
　
　

清
水
谷
大
納
言
藤
原
実
業
卿

無
上
宝
聚　
　
　
　

東
園
前
中
納
言
藤
原
基
量
卿

権
化
作
此
城　
　
　

中
院
中
納
言
通
躬
卿

内
秘
菩
薩
行　
　
　

東
園
藤
原
基
賢
卿
入
道
前
大
納
言
常
筭

柔
和
忍
辱
衣　
　
　

東
園
中
将
藤
原
基
長
朝
臣

皆
在
虚
空　
　
　
　

野
ヽ
宮
中
将
藤
原
定
基
朝
臣

竜
女
成
仏　
　
　
　

久
世
中
将
源
通
清
朝
臣

常
有
是
好
夢　
　
　

上
冷
泉
三
位
藤
原
為
綱
卿

我
常
遊
諸
国　
　
　

松
平
大
和
守
源
直
矩
朝
臣

常
在
霊
鷲
山　
　
　

京
極
甲
斐
守
源
高
住
高
直
嫡
孫

不
久
諸
道
場　
　
　

本
誉
上
人

如
是
展
転
教　
　
　

林
美
作
守
源
直
秀

唯
独
自
明
了　
　
　

養
安
院
法
師
恒
昌

秋
深
敬
汝
等　
　
　

山
名
隼
人
源
義
豊
沙
弥
玉
山

各
還
本
土　
　
　
　

鈴
木
平
九
郎
穂
積
重
視

心
念
不
空
辺　
　
　

京
極
兵
部
源
高
門
高
直
次
男

無
諸
衰
患　
　
　
　

京
極
民
部
源
高
里
高
直
三
男

作
礼
而
去　
　
　
　

水
戸
前
中
納
言
源
光
国
卿

　

右
の
う
ち
本
誉
上
人
は
浄
土
木
食
本
誉
空
無
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
自
身
を
高
直
次

男
、
高
住
を
高
直
嫡
孫
、
高
里
を
高
直
三
男
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
実
父

の
三
十
三
回
忌
追
善
で
あ
る
。
血
統
の
正
式
発
表
の
意
で
あ
ろ
う
。

　

高
門
が
生
涯
寄
合
と
い
う
閑
職
に
あ
り
、
夫
人
を
迎
え
な
か
っ
た
の
は
そ
の
病
弱
の

身
に
起
因
す
る
と
木
村
捨
三
氏
は
指
摘
さ
れ
た
。﹃
金
粟
密
林
居
士
木
像
記
﹄
に
は
そ
う

し
た
記
述
は
な
い
が
、﹃
伊
勢
太
神
宮
奉
納
百
首
和
歌6

﹄
の
﹁
序
﹂
に
、

ミ
つ
か
ら
青
油
幕
下
に
生
れ
て
、
八
十
氏
人
の
数
に
ハ
も
れ
さ
れ
と
、
幼
き
頃
よ
り
や
ま

ひ
ふ
か
く
て
、
を
の
つ
か
ら
半
隠
を
た
の
し
む
に
似
た
り
。︵
中
略
︶
今
梓
弓
ふ
く
ろ
に
お
さ

む
る
時
に
あ
ひ
、
武
士
の
い
と
ま
あ
り
て
文
の
道
を
こ
れ
と
、
養
痾
の
身
な
れ
ハ
蛍
雪
の

窓
に
そ
む
く
。
い
か
て
か
翰
墨
の
場
に
あ
そ
ハ
ん
や
。
い
そ
の
か
ミ
ふ
る
き
を
お
も
ふ
に
、

わ
か
と
を
つ
祖
宗
氏
高
秀
な
ん
、
こ
と
に
大
和
哥
を
ま
ね
ひ
て
、
代
々
の
勅
撰
の
中
に
も

入
て
侍
る
や
ら
ん
。
い
や
し
く
も
そ
の
む
ま
こ
に
て
箕
裘
の
わ
さ
を
し
ら
さ
ら
ん
も
ほ
ゐ

な
け
れ
ハ
、
と
し
比
内
大
臣
中
院
于
時

大
納
言

家
を
し
た
ひ
、
都
に
申
か
よ
は
し
、
病
余
閑
寂
の
口
す

さ
ひ
を
、
も
し
ほ
草
書
送
り
て
ハ
点
を
こ
ふ
あ
ま
り
に
、
初
学
百
首
の
哥
を
よ
ミ
つ
ら
ね

て
、
は
し
め
に
伊
勢
太
神
宮
に
ま
い
ら
せ
、
次
に
住
吉
、
玉
津
嶌
、
石
清
水
、
佐
〻
木
の

社
に
も
奉
り
て
祈
願
し
侍
ら
は
、
も
し
ハ
其
中
に
一
首
の
世
に
と
ゝ
ま
れ
る
こ
と
の
葉
を

得
て
、
せ
め
て
家
名
の
む
な
し
か
ら
さ
る
例
も
か
な
と
、
元
禄
九
年
の
夏
祓
す
る
比
よ
り

思
ひ
た
ち
て
、
同
し
秋
菊
さ
く
ほ
と
に
、
先
此
百
首
を
清
書
侍
り
け
ら
し
。

と
わ
が
身
の
蒲
柳
の
質
を
嘆
じ
て
、︿
将
軍
の
幕
下
に
生
ま
れ
、
多
く
の
臣
下
の
一
人
で

は
あ
る
が
、
幼
少
か
ら
病
ふ
か
い
故
に
お
の
ず
と
半
官
半
隠
の
身
を
余
儀
な
く
境
涯
を

5― （　　） ―



送
っ
て
い
る
。
今
は
武
を
納
め
る
時
と
て
文
の
道
を
求
め
る
が
、
養
痾
の
身
ゆ
え
に
思

う
に
ま
か
せ
な
い
。
遠
祖
佐
々
木
宗
氏
︵
一
二
六
九
︱
一
三
二
九
︶、
高
秀
︵
一
三
二
八
︱

一
三
九
一
︶
は
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
子
孫
と
し
て
箕
裘
の
業
を
継
げ
ぬ
の
も

不
本
意
な
の
で
、
中
院
内
大
臣
通
茂
公
卿
の
門
弟
と
な
っ
て
病
余
閑
寂
の
詠
草
を
京
へ

文
通
し
て
教
え
を
乞
う
て
い
る
が
、
そ
の
余
剩
に
中
院
門
弟
の
初
学
た
る
百
首
を
詠
ん

で
伊
勢
神
宮
は
じ
め
住
吉
・
玉
津
島
・
石
清
水
・
佐
々
木
等
々
の
諸
社
に
奉
納
祈
願
す

れ
ば
、
も
し
や
そ
の
中
の
一
首
が
世
上
に
な
が
く
愛
誦
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
れ
ば
、
せ

め
て
家
名
を
守
る
こ
と
に
も
な
る
先
例
に
な
る
だ
ろ
う
。
元
禄
九
年
︵
一
六
九
六
︶
の
夏

祓
の
こ
ろ
そ
う
思
い
立
っ
て
、
秋
菊
の
咲
く
こ
ろ
ま
ず
﹃
伊
勢
太
神
宮
奉
納
百
首
和
歌
﹄

を
清
書
し
た
の
で
あ
る
﹀
と
い
う
。
蒲
柳
の
質
を
抱
え
養
痾
に
明
け
暮
れ
し
、
文
の
道

を
志
す
し
か
な
い
武
人
の
率
直
な
心
境
の
表
出
で
あ
る
。
勅
撰
集
入
集
と
い
う
歌
名
あ

る
遠
祖
宗
氏
・
高
秀
、
ま
た
佐
々
木
神
社
の
名
を
挙
げ
る
の
は
武
門
の
矜
持
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
煙
霞
病
客
ま
た
南
詢
病
居
士
の
名
で
記
さ
れ
た
﹃
湯
沢
紀
行
﹄﹃
春
の

家
つ
と
﹄
な
ど
も
、
そ
の
筆
名
か
ら
温
泉
湯
治
が
主
目
的
の
紀
行
文
と
し
な
が
ら
も
、

そ
こ
に
は
歌
名
高
い
文
人
と
し
て
世
評
さ
れ
た
い
意
図
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
よ
う
。

没
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
唐
僧
東
皐
心
越
禅
師
︵
一
六
三
九
︱
一
六
九
六
︶
の
金
沢
八

景
詩
に
添
え
た
和
歌
が
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
﹃
金
沢
八
景
﹄
に
刻
ま
れ
た
の
は
、﹁
も
し

ハ
其
中
に
一
首
の
世
に
と
ゝ
ま
れ
る
こ
と
の
葉
を
得
て
﹂
と
い
う
願
い
が
叶
っ
た
の
で

あ
る
。

※

　

延
宝
三
年
︵
一
六
七
五
︶、
京
極
高
門
は
水
野
了
勘
居
士
の
私
第
で
梅
峰
竺
信
に
初
め

て
会
っ
た
。﹃
興
聖
梅
峰
和
尚
年
譜
﹄︵﹃
曹
洞
宗
全
書
・

語
録
二
﹄
所
収
︶
は
﹁
三
年
乙
卯
／
師
四
十
三
歳
。

会
ス二
京
極
無
生
居
士
ニ
于
江
府
ニ一
。
〇
水
野
了
勘
居
士
。
請
シ
テ

二

私
第
ニ一
。
相
見
。
慇
懃
ニ
問

レ
道
ヲ
。﹂
と
伝
え
て
い
る
。
梅
峰
は
了
勘
居
士
に
請
ぜ
ら
れ
た
の
だ
。
同
﹃
年
譜
﹄
寛

文
八
年
条
に
﹁
豊
岡
ノ
城
主
。
京
極
勢
州
ノ
牧
。
傾
テレ
心
ヲ
敬
崇
ス
。
〇
牧
之
外
祖
水
野
大

監
物
了
勘
居
士
。
遥
ニ
聴
テ
慕
レ
道
ヲ
。﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
了
勘
居
士
す
な
わ
ち
豊
岡
城

主
京
極
高
盛
と
そ
の
同
母
弟
高
門
の
外
祖
父
三
河
岡
崎
藩
主
水
野
忠
善
︵
一
六
一
二
︱
一

六
七
六
︶
は
、
但
馬
に
転
封
さ
れ
た
高
盛
︵
一
六
五
〇
︱
一
七
〇
九
︶
か
ら
、
高
盛
が
豊
岡

の
大
原
山
養
源
寺
住
職
梅
峰
竺
信
を
崇
敬
傾
倒
し
て
い
る
由
を
聞
い
て
よ
り
梅
峰
の
仏

道
姿
勢
を
慕
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
水
野
家
は
譜
代
の
名
門
で
、
忠
善
の
四
代
前
の
忠

守
の
女
だ
い
は
徳
川
家
康
の
生
母
伝
通
院
於
大
の
方
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
芝
の
中
屋
敷

で
あ
ろ
う
。
す
で
に
無
生
居
士
を
称
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
十
八
歳
の
高
門
は
慇

懃
に
仏
道
に
つ
い
て
問
う
た
と
い
う
。
以
来
二
人
は
長
く
、
か
つ
き
わ
め
て
昵
懇
の
交

流
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
、
京
極
高
門
は
黄
檗
の
黒
瀧
山
不
動
寺
開
山
潮
音
道
海
︵
一
六
二
八
︱
一
六
九
五
︶

に
も
会
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
﹃
黒
瀧
潮
音
和
尚
年
譜7

﹄
延
宝
三
年
乙
卯
、
師
四
十
八

歳
条
の
一
節
に
、

池
田
逸
士
持
二
聖
徳
太
子
所
製
憲
法
本
紀
一
来
。
又
見
二
京
極
氏
所
レ
蔵
太
子
旧
事
本
紀
一
。
通

二
暁
吾
国
神
道
極
地
一
。
神
教
経
・
宗
徳
経
・
聖
皇
本
紀
与
憲
法
本
紀
共
付
剞
厥
氏
于
世
。

と
あ
る
。
こ
の
年
、
潮
音
は
池
田
逸
士
が
持
ち
来
っ
た
﹃
憲
法
本
紀
﹄
と
、
高
門
が
所

蔵
す
る
﹃
太
子
旧
事
本
紀
﹄
す
な
わ
ち
﹃
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
﹄
を
初
め
て
見
た
の

で
あ
る
。﹁
吾
が
国
神
道
の
極
地
に
通
暁
せ
り
。﹂
と
い
う
の
は
潮
音
の
高
門
に
対
す
る

評
価
で
あ
り
、﹁
神
教
経
・
宗
徳
経
・
聖
皇
本
紀
と
憲
法
本
紀
と
共
に
剞
厥
氏
に
付
し
て

世
に
行
う
。﹂
と
い
う
の
は
高
門
の
仕
業
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
右
の
経
二
篇
と

本
紀
二
篇
を
剞
厥
氏
す
な
わ
ち
版
木
屋
を
し
て
版
行
せ
し
め
た
の
は
高
門
だ
と
潮
音
は

伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
こ
と
を
潮
音
は
そ
の
著
﹃
指
月
夜
話8

﹄
巻
六
﹁
要

伝
神
道
﹂
条
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
日
、
有
リ二
池
田
氏
一
。
来
テ
話
テレ
余
ニ
云
、︵
中
略
︶
又
京
極
氏
来
云
ク
、
有
リ二
吾
カ
国
ニ
神
道
ノ
秘
典
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一
。
今
日
持
シ
来
テ
、
願
ク
ハ
要
ス下
因
テ二
牛
兄
禅
師
ニ一
異
朝
善
知
識
ニ
見
シ
メ
ン

上
レ

之
ヲ
。
余
云
ク
、
持
シ二
其

ノ
書
ヲ一
来
、
令
シ
テ

二
レ
吾
ヲ
見
一
レ
之
ヲ
。
即
時
ニ
出
シ
テ

二

神
典
ヲ
於
懐
中
ヨ
リ

一

一
覧
セ
シ
ム
。
余
数〻
読
ムレ
之
。

不
レ
解
二
句
読
ヲ一
。
京
極
氏
云
ク
、
神
典
ハ
者
有
二
和
国
読
ノ
之
伝
一
。
不
ル
ヿ

レ

弁
セ二
句
読
ヲ一
、
最
是
レ

道
理
ナ
リ
也
。
於
テレ
茲
又
問
フ
。
有
リ
ヤ

二

聖
徳
太
子
ノ
釈
氏
憲
法
一
。
答
云
ク
、
有
二
五
憲
法
一
。
然

則
恩
借
セ
ン
。
京
極
氏
還
テレ
宅
ニ
、
即
時
ニ
差
シ
テ

レ

便
贈
テレ
之
ヲ
、
令
シ
テ

レ

吾
ヲ
見
レ
之
ヲ
。
余
大
ニ
驚
テ

云
、
終
ニ
未
タス
聞
二
此
書
ノ
名
ヲ一
。
况
ヤ
得
テ
見
ル
ヲ
ヤ

レ　

之
乎
。
即
是
天
下
ノ
珍
宝
。
不
レ
可
レ
有
二
過
レ

之
ニ
書
一
。
従
レ
尓
後
チ
、
因
テ二
京
極
氏
ニ一
、
知
レ
有
ヿ
ヲ

二

聖
德
太
子
先
代
旧
事
紀
一
。
就
テ二
京
極
氏

ニ一
求
二
正
部
ヲ一
読
レ
之
ヲ
。
雑
部
未
タレ
見
レ
之
ヲ
。

　

本
所
猿
江
の
大
慈
庵
に
訪
ね
来
た
高
門
と
潮
音
の
応
接
疎
通
で
、
肉
声
が
聞
こ
え
る

よ
う
で
あ
る
。
屋
上
屋
を
架
す
。︿﹁
わ
が
国
に
は
神
道
の
秘
典
が
あ
る
。
今
日
持
参
し

た
。
こ
れ
を
牛
兄
禅
師
を
介
し
て
異
朝
の
善
知
識
に
見
せ
し
め
た
い
。﹂
と
い
う
。﹁
見

せ
て
く
れ
﹂
と
い
う
と
、
京
極
氏
は
懐
中
か
ら
取
り
出
し
て
一
覧
さ
せ
て
く
れ
た
。
私

は
次
々
に
読
ん
だ
が
、
句
読
を
解
せ
な
か
っ
た
。
す
る
と
京
極
氏
は
﹁
神
典
に
は
和
読

要
領
の
伝
習
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
句
読
を
理
解
で
き
な
く
て
当
然
だ
﹂

と
い
う
。
さ
て
私
が
﹁
聖
徳
太
子
の
釈
氏
憲
法
は
あ
る
か
﹂
と
問
う
と
、﹁
あ
る
。
五
憲

法
が
揃
っ
て
い
る
﹂
い
う
。
私
が
﹁
そ
れ
で
は
恩
借
し
た
い
﹂
と
乞
う
と
、
京
極
氏
は

帰
宅
後
す
ぐ
に
使
い
を
し
て
贈
り
届
け
て
く
れ
た
。
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い

書
だ
っ
た
。
天
下
の
珍
宝
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
い
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
京
極
氏

か
ら
﹃
聖
德
太
子
先
代
旧
事
紀
﹄
な
る
書
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
、
つ
い
て
京
極
氏
所
蔵

の
正
部
を
閲
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
﹁
雑
部
﹂
は
未
見
で
あ
る
。﹀

　

高
門
が
持
参
し
た
﹁
神
道
の
秘
典
﹂
と
い
う
の
は
、﹃
黒
瀧
潮
音
和
尚
年
譜
﹄
の
記
述

か
ら
高
門
の
上
梓
し
た
﹃
神
教
経
﹄﹃
宗
徳
経
﹄﹃
聖
皇
本
紀
﹄
だ
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
一

覧
﹂﹁
数〻
﹂
の
語
句
が
、
そ
れ
が
複
数
冊
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
使
い
が

届
け
く
れ
た
﹁
五
憲
法
﹂
す
な
わ
ち
﹃
憲
法
本
紀
﹄
も
版
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
潮
音

は
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。﹃
黒
瀧
潮
音
和
尚
年
譜
﹄
の
記
述
、﹃
指
月
夜
話
﹄
の
潮
音
の

発
言
を
重
ん
じ
れ
は
、
潮
音
は
延
宝
三
年
に
高
門
の
来
訪
を
受
け
る
ま
で
﹁
聖
德
太
子

先
代
旧
事
紀
﹂
す
な
わ
ち
﹃
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
﹄
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
だ
か
ら
偽
作
者
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
潮
音
は
長
野
采
女
と
と
も
に
延
宝
七

年
に
﹃
旧
事
本
紀
大
成
経
﹄
四
十
巻
を
版
行
し
た
一
件
を
も
っ
て
天
和
二
年
︵
一
六
八

二
︶
に
五
十
日
の
閉
門
蟄
居
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
流
刑
が
閉
門
蟄
居
に
減
刑
さ
れ
た

経
緯
を
め
ぐ
っ
て
、
い
ま
だ
潮
音
を
偽
作
者
と
す
る
固
陋
な
発
言
が
止
ま
な
い9

。

　

高
門
が
潮
音
を
訪
ね
た
の
は
、
池
田
逸
士
と
同
じ
く
潮
音
が
寛
文
十
年
︿
一
六
七
〇
﹀

に
上
梓
し
た
﹃
十
七
條
憲
法
註
﹄
を
読
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
高
門
に
は
誇
る
べ
き
わ
が

国
神
道
の
秘
典
を
異
朝
の
知
識
人
た
ち
に
知
ら
し
め
た
い
希
望
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

﹃
十
七
條
憲
法
註
﹄
を
撰
し
、
異
朝
の
僧
た
ち
と
の
交
流
ふ
か
い
黄
檗
の
潮
音
を
訪
ね
た

の
だ
。
し
か
し
潮
音
は
高
門
が
持
参
し
た
﹃
神
教
経
﹄﹃
宗
徳
経
﹄﹃
聖
皇
本
紀
﹄
な
ど

神
道
の
秘
典
を
知
ら
ず
、
句
読
も
解
せ
ず
、﹃
旧
事
本
紀
大
成
経
﹄
の
存
在
も
知
ら
な

か
っ
た
。
お
そ
ら
く
高
門
は
潮
音
に
﹁
和
国
読
之
伝
﹂
を
教
授
し
た
と
思
わ
れ
る
。
恐

る
べ
き
十
八
歳
で
あ
る
。

※

　

京
極
高
門
が
海
蔵
寺
と
関
係
を
持
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
門
が
海
蔵

寺
に
金
粟
院
を
開
き
止
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
元
禄
十
六
年
の
水
戸
様
火
事
以

後
か
と
思
わ
れ
る
。﹃
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
﹄
は
﹁
海
蔵
寺
は
豊
島
郡
青
山
原
宿
に
在
り
、

青
山
と
号
す
。︵
中
略
︶
開
山
は
鉄
眼
道
光
和
尚
、
開
基
は
井
伊
掃
部
守
直
興
朝
臣
の
室
な

り
。
此
寺
旧
は
本
所
牛
島
に
在
り
。
承
応
年
中
卓
峰
と
い
ふ
僧
起
立
し
て
住
持
せ
し
を
、

鉄
眼
和
尚
譲
り
う
け
、
延
宝
八
年
庚
申
当
所
へ
移
す
。﹂、﹁
開
基
春
光
院
殿
華
岑
担
月
大

姉
位
牌
井
伊
掃
部
守
直
興
室
天
和
元
年
辛
酉
正
月
八
日
卒
﹂
と
伝
え
る
が
、
し
か
し
春

光
院
殿
華
岑
担
月
大
姉
は
井
伊
家
五
代
直
興
の
室
で
な
く
、
三
代
直
孝
の
側
室
で
あ
る
。
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ま
た
﹃
寺
社
書
上10
﹄
は
﹁
開
基
春
光
院
殿
華
岑
擔
月
大
姉
天
和
元
年
酉
正

月
八
日
逝
去

、
掃
雲
院
殿
無
染

了
心
大
姉
元
禄
六
年
酉
五

月
十
八
日
逝
去
／
井
伊
直
興
侯
之
室
并
女
也
、
不
葬
当
寺
、
開
山
鉄
眼
江
帰
依
故

也
﹂
と
あ
り
、
直
孝
を
直
興
と
誤
っ
て
い
る
が
、
開
基
に
掃
雲
院
殿
無
染
了
心
大
姉
を

加
え
て
い
る
。
無
染
了
心
の
こ
と
は
﹃
瑞
龍
開
山
鉄
眼
和
尚
行
実11
﹄
寛
文
十
二
年
︿
四

十
三
歳
﹀
条
に
﹁
秋
復
赴
武
江
。
井
伊
氏
夫
人
掃
雲
院
剏
海
蔵
菴
正
徳
三
癸
巳
年
蒙

公
許
改
菴
為
寺

居
焉
。﹂

と
あ
る
か
ら
、
海
蔵
寺
起
立
の
実
質
は
、
寛
文
十
二
年
︵
一
六
七
二
︶
無
染
了
心
大
姉
に

よ
る
海
蔵
庵
の
剏
立
で
あ
ろ
う
。
な
お
無
染
了
心
は
俗
名
亀
、
生
涯
嫁
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
母
春
光
院12
は
京
伏
見
深
草
の
日
蓮
宗
深
草
山
元
政
庵
︵
瑞
光
寺
︶
開
山
元
政
の
実
姉

で
あ
る
。

　
﹃
金
粟
密
林
居
士
木
像
記
﹄
は
高
門
が
開
山
鉄
眼
道
光
の
懇
切
な
教
導
を
受
け
た
と
伝

え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
寺
起
立
の
頃
か
ら
の
交
流
と
思
わ
れ
る
。
鉄
眼
は
高
門
の
疑

問
を
詳
し
く
説
き
、
高
門
は
鉄
眼
の
教
え
を
固
く
守
っ
て
忽
せ
に
は
し
な
か
っ
た
と
い

う
。﹃
鉄
眼
禅
師
遺
録13
﹄
上
巻
に
﹁
示
京
極
兵
部
居
士
﹂
と
題
す
る
法
語
が
載
る
が
、
そ

の
一
節
に
﹁
幸
公
有
宿
因
。
感
発
請
奮
決
烈
志
。
親
到
古
人
親
證
之
地
。
莫
以
小
知
小

見
為
足
也
﹂
と
あ
っ
て
、
教
示
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
高
門
は
牛
頭
山
弘
福
寺
開

山
鉄
牛
道
機
か
ら
道
袍
・
拄
・
法
語
、
黒
滝
開
山
潮
音
道
海
か
ら
緋
衣
・
偈
を
贈
ら
れ
、

六
十
歳
の
時
に
は
、
海
蔵
寺
二
代
宝
洲
道
聡
か
ら
印
可
を
得
て
源
流
法
衣
を
受
け
る
な

ど
黄
檗
の
高
僧
た
ち
と
親
近
し
た
が
、﹃
空
無
行
状
﹄
に
﹁
時
ニ
有
二
一
居
士
一
。
甞
テ
見

ヘ二
檗
下
ノ
宗
匠
ニ一
来
ル
。﹂
と
い
う
﹁
檗
下
ノ
宗
匠
﹂
は
も
と
よ
り
鉄
眼
道
光
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
高
門
は
鉄
眼
の
徳
行
と
一
切
経
版
行
事
業
に
助
援
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
木
村
捨
三
氏
﹁
京
極
兵
部
高
門
︱
霞
関
集
の
人
々
﹂
は
﹃
鉄

眼
禅
師
仮
名
法
語
﹄
の
跋
を
書
い
た
の
は
高
門
だ
と
い
う
。
証
左
を
示
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、
跋
文
ば
か
り
で
は
な
く
、
同
書
の
編
刊
も
高
門
だ
と
思
え
る
。
元
禄
四
年
︵
一

六
九
一
︶
秋
版
に
見
え
る
﹁
弟
子
の
う
ば
そ
く
そ
れ
が
し
﹂
が
高
門
で
あ
る
可
能
性
を

否
定
で
き
な
い
。﹁
奥
書
﹂
は
鉄
眼
の
教
え
を
よ
く
体
得
し
た
人
の
よ
う
に
見
え
る
。

※

　

一
日
、
本
誉
空
無
は
心
行
寺
に
一
居
士
す
な
わ
ち
京
極
高
門
の
来
訪
を
受
け
た
。
二

人
の
交
友
は
高
門
が
池
之
端
七
軒
町
に
転
住
し
て
か
ら
に
相
違
な
い
。﹃
夢
窩
梅
峯
禅
師

語
録
﹄︵﹃
曹
洞
宗
全
書
・

語
録
二
﹄
所
収
︶
巻
五
に
﹁
眺
遠
軒
記
﹂
と
題
す
る
記
が
載
り
、﹁
武
江
城
東
北
一

丘
曰
忍
之
岡
。
厥
名
見
于
俊
成
之
歌
咏
。
載
于
堯
慧
之
行
記
。
延
宝
甲
寅
之
春
。
京
極

高
門
居
士
館
于
茲
。
岡
之
交
有
不
忍
之
池
。︵
中
略
︶
風
景
佳
致
。
武
都
合
境
外
之
無
多
。

東
嚮
上
野
之
山
門
。
微
崇
長
延
。
一
望
北
折
。
松
杉
脩
竹
。
落
落
浮
屠
。
抄
巓
聳
木
末
。

稲
荷
神
祠
。
儒
人
学
館
。
辟
糓
僧
之
寺
。
咸
挙
如
可
承
攬
焉
。︵
下
略
︶﹂
と
伝
え
る
。
高

門
が
延
宝
二
年
︵
一
六
七
四
︶
に
眺
遠
軒
と
名
づ
け
た
館
は
、
寛
文
十
一
年
︵
一
六
七
一
︶

に
幕
府
奥
医
師
曲
直
瀬
安
養
院
家
か
ら
譲
ら
れ
た
二
千
坪
の
抱
屋
敷
だ
っ
た
︵﹃
町
方
書

上
﹄
池
之

端
七
軒
町
︶。
そ
の
こ
ろ
の
安
養
院
家
当
主
は
四
代
正
璆
︵
一
六
四
二
︱
一
七
二
六
︶
で
、
前
掲

﹃
詠
法
華
要
文
二
十
首
和
歌
﹄
に
そ
の
初
名
養
安
院
法
師
恒
昌
の
詠
草
が
載
る
。
眺
遠
軒

は
東
に
寛
永
寺
山
門
、
北
に
稲
荷
神
祠
・
儒
人
学
館
・
辟
糓
僧
之
寺
を
一
望
す
る
。
辟

糓
僧
之
寺
は
浄
土
木
食
本
誉
空
無
の
住
持
す
る
影
向
山
心
行
寺
に
相
違
な
く
、
儒
人
学

館
は
不
明
だ
が
、
嘉
永
五
年
刊
の
尾
張
屋
清
七
版
﹃
小
石
川
谷
中
本
郷
絵
図
﹄︵
宮
島
コ

レ

ク

シ
ョ
ン
蔵
︶
に
も
京
極
抱
屋
敷
と
心
行
寺
が
隣
接
し
て
描
か
れ
て
お
り
︵
図
2
︶、﹃
池
之
端
七

軒
町
遺
跡
﹄︵
二
〇
〇
七
年
十
月
、
台

東
区
文
化
財
調
査
会

︶
に
載
る
七
軒
町
復
元
図
︵
図
3
︶
に
よ
っ
て
よ
り
具
体

が
知
れ
る
。
二
人
は
隣
人
だ
っ
た
の
だ
。﹃
空
無
行
状
﹄
は
、
空
無
と
一
居
士
と
の
方
外

の
交
友
を
空
無
の
昔
語
り
と
し
て
伝
え
る
が
、
そ
の
昔
語
り
は
空
無
が
疾
を
得
て
心
行

寺
四
世
を
上
足
還
誉
空
哲
に
譲
っ
た
貞
享
元
年
︵
一
六
八
四
︶
秋
、
空
無
五
十
四
歳
以
前

の
こ
と
と
し
て
い
る
か
ら
、
一
居
士
の
心
行
寺
来
訪
は
延
宝
二
年
以
降
貞
享
元
年
以
前

の
、
あ
る
年
の
あ
る
一
日
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
と
す
れ
ば
京
極
居
士
の
青
年
時
代
、
空

無
が
老
境
に
差
し
か
か
る
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
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宗
統
復
古
に
精
励
す
る
梅
峰
竺
信
を
助
け
て
﹁
中
ニ
モ
無
生
居
士
ハ
梅
老
ヲ
崇
持
シ
。

法
義
ヲ
荷
ヒ
玉
ヘ
リ
。﹂、
潮
音
道
海
に
所
蔵
の
神
道
秘
典
を
教
え
て
﹁
吾
が
国
神
道
の

極
地
に
通
暁
せ
り
。﹂
と
評
さ
れ
た
京
極
無
生
居
士
は
、
あ
た
か
も
自
身
が
追
慕
崇
敬
し

て
止
ま
な
か
っ
た
古
の
維
摩
居
士
の
よ
う
で
あ
る
。﹃
金
粟
密
林
居
士
木
像
記
﹄
は
﹁
追

慕
古
維
摩
風
﹂
と
伝
え
る
。
前
掲
井
上
泰
士
氏
﹁
旗
本
歌
人
の
隠
逸
と
旅
﹂
は
、
居
士

名
の
無
生
・
金
粟
、
住
居
の
問
疾
堂
・
毘
尼
室
も
維
摩
居
士
に
因
む
な
ど
、
高
門
の
維

摩
居
士
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
を
指
摘
し
、
高
門
を
﹁
市
隠
﹂
と
し
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
井
上
氏
は
、﹃
湯
沢
紀
行
﹄
の
筆
名
煙
霞
病
客
を
山
水
へ
の
辟
好
を
示
す

煙
霞
痼
疾
の
語
に
自
ら
の
病
と
旅
を
掛
け
た
も
の
と
解
さ
れ
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば

﹃
春
の
家
つ
と
﹄
の
筆
名
南
詢
病
居
士
は
あ
る
い
は
善
知
識
を
求
め
て
ひ
ら
す
ら
南
に
向

か
っ
た
善
財
童
子
に
み
ず
か
ら
の
性
向
を
重
ね
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
空
無
と
妙
幢
淨
慧
を
結
ん
だ
の
は
京
極
高
門
だ
ろ
う
。
妙
幢
淨
慧
に
つ
い

て
は
洛
東
一
心
山
専
念
寺
順
阿
隆
円
が
享
和
三
年
︵
一
八
〇
三
︶
十
一
月
に
撰
し
た
﹃
妙

幢
和
尚
略
伝14
﹄
が
あ
る
。

臨
済
三
十
六
世
。
妙
幢
禅
師
。
諱
は
浄
慧
。
い
ま
だ
氏
族
を
し
ら
ず
。
江
州
の
人
な
り
。
丗

〻
医
を
も
て
業
と
し
。
彦
根
侯
に
つ
か
ふ
。
師
年
二
十
四
。
頻
り
に
浮
世
の
無
常
に
驚
き
。

発
心
し
て
。
頓
に
妻
子
を
厭
捨
し
。
宝
山
頂
和
尚
を
拝
し
て
。
剃
髮
受
戒
せ
ら
る
。
鉄
眼

光
和
尚
に
随
ふ
て
。
楞
厳
。
維
摩
。
法
華
の
三
経
を
研
究
し
。
年
を
経
て
省
悟
あ
り
。
か

く
て
仏
法
の
寿
は
。
毘
尼
の
存
す
る
に
あ
り
と
て
。
正
明
寺
。
寂
門
律
師
に
依
止
し
て
。
も

ハ
ら
律
儀
を
熏
錬
す
。
又
出
離
の
要
路
。
浄
土
の
一
門
に
過
ず
と
て
。
洛
東
忍
澂
上
人
に

謁
し
て
。
本
願
念
仏
の
要
義
を
聞
け
り
。
禅
を
宗
と
す
と
い
へ
ど
も
。
学
ひ
ろ
く
内
外
に

わ
た
り
。
あ
ま
ね
く
諸
宗
に
通
達
し
。
乗
戒
倶
急
に
し
て
。
正
法
を
任
持
す
。
真
に
末
世

の
妙
法
幢
と
い
ふ
べ
し
。
師
宿
縁
地
蔵
菩
薩
に
ふ
か
く
。
余
の
菩
薩
に
超
過
し
給
へ
る
悲

願
を
信
じ
て
。
自
行
化
他
二
利
。
皆
此
薩
埵
に
祈
求
し
。
し
ば
〴
〵
感
応
を
蒙
る
。
す
な

ハ
ち
自
ら
誓
て
曰
。
願
く
は
我
生
〻
丗
〻
尽
未
來
際
。
地
蔵
菩
薩
の
眷
族
と
な
り
て
。
昇

ら
バ
の
ぼ
り
。
降
ら
ば
く
だ
り
。
其
大
願
の
網
を
は
り
。
か
の
弘
誓
の
舩
に
掉
さ
ゝ
ん
と
。

斯
ま
で
大
悲
の
深
く
。
弘
願
の
あ
つ
き
を
も
て
。
肉
身
の
地
蔵
大
菩
薩
な
り
と
て
。
時
人

皆
帰
崇
す
る
事
。
草
の
風
に
な
び
く
が
ご
と
し
。
師
は
じ
め
江
州
平
坂
村
。
箕
山
小
松
寺

に
住
し
。
つ
ぎ
に
彦
根
大
洞
。
奥
嶋
延
命
寺
。
又
駿
州
嶋
田
。
都
智
山
白
岩
寺
に
寓
居
す
。

い
た
る
と
こ
ろ
弘
法
度
生
。
こ
れ
日
も
た
ら
ず
と
す
。
化
益
も
と
も
多
く
。
感
験
い
ち
じ

る
し
か
り
き
。
晩
年
洛
西
北
野
。
不
動
院
に
住
し
。
戶
を
閉
て
精
修
す
。
自
華
厳
塔
。
な

ら
び
に
寿
塔
を
造
立
し
。
終
焉
の
お
も
ひ
あ
り
。
享
保
十
年
乙
巳
二
月
十
四
日
。
安
詳
と

し
て
遷
化
し
給
ふ
。
い
ま
だ
世
寿
僧
夏
を
し
ら
ず
。︵
下
略
︶

図 2　尾張屋清七版

図 3　七軒町復元図

図 4　妙幢浄慧墓塔　箕山小松寺
（盛井幸道師撮影）
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き
の
い
で
湯
に
宮
の
下
と
い
ふ
所
あ
り
、
ふ
か
く
谷
底
に
九
折
な
る
道
を
く
だ
り
つ
れ
ば
、

堂
賀
島
と
て
夢
窓
国
師
草
堂
の
旧
跡
あ
り
。
⋮
無
縫
塔
あ
り
、
夢
窓
国
師
閑
居
の
地
と
勒

す
。
又
か
た
は
ら
の
大
石
に
、
夢
窓
國
師
此
所
に
て
世
の
中
を
い
と
ふ
と
は
な
き
住
居
に

て
中
々
す
こ
き
山
賤
の
菴
と
云
ふ
詠
歌
を
石
工
に
命
し
て
、
後
の
か
た
み
に
え
ら
し
む
。
と

あ
る
の
で
、
自
分
わ
ざ
〳
〵
此
地
に
赴
い
て
、
そ
の
夢
窓
国
師
座
禅
石
な
る
も
の
を
見
た

と
こ
ろ
、
石
の
裏
に
京
極
高
門
と
し
て
あ
つ
た
の
で
、
初
め
て
こ
の
湯
沢
紀
行
の
著
者
は
、

京
極
高
門
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。︵﹁
書
物
春
秋
﹂
第
七

号
、
一
九
三
一
年
四
月
︶

と
記
し
て
い
る
。﹃
東
京
都
社
寺
備
考
﹄
を
編
じ
、﹃
浮
世
絵
類
考
﹄
で
知
ら
れ
る
博
学

の
島
田
筑
波
で
す
ら
煙
霞
病
客
が
何
人
で
あ
る
か
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
京
極
高
門
と

そ
の
行
業
は
流
れ
ゆ
く
時
の
波
間
に
沈
み
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

※

　

妙
幢
淨
慧
は
宝
永
四
年
︵
一
七
〇
七
︶
正
月
付
で
﹁
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
序
﹂
を
書

い
た
。
こ
の
年
妙
幢
は
江
戸
に
い
て
、
四
月
付
で
長
文
の
﹁
玄
津
自
伝
叙
﹂
を
書
い
て

い
る
。
す
な
わ
ち
﹃
儒
釈
雑
記
﹄
巻
五
十
九
に
﹁
玄
津
自
伝
叙
﹂
の
巻
尾
に
﹁
旹
、
宝

永
四
丁
亥
稔
夘
月
中
浣
草
于
東
武
江
府
東
叡
山
下
之
林
院
﹂
と
あ
っ
て
、
東
叡
山
下
の

林
院
で
草
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
年
時
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
妙
幢
が
東
叡
山
に

地
蔵
菩
薩
像
を
奉
安
し
た
記
事
が
﹃
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
﹄
に
あ
る
。
す
な
わ
ち

﹁
第
廿
五
、
谷
中
感
応
寺
京
都
壬
生
延
命
地
蔵
移
造
立
之
事
﹂
に
、
妙
幢
が
東
叡
山
と
谷

中
感
応
寺
に
丈
六
の
地
蔵
座
像
を
納
め
た
こ
と
、
東
叡
山
の
一
体
は
か
つ
て
納
め
た
像

が
累
焼
し
た
の
で
新
た
な
再
興
で
あ
る
こ
と
、
仏
師
は
京
都
の
法
橋
瀧
川
順
正
で
、
そ

の
助
力
は
四
蓮
の
不
著
・
雅
丈
で
あ
っ
た
等
々
を
伝
え
て
い
る
。
な
お
右
の
記
事
に
い

う
妙
幢
が
東
叡
山
に
最
初
に
安
置
し
た
地
蔵
像
が
累
焼
し
た
と
い
う
の
は
元
禄
十
一
年

︵
一
六
九
八
︶
の
勅
額
火
事
か
、
あ
る
い
は
元
禄
十
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
の
水
戸
様
火
事
に

よ
る
と
思
わ
れ
る16
。

　

右
に
よ
っ
て
妙
幢
淨
慧
が
鉄
眼
道
光
の
法
脈
に
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
剃
髮
受
戒
の

師
で
あ
る
宝
山
最
頂
︵
生
没
年
不
明
︶
は
鉄
眼
版
一
切
経
の
勧
進
に
専
心
し
た
人
で
、
鉄

眼
没
後
は
法
兄
海
蔵
寺
二
代
宝
洲
道
聡
に
嗣
法
し
た
。
妙
幢
の
墓
塔
の
あ
る
箕
山
小
松

寺
は
妙
幢
が
は
じ
め
に
止
住
し
た
寺
で
、
鉄
眼
の
開
山
で
あ
る
。
海
蔵
寺
と
同
様
に
彦

根
藩
二
代
井
伊
直
孝
と
そ
の
娘
亀
︵
掃
雲
院
︶
の
外
護
を
受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
妙
幢
が
海
蔵
寺
ま
た
京
極
高
門
と
密
に
交
流
し
た
と
推
量
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に

西
田
耕
三
氏
﹃
近
世
の
僧
と
文
学
﹄︵
二
〇
一
〇
年
二

月
、
ぺ
り
か
ん
社
︶
は
妙
幢
と
高
門
が
旧
知
の
間
柄
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
妙
幢
撰
﹃
儒
釈
雑
記15
﹄︵
巻
六
十
二
︶
に
、
正
徳
三

年
︵
一
七
一
三
︶
八
月
、
妙
幢
が
井
伊
直
該
に
随
っ
て
相
州
塔
の
沢
に
湯
浴
し
た
記
事
が

あ
る
。
塔
ノ
沢
・
宮
ノ
下
・
堂
ノ
島
を
経
て
夢
窓
国
師
の
旧
栖
地
を
尋
ね
て
、

又
見
一
巨
巌
、
其
平
面
勒
一
首
歌
云
、
世
濃
中
遠
厭
止
波
奈
岐
住
居
尓
天
中
々
須
古
幾
山

賎
濃
菴
、
此
乃
夢
窓
国
師
甞
在
此
処
時
所
詠
之
歌
也
、
又
見
一
面
斵
之
云
、
宝
永
七
年
弥

生
之
頃
、
又
尋
来
此
処
云
、
忍
人
岩
濃
苔
濃
跡
留
其
旧
言
尓
添
言
葉
毛
、
其
下
書
京
極
高

門
、
此
高
門
乃
東
武
之
貴
族
而
余
之
旧
知
也
、
信
奉
仏
祖
、
又
能
達
和
歌
、
今
不
図
見
之
懐

旧
之
情
転
起
︵
下
略
︶

と
記
し
、
懐
旧
の
情
を
催
し
て
立
ち
去
り
が
た
く
、
和
歌
一
首
、
七
絶
一
首
を
詠
じ
て

い
る
。
巨
巌
に
国
師
と
高
門
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
高
門
の
﹃
湯
沢
紀
行
﹄
の

記
述
と
合
致
す
る
。
な
お
煙
霞
病
客
が
京
極
高
門
の
筆
名
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
煙

霞
病
客
の
足
跡
を
追
っ
て
夢
窓
国
師
の
旧
栖
地
を
尋
ね
た
男
が
い
る
。
そ
の
島
田
筑
波

は
﹁
湯
澤
紀
行
の
著
者
京
極
高
門
に
つ
い
て
﹂
に
、

湯
沢
紀
行
は
貞
享
元
年
に
出
版
に
な
つ
た
箱
根
温
泉
の
紀
行
で
あ
つ
て
、
江
戸
時
に
箱
根

温
泉
の
こ
と
を
詳
し
く
紹
介
し
て
ゐ
る
。
紀
行
は
こ
の
書
が
初
ま
り
で
あ
ら
う
。
然
し
な

が
ら
こ
の
紀
行
の
著
者
は
、
煙
霞
病
客
と
だ
け
し
て
あ
る
の
で
、
果
し
て
何
人
の
著
述
な

の
か
今
日
ま
で
知
ら
れ
ず
に
居
た
が
、
偶
た
本
文
を
よ
む
で
ゐ
る
う
ち
に
、
木
賀
の
つ
ゞ
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元
禄
十
一
年
九
月
六
日
昼
、
京
橋
南
鍋
町
の
仕
立
物
屋
九
右
衛
門
宅
よ
り
出
火
し
、

数
寄
屋
橋
門
内
の
大
名
・
旗
本
屋
敷
を
焼
き
、
駿
河
台
か
ら
神
田
明
神
・
湯
島
天
神
へ

と
流
れ
た
火
は
、
下
谷
池
之
端
の
出
合
茶
屋
を
総
な
め
に
し
て
寛
永
寺
境
内
に
も
延
焼

し
、
新
築
の
仁
王
門
・
厳
有
院
︵
徳
川
家
綱
廟
︶
を
焼
き
、
浅
草
・
三
ノ
輪
か
ら
千
住
に

及
ん
だ
。
こ
の
火
事
は
、
同
年
八
月
に
寛
永
寺
の
根
本
中
堂
・
文
殊
楼
・
仁
王
門
が
落

成
し
、
九
月
三
日
に
落
慶
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
九
日
に
は
根
本
中
堂
に
東
山
天
皇
宸

筆
の
勅
額
が
掲
げ
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た
。
勅
額
は
宸
筆
﹁
瑠
璃
殿
﹂
の
三
字
が
彫
り
込

ま
れ
た
も
の
で
、
京
都
よ
り
六
日
に
江
戸
に
到
着
し
た
。
こ
の
勅
額
が
到
着
し
た
日
に

出
火
し
た
こ
と
か
ら
勅
額
火
事
と
呼
ば
れ
た
。
な
お
根
本
中
堂
︵
瑠
璃
殿
︶
と
文
殊
楼
は

類
焼
を
免
れ
た
。
勅
額
は
現
存
す
る
。

　

元
禄
十
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
十
一
月
二
十
九
日
戌
上
刻
、
小
石
川
水
戸
邸
よ
り
出
火
、

西
南
風
強
く
本
郷
・
下
谷
・
浅
草
を
焼
き
、
風
は
西
北
風
と
な
っ
て
両
国
橋
を
焼
い
て

本
所
・
深
川
に
延
焼
し
、
よ
う
や
く
翌
日
鎮
火
し
た
。
大
名
屋
敷
三
百
余
、
町
屋
二
万

余
、
多
数
の
寺
社
が
焼
失
し
、
南
北
八
㌖
・
東
西
十
二
㌖
が
焼
野
原
と
な
っ
た
。
こ
の

水
戸
様
火
事
と
呼
ば
れ
る
大
火
で
了
翁
道
覚
が
東
叡
山
内
に
開
設
し
た
勧
学
講
院
も
類

焼
し
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
の
火
事
に
よ
っ
て
最
初
の
地
蔵
菩
薩
像
を
失
っ
た
も
の
か
決
し
が
た
い
が
、

妙
幢
が
企
図
し
た
新
た
な
地
蔵
二
体
の
製
作
は
宝
永
四
年
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
然
し
た
る
証
左
も
な
く
推
量
を
重
ね
れ
ば
、
地
蔵
像
製
作
は
東
叡
山
山
内
で

行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
右
の
記
事
に
は
京
都
で
製
作
し
た
地
蔵
像
を
江
戸
に
運
ん
だ
気

配
が
な
く
、
仏
師
法
橋
瀧
川
順
正
が
﹁
六
斎
日
を
勤
て
精
進
潔
白
に
し
て
﹂
造
像
に
精

励
し
た
こ
と
、
妙
幢
が
四
蓮
の
不
著
・
雅
丈
に
そ
の
助
力
を
命
じ
た
な
ど
具
体
的
な
記

述
が
あ
り
、
あ
た
か
も
空
無
が
工
房
に
立
ち
会
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る

と
、
地
蔵
像
完
成
ま
で
の
間
、
妙
幢
・
順
正
等
の
宿
所
は
東
叡
山
下
の
林
院
す
な
わ
ち

心
行
寺
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
妙
幢
は
正
月
に
﹁
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
序
﹂

を
、
四
月
半
ば
に
﹁
玄
津
自
伝
叙
﹂
を
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
瀧
川
順
正

は
、
伊
勢
松
阪
の
豪
商
中
川
常
宇
居
士
と
東
方
山
安
養
寺
二
代
湛
堂
慧
淑
が
正
徳
三
年

︵
一
七
一
三
︶、
松
坂
の
三
緣
山
清
光
寺
を
拠
点
に
十
万
人
講
を
催
し
た
時
、
蓮
聚
場
の
本

尊
阿
弥
陀
如
来
像
を
製
作
し
た
人
で
あ
る17
。
ま
た
四
蓮
の
不
著
は
我
が
国
篆
刻
の
嚆
矢

と
さ
れ
る
池
永
道
雲
︵
一
六
七
四
︱
一
七
三
七
︶
の
実
兄
で
、
二
人
の
母
の
弟
は
江
戸
深

川
に
江
戸
最
初
の
黄
檗
寺
院
で
あ
る
永
寿
山
海
福
寺
を
開
い
た
独
本
性
源
︵
一
六
一
八
︱

一
六
八
九
︶
で
あ
る
。
池
永
道
雲
は
日
本
橋
本
町
で
薬
種
商
を
営
み
、
自
邸
に
黄
檗
山
五

世
髙
泉
性
潡
を
請
じ
て
、
自
家
伝
来
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
供
養
法
会
を
催
し
て
い
る18
。

不
著
は
湯
島
霊
雲
寺
の
覚
彦
浄
厳
に
出
入
り
し19
、
空
無
は
霊
雲
寺
に
六
地
蔵
の
鋳
型
と

し
た
彩
色
の
愛
宕
地
蔵
像
を
奉
納
し
て
い
る20
。
周
知
の
よ
う
に
浄
厳
は
鉄
眼
の
大
藏
経

に
秘
密
経
軌
を
加
え
し
め
た
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
縦
横
の
人
間
関
係
を
推
量
す
る
と
、

そ
の
中
心
に
い
た
の
は
京
極
高
門
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
高
門
が
官
禄
を
食

み
な
が
ら
﹁
半
隠
﹂
と
称
し
て
維
摩
居
士
の
跡
を
追
い
、
道
雲
が
薬
種
商
を
営
み
な
が

ら
﹁
市
隠
﹂
と
号
し
て
篆
刻
と
琵
琶
に
没
頭
す
る
半
生
を
送
っ
た
の
も
無
関
係
と
は
思

わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

※

　

京
極
高
門
は
浄
土
木
食
空
無
の
巡
六
地
蔵
開
設
成
就
を
慶
祝
し
て
一
髮
道
人
無
生
の

名
で
﹃
本
誉
空
無
上
人
道
影
賛
﹄
を
撰
し
、
こ
れ
を
版
行
し
た
。
黄
檗
山
五
代
高
泉
性

潡
は
﹃
武
州
新
置
六
地
蔵
銅
像
記
﹄
を
撰
印
し
て
偉
業
を
讚
し
、
門
弟
子
某
等
は
﹃
心

行
寺
第
三
世
源
蓮
社
本
誉
空
無
上
人
行
状
﹄
を
上
梓
し
て
師
匠
の
行
実
の
弘
通
を
図
っ

た
。
こ
れ
を
見
た
禅
林
の
龍
象
た
ち
は
空
無
に
記
あ
る
い
は
讚
を
贈
っ
て
称
讃
祝
福
し
、

空
無
は
こ
れ
を
喜
ん
で
﹃
巡
六
地
蔵
菩
薩
記
賛
﹄
を
編
じ
た
。
例
え
ば
黄
檗
の
鉄
牛
道

機
︵
一
六
二
八
︱
一
七
〇
〇
︶
は
﹁
予
未
面
識
、
托
一
居
士
﹂
と
一
居
士
の
介
在
を
明
か

11― （　　） ―



し
、
曹
洞
の
連
山
交
易
︵
一
六
三
五
︱
一
六
九
四
︶
は
﹁
予
与
上
人
未
得
一
面
、
門
人
价

人
請
予
記
之
﹂
と
何
某
の
介
在
を
記
し
、
ま
た
潮
音
道
海
は
某
甲
を
介
し
て
﹃
空
無
行

状
﹄
と
高
泉
﹃
六
地
蔵
銅
像
記
﹄
を
贈
ら
れ
、
記
を
求
め
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
空

無
と
禅
林
の
龍
象
た
ち
の
間
に
京
極
無
生
居
士
が
介
在
し
た
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ

よ
う
。

　

無
生
居
士
は
地
蔵
像
六
体
の
銅
鋳
費
用
等
々
に
巨
額
の
資
金
を
提
供
し
た
は
ず
で
あ

る
。
例
え
ば
地
蔵
坊
正
元
に
よ
る
﹁
後
の
六
地
蔵
﹂
は
、
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
春
の

発
願
か
ら
、
同
五
年
九
月
に
海
照
山
品
川
寺
に
第
一
番
金
剛
願
地
蔵
を
、
享
保
五
年
︵
一

七
二
〇
︶
七
月
に
大
栄
山
永
代
寺
に
第
六
番
預
天
賀
地
蔵
を
安
置
す
る
ま
で
お
よ
そ
十

四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
お
り
、
ま
た
た
と
え
ば
第
三
番
医
王
山
眞
性
寺
の
金
剛
悲
地

蔵
に
は
お
よ
そ
一
万
二
千
余
の
施
財
し
た
結
縁
者
名
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る21
。
対
し
て

空
無
に
よ
る
﹁
始
の
六
地
蔵
﹂
は
、
唯
一
現
存
す
る
一
心
山
専
念
寺
の
第
二
番
宝
珠
地

蔵
に
刻
ま
れ
た
結
縁
者
は
わ
ず
か
二
千
余
名
で
あ
り
、
元
禄
三
年
中
の
一
日
、
近
隣
の

一
信
士
か
ら
六
地
蔵
の
鋳
型
と
な
る
勝
軍
地
蔵
を
譲
ら
れ
た
空
無
は
、
そ
の
年
の
う
ち

に
巡
六
地
蔵
を
開
眼
供
養
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
短
時
日
の
成
就
に
驚
く
ば

か
り
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
京
極
無
生
居
士
の
絶
大
な
支
援
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　

駒
込
桂
芳
山
瑞
泰
寺
に
第
一
番
檀
陀
地
蔵
が
安
置
さ
れ
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。

瑞
泰
寺
が
京
極
家
の
菩
提
寺
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。﹃
寺
社
書
上
﹄﹃
御
府
内
寺
社
備
考
﹄

﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
等
に
よ
る
と
、
当
寺
は
天
正
十
七
年
︵
一
五
八
九
︶
勝
誉
桂
芳
和

尚
が
神
田
明
神
下
に
起
立
し
た
も
の
で
、
四
世
教
誉
岩
茂
代
に
当
地
駒
込
の
拝
領
地
に

移
転
し
た
。
三
世
大
誉
円
極
和
尚
の
時
、
丹
後
国
城
主
京
極
修
理
大
夫
高
三
公
が
前
城

主
丹
後
守
高
知
公
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
新
た
に
本
堂
・
僧
房
・
山
門
等
を
造
改
築
寄

進
し
、
高
知
公
の
法
号
瑞
泰
院
を
採
っ
て
寺
号
と
し
、
京
極
家
永
代
の
菩
提
寺
と
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
京
極
家
は
高
知
︱
高
三
︱
高
直
︱
高
盛
︱
高
住
と
続
き
、
高
門
は
同

母
兄
高
盛
に
二
千
石
を
分
与
さ
れ
て
小
糸
京
極
家
初
代
と
な
っ
た
。
高
知
は
大
徳
寺
芳

春
院
に
葬
ら
れ
た
が
、
高
三
・
高
直
・
高
盛
は
瑞
泰
寺
に
葬
ら
れ
た
。﹃
梅
峯
禅
師
贅

録
﹄︵﹃
曹
洞
宗
全
書
・

語
録
二
﹄
所
収
︶
巻
四
﹁
瑞
泰
寺
鐘
銘
并
引
﹂
に
よ
る
と
、
兵
部
高
門
居
士
と
そ
の
同

母
弟
で
あ
り
養
子
で
あ
る
民
部
高
里
は
、
天
和
三
年
︵
一
六
八
三
︶
二
月
六
日
に
新
鋳
の

蒲
牢
一
口
を
寄
進
し
て
い
る
。
空
無
が
瑞
泰
寺
に
檀
陀
地
蔵
を
安
置
し
て
巡
六
地
蔵
の

一
番
札
所
と
し
た
の
は
、
空
無
の
京
極
高
門
に
対
す
る
表
敬
と
理
解
で
き
る
。
高
門
は

享
保
六
年
︵
一
七
二
一
︶
二
月
十
七
日
に
六
十
四
歳
で
没
し
た
が
、
そ
の
前
年
正
月
中
旬

に
上
梓
し
た
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
の
序
に
﹁
空
無
九
十
一
歳
謹
書
﹂
と
記
し
た
浄
土

木
食
本
誉
空
無
は
、
あ
る
い
は
高
門
を
見
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

︵
関
口
︶

注1 

関
口
靜
雄
﹁
玉
川
大
学
学
術

情
報
図
書
館
蔵
﹃
本
誉
空
無
上
人
道
影
賛
﹄
翻
刻
と
解
題
﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
五
八
号
、

二
〇
二
〇
年
八
月
︶。

2 

関
口
靜
雄
﹁
浄
土
木
食
空
無
撰
﹃
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
﹄
翻
刻
と
解
題
﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
四

九
号
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
︶。

3 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
亜
図
書
館
蔵
三
井
家
旧
蔵
本
。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
公
開
画
像
に
拠
る
。

4 

﹃
中
黑
村
興
禅
寺
縁
起
﹄︵
東
吉
野
村
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
東
吉
野
村
史
資
料
編
下
巻
﹄
一
九　

九
二
年
三
月
、
東
吉
野
村
教
育
委
員
会
︶。

5 
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
に
拠
る
。

6 
﹃
曲
妙
集
﹄
巻
三
所
収
。
国
立
公
文
書
館
公
開
画
像
に
拠
る
。

7 

群
馬
大
学
付
属
図
書
館
蔵
不
動
禅
寺
蔵
版
本
に
拠
る
。

8 

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
﹃
指
月
夜
話
抜
萃
﹄。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
に
拠
る
。

9 

岩
田
貞
雄
氏
﹁
皇
大
神

宮
別
宮
伊
雑
宮
謀
計
事
件
の
真
相
︱
偽
書
成
立
の
原
由
に
つ
い
て
﹂︵﹁
国
学
院
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大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
三
三
輯
、
一
九
七
四
年
三
月
︶・
佐
藤
俊
晃
氏
﹁
潮
音
道
海

の
神
国
意
識
﹃
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
﹄
と
の
出
逢
い
前
後
﹂︵﹃
印
度
學
佛
教
学
研
究
﹄
五

〇
巻
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
︶。

10 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
拠
る
。

11 

駒
沢
大
学
図
書
館
永
久
文
庫
蔵
元
禄
三
年
版
に
拠
る
。

12 

宗
政
五
十
緒
氏
﹃
元
政
︱
そ
の
出
自
﹄︵﹃
日
本
近
世
文
苑
の
研
究
﹄
所
収
。
一
九
七
七
年
十

一
月
、
未
来
社
︶。

13 

大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
に
拠
る
。

14 

四
天
王
寺
大
学
図
書
館
蔵
﹃
十
善
戒
法
論
﹄
享
和
三
年
版
に
拠
る
。

15 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
拠
る
。

16 

吉
原
健
一
郎
編
﹃
江
戸
災
害
年
表
﹄︵﹃
江
戸
町
人
の
研
究
﹄
五
巻
付
録
。
一
九
七
八
年
十
月
、

吉
川
弘
文
館
︶
等
に
拠
る
。

17 

中
川
常
宇
編
﹃
澄
禅
和
尚
行
状
記
﹄︵
享
保
八
年
春
、
沢
田
吉
左
衛
門
版
︶
中
巻
。

18 

関
口
靜
雄
﹁
妙
幢
淨
慧
撰
﹃
古
今
舎
利
験
論
﹄
翻
刻
と
解
題
︵
三
︶﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
五
三
号
、　

二
〇
二
〇
年
三
月
︶。

19 

﹃
妙
極
堂
遺
稿
﹄
第
五
、
元
禄
十
年
条
に
﹁
書
新
山
不
著
居
士
手
写
法
華
経
之
後
六
月
二

十
八
日
﹂
と

す
る
一
文
で
浄
厳
は
不
著
書
写
法
華
経
を
称
賛
し
て
い
る
。
寺
津
麻
理
絵
・
関
口
靜
雄
﹁
妙

高
山
霊
光
寺
蔵
﹃
妙
極
堂
遺
稿
﹄
翻
刻
と
解
題
︵
七
︶﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
〇
一
号
、
二
〇
一
五

年
十
一
月
︶。

20 

﹃
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
﹄
元
禄
四
年
条
に
﹁
今
年
三
間
四
面
ノ
地
蔵
堂
ヲ
建
ツ
。
本
尊
ハ
木

食
空
無
カ
寄
附
セ
ル
ナ
リ
。
霊
験
掲
焉
ナ
リ
。﹂
と
あ
る
。
上
田
霊
城
編
﹃
浄
厳
和
尚
伝
記

史
料
集
﹄︵
一
九
七
九
年
八
月
、
名
著
出
版
︶。

21 

﹃
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
眞
性
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像
︵
江
戸
六
地
蔵
︶
修
理
報
告
書
﹄︵
豊
島

区
教
育
委
員
会
編
刊
、
二
〇
二
二
年
三
月
︶。

〔
追
白
〕

青
山
海
蔵
寺
海
野
和
之
御
住
職
・
箕
山
小
松
寺
盛
井
幸
道
御
住
職
・
龍
華
山
東
漸
寺
平
松
隆
之

御
住
職
・
東
吉
野
村
教
育
委
員
会
寺
尾
佳
晃
氏
か
ら
大
切
な
お
教
え
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
御

礼
申
上
げ
る
。
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︻
解　

題
︼﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
の
引
用
経
典
に
つ
い
て

　

本
書
は
、
十
夜
念
仏
の
利
益
を
経
典
の
引
用
な
ど
に
よ
っ
て
説
く
と
と
も
に
、
十
夜

念
仏
の
歴
史
に
つ
い
て
も
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、﹁
第
十
二　

女
人
善
悪
の
事
﹂﹁
第
十
四
、
女
人
ハ
諸
寺
諸
山
に
往
生
な
き
の
事
﹂
で
あ
る
。
女
人
が

仏
教
に
お
い
て
、
な
ぜ
﹁
悪
﹂
と
さ
れ
て
い
る
の
か
解
説
し
、﹁
法
華
経
﹂
の
竜
女
成
仏

の
例
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
し
、
十
夜
念
仏
の
勤
め
に
よ
り
﹁
命
終
ら
ん
と
ほ
つ
す
る

時
に
臨
て
尽
く
一
切
の
諸
の
障
碍
を
除
き
面
に
彼
仏
阿
弥
陀
を
見
て
即
安
楽
国
に
徃
生

せ
ん
こ
と
を
得
﹂
と
説
い
て
い
る
。
空
無
は
、
上
巻
﹁
第
一
、
十
月
十
日
十
夜
之
事
﹂

で
﹁
人
々
の
信
心
の
僧
俗
男
女
に
な
き
故
﹂
あ
ら
ゆ
る
人
が
十
夜
念
仏
の
功
徳
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
女
人
往
生
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説

し
て
い
る
。

※

　

空
無
は
、
明
暦
年
中
︵
一
六
五
五
~
一
六
五
八
︶
に
江
戸
下
谷
池
之
端
浄
土
宗
影
向
山

心
行
寺
︵
大
正
十
四
年
︵
一
九
二
五
︶
に
東
京
都
府
中
市
に
移
転
︶
の
三
世
を
継
ぎ
、
心
行

寺
開
山
円
誉
利
的
上
人
創
始
の
万
日
念
仏
を
高
足
空
哲
等
同
志
五
人
と
再
興
し
た
。
そ

の
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
万
日
念
仏
を
元
禄
三
年
︵
一
六
九
〇
︶
四
月
十
五
日
に
成
就
し

た1

。

　

韓
泰
植
氏
は
、
浄
土
信
仰
に
お
け
る
念
仏
の
実
践
方
法
は
、
念
仏
の
回
数
を
重
要
視

す
る
数
量
念
仏
と
、
念
仏
の
日
数
を
重
要
視
す
る
日
数
念
仏
の
二
つ
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る2

。
そ
し
て
万
日
念
仏
は
、
念
仏
の
日
数
を
重
要
視
し
て
い
る
日
数
念
仏
に
あ
た
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏
が
﹁
萬
日
と
い
う
日
数
は
年
数
に
し
て
約
二
八
年
ほ
ど
に
あ

た
る
の
で
あ
る
。
二
八
年
は
即
ち
、
三
十
年
に
近
い
年
月
で
あ
り
、
人
間
の
一
世
代
を

普
通
三
十
年
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
萬
日
念
仏
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
一
生
涯
の
念
仏

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る3

。﹂
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
空
無
ら
は
非
常
に
過
酷

な
万
日
念
仏
を
成
就
し
た
の
だ
っ
た
。
空
無
は
﹁
六
地
蔵
﹂
を
奉
納
し
た
り
、
八
十
八

歳
の
折
の
著
作
﹃
大
黒
天
霊
験
記
﹄
で
六
大
黒
や
八
大
黒
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ど
、
数

に
対
し
て
強
い
信
念
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
九
十
一
歳
と
い
う
長
寿
に

達
し
、
そ
れ
を
寿
ぎ
、
数
量
念
仏
の
中
で
も
多
く
の
経
典
が
そ
の
利
益
を
説
き
、
僧
俗

男
女
分
け
隔
て
な
く
取
り
組
み
や
す
い
十
夜
念
仏
を
勧
め
る
書
を
世
に
出
し
た
の
で
あ

る
。

※

　
﹃
十
夜
念
仏
根
元
記
﹄
に
は
、﹁
仏
鼓
音
経
﹂﹁
清
浄
平
等
覚
経
﹂﹁
無
量
寿
経
﹂
な
ど

か
ら
多
く
の
引
用
が
さ
れ
て
お
り
、
本
書
に
お
け
る
十
夜
念
仏
に
対
す
る
考
え
方
の
軸

と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
空
無
が
﹃
十
夜
念
仏
根
元
記
﹄
で
用
い
た
経
典
の
う
ち
、

﹁
仏
鼓
音
経
﹂﹁
清
浄
平
等
覚
経
﹂
の
テ
キ
ス
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考

え
て
み
た
い
。
な
お
、﹁
無
量
寿
経
﹂
に
つ
い
は
、
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
の
根
本
経
典
で

あ
る
た
め
、
江
戸
期
に
お
い
て
も
流
布
本
が
非
常
に
多
く
、
テ
キ
ス
ト
の
特
定
は
困
難

と
判
断
し
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
経
典
名
や
経
典
内
容
の
引
用
部

分
に
つ
い
て
は
、
比
較
調
査
の
便
宜
上
、
資
料
上
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

　

ま
ず
、﹁
仏
鼓
音
経
﹂
に
つ
い
て
は
﹁
仏ほ
と
け

説と
い
て

阿あ

彌ミ

陀だ

鼓く

音お
ん

声じ
や
う

王わ
う

陀だ

羅ら

尼に

經き
や
う

﹂﹁
仏
ほ
と
け

鼓く

音お
ん

經き
や
う

﹂
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹂
に
は
﹁
阿
彌
陀
鼓
音
聲

王
陀
羅
尼
經
﹂︵
失
譯
︶
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
流
通
し
て
い
た
本
経
典

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
四
点
が
確
認
で
き
た
。

① ﹃
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目 

附
録
﹄
は
昭
和
五
年
︵
一
九
三
〇
︶
宮
内
省
図
書
寮
よ
り

刊
行
さ
れ
た
図
書
寮
所
蔵
の
大
蔵
経
書
目
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
三
十
八
頁
に

﹁
阿
彌
陀
鼓
音
聲
王
陀
羅
尼
經 

失
譯 

一
卷
﹂
と
あ
り
。
四
十
頁
に
は
﹁
以
上
廾
五

經
元
祐
六
年
福
州
東
禪
等
覺
院
板
每
卷
有
法
華
山
寺
印
又
紙
背
有
開
元
經
局
染
黄
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紙
長
大
方
印
記
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
元
祐
六
年
︵
一
〇
九
一
︶
に
北
宋
の
福
州
︵
福

建
省
︶
東
禅
寺
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
底
本
と
し
て
覆
刻
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

② ﹃
蓮
門
類
聚
経
籍
録
﹄︵
全
二
巻
、
文
雄
輯
録
、
徹
定
増
補
、
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶
序
︶

の
上
巻
二
十
五
丁
︵
裏
︶
に
、﹁
鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
一
巻　

失
譯
﹂
と
あ
る
。

③ ﹃
阿
弥
陀
鼔
音
聲
王
陀
羅
尼
経
﹄︵
聖
乗
坊
宗
存
、
折
本
一
帖
、
一
六
一
七
年
刊
。
龍
谷

大
学
図
書
館
所
蔵
︶。﹁
高
麗
版
大
蔵
経
﹂
を
底
本
と
し
て
い
る4

。

④﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
中
に
﹁
阿
彌
陀
鼓
音
聲
王
陀
羅
尼
經
﹂︵
失
譯
︶
の
収
載
が
あ

る5

。﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
は
鉄
眼
︵
一
六
三
〇
~
一
六
八
二
︶
が
中
心
と
な
り
、
寛
文
九

年
︵
一
六
六
九
︶
に
刊
行
が
始
ま
り
天
和
元
年
︵
一
六
八
一
︶
に
完
成
し
た
。

　

右
の
う
ち
、
空
無
の
時
代
に
広
く
流
通
し
て
い
た
の
は
④﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
だ
っ
た
。

﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

　

次
に
、﹁
清
浄
平
等
覚
経
﹂
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
で
は
﹁
清
し
や
う

浄〴
〵

平び
や
う

等ど
う

覺か
く

經き
や
う

﹂﹁
無む

量り
や
う

清し
や
う

浄〴
〵

平び
や
う

等ど
う

覚か
く

経け
う

﹂
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
大
正
新
脩

大
蔵
経
﹂
に
は
﹁
佛
説
無
量
清
淨
平
等
覺
經
﹂︵
支
婁
迦
讖
譯
︶
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い

る
。
江
戸
期
に
流
通
し
て
い
た
本
経
典
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
四
点
が
確

認
で
き
た
。

① ﹃
蓮
門
類
聚
経
籍
録
﹄︵
全
二
巻
、
文
雄
輯
録
、
徹
定
増
補
、
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶︶

の
上
巻
二
丁
︵
裏
︶
に
、﹁
無
量
清
浄
平
等
覚
経
三
巻　

曹
魏
三
藏
帛
延
譯
﹂﹁
佛

説
無
量
清
淨
平
等
覺
経
二
巻　

後
漢
月
支
支
婁
迦
讖
譯
﹂
と
あ
る
。

② ﹃
無
量
清
浄
平
等
覚
経
﹄
四
巻
。
承
応
二
年
︵
一
六
五
三
︶、
建
仁
寺
所
蔵
の
﹁
高
麗

版
大
蔵
経
﹂
を
底
本
と
し
て
刊
行6

さ
れ
て
い
る
。

③ ﹃
佛
説
無
量
清
浄
平
等
覺
經
﹄︵
支
婁
迦
讖
訳
、
二
冊
四
巻
︶。
こ
れ
は
国
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
拠
る
と
、
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
と
浄
照
坊
の
二
か
所
に
所

蔵
が
あ
る
。
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
蔵
本
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
閲
覧
可

能
で
あ
る
。
刊
記
は
な
く
、
年
代
不
明
だ
が
、
片
仮
名
傍
訓
の
和
刻
本
で
、
半
葉

が
九
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る7

。﹃
蓮
門
類

聚
経
籍
録
﹄
収
載
の
﹁
佛
説
無
量
清
淨
平
等
覺
経
二
巻　

後
漢
月
支
支
婁
迦
讖
譯
﹂

も
刊
記
が
な
い
二
巻
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④ ﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
中
に
﹁
佛
説
無
量
清
淨
平
等
覺
經
﹂︵
支
婁
迦
讖
譯
、
三
巻
︶
が

収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

空
無
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
の
は
、
ど
の
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
、﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
上
巻
﹁
第
六
、
同
十
夜
仏
教
證
文
之
事
﹂
の
冒
頭
部
分
と
、

大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
蔵
本
︵
③
︶、
さ
ら
に
法
然
院
忍
澂
が
﹁
高
麗
版
大
蔵

経
﹂
と
対
校
し
た
﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂︵
④
︶
を
底
本
と
し
て
用
い
た
﹃
大
日
本
校
訂
大

蔵
経8

﹄
所
載
本
の
同
箇
所
を
比
較
す
る
。

〇﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄

要か
な
ら
ず

齋さ
い

戒か
い

而し
て

一
心し
ん

を
清し
や
う

浄〴
〵

に
な
し
て
昼ち
う

夜や

常つ
ね

に
𫝹ね
ん

じ
て
欲む
り

レ
生や
う

二

無し
や
う

量〴
〵
の

清く
に
ゝ

浄
せ
う
ぜ
ん

國と
ほ
つ
せ
ば

一
十
日に
ち

十
夜や
を

不
た
ん
ぜ
つ

断せ
ず
ん

絶バ

我わ
れ

皆ミ
な

慈
こ
れ
を
じ

二
愍ミ
ん

之し
て

一

悉
こ
と
〴
〵
く

令む
レ

生り
や
う

二

無し
や
う

量〴
〵
の

清く
に
ゝ

浄
せ
う
ぜ

國し
め
ん

一

〇
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
本
︵
巻
三
12
ウ
~
13
オ
︶

要
當
ニ　

シ
下
齋
戒
シ
一
心
清
淨
ニ
シ
テ
晝
夜
ニ
常
ニ

𫝹
シ
テ
欲
シレ
往
二
生
ン
コ
ト
ヲ
無
量
清
淨
佛
國
ニ一

十
日
十
夜
不
ル中
斷
絶
セ上
我
皆
慈
二
愍
之
ヲ一
悉
令
レ
生
セ二
無
量
清
淨
佛
國
ニ一
。

〇﹃
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
﹄
所
載
﹃
無
量
清
浄
平
等
覺
経
﹄︵
巻
三
、
二
十
六
オ
︶

要
當
四
齋
戒
シ
一
心
清
淨
晝
夜
常
𫝹
三
欲
シ
往
二
生
無
量
清
淨
佛
國
一
十
日
十
夜
不
二
斷

絶
一
我
皆
慈
二
愍
之
一
悉
令
レ
生
二
無
量
清
淨
佛
國
一

　

右
の
よ
う
に
、
訓
点
の
振
り
方
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
が
大
阪

公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
蔵
本
、﹃
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
﹄
所
載
本
の
い
ず
れ
か
を
テ
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キ
ス
ト
に
し
た
と
断
ず
る
の
は
、
こ
こ
で
は
難
し
い
。
し
か
し
、
大
阪
公
立
大
学
中
百

舌
鳥
図
書
館
蔵
本
に
は
他
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
上
中
下
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
や
、

送
り
仮
名
が
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
候
補
か
ら
は
除

外
で
き
よ
う
。

　
﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
は
、
寛
文
九
年
︵
一
六
六
九
︶
に
刊
行
が
始
ま
り
天
和
元
年
︵
一

六
八
一
︶
に
完
成
し
た
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
摺
印
さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
。
空
無
が

住
職
を
勤
め
て
い
た
心
行
寺
が
あ
っ
た
江
戸
下
谷
周
辺
で
は
、﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
を

上
梓
し
た
享
保
五
年
︵
一
七
二
〇
︶
ま
で
に
、
一
六
八
〇
年
に
湯
島
の
真
言
宗
霊
雲
寺
が
、

一
六
八
七
年
に
曹
洞
宗
祝
言
寺
が
、
一
六
九
二
年
に
谷
中
の
天
台
宗
感
応
寺
が
﹁
黄
檗

版
大
蔵
経
﹂
を
購
入
し
て
い
る9

。
空
無
は
、
宗
派
を
超
え
て
他
宗
寺
院
に
六
地
蔵
建
立

を
果
た
す
な
ど
、
幅
広
い
人
脈
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
黄
檗
僧
妙
幢
浄
慧
︵
~
一
七
二
五
︶

と
は
、
自
身
の
著
書
で
あ
る
﹃
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
﹄
の
序
文
を
依
頼
し
、
同
書
の

﹁
第
二
十
五
、
谷
中
感
応
寺
京
都
壬
生
延
命
地
藏
移
蔵
立
之
事
﹂
で
そ
の
行
実
を
讃
じ
て

い
る
よ
う
に
、
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る10
。
浄
慧
は
、﹁
黄
檗
版
大

蔵
経
﹂
を
出
版
し
た
鉄
眼
に
師
事
し
て
い
た
。
ま
た
大
蔵
経
か
ら
膨
大
な
知
識
を
得
、

自
身
の
著
作
に
も
反
映
さ
せ
て
い
た11

。
浄
慧
か
ら
の
縁
に
よ
り
、
空
無
が
感
応
寺
な
ど

の
﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
を
手
に
取
る
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、﹁
仏
鼓
音
経
﹂﹁
清
浄
平
等
覚
経
﹂
の
テ
キ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
﹁
黄
檗
版
大
蔵

経
﹂
所
載
本
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
機
会
を
得
て
そ
れ
を
確
認
し

た
い
。 

︵
板
垣
︶

注1 

関
口
靜
雄
氏
﹁
玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
蔵
﹃
本
譽
空
無
上
人
道
影
贊
﹄
翻
刻
と
解

題
﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
五
八
号
、
二
〇
二
〇
年
八
月
︶
五
四
~
七
七
頁
。

2 

韓
泰
植
氏
﹁
新
羅
に
お
け
る
萬
日
念
仏
結
社
の
成
立
と
展
開
﹂︵﹃
印
度
學
佛
教
學
研
究
﹄
三

十
九
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
︶
一
一
七
~
一
二
一
頁
。

3 

注
2
同
著
、
一
一
九
頁
。

4 

馬
場
久
幸
氏
﹃
日
韓
交
流
と
高
麗
版
大
蔵
経
﹄︵
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
二
月
︶
二
三
一
~

二
四
七
頁
。

5 

松
永
知
海
氏
﹁
索
引
︵
後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷
﹃
黄
檗
版
大
蔵
經
﹄
目
録
︶︵
一

切
経
の
歴
史
的
研
究
︶﹂︵﹃
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
﹄
二
〇
〇
四
︵
別
冊
三
︶、
二
〇
〇

四
年
十
二
月
︶。

6 

馬
場
久
幸
氏
﹃
日
韓
交
流
と
高
麗
版
大
蔵
経
﹄︵
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
二
月
︶
二
五
九
~

二
六
五
頁
。

7 

髙
橋
智
氏
﹃
海
を
渡
っ
て
き
た
漢
籍
﹄︵
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
六
年
六
月
︶
一
一

一
~
一
一
五
頁
。

8 

﹃
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
﹄︵
卍
字
蔵
経
︶
四
十
三
巻
︵
図
書
出
版
、
一
九
〇
二
~
一
九
〇
五

年
︶。

9 

松
永
知
海
氏
編
﹃﹁
全
蔵
漸
請
千
字
文
朱
点
﹂
簿
に
よ
る
﹁
黄
檗
版
大
蔵
経
﹂
流
布
の
調
査

報
告
書
﹄︵
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
三
月
︶。

10 

関
口
靜
雄
氏
﹁
浄
土
木
食
空
無
撰
﹃
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
﹄
翻
刻
と
解
題
﹂︵﹃
学
苑
﹄
九

四
九
号
、
二
〇
十
九
年
十
一
月
︶
二
四
二
~
二
六
〇
頁
、
関
口
靜
雄
氏
ほ
か
﹁
妙
幢
淨
慧
撰

﹃
佛
神
感
應
錄
﹄
翻
刻
と
解
題
︵
一
︶﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
二
二
号
、
二
〇
一
七
年
八
月
︶
一
〇
~

三
五
頁
。

11 

藤
谷
厚
生
氏
ほ
か
﹁
妙
幢
淨
慧
撰
﹃
戒
法
隨
身
記
五
戒
章
﹄﹃
懺
悔
通
用
﹄
翻
刻
と
解
題
︵
全

三
回
︶﹂︵﹃
学
苑
﹄
九
五
八
号
・
九
六
〇
号
・
九
六
五
号
、
二
〇
二
〇
年
八
月
・
二
〇
二
〇

年
一
〇
月
・
二
〇
二
一
年
三
月
︶。
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︻
解　

題
︼﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
の
独
創

　

十
夜
念
仏
は
、
旧
暦
十
月
十
日
の
前
後
に
﹁
十
夜
﹂
と
称
し
て
十
日
十
夜
営
ま
れ
る

念
仏
法
要
で
あ
る
。
永
享
年
間
︵
一
四
二
九
~
四
一
︶
に
京
都
の
鈴
聲
山
真
正
極
楽
寺
真

如
堂
︵
天
台
宗
︶
に
お
い
て
始
ま
っ
た
こ
の
儀
礼
は
、
明
応
四
年
︵
一
四
九
五
︶
に
鎌
倉

光
明
寺
八
世
観
誉
祐
崇
に
よ
っ
て
光
明
寺
に
移
さ
れ
、
浄
土
門
の
規
範
と
な
る
。

　

こ
の
十
夜
念
仏
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
縁
起
書
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
の
が
、

﹃
十
夜
念
仏
縁
起
﹄︵
十
夜
略
縁
起
︶
で
あ
り
、
ま
た
﹃
真
如
堂
縁
起
﹄
で
あ
る
。
大
永
四

年
︵
一
五
二
四
︶
に
絵
巻
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
﹃
真
如
堂
縁
起
﹄︵
真
正
極
楽
寺
蔵
︶
に
十
夜

法
要
の
起
こ
り
は
説
か
れ
な
い
が
、
真
如
堂
の
本
尊
像
並
び
に
真
如
堂
に
伝
え
ら
れ
た

引
声
念
誦
と
引
声
念
仏
を
め
ぐ
る
霊
験
譚
は
十
夜
念
仏
の
本
尊
で
あ
り
そ
の
法
式
の
由

緒
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、﹃
真
如
堂
縁
起
﹄
は
十
夜
法
要
の
歴
史
を
語
る
上
で
不
可
欠
な

テ
ク
ス
ト
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、﹃
十
夜
念
仏
縁
起
﹄
の
拠
よ
り
ど
こ
ろ

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

享
保
五
年
︵
一
七
二
〇
︶
に
木
食
空
無
が
著
し
た
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
の
柱
を
成
す

の
も
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
縁
起
書
で
あ
る
。
空
無
は
両
縁
起
を
拠
と
し
て
、
十
夜
念
仏

の
由
来
を
、
そ
の
濫
觴
か
ら
鎌
倉
光
明
寺
に
お
け
る
十
夜
の
始
ま
り
の
み
な
ら
ず
、
亥

子
の
餅
、
神
無
月
の
由
来
、
女
人
済
度
の
功
徳
に
至
る
ま
で
説
き
示
す
。
興
味
深
い
の

は
、
空
無
が
こ
れ
ら
の
縁
起
に
よ
り
な
が
ら
、
天
地
陰
陽
の
理
か
ら
始
ま
り
、
仏
教
・

神
道
・
儒
教
の
三
教
一
致
の
立
場
に
立
ち
、
十
夜
念
仏
の
勤
行
の
意
義
や
思
想
を
人
間

の
生
死
の
本
源
に
照
ら
し
て
、
陰
陽
道
、
易
道
、
暦
道
、
医
道
を
含
む
幅
広
い
知
識
を

盛
り
込
み
、
世
俗
の
男
女
に
諭
す
た
め
の
勧
化
本
を
創
り
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

し
た
本
書
独
自
の
性
格
を
示
す
の
が
、﹁
十
夜
由
来
根
元
記1

﹂
の
内
題
と
対
置
さ
れ
る
尾

題
で
あ
る
。﹁
陰
陽
心
目
人
身
生
死
世
俗
養
加
集
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
特
色
あ
る
尾
題
に

は
、
十
劫
の
昔
に
正
覚
し
た
阿
弥
陀
を
本
尊
に
営
ま
れ
る
十
夜
の
勤
行
の
由
来
を
通
し

て
、
生
死
の
本
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
世
俗
の
人
々
の
身
体
を
養
生
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
食
事
に
等
し
く
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
の
導
き
と
す
る
旨
趣
が
象

ら
れ
て
い
る
。※

　

本
書
は
、
上
中
下
三
冊
本
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
み
れ
ば
上
巻
七
段
、
下
巻
十
六
段

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。﹁
十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
元
記
序
﹂
の
序
題
の
も
と
に
掲
げ
ら

れ
た
序
文
に
は
、
末
尾
に
﹁
享
保
五
庚
子
正
月
中
旬
空
無
九
十
一
歳
謹
書
﹂
と
記
さ
れ

る
。
そ
の
序
に
空
無
の
発
願
し
た
十
夜
念
仏
の
由
来
で
あ
り
根
源
を
支
え
る
拠
と
し
て

示
さ
れ
た
の
は
、
仏
説
阿
弥
陀
仏
鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
と
無
量
清
浄
平
等
覚
経
︵
以
下

仏
鼓
音
経
、
清
浄
平
等
覚
経
と
略
称
す
る
︶
で
あ
り
、
十
日
十
夜
六
時
に
阿
弥
陀
仏
を
礼
敬

せ
よ
、
十
日
十
夜
の
勤
行
を
不
退
に
行
う
者
を
我
は
憐
も
う
と
十
夜
念
仏
を
勧
め
る
、

釈
迦
の
確
か
な
る
金
言
で
あ
っ
た
。
両
経
は
、
上
巻
第
一
段
﹁
十
月
十
日
十
夜
之
事
﹂

に
も
、﹁
熟
々
思
之
に
、
十
夜
の
事
は
仏
鼓
音
経
と
清
浄
平
等
覚
経
と
、
両
経
に
明
確
に

説
給
へ
り
。
此
十
夜
の
内
の
勤
め
の
功
徳
は
、
常
百
年
の
間
善
を
な
す
よ
り
一
日
一
夜

の
勤
は
勝
と
也
﹂
と
記
さ
れ
、
改
め
て
第
五
段
と
第
六
段
に
﹁
十
日
十
夜
仏
説
教
文
証

道
理
之
事
﹂﹁
同
十
夜
仏
教
証
文
之
事
﹂
と
見
出
し
を
立
て
て
掲
げ
ら
れ
、﹁
十
夜
の
勤

の
あ
ら
た
な
る
こ
と
を
慥
か
な
る
経
文
を
あ
き
ら
か
に
し
ら
る
べ
し
﹂︵
第
五
段
︶、﹁
此

経
文
明
ら
か
に
釈
迦
の
教
な
り
。
此
利
益
に
あ
づ
か
ら
ぬ
は
、
人
々
我
等
の
気
の
を
く

れ
、
心
の
あ
や
ま
り
な
り
。
此
道
理
を
世
上
の
男
女
お
も
ひ
し
ら
る
べ
し
﹂︵
第
六
段
︶

と
説
か
れ
る
。

　

空
無
が
十
夜
念
仏
発
願
の
拠
と
し
た
経
典
や
文
献
を
、
表
1
の
よ
う
に
内
容
目
録
に

照
ら
し
て
示
せ
ば
、
経
文
︵
仏
鼓
音
経
と
清
浄
平
等
覚
経
、
無
量
寿
経
︶
と
、
根
本
と
な
る

縁
起
︵
真
如
堂
縁
起
と
十
夜
念
仏
縁
起
︶
を
尊
び
、
本
書
の
柱
に
据
え
て
、
あ
ら
た
な
由

来
記
を
企
て
よ
う
と
し
た
構
想
が
見
え
て
く
る
。
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そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
空
無
の
独
創
性
は
、
陰
陽
の
理
を
も
っ
て
三
教
一
致
の
立
場

か
ら
、
十
夜
勤
行
の
意
義
を
十
尽
く
し
に
連
ね
て
、
十
月
十
日
十
夜
を
も
っ
て
出
胎
す

る
人
間
の
生
死
の
根
源
に
重
ね
て
説
く
こ
と
で
あ
る
。
本
書
と
同
様
に
、
三
教
一
致
の

立
場
か
ら
男
女
の
和
合
か
ら
は
じ
ま
り
出
胎
に
到
る
胎
内
十
月
説
を
説
く
仏
教
書
と
し

て
﹃
三
賢
一
致
書
﹄
が
著
名
で
あ
る
が
、
本
書
に
先
立
ち
慶
安
二
年
︵
一
六
四
九
︶
に
は

刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
空
無
も
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
胎
内
十
月

説
は
、
女
性
の
教
養
書
で
あ
る
﹃
女
重
宝
記
﹄︵
元
禄
五
年
︽
一
六
九
二
︾
刊
行
︶
や
﹃
熊

野
の
本
地
﹄
の
説
経
や
古
浄
瑠
璃
を
通
し
て
、
広
く
庶
民
の
生
活
文
化
に
浸
透
し
て
い

た2

。
空
無
は
、
当
時
、
世
俗
の
男
女
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
直
結
し
高
い
関
心
を
集

め
る
胎
内
十
月
の
由
来
を
、
生
死
を
司
る
弥
陀
の
定
め
た
十
月
十
日
十
夜
の
勤
行
の
由

来
に
結
び
付
け
、﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
を
創
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
空
無
が
独
自
の
典
拠
と
し
て
用
い
た
の
が
、﹁
父
子
天
性
三
世
相
続
十

界
輪
円
無
始
無
終
生
死
本
源
経
﹂︵
以
下
、
生
死
本
源
経
と
略
称
す
る
︶
と
い
う
、
独
特
な

経
典
で
あ
っ
た
。
本
経
は
、
南
天
鉄
塔
中
に
お
い
て
金
剛
薩
埵
が
龍
猛
菩
薩
に
、
本
師

世
尊
︵
摩
訶
毘
盧
遮
那
仏
︶
か
ら
授
か
っ
た
最
秘
密
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
死
の
本
源
を
明

表
1
　
内
容
目
録
お
よ
び
引
用
文
献
一
覧

上
巻

構
成

引
用
・
関
連
文
献

序

十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
源
記
序

第
一

十
月
十
日
十
夜
之
事

仏
鼓
音
経
・
清
浄
平
等
覚
経
・
無
量
寿

経
・
生
死
本
源
経

第
二

十
日
十
夜
昼
夜
勤
之
事

無
量
寿
経
・
生
死
本
源
経

第
三

十
月
十
日
十
夜
ハ
あ
ミ
だ
の
仏
名
を
十
方

世
界
に
あ
み
だ
と
い
ふ
名
の
声
十
方
に
超
、

又
観
世
音
は
世
界
に
市
を
立
給
利
益
の
事

第
四

十
日
十
夜
阿
弥
陀
如
来
出
生
之
事

真
如
堂
縁
起
・︵
六
阿
弥
陀
の
縁
起
︶・
生

死
本
源
経
・
神
道
深
秘

第
五

十
日
十
夜
仏
説
経
文
証
文
現
証
道
理
之
事

仏
鼓
音
経

第
六

同
十
夜
仏
教
証
文
之
事

清
浄
平
等
覚
経

第
七

十
夜
の
勤
行
法
式
之
事

真
如
堂
縁
起
・
阿
弥
陀
経
・
仁
王
経
・

生
死
本
源
経
・
神
道
深
秘
・
法
華
経
・

倶
舎
論
・
法
苑
珠
林
・
起
信
論

下
巻

第
一

慈
覚
大
師
極
楽
寺
本
尊
造
立
之
事

真
如
堂
縁
起

第
二

真
如
堂
十
夜
の
如
来
白
河
の
院
に
御
遷
坐

之
事

真
如
堂
縁
起
・
観
無
量
寿
経

第
三

洛
陽
東
山
神
楽
岡
之
事

真
如
堂
縁
起

第
四

真
正
真
如
堂
之
事

真
如
堂
縁
起

第
五

十
夜
の
法
式
始
る
之
事

真
如
堂
縁
起

第
六

十
夜
の
法
要
の
所
々
に
勤
之
事

十
夜
念
仏
縁
起

第
七

十
夜
の
法
事
浄
土
宗
に
勤
る
由
来
之
事

十
夜
念
仏
縁
起

第
八

鎌
倉
光
明
寺
十
夜
之
始
る
事

十
夜
念
仏
縁
起

第
九

十
月
に
十
夜
と
玄
猪
と
有
之
事

第
十

十
月
を
神
無
月
と
い
ふ
の
事

神
道
深
秘
・
真
如
堂
縁
起

第
十
一

真
如
堂
の
如
来
を
拝
申
さ
ぬ
事

真
如
堂
縁
起

第
十
二

女
人
善
悪
の
事

宝
積
経
・
無
量
寿
経
・
法
華
経
・
真
如

堂
縁
起

第
十
三

十
夜
の
勤
仏
説
に
六
時
と
有
の
事

仏
鼓
音
経
・
清
浄
覚
経

第
十
四

女
人
ハ
諸
寺
諸
山
に
徃
来
な
き
の
事

大
円
覚
経
・
法
華
経
・
華
厳
経

第
十
五

真
如
堂
如
来
と
凡
夫
の
真
如
迷
悟
の
分
別

の
分
の
事

涅
槃
経
・
円
覚
経
・
法
華
経
・
真
如
堂

縁
起

第
十
六

十
夜
の
勤
不
退
の
所
々
有

跋
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か
す
密
教
の
経
典
で
あ
る
。
空
無
は
、
こ
の
経
典
に
拠
っ
て
阿
弥
陀
の
司
る
生
死
の
本

源
を
説
き
、
表
2
に
本
文
の
対
比
を
示
し
た
よ
う
に
、
直
接
間
接
に
自
ら
の
説
教
に
溶

か
し
込
み
、
本
書
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
経
典
と
の
出
会
い
が
、
空
無
に
と
り
、
い

か
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
よ
う
。

表
2
　『
十
夜
念
仏
由
来
記
』
と
生
死
本
源
経
　
本
文
対
照
表

十
夜
念
仏
由
来
記

生
死
本
源
経

︵
序
︶
天
地
人
の
三
才
と
父
母
子
と
三
世
を
相

続
セ
し
人
身
に
、
十
界
と
十
如
是
の
理
性
を
具

足
セ
し
事
は
、
理
と
気
と
の
性
分
の
法
性
よ
り

出
生
し
て
、

父
子
天
性
三
世
相
続
十
界
輪
円
無
始
無
終
生
死
本

源
経
︵
内
題
︶

︵
上
第
一
︶
こ
ゝ
を
も
つ
て
金
剛
薩
埵
、
龍
猛
菩

薩
に
告
て
い
は
く
。
世
尊
我
に
授
こ
れ
は
密
の

中
の
秘
法
也
。
一
切
衆
生
ハ
無
始
よ
り
己
来
、

曽
て
実
の
ご
と
く
生
死
の
根
本
元
生
を
し
ら

ず
。

金
剛
薩
埵
、
告
テ二
龍
猛
菩
薩
ニ一
言
ク
。
汝
カ
本
師
世
尊
、

唯
授
玉
フ

二

我
一
人
ニ一
有
リレ
法
。
此
ノ
法
ハ
是
蜜
中
最
秘

蜜
、
秘
中
ノ
極
深
秘
ナ
リ
。
我
亦
以
テ二
此
法
ヲ一
欲
スレ
授

ン
ト

二

汝
チ
一
人
ニ一
。
念
当
ニ二

︵
ヘ
シ
︶
諦
聴
受
一
。
一
切
諸

ノ
衆
生
及
ヒ
以
賢
聖
衆
、
従
二
無
始
一
已
来
、
未
三
曽

如
レ
実
知
二
生
死
之
本
源
ヲ一
、︵
1
オ
︶

︵
上
第
一
︶
こ
れ
に
よ
つ
て
生
れ
の
自
在
も
な

く
、
死
の
自
在
も
な
し
。
又
夲
有
の
生
を
知
ら

ず
、
善
業
の
生
れ
を
し
ら
ず
、
悪
業
の
生
れ
を

知
ら
ず
。
又
本
有
の
死
を
知
ら
ず
、
生
ず
る
所

を
し
ら
ず
、
死
す
る
所
を
知
ら
ず
。
人
身
の
生

死
根
元
は
、
貪
瞋
痴
の
三
毒
よ
り
十
二
因
縁
の

縁
に
よ
れ
り
。
此
道
理
、
天
地
陰
陽
、
天
性
の

心
性
な
り
。
人
間
の
身
を
養
筋
の
事
食
事
よ
り

出
生
セ
り
。
此
道
理
の
一
々
の
当
体
は
、
本
地

法
身
の
理
に
妄
、
一
切
衆
生
の
色
心
と
な
り
、

色
心
実
相
に
し
て
、
十
界
十
𫝹
十
如
是
三
世
常

恒
一
𫝹𫝹
無
始
無
終
の
ミ
だ
ハ
、
実
智
衆
生
の
無

相
な
り
。
報
身
の
仏
体
ハ
、
衆
生
の
心
法
た
り
。

色
心
実
相
な
れ
バ
、
諸
の
生
死
勤
苦
の
本
を
ぬ

不
レ
知
二
生
ノ
自
在
ヲ一
、
不
レ
知
二
死
ノ
自
在
ヲ一
。
不
レ
知

二
業
生
ヲ一
、
不
レ
知
二
応
生
ヲ一
。
不
レ
知
二
本
有
ノ
生
ヲ一
、

不
レ
知
二
本
有
ノ
死
ヲ一
、
不
レ
知
二
非
生
ノ
処
ヲ一
、
不
レ
知

二
非
死
ノ
所
ヲ一
。
生
死
本
源
ト
者
、
貪
瞋
癡
ノ
三
毒
、

十
二
因
縁
也
。
此
ノ
貪
瞋
癡
ト
与
二
十
二
因
縁
ノ
法
ヲ一
。

一
一
之
当
体
ハ
皆
是
毘
盧
遮
那
本
地
法
身
ナ
リ
。
一

切
衆
生
色
心
実
相
、
十
界
輪
円
三
世
常
恒
、
无
始

无
終
本
有
曼
荼
ナ
リ
。︵
1
ウ
︶

き
、
無
量
寿
国
に
生
れ
て
快
楽
極
な
く
、
生
死

根
本
を
抜
て
無
量
寿
仏
の
德
を
永
く
身
〳
〵

心
に
受
た
も
つ
十
夜
の
勤
な
り
。

︵
上
第
二
︶
故
に
、
仏
は
説
て
父
子
天
性
三
世
相

続
十
界
輪
円
無
始
無
終
生
死
本
源
経
を
説
給
ふ
。
父
子
天
性
三
世
相
続
十
界
輪
円
無
始
無
終
生
死
本

源
経
︵
内
題
︶。

︵
上
第
四
︶
又
、
栢
の
木
一
本
に
坐
像
と
立
像
と

の
坐
像
の
一
体
を
ば
、
慈
覚
大
師
蓮
花
部
の
印

像
に
造
立
し
給
ふ
。
此
心
理
を
金
剛
薩
埵
龍
猛

菩
薩
に
告
給
ふ
ハ
、
人
間
の
母
の
胎
内
に
や
ど

る
初
の
七
日
の
間
ハ
伽
羅
藍
と
い
ふ
な
り
。

又
、
二
十
七
の
七
日
め
に
人
間
の
身
相
を
漸
成

就
セ
し
こ
と
を
得
る
な
り
。
此
時
に
前
生
の
悪

業
を
造
る
。
そ
の
意
の
ど
く
に
身
を
得
る
な

り
。
前
生
に
十
善
の
業
を
な
す
人
ハ
、
殊
妙
の

身
相
を
獲
得
す
る
か
く
の
ご
と
く
の
人
間
ハ
、

男
子
ハ
母
の
腹
の
右
に
蹲
り
居
て
、
兩
の
手
を

合
掌
し
て
母
の
背
に
向
住
す
。
又
、
女
子
ハ
左

の
脇
に
う
づ
く
ま
り
、
兩
手
を
合
掌
し
て
母
に

そ
む
き
て
ほ
か
に
む
か
ふ
て
蹲
る
。
生
臟
の
し

た
熟
臓
の
う
へ
に
安
坐
ハ
、
蓮
花
一
葉
に
住

す
。

人
間
の
貪
欲
ハ
仏
部
な
り
。
瞋
恚
は
金
剛
部
な

り
。
愚
痴
蓮
花
部
な
り
。
此
貪
瞋
痴
の
三
つ
の

一
身
に
四
身
を
具
足
す
る
ハ
、
三
四
十
二
因
緣

の
流
転
ハ
三
世
常
住
な
り
。
此
道
理
を
以
て
、

坐
像
の
あ
ミ
だ
を
バ
蓮
花
部
の
印
像
に
造
立
し

給
へ
り
。
此
本
尊
を
バ
、
山
王
日
𠮷
ご
ん
げ
ん

の
ミ
や
𫝹
仏
堂
の
本
尊
と
な
し
給
へ
り
。

第
七
一
日
ニ
ハ
名
ク二

　
　
　
　
ト一
。︵
6
オ
︶

二
十
七
七
ニ
ハ
、
令
二
其
身
相
ヲ一
漸
ク
得
二
成
就
一
。
或

ハ
於
二
先
世
ニ一
造
テ二
悪
業
ヲ一
而
得
二
種
種
ノ
不
如
意
ノ
身

ヲ一
。
若
於
テ二
先
世
ニ一
造
ニ
ハ

二

十
善
業
ヲ一
而
便
チ
獲
二
得
ス
種

種
ノ
殊
妙
之
身
相
貌
ヲ一
。
如
レ
是
之
身
、
若
シ
是
男
者

レ
ハ
、
蹲
居
シ
テ
母
ノ
腹
ノ
右
ノ
腹
ニ
而
坐
ス
。
両
手
ヲ
合

掌
シ
テ
向
テレ
上
ニ
支
フレ
頭
ニ一
、
向
レ
背
ヲ
而
住
ス
。
若
是
レ

女
者
レ
ハ
、
蹲
二
居
シ
テ
左
ノ
脇
ニ
、
両
手
ヲ
合
掌
シ
テ
、

背
テレ
脊
而
住
生
臓
ノ
之
下
熟
臓
ノ
上
、
安
坐
シ
テ
而
住

ス二
蓮
花
ノ
一
葉
ニ一
。
生
シ
テ

レ

従
二
臍
輪
一
覆
フ二
摩
頂
上
ニ一
、

︵
8
オ
︶

貪
即
仏
部
、
瞋
金
剛
部
、
癡
蓮
華
部
、
於
テ二
此
ノ
三

身
ニ一
各
二
具
ス
四
身
ヲ一
。
所
ノレ
言
四
身
ハ
十
二
因
縁
流

転
ノ
事
法
ナ
リ
。
此
ノ
因
縁
ト
者
父
母
相
続
シ
テ
三
世
常

住
ナ
リ
。（
2
オ
）。

︵
上
第
七
︶
日
数
百
八
十
日
め
に
ハ
、
臍
の
を
胞

衣
頂
上
に
覆
て
、
出
入
の
息
風
ハ
血
と
気
と
に

随
て
、
人
間
の
身
に
上
中
下
に
順
て
、
相
続
自

在
に
廻
転
ず
る
な
り
。

生
シ
テ

レ

従
二
臍
輪
一
覆
フ二
摩
頂
上
ニ一
。
出
入
ノ
息
風
、
随

テ二
血
気
ノ
息
ニ一
、
上
下
相
続
、
自
在
ニ
廻
転
ス
。︵
8
オ
︶

︵
生
死
本
源
経
の
本
文
は
、
真
福
寺
本
に
拠
る
。
注
3
参
照
︶
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現
存
す
る
生
死
本
源
経
の
伝
本
は
、
伊
藤
聡
氏
に
よ
っ
て
以
下
の
三
点
が
紹
介
さ
れ

て
い
る3

。

①
猿
投
神
社
本　

嘉
暦
二
年
︵
一
三
二
七
︶
写
本
、
前
欠
一
巻
。

② 

真
福
寺
本　

天
正
十
年
︵
一
五
八
七
︶
写
本
、
一
帖
。
本
奥
書
は
明
応
三
年
︵
一
四

九
四
︶。

③ 

西
教
寺
正
教
蔵
本　

承
応
三
年
︵
一
六
五
四
︶
写
本
、
一
巻
。
本
奥
書
は
貞
治
三
年

︵
一
三
六
四
︶。

　

本
経
は
、
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
が
、﹁
阿
日
佉
三
蔵
奉
詔
訳
﹂
と
記
さ
れ
、

空
無
に
と
っ
て
は
三
国
に
通
ず
る
慥
か
な
る
教
え
の
源
で
あ
っ
た
。
猿
投
神
社
本
の
存

在
か
ら
、
早
く
鎌
倉
時
代
に
遡
り
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
真
福
寺
本
の
奥
書4

か
ら
は
、
中
世
を
通
じ
て
広
く
諸
国
に
流
布
し
て
い
た
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
で
、
版
本
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
空
無
が
見
い
だ
し
て
用
い
た
の
も
、

中
世
以
来
の
由
緒
を
有
す
る
写
本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
経
典
に
着
想
を
得
て
空

無
が
十
夜
由
来
根
元
記
を
記
す
営
み
は
、
生
死
本
源
経
の
近
世
的
な
受
容
の
あ
り
か
た

を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
真
言
系
の
生
死
本
源
経
に
対
し
て
、
天
台
系
の
山
王
神
道
の
秘
伝
書
で
あ
る

伝
最
澄
﹃
神
道
深
秘
﹄
も
、
本
書
を
特
色
づ
け
る
典
拠
文
献
で
あ
る
。
生
死
本
源
経
と

同
様
、
本
文
中
に
書
名
を
掲
げ
て
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
承
応
二
年
︵
一
六
五
三
︶

に
は
版
本
化
さ
れ
て
流
布
し
て
い
た5

。

※

　
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
の
核
と
な
る
﹃
十
夜
念
仏
縁
起
﹄
は
、
中
世
に
遡
る
伝
本
が
な

く
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
な
ど
、
歴
史
的
に
定
位
さ
れ
な
い
ま
ま
、
天
和

二
年
︵
一
六
八
二
︶
版
本
を
拠
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た6

。
幸
い
に
も
、
近
年
の
研
究

の
進
展
に
よ
り
縁
起
の
諸
本
が
整
理
さ
れ7

、
検
討
材
料
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、﹃
十
夜

由
来
根
元
記
﹄
を
位
置
付
け
る
た
め
に
も
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
注

目
さ
れ
る
伝
本
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

① 

必
夢
編
﹃
浄
土
諸
回
向
宝
鑑8

﹄
第
四
巻
︵
元
禄
十
一
年
︽
一
六
九
八
︾
刊
行
︶
所
載

﹃
十
月
十
夜
略
縁
起
﹄。
明
応
五
年
︵
一
四
九
六
︶
源
誉
奥
書
あ
り
。

②
鎌
倉
光
明
寺
蔵
﹃
十
夜
略
縁
起9

﹄
紺
紙
金
泥
一
巻
、
寛
文
十
年
︵
一
六
七
〇
︶
写
。

③
天
和
二
年
︵
一
六
八
二
︶﹃
十
夜
念
仏
縁
起10
﹄
版
本
一
冊
。
頭
注
あ
り
。

︵
＊
以
下
に
、
明
応
五
年
本
、
光
明
寺
本
、
天
和
二
年
版
本
と
略
抄
す
る
。︶

　

こ
れ
ら
の
伝
本
は
、
書
名
や
書
写
の
形
態
は
異
な
る
も
の
の
、
本
文
を
比
較
し
て
み

る
と
、
内
容
は
よ
く
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
通
の
祖
本
か
ら
写
し
継
が
れ
た
諸

本
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
祖
本
に
最
も
近
し
い
可
能
性
を
有
す
る
の
が
、
元
禄

十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
必
夢
の
編
纂
し
た
﹃
浄
土
諸
回
向
宝
鑑11

﹄
に
収
録
さ
れ
る
﹃
十

月
十
夜
略
縁
起
﹄
で
あ
る
。
本
書
は
、
光
明
寺
本
、
明
応
五
年
本
が
和
文
体
で
あ
る
の

に
対
し
、
漢
文
体
で
記
さ
れ
、
末
尾
に
﹁
于
時
明
応
五
丙
辰
年
十
月
十
五
日
／
相
州
鎌

倉
光
明
寺
第
九
世　

源
誉
著
判
﹂
の
奥
書
を
付
す
。
必
夢
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
底
本
は

鎌
倉
光
明
寺
の
方
丈
に
不
出
の
秘
書
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
縁
起
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
の
底
本
は
現
在
光
明
寺
に
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
明
応
五
年
の
書
写

本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
十
夜
念
仏

縁
起
が
室
町
期
に
遡
っ
て
成
立
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
貴
重
な
手
掛
か
り
と
い

え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
光
明
寺
本
は
、
江
戸
・
回
向
院
を
開
山
し
た
信
誉
自
心
に
よ
り
、
光
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明
寺
へ
奉
納
さ
れ
た
、
紺
紙
金
泥
の
格
調
高
い
一
軸
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
自
心

は
光
明
寺
第
三
九
世
大
誉
檀
説
か
ら
十
夜
念
仏
の
縁
起
が
本
山
に
も
末
山
か
ら
も
絶
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
摂
津
国
の
あ
る
貴
き
僧
︵
一
尊
宿
︶
の
所
持
す
る
縁
起
を
写

し
て
、
光
明
寺
の
霊
宝
と
す
べ
く
結
縁
者
と
と
も
に
写
し
納
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

自
心
の
記
録
に
基
づ
け
ば
、
そ
の
当
時
に
光
明
寺
で
は
縁
起
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
り
、
光
明
寺
方
丈
で
不
出
の
本
を
書
写
し
た
と
い
う
必
夢
の
識
語
と
矛
盾
す
る12
。

そ
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
も
そ
も
明
応
五
年
に
縁
起
を
編
ん
だ
と
目
さ
れ
る
源

誉
は
、
明
応
四
年
に
十
夜
念
仏
を
真
如
堂
か
ら
鎌
倉
光
明
寺
に
移
修
し
た
観
誉
の
付
法

の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
正
嫡
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
誉
が
後
土
御
門
院
の
勅
許
を

得
て
、
光
明
寺
に
慈
覚
大
師
円
仁
の
将
来
し
た
引
声
の
念
誦
と
念
仏
を
光
明
寺
に
移
し
、

紫
衣
の
御
衣
を
賜
っ
た
由
緒
を
、
後
継
者
の
源
誉
が
縁
起
に
編
む
こ
と
は
不
自
然
で
は

な
い
。
翌
明
応
五
年
の
十
夜
法
要
結
願
の
日
付
け
を
銘
記
し
て
縁
起
を
録
し
た
こ
と
は

十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

あ
ら
た
め
て
、
明
応
五
年
本
、
光
明
寺
本
、
天
和
二
年
版
本
の
本
文
を
比
較
対
照
し

て
み
れ
ば
、
光
明
寺
本
お
よ
び
天
和
二
年
版
本
に
備
わ
る
序
文
が
、
明
応
五
年
本
に
は

な
い
。
明
応
五
年
本
が
、﹁
夫
以
念
仏
之
軌
則
、
毎
二レ
年
号
シ
テ

二

十
月
十
夜
ト一
有
リレ
執
二
行
ス
ル

ニ
別
時
念
仏
ヲ一
﹂
と
い
う
具
合
に
、
直
截
に
核
と
な
る
縁
起
を
語
り
だ
す
の
に
対
し
、
序

文
は
、
無
量
寿
経
に
よ
っ
て
念
仏
に
よ
る
往
生
が
疑
い
な
い
こ
と
を
説
く
も
の
で
、
十

夜
の
勤
行
に
限
定
さ
れ
な
い
一
般
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
和
二
年
版
本

は
、
こ
の
序
文
に
加
え
、
巻
末
に
廻
向
文
も
備
わ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
序
文
や

廻
向
文
は
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
本
文
の
文
体
は
、
明
応
五
年

本
が
漢
文
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
光
明
寺
本
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
、
天
和
二
年
版
本

は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
縁
起
を
広
く
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
序
文
を
加
え
、
漢
文
体
の
本
文
を
訓
み
下
し
て
和
文
化
し
、
形
を
整
え
た
の
だ
ろ

う
。
光
明
寺
本
や
天
和
二
年
版
本
を
見
る
限
り
、
明
誉
の
奥
書
は
備
え
ら
れ
ず
と
も
、

縁
起
の
内
容
そ
の
も
の
は
規
範
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
割
注
や

傍
注
を
含
む
本
文
比
較
の
上
か
ら
も
、
明
応
五
年
本
を
規
範
と
し
て
、
光
明
寺
本
や
天

和
二
年
版
本
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る13
。

　

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
明
応
五
年
本
を
祖
本
と
し
て
、
近
世
に
和
文
化
さ
れ
、
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
縁
起
、
あ
る
い
は
法
儀
書
と
し
て
流
布
し
た
テ
ク
ス
ト
の
系
譜
の

上
に
、
空
無
の
極
め
て
特
色
あ
ふ
れ
る
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
を
、
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
と
関
連
す
る
テ
ク
ス
ト
や
出
来
事
を
時
系
列
で
並
べ
て
み
れ
ば
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

◎
関
連
略
年
表

明
応
四
年
︵
一
四
九
五
︶
観
誉
、
鎌
倉
光
明
寺
に
真
如
堂
の
十
夜
法
要
を
移
修
す
る

明
応
五
年
︵
一
四
九
六
︶
源
誉
﹃
十
夜
略
縁
起
﹄
を
著
す

大
永
四
年
︵
一
五
二
四
︶﹃
真
如
堂
縁
起
﹄
絵
巻
成
立

慶
安
二
年
︵
一
六
四
九
︶﹃
三
賢
一
致
書
﹄
刊
行

承
応
二
年
︵
一
六
五
三
︶﹃
神
道
深
秘
﹄
刊
行

承
応
三
年
︵
一
六
五
四
︶
西
教
寺
正
教
蔵
﹃
生
死
本
源
経
﹄
書
写

万
治
四
年
︵
一
六
六
一
︶
京
都
真
如
堂
焼
失

寛
文
十
年
︵
一
六
七
〇
︶
回
向
院
自
心
、
紺
紙
金
泥
﹃
十
夜
略
縁
起
﹄
一
軸
を
光
明
寺
へ
奉
納

延
宝
五
年
︵
一
六
七
七
︶
一
冊
本
﹃
真
如
堂
縁
起
之
写
﹄
刊
行

天
和
二
年
︵
一
六
八
二
︶﹃
十
夜
念
仏
縁
起
﹄
刊
行

元
禄
三
年
︵
一
六
九
〇
︶ 

真
如
堂
再
建
。
空
無
、
三
十
五
年
に
わ
た
る
万
日
念
仏
を
成
就
し
、
六

地
蔵
を
建
立
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元
禄
五
年
︵
一
六
九
二
︶
真
如
堂
焼
失

元
禄
六
年
︵
一
六
九
三
︶
三
冊
本
﹃
真
如
堂
縁
起
﹄
刊
行
、
模
本
作
成

元
禄
七
年
︵
一
六
九
四
︶
真
如
堂
に
て
善
光
寺
如
来
の
開
帳

元
禄
十
一
年
︵
一
六
九
八
︶
必
夢
﹃
浄
土
諸
回
向
宝
鑑
﹄
撰
述

元
禄
十
四
年
︵
一
七
〇
一
︶
真
如
堂
本
尊
、
江
戸
に
て
開
帳
。
綱
吉
の
参
詣
あ
り

元
禄
十
六
年
︵
一
七
〇
三
︶
真
如
堂
本
堂
、
上
棟

宝
永
四
年
︵
一
七
〇
七
︶
空
無
﹃
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
﹄
刊
行

享
保
三
年
︵
一
七
一
八
︶
真
如
堂
に
て
本
堂
の
成
就
と
入
仏
の
法
事
を
営
む

享
保
五
年
︵
一
七
二
〇
︶
空
無
﹃
十
夜
由
来
根
元
起
﹄
刊
行

享
保
十
年
︵
一
七
二
五
︶
観
徹
﹃
刻
引
声
阿
弥
陀
経
﹄
刊
行

　

江
戸
時
代
前
期
、
真
如
堂
は
、
焼
失
と
再
建
を
繰
り
返
し
、
勧
進
の
た
め
に
開
帳
が

企
て
ら
れ
、
三
冊
本
の
縁
起
が
刊
行
さ
れ
た
。
江
戸
で
は
、
元
禄
十
四
年
に
開
帳
が
行

わ
れ
、
将
軍
綱
吉
が
参
詣
し
た14
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
復
興
が
な
り
、
真
如
堂
で
入
仏

法
事
が
行
わ
れ
た
の
は
、
空
無
が
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
を
編
む
二
年
前
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
十
夜
念
仏
の
濫
觴
で
あ
る
真
如
堂
の
復
興
は
、
万
日
念
仏
を
再
興
し
三
十
五

年
を
か
け
て
成
就
し
た
空
無
が
、
江
戸
の
十
夜
念
仏
に
力
を
注
ぎ
、﹃
十
夜
由
来
根
元

記
﹄
を
編
む
上
で
の
動
機
付
け
と
な
る
出
来
事
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
の
刊
行
か
ら
五
年
後
の
享
保
十
年
に
は
、
鎌
倉
光
明

寺
第
五
七
世
義
誉
観
徹
に
よ
り
、
十
夜
念
仏
の
引
声
阿
弥
陀
経
の
勤
行
の
た
め
の
﹃
刻

引
声
阿
弥
陀
経
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
跋
に
よ
れ
ば
、
観
徹
は
弟
子
を
京
都
へ
遣
わ

し
て
引
声
念
仏
や
引
声
阿
弥
陀
経
を
習
わ
せ
た
と
い
う
。﹃
鎌
倉
光
明
寺
志15

﹄
は
、
観
徹

が
十
夜
法
要
中
興
の
嘉
運
を
開
き
、
引
声
念
仏
、
引
声
阿
弥
陀
経
の
作
法
を
遠
近
の
道

俗
に
教
え
た
と
記
す
。
引
声
の
阿
弥
陀
経
と
念
仏
の
作
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
空
無
も
五

台
山
文
殊
か
ら
慈
覚
大
師
が
相
伝
し
た
引
声
阿
弥
陀
経
と
引
声
念
仏
の
古
式
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
、﹁
浄
土
宗
に
て
は
増
上
寺
の
施
餓
鬼
に
あ
み

だ
経
の
行
道
あ
る
に
、
此
時
に
当
信
是
称
讃
と
ば
か
り
慈
覚
大
師
の
引
く
声
の
あ
み
だ

経
の
ご
と
く
な
り
﹂
と
い
っ
た
具
合
に
重
ん
じ
て
い
る
。
空
無
に
よ
る
﹃
十
夜
由
来
根

元
記
﹄
の
撰
述
と
、
観
徹
の
十
夜
念
仏
法
要
の
再
興
整
備
は
、
あ
る
い
は
連
動
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

※

　

空
無
の
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
に
は
、
空
無
自
身
の
発
起
し
た
江
戸
の
六
地
蔵
へ
の

信
仰
も
踏
ま
え
ら
れ
、
六
阿
弥
陀
の
縁
起
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
十
夜
念
仏

の
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
は
殊
に
女
人
救
済
の
誓
願
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
女
人
教
化
の
豊

か
な
話
題
も
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
当
時
の
時
代
相
を
知
る
上
で
も
有
益
で
豊
か
な
説

話
の
言
説
に
富
む
。
そ
こ
に
は
、
た
と
え
ば
檀
林
皇
后
の
﹁
我
死
な
ば
焼
く
な
う
づ
む

な
野
に
捨
て
よ　

や
セ
た
る
犬
の
腹
を
こ
や
セ
よ
﹂
の
歌
を
引
き
、
九
相
詩
の
心
を
示

す
と
と
も
に
、﹁
此
檀
林
皇
后
ハ
今
京
の
梅
の
み
や
に
な
り
、
世
界
の
女
人
平
産
の
守
神

と
な
り
て
、
此
宮
の
土
を
借
り
て
産
の
時
し
け
ば
平
産
す
る
な
り
﹂
と
、
梅
宮
社
の
産

土
や
安
産
祈
願
も
説
か
れ
て
い
る
︵
下
第
十
二
段
︶。
古
歌
や
伝
承
歌
を
用
い
て
経
論
や

説
教
を
平
易
に
説
く
こ
と
も
、
本
書
の
特
色
で
あ
り
、
上
・
下
巻
い
ず
れ
も
和
歌
で
締

め
括
っ
て
い
る
。
上
巻
末
尾
の
和
歌
に
は
、
西
行
の
参
宮
歌
︵
何
事
の
お
は
し
ま
す
と
は

知
ら
ね
ど
も
⋮
︶
が
西
行
歌
と
は
注
せ
ず
、
次
の
よ
う
に
引
か
れ
て
い
る
。

徃わ
う

生じ
や
う

の
業ご
う

に
ハ
念ね
ん

仏ぶ
つ

を
先さ
き

と
す
。
此
本ほ
ん

を
み
る
に
ハ
信し
ん

心し
ん

を
先さ
き

と
す
。
○
な
に
ご
と
の
お

は
し
ま
す
と
は
し
ら
ね
ど
も
か
た
し
け
な
さ
に
涙な
ミ
た

こ
ぼ
る
ゝ
と
也
。
大
海か
い

の
法ほ
つ

水す
い

能よ
く

心
に

入
と
也
。
○
心
あ
ら
ん
人
に
み
セ
バ
や
つ
の
国く
に

の
難な
に

波は

わ
た
り
の
春は
る

の
け
し
き
を
と
ハ
、
心

な
き
無む

心し
ん

の
心
あ
る
人
の
お
と
也
。
こ
ゝ
ろ
を
無む

心し
ん

に
し
て
見
る
べ
し
。 

︵
上
巻
末
︶

22― （　　） ―



　

こ
の
よ
う
に
、
拠
と
な
る
経
文
や
縁
起
を
引
き
な
が
ら
、
巧
み
に
古
歌
を
用
い
て
、

﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂
と
念
仏
を
唱
え
教
化
す
る
そ
の
本
文
か
ら
は
、
十
夜
念
仏
の
法
会
の

場
で
法
談
説
教
す
る
空
無
の
口
吻
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
空
無
は
、﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄

が
世
俗
の
男
女
に
十
夜
念
仏
の
結
縁
を
勧
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
説
教
や
法
談
の
場

に
用
い
、
ま
た
永
く
用
い
ら
れ
て
、
浄
土
門
の
要
行
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
期
し
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
志
を
表
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
空
無
は
自
身
の
名
の
典
拠
で

も
あ
る
弥
陀
の
発
願
の
詞
を
、
十
夜
念
仏
の
起
こ
り
と
し
て
明
示
す
る
。

然し
か

る
に
、
凡ぼ
ん

夫ぶ

衆し
ゆ

生じ
や
う

は
忽こ
つ

然ね
ん

と
、
遠を
ん

劫こ
う

も
今い
ま

も
朝あ
さ

な
夕ゆ
ふ

な
に
迷ま
よ
ひ

妄ま
と
ひ

の
𫝹
を
を
こ
し
て
、

不ふ

生セ
う

の
心し
ん

地ぢ

を
傾
か
た
ふ
く

る
全ゼ
ん

体た
い

を
、
あ
ミ
だ
五
劫こ
う

に
思し

案あ
ん

工く

夫ふ
う

を
な
し
、
名ミ
や
う

躰た
い

不ふ

離り

の
名め
う

号が
う

を
、
生
の
一
心し
ん

よ
り
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
心し
ん

性セ
う

を
、
一
切さ
い

空く
う

無む

我が

の
名ミ
や
う

号か
う

を
通つ
う

達だ
つ

し
て
、
人
間げ
ん

の
惣そ
う

体た
い

誕た
ん

生じ
や
う

の
十と

月つ
き

め
を
か
た
ど
り
、
十
月
に
二
百
一
十
億お
く

諸し
よ

仏ぶ
つ

の
浄じ
や
う

土ど

よ
り
西
方ハ
う

極ご
く

楽ら
く

を

ゑ
ら
ミ
と
り
て
、
始し

覚か
く

本ほ
ん

覚か
く

還げ
ん

同と
う

一
致ち

の
正し
や
う

覚か
く

を
な
し
、
凡ぼ
ん

夫ぷ

初し
よ

不ふ

退た
い

の
浄じ
や
う

土ど

に
十
月

十
日
十
夜
の
徃わ
う

生し
や
う

を
定さ
だ
め

給
へ
り
。 

︵
上
第
三
︶

又
同お
な

じ
経け
う

に
、
諸
も
ろ
〳
〵

の
法ほ
つ

性セ
う

を
通つ
う

達だ
つ

し
て
、
一
切さ
い

を
空く
う

無む

我が

に
し
て
、
専
も
つ
ハ
ら

仏ぶ
つ

土ど

を
求も
と
め

給

ふ
と
、
釈し
や

迦か

の
あ
ミ
だ
の
こ
と
を
説と
き

給
へ
ば
、 
︵
上
第
四
︶

　

弥
陀
の
定
め
た
十
夜
念
仏
の
利
生
に
自
身
の
発
願
を
重
ね
て
、
生
死
の
本
源
を
説
き

起
こ
す
本
文
か
ら
は
、
一
切
衆
生
を
阿
弥
陀
の
浄
土
へ
導
く
善
知
識
こ
そ
、
ほ
か
な
ら

ぬ
己
で
あ
る
こ
と
を
示
す
空
無
自
身
の
自
負
と
使
命
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
﹃
十
夜
由
来
根
元
記
﹄
は
、
下
巻
の
本
文
末
尾
に
﹁
神
道
の
祓
と
、
天
台
の
九
字
十
字

と
念
仏
宗
に
て
、
利
剣
即
是
弥
陀
号
と
な
り
。
こ
れ
魔
の
障
碍
を
の
ぞ
く
こ
と
な
り
﹂

の
詞
を
置
き
、
終
丁
に
﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂
の
利
剣
名
号
を
掲
げ
る16
。
右
左
に
﹁
利
剣

即
是
弥
陀
号
﹂﹁
一
声
称
念
罪
皆
除
﹂
の
偈
頌
を
配
す
る
そ
の
名
号
は
、
十
夜
念
仏
の
由

来
と
一
具
と
な
り
、
人
々
を
導
く
本
尊
︵
体
︶
で
あ
り
、
念
仏
︵
名
︶
と
な
る
。
そ
れ
は

神
道
︵
両
部
・
唯
一
︶
と
仏
教
︵
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
禅
︶、
儒
教
や
陰
陽
道
な
ど
諸
宗

諸
教
を
結
び
つ
つ
、
生
死
の
苦
を
抜
き
、
浄
土
へ
導
く
た
め
の
名
体
一
致
の
名
号
で
あ

り
、
か
つ
一
切
空
無
我
の
名
号
で
あ
る
と
と
も
に
、
何
よ
り
も
十
夜
念
仏
の
本
尊
た
る

弥
陀
の
霊
験
を
象
る
名
号
で
あ
っ
た
。
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
利
剣
名
号
は
、
空
無
自
身

の
筆
に
よ
り
、
そ
れ
を
十
夜
念
仏
の
由
来
と
と
も
に
象
っ
た
証
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

木
食
空
無
自
筆
の
名
号
を
掲
げ
、
そ
の
発
願
の
も
と
に
江
戸
に
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
十

夜
由
来
根
元
記
﹄
は
、
中
世
か
ら
近
世
の
過
渡
期
に
成
立
し
た
十
夜
念
仏
の
独
特
な
宗

教
文
化
史
的
意
義
を
捉
え
直
す
為
に
も
、
注
目
す
べ
き
宗
教
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

 

︵
阿
部
︶

下巻（終丁）　利剣名号
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注1　

本
解
題
で
は
、
書
名
、
引
用
本
文
と
も
に
新
字
を
用
い
て
表
記
し
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

2　

中
村
一
基
﹁﹁
胎
内
十
月
図
﹂
の
思
想
史
的
展
開
﹂︵﹃
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
﹄
五

〇
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
十
月
︶、
細
田
あ
や
子
﹃
性
と
死
と
祈
り
の
美
術
︱
日
本
と
西
洋

の
信
仰
の
か
た
ち
﹄
第
四
章
﹁﹁
胎
内
十
月
の
由
来
﹂
と
十
三
仏
信
仰
﹂、
三
弥
井
書
店
︵
二

〇
一
七
年
十
一
月
、
初
出
は
二
〇
一
二
年
︶。

3　

伊
藤
聡
﹁
27
生
死
本
源
経
﹂
解
題
︵
新
修
豊
田
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
編
﹃
豊
田
市
史
研

究
特
別
号　

猿
投
神
社
の
典
籍
﹄
二
〇
一
六
年
三
月
︶、
同
﹁
真
福
寺
蔵
﹃
生
死
本
源
経
﹄

書
誌
と
翻
刻
﹂︵
二
〇
一
四
年
八
月
二
九
日
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
リ
ュ
ブ
リ
ヤ
ー
ナ
大
会
パ
ネ
ル
資
料

﹃
宗
教
的
身
体
テ
ク
ス
ト
資
料
集
﹄︶、
同
﹁
胎
内
五
位
図
に
つ
い
て
︱
菟
足
神
社
蔵
﹃
胎
内

五
位
大
事
﹄
と
の
関
連
で
﹂︵
阿
部
美
香
・
大
高
康
正
・
阿
部
泰
郎
・
伊
藤
聡
・
三
好
俊
徳
、

猪
瀬
千
尋
﹁
菟
足
神
社
所
蔵　

富
士
山
・
熱
田
信
仰
史
資
料
調
査
報
告
﹂﹃
学
苑
﹄
九
四
九
、

二
〇
一
九
年
十
一
月
︶。

4　

真
福
寺
本
の
奥
書
は
次
の
通
り
。

明
応
三
年
甲丑
十
一
月
令
書
写　

定
祐
阿
闍
梨

又
書
写
之
時
節
／
永
禄
十
年
丁卯
三
月
吉
日
／
真
幸
院
般
若
寺
□
︵
前
ノ
︶別
当
三
世
院
法
印
光
誉

于
時
天
正
八
年
庚辰
五
月
吉
日
石
州
之
住
僧
於
／
隅
州
加
治
木
三
諦
寺
タ
リ
シ
時
、
被
書
写
畢
ヌ
／

権
僧
都
良
円　

于
時
天
正
十
年
二
月
十
四
日
書
之
畢　

大
隅
深
川
院
木
下
坊
／
権
律
師
明
誉

5　

承
応
二
年
版
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
大
谷
大
学
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
る
。

6　

前
掲
注
7
﹃
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
︵
資
料
篇
︶﹄、
鷲
見
定
信
﹁
十
夜
講
と
十
夜
法
要
﹂︵
伊

藤
唯
真
編
﹃
仏
教
年
中
行
事　

仏
教
民
俗
学
大
系
6
﹄
名
著
出
版
、
一
九
八
六
年
十
月
︶、
高

橋
弘
次
﹁
十
夜
﹂︵
日
本
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
編
﹃
仏
教
行
事
歳
時
記　

十
夜
﹄
第
一
法
規
、

一
九
八
九
年
八
月
︶、
福
持
昌
之
﹁
真
如
堂
に
お
け
る
十
夜
法
要
と
双
盤
念
仏
︱
僧
侶
の
念

仏
か
ら
世
俗
の
鉦
講
へ
﹂︵﹃
宗
教
と
社
会
﹄
二
一
、
二
〇
一
五
年
六
月
︶。

7　

杉
浦
尋
徳
﹁
天
照
山
光
明
寺
蔵
﹃
十
夜
略
縁
起
﹄
に
つ
い
て
︱
先
行
研
究
と
関
連
す
る
資
料

の
整
理
を
中
心
に
﹂︵﹃
記
主
禅
師
研
究
所
紀
要
﹄
四
、
二
〇
二
一
年
七
月
︶。

8　

昭
和
五
二
年
︵
一
九
七
七
︶
に
諸
迴
向
宝
鑑
刊
行
会
か
ら
復
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
の
引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
文
化
七
年
︵
一
八
一
〇
︶
再
版
本
︵
国
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
︶
に
拠
っ
た
。

9　

三
浦
勝
男
﹁
光
明
寺
蔵
﹃
十
夜
略
縁
起
﹄﹂︵﹃
鎌
倉
﹄
一
六
、
一
九
六
七
年
︶、
杉
浦
尋
徳

﹁
天
照
山
光
明
寺
蔵
﹃
十
夜
略
縁
起
﹄
影
印
・
翻
刻
﹂︵﹃
記
主
禅
師
研
究
所
紀
要
﹄
四
、
二

〇
二
一
年
七
月
︶。

10　

仏
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
編
﹃
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
︵
資
料
篇
︶﹄
泰
文
堂
︵
一
九
六

六
年
二
月
︶
に
全
文
の
翻
刻
を
収
め
る
。
天
和
二
年
版
本
は
、
京
都
の
二
箇
所
の
書
肆
︵
伏

見
屋
甚
兵
衛
、
二
口
伊
豫
︶
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
の
引
用
は
東
海
学
園
大
学
哲

誠
文
庫
︵
関
山
文
庫
︶
閲
覧
シ
ス
テ
ム
公
開
画
像
に
拠
っ
た
。

11　
﹃
浄
土
諸
回
向
宝
鑑
﹄
は
、
必
夢
が
浄
土
門
の
初
学
の
者
の
た
め
に
、
法
要
に
必
要
な
経
文

や
廻
向
文
、
法
式
を
網
羅
的
に
集
め
て
編
ん
だ
も
の
で
、﹃
十
月
十
夜
念
仏
略
縁
起
﹄
の
巻

末
に
は
、﹁
斯
ノ
縁
起
ハ
光
明
寺
方
丈
不
出
ニ
シ
テ
、
雖
レ
為
ト二
秘
書
一
、
予
彼
寺
逗
留
之
砌
写
シレ
為

メ
ニ

二

末
学
ノ一
始
テ
広
ム二
于
世
ニ一
。
其
外
真
如
堂
十
夜
ノ
縁
起
、
頃コ
ロ

流
二
布
ス
於
世
ニ一
可
ツ二
開
テ
見
ツ一
﹂
と

注
記
さ
れ
る
。

12　

前
掲
注
7
杉
浦
論
文
は
、
光
明
寺
本
を
影
印
・
翻
刻
紹
介
し
、
諸
本
整
理
を
行
う
な
か
で
、

源
誉
奥
書
の
信
憑
性
に
対
し
慎
重
に
疑
問
を
呈
し
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

13　

明
応
五
年
本
、
光
明
寺
本
、
天
和
二
年
版
本
︵︽
明
︾︽
光
︾︽
天
︾
と
略
す
︶
の
校
異
を
試

み
に
三
つ
の
事
例
か
ら
、
私
に
句
読
点
を
付
し
て
示
す
。

Ａ
︽
明
︾
抑〳〵
尋
ル
ニ

二

其
濫
觴
ヲ一
、
従
リ三
真
正
極
楽
寺
洛
陽
真

如
堂
也

︽
光
︾
抑
此
十
夜
の
濫
觴
を
尋
る
に
、
真
正
極
楽
寺
真
如

堂
也

︽
天
︾
抑
此
十
夜
ノ
濫ラ
ン

觴シ
ヤ
ウ

ヲ
尋
タ
ツ
ヌ
ル

ニ
、
真
正
極
楽
寺
真
如
堂
也

Ｂ
︽
明
︾
今
一
片
ノ
立
像
ノ
木
形
ヲ
在
テ二
観
念
一
、
其
ノ
時
ハ
不
二
彫テ

ウ

刻コ
ク
セ

一
也
。
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︽
光
︾ 

今
一
片
の
木
、
立
像
の
形
あ
る
を
は
憶
念
し
た
ま
ふ
事
あ
り
て
、
其
時
は
造

立
し
た
ま
わ
さ
り
し
な
り
。

︽
天
︾ 

今
一
片
ノ
木
、
立
像
ノ
形
ア
ル
ヲ
ハ
億ヲ

ク

念
シ
玉
フ
事
ア
リ
テ
、
其
時
ハ
造
立

シ
玉
ハ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。

Ｃ
︽
明
︾ 
又
出
テ
玉
フ
コ
ト
ハ

二

本
尊
聚
楽
ニ一
、
事
ハ
大
師
滅
後
之
也
。
此
ノ
彼
堂
并
ニ
本
尊
ノ
縁
起

略
鈔
、
加
ヘ
テ

二

亦
古
書
ノ
心
ヲ一
記
スレ
茲
ヲ
。
詳
カ
ニ
可
ツ二
見
彼
ノ
巻
物
ヲ一
。

︽
光
︾ 

さ
て
本
尊
聚
楽
に
出
て
た
ま
ふ
事
は
、
大
師
滅
後
の
事
也
。
こ
れ
彼
堂
并
本

尊
の
縁
起
の
略
抄
、
ま
た
古
書
の
こ
ゝ
ろ
を
く
わ
へ
て
し
る
す
も
の
な
り
。

子
細
に
は
彼
の
巻
物
を
見
る
へ
し
。

︽
天
︾ 

サ
テ
本
尊
ノ
聚
楽
ニ
出
玉
フ
事
ハ
、
大
師
滅メ
ツ

後ゴ

ノ
事
也
。
コ
レ
彼
堂
并
本
尊
ノ
縁

起
ノ
略
抄
、
マ
タ
古
書
ノ

意
ヲ
加
テ
記
モ
ノ
ナ
リ
。
子

細
ニ
ハ
彼
巻
物
ヲ
見
ル
ヘ
シ
。

Ａ
Ｂ
で
は
、
光
明
寺
本
と
天
和
二
年
版
本
の
近
似
が
う
か
が
え
る
。
Ｃ
は
、
本
来
な
ら
注
記

に
あ
た
る
本
文
が
、
明
応
五
年
本
と
光
明
寺
本
で
は
本
文
と
し
て
書
か
れ
、
天
和
二
年
本
の

み
割
書
で
注
記
す
る
。
明
応
五
年
本
と
光
明
寺
本
の
近
似
性
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
光
明
寺

本
と
天
和
二
年
本
に
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、﹃
浄
土
諸
回
向
宝
鑑
﹄
が
底
本
と
し
た
明
応

五
年
本
が
、
そ
れ
ら
共
通
の
祖
本
に
あ
た
る
か
、
そ
れ
に
も
っ
と
も
近
し
い
伝
本
の
存
在
を

照
ら
し
出
し
て
く
れ
る
。

14　

林
久
美
子
﹁
元
禄
七
年
洛
東
真
如
堂
に
お
け
る
善
光
寺
開
帳
を
め
ぐ
っ
て
︱
真
如
堂
日
並
記

の
紹
介
を
中
心
に
﹂︵﹃
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論
集
.
文
学
研
究
科
﹄
一
二
、
二
〇
一
四

年
三
月
︶。

15　
﹃
浄
土
宗
全
書
﹄
十
九
巻
。

16　
﹃
真
如
堂
縁
起
﹄
で
は
、﹁
利
剣
即
弥
陀
号
﹂
の
偈
頌
が
、
本
尊
阿
弥
陀
と
と
も
に
祀
ら
れ
る

不
動
明
王
の
剣
を
め
ぐ
り
、
安
倍
晴
明
が
閻
魔
王
宮
へ
赴
い
た
際
の
霊
験
譚
を
説
く
中
で
、

﹁
是
則
如
来
と
一
致
に
い
ま
そ
か
り
て
、
参
詣
之
輩
を
も
生
々
世
々
に
加
護
し
給
ひ
、
魔
難

を
除
て
現
当
の
誓
約
な
る
へ
し
。
い
わ
ん
や
、
利
剣
即
是
弥
陀
号
、
一
声
称
念
罪
皆
除
、
弥

陀
の
威
力
を
加
へ
給
ふ
事
、
甚
深
な
り
、
微
妙
な
り
﹂
と
説
か
れ
、
不
動
の
利
剣
と
弥
陀
の

名
号
が
一
体
と
な
っ
て
、
魔
難
を
除
く
利
生
を
あ
ら
わ
す
偈
頌
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。

〔
付
記
〕

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究︵
Ｃ
︶﹁
中
世
日
本
に
お
け
る
祈
願
と
救
済
の
境
界
的
宗

教
空
間
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂︵
1
9
Ｋ
0
0
3
1
9
、
代
表
阿
部
美
香
︶、
基
盤
研
究︵
Ｂ
︶

﹁
両
部
神
道
の
伝
播
と
継
承
に
関
す
る
総
合
的
研
究
︵
2
1
Ｈ
0
0
4
7
8
、
代
表
伊
藤
聡
︶
の

助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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︹
凡
例
︺

1　
 

同
朋
大
学
図
書
館
所
蔵
の
柳
屋
德
右
衛
門
・
松

屋
金
四
郎
求
板
﹃
新板
十
夜
念
佛
由
來
起
﹄︵
三
巻

一
冊
︶
底
本
と
し
た
。

2　

 

原
文
表
記
尊
重
を
第
一
義
と
し
、
誤
字
・
脱
字

等
の
誤
刻
も
あ
る
が
ま
ま
に
翻
刻
し
た
。

3　

 

た
だ
し
合
略
仮
名
は
通
行
の
表
記
に
改
め
、
判

読
不
能
箇
所
に
は
空
格
□
を
置
き
、
半
丁
ご
と

に
改
行
し
た
。

新版
　
十
夜
𫝹𫝹
佛
由
来
起
　
上

 

﹂
上
表
紙
題
簽

 

﹂
上
表
見
返

十
夜や

𫝹𫝹ね
ん
ね
ん

仏ふ
つ

發ほ
つ

願く
わ
ん

由ゆ

來ら
い

根こ
ん

元げ
ん

記き
の

序ぢ
よ

夫そ
れ

天天あ
め
あ
め

地つ
ち

と
い
ま
だ
わ
か
れ
ず
陰め

陽お

と
な
ら
ざ
る
の
时时と
き
と
き

は
唯た
ゞ

ま
ろ
か
れ
た
る
と
り
の
卵た
ま
こ

の
ご
と
く
唓唓
く
ゞ
む
り

く
ゞ
む
り

て

芽き
ざ
し

を
含ふ
く
め

る
こ
と
は
八は
つ

識し
き

含が
ん

藏ざ
う

に
異こ
と

な
ら
じ
陰ゐ
ん

陽や
う

に

な
り
ぬ
る
ハ
動う
ご
き

働
は
た
ら
き

の
か
る
く

清す
め

る
は
靉た
な

靆び
き

昇の
ぼ
り

て

陽あ
き
ら
か

な
る
天天て
ん
て
ん

と
な
る
重お
も
く

濁に
ご
る

る
ハ
滞
と
ゞ
こ
ほ
り

て
陰く
も
る

る
地ち

と
な
れ
る
よ
り
天天 

﹂
上
01
オ

地
人
の
三
才さ
い

と
ぶ

毋ほ

子し

と
三
世
を
相さ
う

續ぞ
く

セ
し
人に
ん

身し
ん

に

十
界か
い

と
十
如に
よ

是ゼ

の
理り

性し
や
う

を
ぐ

足そ
く

セ
し
事こ
と

は
理り

と
氣き

と

の
性セ
い

分ぶ
ん

の
法ほ
つ

性セ
う

よ
り
出し
ゆ
つ

生セ
う

し
て
仁じ
ん

義ぎ

禮れ
い

智ち

信し
ん

の
道み
ち

の
行ぎ
や
う

式し
き

敬う
や
ま
ひ

は
神し
ん

道た
う

の
正し
や
う
じ
き

と
佛ぶ
つ

敎げ
う

の
慈じ

悲ひ

を
男な
ん

女に
よ

の
身ミ

に

生し
や
う

産さ
ん

し
て
娑し
や

婆ば

即そ
く

寂じ
や
つ

光く
ハ
う

法ほ
つ

身し
ん

の 

﹂
上
01
ウ

當と
う

処し
よ

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

と
も
い
へ
り
世
界か
い

人に
ん

身し
ん

は
他た

受じ
ゆ

用よ
う

報ほ
う

身し
ん

の

佛ぶ
つ

躰た
い

の
あ
ミ
だ
ハ
五
刧こ
う

思し

惟ゆ
い

の
十
刧こ
う

正し
や
う

覚か
く

は
十
信し
ん

十

住ぢ
う

十
行ぎ
や
う

十
囬囬ゑゑ

向か
う

十
地ぢ

の
修し
ゆ

行ぎ
や
う

は
一
𫝹ね
ん

十
𫝹ね
ん

こ
れ
な

り
扨さ
て

十
月
十
日
十
夜や

は
人に
ん

間げ
ん

毋は
ゝ

の
胎た
い

內な
い

十
ヶか

月つ
き

や
ど

り
て
世
上じ
や
う

へ
出し
ゆ
つ

生し
や
う

の
十と

月つ
き

に
あ
み
だ
は
あ
た
る
十

月
な
り 

﹂
上
02
オ

こ
れ
大だ
い

通つ
う

智ち

勝し
や
う

佛ぶ
つ

十
刧こ
う

坐ざ

道だ
う

塲じ
や
う

と
も
い
へ
り

十

日
と
は
陰ゐ
ん

陽や
う

の
巡め
ぐ
る

十じ
つ

幹か
ん

の
惠ゑ

登と

を
日に
ち

輪り
ん

は
一
日
一
夜

に
一
道だ
う

を
周し
う

行ぎ
や
う

す
十
二
時じ

に
唯た
ゞ

一ひ
と

筋す
ぢ

を
周め
ぐ

れ
る
こ
れ

あ
ミ
だ
光く
ハ
う

明め
う

名ミ
や
う

号が
う

の
一
名ミ
や
う

を
も
つ
て
十
方は
う

摂セ
つ

化け

の
利り

益や
く

也な
り

故
か
る
が
ゆ
へ

に
經き
や
う

に
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

佛ぶ
つ

威ゐ

神じ
ん

光く
ハ
う

明め
う

最さ
い

尊そ
ん

㐧だ
い

一
に
し
て 

﹂
上
02
ウ

諸し
よ

仏ぶ
つ

の
光く
ハ
う

明ミ
や
う
を
よ
ぶ
こ
と

不あ
た

能は
ざ
る

及
と
こ
ろ
な
り

十
夜
と
は
月
一

日
一
夜
に
十
二
道だ
う

を
周し
う

行ぎ
や
う

十
二
枝し

の
日
よ
ミ
十
二
時じ

也な
り

是こ
れ

ミ
だ
の
十
二
光く
ハ
う

仏ぶ
つ

ハ
超て
う

日
月
光
仏ぶ
つ

な
り
日
ハ
一

日
一
夜
に
一
道
を
周め
ぐ
り

惠ゑ

登と

ハ
一
日
一
夜
に
一
道
を

周め
ぐ
る

を
以も
つ

て
天天て
ん
て
ん

地ち

陰ゐ
ん

陽や
う

昼ち
う

夜や

十
二
時じ

一
年ね
ん

十
二
月つ
き

の
日

数か
ず

此こ
の

筭さ
ん

数す
う

を
勤つ
と
め

の
名な

と
し
て
十
月
十
日
十
夜
と
号が
う

す

る
故ゆ
へ 

﹂
上
03
オ

に
仏ほ
と
け
と
い
て

阿あ

彌ミ

陀だ

鼓く

音お
ん

声じ
や
う

王わ
う

陀だ

羅ら

尼に

經き
や
う
ニ
十
日
十

夜
六
時
に
彼か
の

仏ほ
と
け

を
禮ら
い

敬け
う

セ
よ
と
也

清セ
う

浄じ
や
う

平び
や
う

等ど
う

覚か
く

經き
や
う

に
昼ち
う

夜や

常つ
ね

に
十
日
十
夜
の
勤
を
断だ
ん

絶ゼ
つ

セ
ず
ん
ハ
我わ
れ

是こ
れ

を
可
あ
ハ
れ
む

憐べ
し

と
釋し
や

迦か

の
慥た
し
か

な
る
金き
ん
げ
ん

の
十
月
十
日
十

夜
の
勤つ
と
め

三
国ご
く

に
通つ
う

用よ
う

を
し
か
い
ふ
な
ら
し

　

享き
や
う

保ほ
う

五
庚

子
正
月
中ち
う

旬じ
ゆ
ん

空く
う

無む

九
十
一
𫞓さ
い

謹
つ
ゝ
し
ん
て

書
し
よ
す

 

﹂
上
03
ウ

十
夜や

由ゆ

來ら
い

根こ
ん

元げ
ん

記き

上

㐧
一
　
十
月
十
日
十
夜
之
事

つ
ら
〳
〵

思こ
れ
を

之お
も
ふ

に
十
夜
の
事
ハ
仏ほ
と
け

鼓く

音お
ん

經き
や
う

と
清し
や
う

浄〴
〵

平び
や
う

等ど
う

覺か
く

經き
や
う

と
兩り
や
う

經
に
明め
い

白は
く

に
と
き

給た
ま

へ
り
此
十
夜
の

內う
ち

の
勤つ
と
め

の
㓛く

德ど
く

は
常つ
ね

百
年ね
ん

の
間あ
い
だ

善ゼ
ん

を
な
す
よ
り
一

序
末
・
上
巻
冒
頭
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日
一
夜
の
勤つ
と
め

は
勝ま
さ
る

と
也
故
か
る
が
ゆ
へ

に
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

經き
や
う

に

一
日
一
夜
無
量
壽
國こ
く

に
て
善ゼ
ん

を
な
セ
ば
他た

方ハ
う

世
界か
い

此こ
の

娑し
や

婆ば

に
て
百
年ね
ん

の
善
事じ

に
勝ま
さ

れ
る
事こ
と

は
ア
ミ
だ
の
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

世
界
は
衆
も
ろ
〳
〵

の
善
を
積つ
ミ

て
あ
く

の
名な

も
な
く
福ふ
く

德と
く

自を
の
づ
か
ら

然
し
か
な
り
あ
く

の
地じ

に
あ
ら
ざ
る
此
世 

﹂
上
04
オ

界
は

あ
く

は
多お
ゝ

く
善ゼ
ん

心し
ん

は
稀ま
れ

也な
り

此
ゆ
へ
に
あ
ミ
だ
は
此こ
の

娑し
や

婆ば

世セ

界か
い

に
て
成じ
や
う

等と
う

正セ
う

覺か
く

を
な
し
給
は
ず
安あ
ん

樂ら
く

國こ
く

土ど

の
正
覺
を
な
し
西さ
い

方は
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
主あ
る
じ

と
な
り
給
へ
ば
世
界

の
人に
ん

間げ
ん

は
娑
婆
世
界
に
出し
ゆ
つ

生し
や
う

す
あ
ミ
だ
は
浄じ
や
う

土ど

に

出
生
し
給
ふ
こ
れ
生し
や
う

死じ

一
時じ

な
れ
バ
あ
み
だ
は
一

の
生
死
を
司
つ
か
さ
と
り

て
十
月
十
日
十
夜
に
西
方
の
あ
ミ
だ

と
も
い
へ
り

娑
婆
不ふ

定ぢ
や
う

の
世
界
に
人
間
は
十と

月つ
き

め

に
出
生
す
生
死
輪り
ん

廽ゑ

の
業ご
う

を
受う
く

る
な
り
こ
れ
に
よ
つ

て
佛ほ
と
け
と
き

て
十
夜
の
勤つ
と
め

は
諸
も
ろ
〳
〵

の
生
死
の
勤こ
ん

苦く

の
夲も
と

を
拔ぬ
き

た
る
あ
ミ
だ
の
御ミ

名な

を
一
生し
や
う

の
う 

﹂
上
04
ウ

ち
に
須し
ゆ

臾ゆ

の
間あ
い
た

も
と
な
ふ
れ
ば
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

仏ぶ
つ

の
國く
に

に

生む
ま

れ
て
快け

乐乐ら
く
ら
く

極
き
ハ
ま
り

な
く
道だ
う

德と
く

を
あ
き
ら
か
に
叶か
な
ふ

て
永な
が

く
生
死
の
根こ
ん

夲ほ
ん

を
ぬ
き
て

と
ふ
た
ゝ
び
貪と
ん

恚ゐ

愚ぐ

癡ち

の
苦く

悩な
う

の
患う
れ
へ

な
く
一
刧こ
う

百
刧
千
萬ま
ん

億お
く

意こ
ゝ
ろ

に
し
た
が

ひ
て
自じ

在ざ
い

を
受う
く

る
生
死
の
勤つ
と
め

な
り
こ
ゝ
を
も
つ
て
金こ
ん

が
う

薩さ
つ

埵た
り
う

猛め
う

菩ぼ

薩さ
つ

に
告つ
げ

て
い
は
く
世セ

尊
我わ
れ

に
授さ
づ
け

こ
れ

は
密ミ
つ

の
中な
か

の
秘ひ

法ハ
う

也な
り

一
さ
い

衆し
ゆ

生じ
や
う

ハ
無む

始し

よ
り
己こ
の

來か
た

曽か
つ

て
實じ
つ

の
ご
と
く
生
死
の
根こ
ん

夲ほ
ん

元げ
ん

生
を
し
ら
ず
こ
れ
に

よ
つ
て
あ
ミ
だ
ハ
人
間
生
死
の
根こ
ん

源げ
ん

を
司
つ
か
さ
ど
り

給
ふ
ゆ

へ
に
十
月
の
月
に
無
量
壽
仏 

﹂
上
05
オ

と
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
正セ
う

覺か
く

な
れ
ば
人
と
生む
ま

れ
な
が
ら
其そ
の

生し
や
う

の
由ゆ

來ら
い

を
知し

ら
ざ
る
ハ
生し
や
う

死じ

輪り
ん

轉て
ん

の
ゆ
へ
に
生
じ
て
生
を

し
ら
ず

死し

〻〳
〵
〳
〵

な
が
ら
死
の
も
と
を
知
ら
さ
る
ハ
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
心し
ん

身〳
〵

と
な
る
ゆ
へ
な
り
古こ

哥か

に
○
世よ

の
中な
か

ハ
皆み
な

偽い
つ
は
り

と
い
ひ
な
が
ら
死
ぬ
る
ば
か
り
ハ
ま
こ
と
な
り

け
り
と
な
り

生む
ま

れ
て
生
れ
の
前ま
へ

を
知し

ら
ず
生
れ
て

生
れ
の
後の
ち

を
知
ら
ず
こ
れ
は
人に
ん

間げ
ん

に
通つ
う

力り
き

ハ
な
く
と

も
凢
夫
目も
く

前ゼ
ん

の
道だ
う

理り

な
り
此
理り

の
分ふ
ん

明ミ
や
う

に
心し
ん

理り

の
な

き
ハ
こ
れ
心し
ん

目も
く

を
生
れ
つ
か
ざ
る
人
間
た
り
心
目
ハ

な
し
と
も
人
〻
の
信し
ん

心〴
〵

の
僧そ
う

俗ぞ
く

男な
ん

女に
よ

に
な
き
故ゆ
へ

也な
り

こ

れ
に
よ
つ
て
生
れ 

﹂
上
05
ウ

の
自し

在ざ
い

も
な
く
死し

の
自じ

在ざ
い

も
な
し

夲ほ
ん

有う

の
生セ
う

を
知し

ら
ず
善ゼ
ん

業ご
う

の
生む
ま

れ
を
し
ら
ず

あ
く

業ご
う

の
生
れ
を
知し

ら
ず

夲
有
の
死し

を
知
ら
ず
生
ず
る

と
こ
ろ

を
し
ら
ず
死
す
る

を
知
ら
ず
人に
ん

身し
ん

の
生セ
う

死じ

根こ
ん

元げ
ん

は
貪と
ん

瞋じ
ん

痴ち

の
三
毒ど
く

よ

り
十
二
因い
ん

縁ゑ
ん

の
縁
に
よ
れ
り
此
道だ
う

理り

天天
地
陰ゐ
ん

陽や
う

天天て
ん
て
ん

性セ
い

の
心し
ん

性セ
う

な
り
人
間げ
ん

の
身ミ

を
羪
や
し
な
ふ

筋す
ぢ

の
事
食し
よ
く

事じ

よ
り

出し
ゆ
つ

生セ
う

セ
り
此
道だ
う

理り

の
一
〻
の
當と
う

躰た
い

は
夲ほ
ん

地ぢ

法ほ
つ

身し
ん

の
理り

に
妄ま
と
ひ

一

衆し
ゆ

生ゼ
う

の
色し
き

心し
ん

と
な
り
色し
き

心し
ん

實じ
つ

相さ
う

に
し
て
十

界か
い

十
𫝹ね
ん

十
如に
よ

是ゼ

三
世ゼ

常じ
や
う

恒ご
う

一
𫝹ね
ん

無む

始し

無
終じ
う

の
ミ
だ
ハ

實じ
つ

智ち

衆し
ゆ

生じ
や
う

の
無
相さ
う

な
り
報ほ
う

身し
ん

の
仏ぶ
つ

躰た
い

ハ
衆し
ゆ

生じ
や
う

の
心し
ん

法ぼ
う

た
り
色し
き

心し
ん

實じ
つ

相さ
う

な
れ
バ
諸
も
ろ
〳
〵

の
生し
や
う

死じ

勤ご
ん

苦ぐ

 

﹂
上
06
オ

の
夲も
と

を
ぬ
き
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

國こ
く

に
生
れ
て
快け

乐乐ら
く
ら
く

極
き
ハ
ま
り

な
く
生セ
う

死じ

根こ
ん

夲ほ
ん

を
拔ぬ
き

て
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

仏ぶ
つ

の
德と
く

を
永な
が
く

く
身し
ん

心〳
〵

に
受う
け

た
も
つ
十
夜
の
勤つ
と
め

な
り

㐧
二
　
十
日
十
夜
昼ち
う

夜や

勤つ
と
め

之の

事こ
と

誠ま
こ
と

に
お
も
ん
見
れ
ば
此
十
月
十
日
十
夜
昼ち
う

夜や

の
勤
つ
と
め

は
人に
ん

間げ
ん

の
生し
や
う

死じ

昼ち
う

夜や

を
わ
か
た
ず
生む
ま

る
ゝ
も
死し

す
る

も
世セ

界か
い

國こ
く

土ど

ハ
三
國ご
く

と
も
に
儒じ
ゆ

道だ
う

も
神し
ん

道た
う

も
佛ぶ
つ

道
も

同お
な
じ

こ
と
な
り
此
十
月
に
人
間
出
生
十と

月つ
き

め
に
出
生
ハ

天天
地
人
と
世
界
の
始は
じ
め

な
り
其そ
の

品し
な

も
か
は
り
其そ
の

名な

も
三

道だ
う

に
か
は
る
と
い
へ
ど
も
其そ
の

源
ミ
な
も
と

は
一
に
し
て
天天
地

の
人
の
心こ
ゝ
ろ 

﹂
上
06
ウ

ハ
不ふ

測し
き

の
理り

に
合か
つ

し
叶か
な
ふ

を
至し

極ご
く

の
德と
く

の
性セ
う

に
至い
た

る
不ふ

生し
や
う

不ふ

滅め
つ

の
德と
く

道だ
う

を
身ミ

に
治お
さ
め

て
心こ
ゝ
ろ

を
た
ゞ
し
う
し
て

天天て
ん
て
ん

下か

平び
や
う

等ど
う

な
る
大
道だ
う

ハ
和わ

て
う

は
神し
ん

國こ
く

に
し
て
佛ぶ
つ

法ほ
う

儒じ
ゆ

道た
う

神し
ん

道た
う

の
此
三
つ
の
道ミ
ち

ハ
是こ
れ

鼎か
な
へ

の
三
足ぞ
く

に
し
て
人
間

の
五
躰た
い

に
ぐ

足そ
く

セ
し
人
躰
な
り
此
三
道
ハ
阿あ

彌ミ

陀だ

の

三
字じ

弘か
う

法ば
う

大だ
い

師し

も
人
間
の
三
な
い
の

し
よ

作さ

と
て
喉の
ん
ど

舌し
た

唇く
ち
び
る

の
や
く
な
り

天天て
ん
て
ん

台た
い

大
師
は
あ
ミ
だ
の
三
字
を

無む

量り
や
う

と
い
へ
り
あ
ミ
だ
ハ
一

さ
い

の
事
無
量
の
德と
く

ぎ
を

そ
な
へ
給
ふ
が
故ゆ
へ

に
無
量
の
躰た
い

無
量
の
名な

と
て
躰た
い

有あ
る

る
も
の
は
皆み
な

ミ
だ
名な

有あ
る

も
の
は
ミ
だ
の
名な

と 

﹂
上
07
オ

な
り
あ
ミ
だ
ハ
娑し
や

婆ば

世セ

界か
い

に
仏ぶ
つ

神じ
ん　

三さ
ん

宝ぼ
う

の
名ミ
や
う

字じ

な

く
な
り
て
も
あ
ミ
だ
の
名
は
人
の
口く
ち

に
と
ゞ
ま
れ
る
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ゆ
へ
に
口く

唱セ
う

𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

と
也
よ
の
仏ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

の
御ミ

名な

を
唱と
な

へ

よ
と
ば
か
り
な
れ
ば
あ
ミ
だ
の
御
名
は
口く
ち

に
唱
へ
よ

と
の
㓛く

德ど
く

あ
れ
ば
三
宝ぼ
う

の
名
は
滅め
つ

し
て
も
人
の
口
に

と
ゞ
ま
れ
る
の
德と
く

用よ
う

也な
り

此
ゆ
へ
に
十
夜
の
勤つ
と
め

の
㓛く

德ど
く

は
濱は
ま

の
真ま

砂さ
ご

の
数か
ず

ハ
つ
く
る
と
も
あ
ミ
だ
ハ
世
界
の

男な
ん

女に
よ

を
救す
く
ひ

給
ふ
利り

益や
く

は
盡つ
き

セ
じ
と
也
善ゼ
ん

導だ
う

大
師し

ハ
あ

ミ
だ
の
三
字じ

を
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

と
い
へ
る
は
あ
ミ
た
ハ
壽
い
の
ち

ば
か
り
無
量
と
聞き
こ

え
る
な
り
し
か
れ
ど
も
壽い
の
ち

が
無む

量り
や
う 

﹂
上
07
ウ

な
れ
バ

一

の
事
も
無む

量り
や
う

な
り
命い
の
ち

な
き
時と
き

ハ
一

の
事
そ
の
限か
ぎ
り

有あ
る

な
り
殊こ
と

に
あ
ミ
だ
を
西さ
い

方は
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

に

て
見
あ
ぐ
る
を
無
量
壽し
ゆ

經け
う

に
無
量
覚か
く

と
仏ほ
と
け

の
と
き

給
へ

ば
あ
ミ
だ
の
三
字じ

に
無
量
覚か
く

が
相さ
う

應を
う

す
善ゼ
ん

導だ
う

ハ
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

に
對た
い

す
天天
台だ
い

の
無
量
ハ
娑し
や

婆ば

世
界か
い

の
一

の
事こ
と

に
限げ
ん

量り
や
う

あ
る
に
對た
い

し
て
無
量
と
な
り
善
導
は
極
乐乐
世
界
ハ

一

無
量
な
れ
バ
あ
ミ
だ
經け
う

の
セ
つ

に
よ
つ
て
無
量
壽じ
ゆ

と
な
る
こ
と
は
無
量
壽
國こ
く

に
生む
ま

れ
て
快け

乐乐ら
く
ら
く

極
き
ハ
ま
り

な
く

長な
が
く

道だ
う

德と
く

に
合あ
ふ

こ
と
明
あ
き
ら
か

に
し
て
生セ
う

死じ

の
根こ
ん

夲ほ
ん

を
拔ぬ
き

復ま
た

と
ふ
た
ゝ
び
貪と
ん

嗔し
ん

愚ぐ

癡ち

の
苦く

悩な
う

な
き
事
量ハ
か
り

な
し

故か
る
が
ゆ
へ

に
佛ほ
と
け

は 

﹂
上
08
オ

と
ひ

て

子
天天て
ん
て
ん

性セ
い

三
世ゼ

相さ
う

續ぞ
く

十
界か
い

輪り
ん
ゑ
ん

無む

始し

無む

終じ
う

生し
や
う

死じ

夲ほ
ん

源げ
ん

經け
う

を
と
き

給た
ま

ふ
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
極こ
く

乐乐ら
く
ら
く

徃わ
う

生じ
や
う

を
と
ぐ
る
も
娑し
や

婆ば

世
界か
い

の
終を
ハ
り

浄じ
や
う

土と

の
始は
し
め

な
る
ゆ
へ
に
天天
台だ
い

大
師し

も

西さ
い

方ハ
う

極
乐乐
を
ば
初し
よ

不ふ

退た
い

と
い
へ
り
故
か
る
が
ゆ
へ

に
昼ち
う

夜や

の
わ

か
ち
も
な
く
昼ち
う

夜や

六
時じ

專セ
ん

想さ
う

𫝹ね
ん

と
な
り

人
間げ
ん

此
世

界
に
十と

月つ
き

目め

に
生む
ま

れ
て
を
は
り
に
ハ
無
量
の
國く
に

に
初
は
じ
め

て
生
る
ゝ
ハ
十
月
十
日
十
夜
よ
く
昼
夜
六
时时
に

專
も
つ
は
ら

勤つ
と
め

て
浄じ
や
う

土ど

に
徃わ
う

生ゼ
う

い
た
す
こ
と
な
り
此
限か
ぎ

り
な
き

安あ
ん

樂ら
く

世
界
を
お
も
ひ
忘わ
す

る
ゝ
を
古こ

哥か

に
も
○
後の
ち

の
世よ

と
き
け
ば
と
を
き
に
似に

た
れ
ど
も
け
ふ
も
そ
の
日ひ

の

う
ち
に
な
り
や
セ
ん
と
也

此
か
り
の
や
ど
り
を

 

﹂
上
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千
ね
ん
万ま
ん

ね
ん
と
も
お
も
ふ
人
の
こ
ゝ
ろ
を
〇
世よ

の

中な
か

に
ひ
と
り
と
ゞ
ま
る
人
あ
ら
ば
も
し
わ
れ
か
は
と

身ミ

を
や
た
の
ま
ん
と
也な
り

此こ
の

世セ

界か
い

の
人
は
老ら
う

若に
や
く

一
人
も

残の
こ

ら
ず
死し

す
る
も
の
と
は
知し
り

な
が
ら
も
人
〻
と
も
に

お
も
ひ
忘わ
す

る
ゝ
も
の
な
り
〇
世
の
中
は
市い
ち

の
か
り
や

の
一ひ
と

噪さ
は
ぎ

誰た
れ

も
残
ら
ぬ
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

の
空そ
ら

と
な
り
此
世
界
は
市

だ
ち
の
ご
と
く
其そ
の

日
限か
き

り
の
世
界
な
り
南な

無む

阿あ

彌ミ

陀だ

佛ぶ
つ

㐧
三
　 

十
月
十
日
十
夜
ハ
阿
ミ
だ
の
仏ぶ
つ

名ミ
や
う

を
十

方は
う

世
界
に
あ
み
だ
と
い
ふ
名な

の
声こ
ゑ

十
方
に

超こ
え

観く
ハ
ん

世ゼ

音を
ん

は
世
界
に
市
を
立た
て

給た
ま
ふ

利り

益や
く

の
事こ
と 

﹂
上
09
オ

此
十
夜
は
あ
ミ
だ
の
正し
や
う

覺か
く

を
極こ
く

乐乐ら
く
ら
く

に
成じ
や
う

等と
う

の
月
日

此
世
界
に
て
は
十
月
に
あ
い
あ
た
る
月
な
れ
バ
名ミ
や
う

躰た
い

不ふ

離り

の
御ミ

名な

を
十
方
に
賣う
り

渡わ
た

し
給
へ
り
金こ
ん
が
う

薩さ
つ

埵た

竜り
う

猛め
う

菩ぼ

薩さ
つ

に
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
こ
ゝ
ろ
を
も
つ
て
十
日
十
夜
信し
ん

心じ
ん

ハ
菩
薩
心し
ん

を
も
つ
て
修し
ゆ

行ぎ
や
う

を
な
す
に
十
倍ば
い

し
て
一
万

刧こ
う

の
信し
ん

心〳
〵

に
む
か
ふ
と
な
り
此
娑し
や

婆ば

世
界
の
人に
ん

身し
ん

の

男な
ん

女
は
佛ぶ
つ

心し
ん

佛ぶ
つ

性し
や
う

の
德と
く

力り
き

を
生む
ま

れ
つ
き
た
る
を
ば
上か
ミ

天天て
ん
て
ん

子し

將し
や
う

軍ぐ
ん

も
㓛く

德ど
く

を
此
世
界
に
て
つ
か
ひ
な
く
し

あ
さ

夕ゆ
ふ

に
天天
子
は
天天
子
の
德と
く

力り
き

を
う
し
な
ひ
給
へ
り
此こ
の

證セ
う

拠こ

は
日ひ

の
夲も
と

に
て
人
王わ
う

三
十
六
代
の
御ミ

門か
ど

皇こ
う

極ご
く

天天
皇わ
う

 

﹂
上
09
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天天
子
の
德と
く

つ
か
ひ
な
く
し
て
地ぢ

獄ご
く

に
堕お
ち

給た
ま
ふ

道ミ
ち

に
て
臣し
ん

下か

に
逢あ
ひ

給た
ま
ひ

て
の
御ご

製セ
い

有あ
り

○
わ
く
ら
は
に
問と
ふ

人
あ
ら
バ

答こ
た
ふ

べ
し
な
く
〳
〵
獨ひ
と
り

行ゆ
く

と
語か
た

れ
よ
と
也

六
十
代

醍だ
い

醐ご

天天
皇わ
う

延ゑ
ん

㐂ぎ

の
帝ミ
か
ど

と
申
て
聖セ
い

王わ
う

な
れ
共ど
も

身ミ

の
德と
く

に

一
つ
の
誤
あ
や
ま
り

あ
れ
ば
地ち

獄ご
く

に
落お
ち

さ
セ
給た
ま
ひ

て
御ご

製セ
い

に
○

ゆ
く
な
ら
く
な
ら
く
の
底そ
こ

に
入
ぬ
れ
バ
セ
つ
り
も
し

ゆ
だ
も
か
は
ら
ざ
り
け
る
と
ハ
天天
子
も
穢ゑ

多た

の
團だ
ん

ざ

へ
も
ん
も
地ぢ

獄ご
く

に
て
の
有あ
り

様さ
ま

ハ
か
は
ら
ぬ
と
の
事こ
と

也な
り

地
獄
の
道ミ
ち

に
王
も
な
し
と
は
此
こ
と
な
り
皇こ
う

極ご
く

天天
皇わ
う

は
地
獄
よ
り
蘓よ
ミ
が

生へ
り

給た
ま
ひ

て
信し
ん

刕し
う

善セ
ん

光く
ハ
う

寺じ

の
あ
ミ
た
の

り
や
く
に
よ
つ
て
し
や
ば
へ 

﹂
上
10
オ

そ
セ
い
の
恩お
ん

德と
く

に
甲か
い

斐の

国く
に

へ
善
光
寺
を
建こ
ん

立り
う

有
此
世

界
は
三
世
宿し
ゆ
く

業こ
う

の
善セ
ん
あ
く

因ゐ
ん

果く
ハ

を
賣う
り

買か
い

求も
と
む

る
の
塲ば

し
よ

な
る
故ゆ
へ

あ
ミ
だ
ハ
此

と
こ
ろ

を
去さ
り

西さ
い

方は
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く
ニ
て
十
日

十
夜
の
正
覚か
く

を
な
し
給
ふ
天天
子
将し
や
う

軍ぐ
ん

大
名ミ
や
う

も
德と
く

力り
き

を
ば
毎ま
い

日に
ち

心こ
こ
ろ

の
ま
ゝ
に
振ふ
る

舞ま
ひ

給た
ま
ひ

て
今
日
の
善ゼ
ん

根ご
ん

㓛く
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德ど
く

を
ば
な
し
給
は
ず
德と
く

を
賣
ば
か
り
に
て
善
根
を
買か
い

求も
と
め

給
ふ
こ
と
は
な
し
自じ

分ぶ
ん

の
生む
ま

れ
つ
き
の
望も
と

姓で

を
ば

な
く
な
し
て
ま
よ
ひ
て
我わ
が

出し
ゆ
つ

生セ
う

の
夲ほ
ん

覺か
く

真し
ん

如に
よ

の
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
故こ

郷き
や
う

の
ふ
る
さ
と
へ
も
か
へ
ら
れ
ず
六
道だ
う

の
ち
ま

た
に
ま
よ
ふ
ゆ
へ
に
六
地ぢ

藏ぞ
う

六
観く
ハ
ん

音を
ん

ハ
六
つ
の
み
ち

に 

﹂
上
10
ウ

ま
し
〳
〵
て
此
十
月
に
は
人に
ん

間げ
ん

出し
ゆ
つ

生セ
う

惣そ
う

躰た
い

の
と
月つ
き

の
利り

益や
く

有
十
日
十
夜
昼ち
う

夜や

の
六
時じ

は
ミ
だ
六
字じ

の
名
ミ
や
う

号が
う

十
二
時じ

は
ミ
だ
の
十
二
光く
ハ
う

仏ぶ
つ

観く
ハ
ん

音を
ん

ハ
昼ひ
る

㔟セ
い

至し

は

夜よ
る

六
時じ

地ぢ

藏ぞ
う

は
不ふ

休き
う

の
利り

益や
く

な
れ
バ
六
地ぢ

藏ぞ
う

と
六

観く
ハ
ん

音を
ん

と
㔟セ
い

至し

と
の
合か
つ

掌し
や
う

は
夲ほ
ん

有う

利り

智ち

非ひ

を
ひ
や
う

し
た
ま
へ
バ
三
六
の
十
八
の
十
方は
う

衆し
ゆ

生じ
や
う

の
セ
い
ぐ
ハ

ん
の
十
日
十
夜
の
勤つ
と
め

な
り
か
る
が
ゆ
へ
に
十
日
十
夜

の
勤つ
と
め

は
天天
地ち

人
と
世
界
の
始は
じ
ま

る
よ
り
其そ
の

品し
な

も
か
は

り
そ
の
名な

も
儒じ
ゆ

道だ
う

神し
ん

道た
う

佛ぶ
つ

道だ
う

と
か
は
り
ぬ
れ
ど
も
そ

の
源
み
な
も
と

は
二
に
し
て
天天
地ち

の
心こ
ゝ
ろ

と
人
の
心こ
ゝ
ろ

は
不ふ

測し
き

の
理り 

﹂
上
11
オ

に
合が
つ

し
て
至し

極ご
く

の
德と
く

の
性セ
い

た
り
不ふ

生し
や
う

不ふ

變へ
ん

の
德と
く

道だ
う

を

身ミ

に
お
さ
む
る
の
正た
ゞ

し
う
し
て
こ
ゝ
ろ
諦
あ
き
ら
か

に
世よ

を

度ど
だ
つ

す
る
に
住ぢ
う

し
一

萬ば
ん

物も
つ

に
を
ゐ
て
世セ

間け
ん

諸し
よ

有う

の

法は
う

を
超て
う

過く
ハ

し
弥ミ

陀だ

の
實じ
つ

躰た
い

實じ
つ

智ち

夲ほ
ん

覺か
く

心し
ん

真し
ん

如に
よ

の
都ミ
や
こ

に

て
は
忽こ
つ

然ね
ん

𫝹ね
ん

起き

名ミ
や
う

為ゐ

無む

明め
う

ハ
衆し
ゆ

生ゼ
う

の
心こ
ゝ
ろ

の
不ふ

覚か
く

を

い
ふ
な
り
此
夲
覚
の
理り

內な
い

に
色し
き

心し
ん

の
諸し
よ

相さ
う

を
絶た
や

し
て

一
心し
ん

一
𫝹ね
ん

曽か
つ
て

起お
こ
り

動う
ご
く

こ
と
も
な
し
然し
か

る
に
凢ぼ
ん

夫ぶ

衆し
ゆ

生じ
や
う

は
忽こ
つ

然ね
ん

と
を
ん

劫こ
う

も
今い
ま

も
あ
さ

な
夕ゆ
ふ

な
に
迷ま
よ
ひ

妄ま
と
ひ

の
𫝹

を
を
こ
し
て
不ふ

生セ
う

の
心し
ん

地ぢ

を
傾
か
た
ふ
く

る
全ゼ
ん

躰た
い

を
あ
ミ
だ

五
劫こ
う

に
思し

案あ
ん

工く

夫ふ
う

を
な
し
名ミ
や
う

躰た
い

不ふ

離り

の
名め
う

号が
う

を
衆し
ゆ

 

﹂
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生
の
一
心し
ん

よ
り
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
心し
ん

性セ
う

を
一

さ
い

空く
う

無む

我が

の
名
ミ
や
う

号か
う

を
通つ
う

逹だ
つ

し
て
人
間げ
ん

の
惣そ
う

躰た
い

誕た
ん

生じ
や
う

の
十と

月つ
き

め
を
か
た

ど
り
十
月
に
二
百
一
十
億お
く

諸し
よ

仏ぶ
つ

の
浄じ
や
う

土ど

よ
り
西
方ハ
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

を
ゑ
ら
ミ
と
り
て
始し

覚か
く

夲ほ
ん

覚か
く
げ
ん

同と
う

一
致ち

の
正し
や
う

覚か
く

を

な
し
凢ほ
ん

夫ぷ

初し
よ

不ふ

退た
い

の
浄じ
や
う

土ど

に
十
月
十
日
十
夜
の
徃わ
う

生し
や
う

を
定さ
だ
め

給
へ
り
此
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

は
迷ま
よ
ひ

妄ま
ど
ひ

も
な
し
夲も
と

浄き
よ

し

此
セ
か
い
は
も
と
わ
れ
ら
か
不ふ

生し
や
う

の
こ
ゝ
ろ
に
不ふ

覚か
く

な
り
人
間
は
夲ほ
ん

心し
ん

を
我わ
が

夲
心
に
ま
よ
ひ
ま
と
ひ
た
る

こ
ゝ
ろ
を
お
ぼ
は
す
わ
が
夲
心
に
な
し
て
一

の
こ

と
を
思
案あ
ん

分ぶ
ん

别べ
つ

を
な
す
ゆ
へ
に 

﹂
上
12
オ

佛ぶ
つ

法ほ
う

も
神し
ん

道た
う

も
儒じ
ゆ

道だ
う

の
人
も
此
妄ま
ど
ひ

を
も
つ
て
聖セ
い

賢け
ん

の

金き
ん
げ
ん

に
善ゼ
ん
あ
く

の
と
り
沙さ

汰た

を
セ
し
ゆ
へ
に
三
道だ
う

と
も

に
道ミ
ち

の
正た
ゞ

し
き
な
し
真ま
こ
と

の
こ
ゝ
ろ
に
妄
を
生
ゼ
し
人

間
の
妄ま
と
ひ

が
真
の
道ミ
ち

に
な
り
て
妄
の
起お
こ
ら

ぬ
十
夜
の
勤
つ
と
め

也な
り

此こ
の

妄
を
知し

れ
ば
夲も
と

自
を
の
づ
か
ら

真ま
こ
と

也な
り

此
迷ま
よ
ひ

と
悟さ
と
り

と
皆ミ
な

空く
う

也な
り

迷ま
よ
ひ

と
思お
も

ふ
も
我わ
が

心こ
ゝ
ろ

悟さ
と
り

と
思お
も

ふ
も
皆
空
也
此
空く
う

性セ
う

心し
ん

に
思
ひ
誤
あ
や
ま
り

の
有あ
る

事こ
と

を
知し
る

べ
し
是こ
れ

真し
ん

空く
う

不ふ

空く
う

心し
ん

此
二に

空く
う

明あ
き

ら
か
な
ら
ね
ば
儒じ
ゆ

釋し
や
く

道だ
う

の
三
道だ
う

と
も
に

誤あ
や
ま
り

多お
ほ

し
此こ
の

空く
う

心
は
我わ
が

心こ
ゝ
ろ

な
き
时时と
き
と
き

に
心
と
ハ
セ
よ
と

云い
ふ

に
○
こ
ゝ
ろ
こ
そ
心
ま
よ
は
す
心
な
れ
心
な
き
を

ぞ
心
と
ハ
セ
よ
と
い
へ
ば
無む

心し
ん

と
斗ば
か
り 

﹂
上
12
ウ

思お
も

ひ
て
ゐ
る
事こ
と
な
り也
此
空く
う

心し
ん

の
心こ
ゝ
ろ

は
世セ
か
い界
の
秤は
か
り

に
む

だ
め
と
云い
ふ

事こ
と

有あ
り

此
む
だ
め
は
無む

心し
ん

の
事こ
と

也な
り

此
む
だ
目め

の
如ご
と
く

の
心こ
ゝ
ろ

な
ら
ば
三
世
に
誤あ
や
ま

り
な
き
も
の
な
り
此

空く
う

心し
ん

に
成な
り

が
た
き
人
の
た
め
の
十
夜や

の
勤つ
と
め

な
り
な
む

あ
ミ
だ
仏ぶ
つ

㐧
四
　
十
日
十
夜
阿あ

弥み

陀だ

如に
よ

來ら
い

出し
ゅ
つ

生セ
う

之の

事こ
と

夫そ
れ

日ひ

の
夲も
と

ハ
神じ
ん

国こ
く

な
れ
バ
人に
ん

王わ
う

五
十
三
代だ
い

淳じ
ゆ
ん

和わ

帝て
い

天天

長ち
や
う

三
年ね
ん

丙ひ
の
へ

午む
ま

の
𫞓と
し

近あ
ふ

江ミ

の
滋し

賀が

の
郡こ
ほ
り

苗な
ふ

鹿か

大
明
ミ
や
う

神じ
ん

ハ
此
神か
ミ

慈じ

覚か
く

大
師し

に
御
對た
い

面め
ん

あ
り
如に
よ

法ハ
う
け
う

堂ど
う

を
守し
ゆ

護ご

の
た
め
に
番ば
ん

役や
く

を
願ね
が
ひ

給
へ
ハ
慈じ

覚か
く

ハ
番ば
ん

神じ
ん

役や
く

を

許ゆ
る
し

給
ふ
な
り
そ
の
布ふ

施セ

に
栢か
し
は

の
木き

を
一
夲ほ
ん

き
し
ん

あ
れ
ば
そ
の
木き

の
き
り

口く
ち

よ
り 

﹂
上
13
オ

毎ま
い

夜よ

光く
ハ
う

明め
う

を
放は
な
ち

て
光ひ
か
り

か
ゝ
や
く
な
り
慈じ

覚か
く

大
師し

不ぶ

思し

議ぎ

に
思お
も

ひ
も
ひ
て
う
ち
わ
り
見
給
に
一
方ハ
う

の
か
た

〳
〵
に
ハ
坐ざ

像ぞ
う

の
あ
ミ
だ
の
仏ぶ
つ

躰た
い

な
り

ま
た

一
方ハ
う

に
は

立り
う

像ぞ
う

の
尊そ
ん

躰た
い

の
あ
ミ
だ
如に
よ

來ら
い

あ
ざ
や
か
に
木も
く

目め

に
お

が
ま
れ
給
ふ
な
り

木き

よ
り
光く
ハ
う

明め
う

の
出い
づ

る
こ
と
ハ
江え

戶ど

六
阿
ミ
だ
の
木
よ
り
も
光く
ハ
う

明め
う

の
出い
つ

る
ゆ
へ
光く
ハ
う

明め
う

木も
く

と
て
こ
れ
も
仏ぶ
つ

神じ
ん

の
大
慈じ

大
悲ひ

の
こ
も
れ
る
木き

な

り
此
六
あ
ミ
だ
の
出し
ゆ
つ

生セ
う

ハ
武む

蔵さ
し

豊と

嶋し
ま

郡ご
う

に
豊と

嶋し
ま

㔫㔫ささ

衛へ

門も
ん

と
て
侍
さ
ふ
ら
い

あ
り
是こ
れ

に
一
人
の
姫ひ
め

あ
り
此
む
す
め
の

た
め
に
㔫㔫ささ

衛へ

門も
ん

熊く
ま

㙒㙒のの

に
ま
う
で
ゝ
木き

よ
り
光く
ハ
う

明め
う

の
出い
づ
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る
を
お
が
ミ
て
権ご
ん

現げ
ん

に
申
請う
け

て
熊く
ま

㙒㙒のの

浦う
ら

よ
り 

﹂
上
13
ウ

な
が
し
給
へ
る
な
り

行ぎ
や
う

基ぎ

も
熊く
ま

㙒㙒のの

へ
参さ
ん

詣け
い

あ
り
て

二
世
の
利り

益や
く

の
願ぐ
ハ
ん

望も
う

を
祈い
の
り

給
へ
ば
権ご
ん

現げ
ん

の
利り

生セ
う

に

光く
ハ
う

明ミ
や
う

の
出い
づ

る
木き

有あ
り

是こ
れ

を
行ぎ
や
う

基ぎ

に
あ
た
へ
ん
と
の
御

夢む

想さ
う

に
て
此
木き

の
と
ゞ
ま
る

と
こ
ろ

に
あ
ミ
だ
を
造ざ
う

立り
う

セ

ん
と
あ
れ
バ
豊と

嶋し
ま

の
㔫㔫ささ

衛へ

門も
ん

と
行ぎ
や
う

基ぎ

と
の
𫝹ね
ん

願ぐ
ハ
ん

一い
つ

致ち

し
て
此
六
あ
み
だ
ハ
出し
ゆ
つ

生セ
う

あ
り
此
六
あ
ミ
だ
の
傳で
ん

記き

ハ
㙒㙒やや

僧そ
う

若じ
や
く

年ね
ん

の
时时じじ

分ぶ
ん

仏ぶ
つ

法ほ
う

の
正セ
う

理り

を
も
弁
わ
き
ま
へ

ず
無む

二
無む

三
に
一
心し
ん

六
あ
ミ
だ
と
い
ふ
一
筋す
ぢ

を
思
ひ
入い
れ

て

假か

名な

に
し
る
セ
り
扨さ
て

栢か
し
は

の
木き

一
夲ほ
ん

に
坐ざ

像ぞ
う

と
立り
う

像ぞ
う

と
の
坐ざ

像ぞ
う

の
一
躰た
い

を
ば
慈じ

覚か
く

大
師し

蓮れ
ん

花げ

部ぶ

の
印い
ん

像ぞ
う

に

造ざ
う

立り
う

し
給
ふ
此
心し
ん

理り

を
金こ
ん
が
う

薩さ
つ

埵た
り
う

猛め
う

菩ぼ

薩さ
つ

に
告つ
げ

給

ふ
ハ
人に
ん

間げ
ん

の
毋は
ゝ

の 

﹂
上
14
オ

胎た
い

內な
ひ

に
や
ど
る
初は
じ
め

の
七
日
の
間あ
い
だ

ハ
伽か

羅ら

藍ら
ん

と
い
ふ

な
り

二
十
七
の
七
日
め
に
人
間
の
身し
ん

相さ
う

を
漸
や
う
や
く

成
じ
や
う

就じ
う

せ
し
こ
と
を
得う

る
な
り
此
时时と
き
と
き

に
前さ
き

生セ
う

の
あ
く

業ご
う

を
造つ
く

る
そ
の
意こ
ゝ
ろ

の
ど
く
に
身ミ

を
得う

る
な
り
前ゼ
ん

生セ
う

に
十
善
の

業ご
う

を
な
す
人
ハ
殊し
ゆ

妙め
う

の
身し
ん

相さ
う

を
獲ご

得と
く

す
る
か
く
の
ご

と
く
の
人
間
ハ
男な
ん

子し

ハ
毋は
ゝ

の
腹は
ら

の
右ミ
ぎ

に
蹲
う
づ
く
ま

り
居ゐ

て

兩り
や
う

の
手て

を
合が
つ

掌し
や
う

し
て
毋は
ゝ

の
背セ
な
か

に
向む
か
ひ

住ぢ
う

す

女に
よ

子し

ハ
㔫㔫
ひ
だ
り

ひ
だ
り

の
脇ワ
き

に
う
づ
く
ま
り
兩り
や
う

手て

を
合が
つ

掌セ
う

し
て
毋は
ゝ

に

そ
む
き
て
ほ
か
に
む
か
ふ
て
蹲
う
づ
く
ま

る
生し
や
う

臟ぞ
う

の
し
た

𤎼じ
ゆ
く

臟ぞ
う

の
う
へ
に
安あ
ん

坐ざ

ハ
蓮れ
ん

花げ

一
葉よ
う

に
住ぢ
う

す
人
間
の
貪と
ん

欲よ
く

ハ
佛ぶ
つ

部ぶ

な
り
瞋し
ん

恚ゐ

は
金こ
ん
が
う

部ぶ

な
り
愚ぐ

痴ち

ハ
蓮れ
ん

花げ

部ぶ

な
り
此
貪と
ん

瞋じ
ん

痴ち

の 

﹂
上
14
ウ

三
つ
の
一
身し
ん

に
四
身し
ん

を
ぐ

足そ
く

す
る
ハ
三
四
十
二
因ゐ
ん

緣ゑ
ん

の
流る

轉て
ん

ハ
三
世
常じ
や
う

住ぢ
う

な
り
此
道だ
う

理り

を
以も
つ

て
坐ざ

像ぞ
う

の
あ

ミ
だ
を
バ
蓮れ
ん

花げ

部ぶ

の
印い
ん

像ざ
う

に
造ざ
う

立り
う

し
給
へ
り
此
夲ほ
ん

尊ぞ
ん

を
バ
山さ
ん

王わ
う

日ひ

𠮷よ
し

ご
ん
げ
ん
の
ミ
や
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

堂ど
う

の
夲ほ
ん

尊ぞ
ん

と

な
し
給
へ
り

今い
ま

か
た
〳
〵
の
立り
う

像ぞ
う

の
あ
ミ
だ
を
バ

慈じ

覚か
く

憶お
く

𫝹ね
ん

あ
り
て
造ざ
う

立り
う

し
給
は
ず
こ
れ

坐ざ

像ぞ
う

ハ
西さ
い

方ハ
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

に
安あ
ん

坐ざ

の
御
す
が
た
な
り
坐ざ

時じ

即そ
く

得と
く

無む

生セ
う

法ほ
う

忍に
ん

た
り

立り
つ

像ぞ
う

ハ
九
品ほ
ん

と
娑し
や

婆ば

の
世
界
へ
出し
ゆ
つ

現げ
ん

來ら
い

迎か
う

の
御
す
が
た
な
り
栢か
し
は

一
夲ほ
ん

の
中な
か

に
な
ら
び
た
ま
ひ
て

立り
う

像そ
う

と
坐ざ

像ぞ
う

と
の
御
す
が
た
出し
ゆ
つ

現げ
ん

は
不ふ

思し

議ぎ

と
や
い

は
ん
妙め
う

法ほ
う

と
や
い
は
ん

神し
ん

道た
う

深じ
ん

秘ひ

に
傳て
ん

教げ
う

大だ
い

師し

智ち

元げ
ん 

﹂
上
15
オ

上
人
を
御お
ん

使つ
か
ひ

と
し
て
伊い

㔟セ

と
六
十
餘よ

州し
う

の
大
小
の
神じ
ん

祇ぎ

に
御
神か

乐乐ぐ
ら
ぐ
ら

を
を
く
り
給
ふ
时时と
き
と
き

に
神か
み

〻〳
〵

の
御
宝ほ
う

殿で
ん

動
う
ご
ひ

て
御
返へ
ん

哥か

有あ
る

な
り
此
御
返へ
ん

哥か

皆ミ
な

悉
こ
と
〴
〵
く
き
や
う

文も
ん

な
り
天天て
ん
て
ん

照セ
う

大
神じ
ん

の
御
返へ
ん

哥か

に
○
妙た
へ
ぬ

法の
り

鷲わ
し
の

太ミ

山や
ま
の

初は
つ

嵐あ
ら
し

霧き
り

雲く
も

掃ハ
ら
ふ
こ
と
ぞ

喜う
れ

鋪し
き

と
な
り
此
十
夜
の
夲ほ
ん

尊ぞ
ん

の
御
座ざ

あ
る

と
こ
ろ

に
ハ
太お
ほ

已あ
な

貴む
ち
の

尊み
こ
と

の
跡あ
と
た
れ

給
ふ
㚑れ
い

地ち

な
れ
バ
此

と
こ
ろ

へ

ハ
天天で
ん
で
ん

照セ
う

大
神じ
ん

毎ま
い

日に
ち

影や
う

向が
う

あ
る
と
な
り

十
月
に
十
月

十
夜
の
あ
ミ
だ
御
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
栢か
し
は

の
木き

を
慈じ

覚か
く

に
進し
ん

ゼ

ら
れ
し
苗な
ふ
か

大だ
い

明ミ
や
う

神じ
ん

の
傳で
ん

教げ
う

大
師し

へ
御
返へ
ん

哥か

に
ハ
○

我わ
す
れ

不て
ハ
し

愛ば
し

身ま
ど

命
ろ
む
ほ
ど

但し
な
く

惜
い
の
ち
に

無か
へ
て

上お
も
ふ

道ミ
　
の
り

を
と
な
り

こ
れ
浄し
や
う

土ど

の
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ
き
や
う

に
壽い
の
ち

は
か 

﹂
上
15
ウ

り
な
く
限か
き

り
し
ら
れ
ぬ
あ
ミ
だ
如に
よ

來ら
い

ハ
あ
ミ
だ

け
う

に

今い
ま

現げ
ん

に
セ
つ

法ほ
う

し
て
ま
し
ま
す
と
の
現げ
ん

文も
ん

あ
り

同お
な

じ

け
う

に
諸
も
ろ
〳
〵

の
法ほ
つ

性セ
う

を
通つ
う

逹だ
つ

し
て
一

さ
い

を
空く
う

無む

我が

に
し

て
專
も
つ
ハ
ら

仏ぶ
つ

土ど

を
求も
と
め

給
ふ
と
釈し
や

迦か

の
あ
ミ
だ
の
こ
と
を

と
き

給
へ
ば
苗な
ふ

鹿か

大
明ミ
や
う

神じ
ん

の
詠ゑ
い

哥か

の
き
や
う

文も
ん

に
我わ
れ

身し
ん

命め
う

を
愛あ
い

セ
ず
但た
ゞ

無む

上じ
や
う

道だ
う

を
借と
る

と
有あ
る

と
同お
な

じ
こ
と
な
り
こ

れ
十
夜
の
勤つ
と
め

ハ
昼ち
う

夜や

ま
と
ろ
ま
ず
身し
ん

命め
う

を
あ
い
セ
ず

信し
ん

心〴
〵

に
つ
と
む
る
こ
と
な
り
此
ゆ
へ
に
あ
ミ
だ
鼓く

音お
ん

聲じ
や
う

王わ
う

陀だ

羅ら

尼に
き
や
う

に
六
時じ

に
五
躰た
い

を
地ぢ

に
投
な
げ
う
つ

て
あ

ミ
だ
を
敬
う
や
ま
ひ

礼ら
い

し
十
日
の
う
ち
に
か
な
ら
ず
あ
ミ
だ

を
見
る
こ
と
を
得ゑ

て
な
ら
び
に
十
方
世
界か
い

の
如に
よ

來ら
い

を

お
か
み 

﹂
上
16
オ

奉
り
同
じ
く
我わ
れ

乐乐らら

が
す
ゑ
の
世
の
居ゐ

る
と
こ
ろ

ま
で
み
る

こ
と
を
得ゑ

る
と
な
り
是こ
れ

あ
ミ
だ
ハ
光く
ハ
う

明ミ
や
う

名め
う

号が
う

を
も

つ
て
十
方ハ
う

を
摂セ
つ

化け

し
給
ふ
㓛く

德ど
く

有あ
る

ゆ
へ
な
り

釈し
や

迦か

如に
よ

來ら
い

も
此
十
夜
に
昼ち
う

夜や

に
信し
ん

心〴
〵

を
た
や
さ
ず
ん
ば
我わ
れ

是こ
れ

を
あ
い
ミ
ん
セ
ん
と
慥た
し
か

に
世セ

尊そ
ん

の
金き
ん
げ
ん

有あ
る

な
り

あ
ミ
だ
ハ
名ミ
や
う

躰た
い

不ふ

離り

の
利り

益や
く

あ
る
此
證セ
う

拠こ

に
ハ
善ゼ
ん

導だ
う

大
師し

ハ
あ
み
だ
と
唱と
な
へ

給
へ
ば
あ
ミ
だ
を
三
躰た
い

口く
ち

よ
り

出し
ゆ
つ

生セ
う

あ
る
な
り
人
間
十
ヶか

月
毋は
ゝ

の
胎た
い

內な
い

に
あ
り
十
月

目め

に
平へ
い

産さ
ん

ハ
毌は
は

と
生う
ま
れ

子
と
ハ
十
𫝹ね
ん

一
𫝹ね
ん

の
利り

益や
く

な
り

あ
ミ
だ
も
十
月
に
成じ
や
う

等と
う

正セ
う

覚が
く

ハ
此
道だ
う

理り

心し
ん

理り

な
り

世セ

界か
い

に
ハ
木き

で
き
ざ
む
も
ミ
だ 

﹂
上
16
ウ

金か
ね

の
あ
ミ
だ
石い
し

に
て
造つ
く

れ
る
も
あ
ミ
だ
繪ゑ

像ざ
う

の
あ
ミ
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だ
も
有あ
る

ゆ
へ
に
古こ

哥か

に
○
繪ゑ

に
書か
く

も
木き

に
き
ざ
め
る

も
ミ
だ
ハ
ミ
だ
書か
ゝ

ず
き
さ
ま
ぬ
ミ
だ
ハ
い
づ
く
に
と

大だ
い

猷ゆ
ふ

院い
ん

殿で
ん

公く

方ぼ
う

の
御
尋た
づ
ね

あ
れ
バ
沢た
く

庵あ
ん

和お

尙セ
う

こ
た
へ
て

い
は
く
○
南な

無む

仏ぶ
つ

と
唱と
な

へ
し
人
の
心こ
ゝ
ろ

こ
そ
か
ゝ
ず
き

ざ
ま
ぬ
そ
の
ま
ゝ
の
ミ
だ
と
こ
た
へ
あ
る
と
な
り

㐧
五
　
十
日
十
夜
佛ぶ
つ
セ
つ
き
や
う

文も
ん

證セ
う

文も
ん

現げ
ん

證セ
う

道だ
う

理り

之
事

夫そ
れ

方ハ
う

等と
う

部ぶ

に
摂セ
つ

し
て
あ
る
阿あ

弥ミ

陀だ

鼓く

音を
ん

聲じ
や
う

王わ
う

陀た

羅ら

尼に

け
う

に
い
は
く
十
日
十
夜
六
時じ

に
専
も
つ
ハ
ら

レ
𫝹ご
た

下
五い

躰を
ぢ
に

投な
げ

レ

地う
つ

敬て
か
の

中 

﹂
上
17
オ

彼ほ
と
け

佛
を
う
や
ま
ひ

上
堅ね
ん

固ず
べ
し

正け
ん

𫝹

ご
し
や
う
ね
ん

に
し
て

悉
こ
と
〴
〵
く

除さ
ん

二
散ら
ん

乱を
の
ぞ
く

一
若も
し

能よ
く

𫝹
こ
ゝ
ろ
を

レ

心ね
ん
じ

𫝹ね
ん

𫝹ね
ん

不た
や
さ

レ

絶ず
ん
バ

十と
を

日か

之の
う

中ち
に

必
か
な
ら
ず

得あ
ミ
だ

レ
見を
二

阿
ミ
る
こ
と

弥を
ゑ

陀て
一

并
な
ら
び
に

十じ
つ

方ハ
う

世セ

界か
い

之の

如に
よ

來ら
い

及を
よ
び
し
よ

住ぢ
う

之の

處と
こ
ろ

見を
ミ
る

と
釈し
や

迦か

の
教を
し
へ

な
り
あ
ミ
だ
一
仏ぶ
つ

に
限か
ぎ

ら

ず
十
方ハ
う

世セ

界か
い

の
仏ほ
と
け

を
拜お
が

ミ
奉
た
て
ま
つ

る
な
り
其そ
の

上う
へ

に
我わ
れ

乐乐らら

の
行ゆ
く

末す
ゑ

の
居ゐ
し
ど
こ
ろ

ま
で
み
る
こ
と
を
得ゑ

る
と
な
り
十
月

に
十
日
十
夜
の
勤つ
と
め

の
利り

生セ
う

利り

益や
く

あ
ら
た
な
れ
ど
も
我わ
れ

乐乐らら

の
信し
ん

心〴
〵

と
不ふ

信し
ん

心〴
〵

と
の
心こ
ゝ
ろ

に
有あ
る

こ
と
な
り
十
夜
の

勤つ
と
め

の
あ
ら
た
な
る
こ
と
を
慥た
し
か

な
る

き
や
う

文も
ん

を
あ
き
ら

か
に
し
ら
る
べ
し

㐧
六
　
同
お
な
じ
く

十
夜や

仏ぶ
つ

教け
う

證し
や
う

文も
ん

之
事

無む

量り
や
う

清し
や
う

浄〴
〵

平び
や
う

等ど
う

覚か
く
け
う

に
い
は
く
要
か
な
ら
ず

齋さ
い

戒か
い

而し
て

一

心し
ん

を 

﹂
上
17
ウ

清し
や
う

浄〴
〵

に
な
し
て
昼ち
う

夜や

常つ
ね

に
𫝹ね
ん

じ
て
欲む
り

レ
生や
う

二

無し
や
う

量
〴
〵
の

清く
に
ゝ

浄
セ
う
ゼ
ん

國
と
ほ
つ
セ
バ

一
十
日に
ち

十
夜や
を

不
た
ん
ゼ
つ

断セ
ず
ん

絶バ

我わ
れ

皆ミ
な

慈
こ
れ
を
じ

二

愍ミ
ん

之し
て

一

悉
こ
と
〴
〵
く

令む
レ

生り
や
う

二

無し
や
う

量〴
〵
の

清く
に
ゝ

浄セ
う
ゼ

國し
め
ん

一
と
な
り

此
教け
う

文も
ん

明あ
き
ら

か
に
釈し
や

迦か

の
教を
し
へ

な
り
此
利り

益や
く

に
あ
づ
か

ら
ぬ
は
人
〻
我わ
れ

乐乐らら

の
氣き

の
を
く
れ
心こ
ゝ
ろ

の
あ
や
ま
り
な

り
此
道だ
う

理り

を
世
上じ
や
う

の
男な
ん

女に
よ

お
も
ひ
し
ら
る
べ
し

㐧
七
　
十
夜
の
勤ご
ん

行ぎ
や
う

法ほ
う

式し
き

之
事

夫そ
れ

慈じ

覚か
く

大
師し

は
夢ゆ
め

の
告つ
け

あ
り
て
入に
つ

唐た
う

の
志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

ハ
求ぐ

法ハ
う

の
為た
め

な
り
人
王
五
十
四
代
仁に
ん

明め
う

天天
皇わ
う

承セ
う

和わ

五
年
六
月

廾
二
日
に
奏そ
う

聞も
ん

し
給
ひ
て
勑ち
よ
く

使し

に
ハ
参さ
ん

議ぎ

右う

大だ
い

弁べ
ん

相さ
が

模ミ
の

守か
ミ

藤ふ
ぢ

原ハ
ら
の

常つ
ね

嗣つ
ぐ

を
慈じ

覚か
く

大
師し

の
求く

法ハ
う

の
為た
め

勑ち
よ
く

使し

に

つ
か
ハ
さ
る
此
人
と
同ど
う

舩セ
ん

し
て 

﹂
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そ
れ
よ
り
天天て
ん
て
ん

台
山
に
登の
ぼ
り

慈じ

覚か
く

大
師し

は
大
德と
く

善ゼ
ん

智ち

識し
き

に
顕け
ん

密ミ
つ

の
法ほ
う

を
窮き
ハ
め

北き
た

谷た
に

の
暜ふ

通つ
う

院い
ん

に
て
生セ
う

身じ
ん

の
文も
ん

殊じ
ゆ

大
聖セ
う

に
値ち

遇ぐ
う

あ
り
て
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

世
界か
い

の
八
㓛く

德ど
く

池ち

の
浪な
ミ

の
音を
と

に
順じ
ゆ
ん

じ
て
曲き
よ

詞く
し

を
傅つ
た
へ

給
ふ
こ
と
ハ
引い
ん

聲じ
や
う

の
あ

ミ
だ

き
や
う同お
な

じ
く
引い
ん

声し
や
う

の
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

を
文も
ん

殊じ
ゆ

よ
り
傳で
ん

授じ
ゆ

あ

る
な
り
此
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
八や

つ
の
㓛く

德ど
く

の
浪な
ミ

の
音を
と

に
順じ
ゆ
ん

し
て

曲き
よ
く

の
詞こ
と
ば

に
あ
ミみ

だ
き
や
う

を
よ
む
ハ
天天
台だ
い

宗し
う

に
當と
う
し

信ひ

是し

稱し

讃さ
ん

と
引い
ん

声じ
や
う

に
此
五
字じ

ば
か
り
な
り

浄じ
や
う

土ど

宗し
う

に
て
ハ
増ぞ
う

上じ
や
う

寺じ

の
施セ

餓が

き

に
あ
ミ
だ

き
や
う

の
行き
や
う

道だ
う

の

あ
る
に
此
时时と
き
と
き

に
當
信
是
稱
讃
と
ば
か
り
慈じ

覚か
く

大
師
の

引い
ん

声じ
や
う

の
あ
ミ
だ

の
ご
と
く
な
り
こ
れ
も
不ふ

思し

議ぎ

な

る
こ
と
ハ
承セ
う 

﹂
上
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和わ

十
四
年ね
ん

十
月
に
勑ち
よ
く

使し

と
と
も
な
つ
て
舩ふ
ね

に
乘の
り

帰き
て
う

有あ
り

け
る
に
セ
つ
か
く
文も
ん

殊じ
ゆ

よ
り
の
一
曲き
よ
く

を
御
失し
つ

𫝹ね
ん

有あ
る

に
よ
り
て
焼し
や
う

香か
う

礼ら
い

拜は
い

し
て
祈き

誓セ
い

し
給た
ま

へ
ば
虚こ

空く
う

よ
り

舩ふ
ね

の
帆ほ

柱バ
し
ら

の
上う
へ

に
小
身し
ん

の
あ
ミ
だ
香か
う

の
煙け
ふ
り

に
住ぢ
う

立り
う

し
給
ひ
て
あ
ミ
だ
如に
よ

來ら
い

の
御
声こ
ゑ

に
て
成じ
や
う

就じ
う

如ぢ
よ

是し
や

と
よ

む
の
ご
と
く
に
此
あ
ミ
た

に
て
も
此
當と
う
し

信ひ

是し

稱し

讃さ
ん

と
よ
む
こ
と
こ
く
う
の
あ
ミ
だ
に
相さ
う

應お
う

セ
り

此
あ

ミ
だ

き
や
う

に
ハ
死し

火く
ハ

貧ひ
ん

病び
や
う

の
四よ

つ
の
文も
□

字
を
の
ぞ
き

と
き

給
ふ
こ
と
ハ
祇ぎ

園を
ん

精し
や
う

舎じ
や

の
移わ
た

徒ま
し

の
き
や
う

な
り
世
界か
い

の
人
間
の
家い
ゑ

の
移わ
た

徒ま
し

に
ハ
此
あ
ミ
だ

き
や
う

に
し
く
ハ
な

し
病や
ま
ひ

と
い
ふ
字じ

火く
ハ

事じ

の
火く
ハ

の
字じ

貧ひ
ん

と
い
ふ
字じ

な
し

死し 

﹂
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す
る
と
い
ふ
文も
ん

字じ

も
な
し
あ
ミ
だ
は
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

仏ぶ
つ

と
て

命い
の
ち

は
か
り
な
き
仏ぶ
つ

躰た
い

な
り

ま
た

仁に
ん

王わ
う

護ご

国こ
く

般は
ん

若に
や
け
う

に
ハ

菩ぼ

薩さ
つ

の
修し
ゆ

行き
や
う

に
十
地ぢ

の
位ゐ

階か
い

を
と
き

給
へ
り
此

き
や
う

を

正
五
九
月
祈き

祷た
う

に
よ
む
な
り
此
十
夜
の
勤つ
と
め

ハ
凢ぼ
ん

夫ぶ

の

心
に
て
十
日
十
夜
の
信し
ん

心〴
〵

は
菩ぼ

薩さ
つ

の
修し
ゆ

行ぎ
や
う

十
信し
ん

一
万ま
ん

劫ご
ふ

㓛く

德ど
く

に
む
か
ふ
と
な
り

慈じ

覚か
く

大
師し

ハ
唐か
ら

に
十
ヶ

年
を
へ
て
承セ
う

和わ

十
四
年
十
月
十
五
日
に
勑ち
よ
く

使し

と
相あ
ひ

と

も
な
ふ
て
舩ふ
ね

に
乘の
り

帰き
て
う

あ
る
な
り
舩セ
ん

中ち
う

に
て
か
の
小

身し
ん

の
あ
ミ
だ
現げ
ん

し
給
ひ
て
如ぢ
よ

是し
や

㓛く

德ど
く

莊し
や
う

嚴ご
ん

と
唱と
な
へ

給

ひ

虚こ

空く
う

よ
り
の
あ
ミ
だ
㓛く

德ど
く

荘し
や
う

嚴ご
ん

と
あ
れ
は
此
十

夜
に
は
あ
ミ
た
如に
よ

來ら
い

の
莊し
や
う

嚴ご
ん

を
ハ
花ハ
な

も
り
物も
の

な
ど
し
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き
こ
と
な
り

八
㓛く

德ど
く

池ち

の
浪な
ミ

の
音を
と

に
随ず
い

順じ
ゆ
ん

し
て
の

引い
ん

声じ
や
う

は
先ま
づ

人
間
の
出
入
の
息い
き

を
か
た
ど
れ
る
此
世
界

の
人
間
の
命い
の
ち

の
始は
じ
□

ハ
八
万ま
ん

刧ご
う

な
り
是こ
れ

よ
り
百
年
に

一
つ
つ
ゞ
の
命い
の
ち

ち
ゞ
ま
り
て
人
の
命
十
𡻕さ
い

の
壽じ
ゆ

命め
う

と

な
り
て
世
界

あ
ら
た
ま
る
こ
と
な
り
此
ゆ
へ
に
あ

ミ
だ
ハ
十
𫝹ね
ん

の
お
も
ひ
十
月
は
惣そ
う

躰た
い

人
間
の
出し
ゆ
つ

生セ
う

の

月
な
れ
ば
十
月
に
十
刧こ
う

正し
や
う

覚が
く

ハ
あ
る
物も
の

な
り

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
八
㓛く

德ど
く

池ち

ハ
あ
ミ
だ
經け
う

に
も
此
あ
み
だ
仏ぶ
つ

ハ
成じ
や
う

仏ぶ
つ

己い

來ら
い

今い
ま

に
十
劫こ
う

と
な
り
か
る
が
ゆ
へ
に
此
あ
ミ
だ

け
う

に
ハ
今い
ま

現げ
ん

に
セ
っ

法ほ
う

の
御
法の
り

の
声こ
ゑ

八
㓛く

德ど
く

池ち

の
波な
ミ

に
う

か
ふ
音を
ん

声じ
や
う

を
以も
つ

て
文も
ん

殊じ
ゆ

は
慈じ

覚か
く

に
引い
ん

声じ
や
う

の
あ
ミ
だ

け
う

を
傳で
ん

受じ
ゆ

あ
り
日ひ

の
夲も
と

に
ハ
近あ
ふ

江ミ

の
湖こ

水す
い

の 

﹂
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池い
け

の
音を
と

ハ
一

さ
い

衆し
ゆ

生ゼ
う

悉し
つ

有つ

仏ぶ
つ

性セ
う

如に
よ

來ら
い

常じ
や
う

住ぢ
う

無む

有う

反へ
ん

易や
く

浪な
ミ

の
声こ
ゑ

と
ゞ
ま
れ
る
此
水ミ
つ

海う
ミ

の
魚う
を

は
皆ミ
な

文も
ん

殊じ
ゆ

の
し
よ

化け

と
傳で
ん

教げ
う

神し
ん

道た
う

深し
ん

秘ひ

に
見
え
た
り

天天て
ん
て
ん

竺じ
く

の
阿あ

耨の
く

多だ
つ

地ち

を
無む

𤍽ね
つ

池ち

は
四
天天
下
に
流な
が

れ
出い
づ

る
池い
け

の
水
は

り
や
う

の
四

つ
の
口く
ち

よ
り
流な
が
れ

出
る
此

り
や
う

と
い
ふ
も
の
ハ
不ふ

滅め
つ

の

躰た
い

な
り
此
池い
け

の
水
清し
や
う

浄〴
〵

の
水
な
れ
ば
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
八
㓛く

德ど
く

水
に
も
こ
と
な
ら
ず
日ひ

の
夲も
と

の
八
幡ま
ん

ハ
傳で
ん

敎げ
う

の
日
夲

の
大
小
の
諸し
よ

神じ
ん

に
御
神か
く

乐乐らら

を
さ
う
し
給
ふ
そ
の
御
返へ
ん

哥か

に
阿あ

耨の
く

逹た
つ

池ち

に
い
る
こ
ゝ
ろ
と
の
給
へ
り
○
妙た
へ
ぬ

法の
り

蓮は
ち
す
の

華は
な
の
さ
く

則と
き
ハ

阿や
つ
き

逹の
ミ
の

池る
こ
ゝ

居ち
こ
そ

住す
れ

と
ハ
人
間
の
心

正し
や
う
ぢ
き

に
て
八
正
道だ
う

を
守ま
も
る

則と
き

ハ
八
幡ま
ん

の
御
心
も
阿あ

耨の
く

逹た
つ

池ち

の
岩い
は

清し

水ミ
つ 
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の
心
と
な
り
石い
は

清し

水ミ
づ

の
道た
う

理り

ハ
八
幡ま
ん

ハ
人
王
十
六
代

目
の
王わ
う

孫ぞ
ん

な
り
夲ほ
ん

地ぢ

ハ
あ
ミ
だ
と
も
釈し
や

迦か

と
も
い

は
ゞ
い
へ
蓮れ
ん

花け

ハ
諸し
よ

仏ぶ
つ

の
坐ざ

な
り
此
蓮
花
ハ
人
間
の

胸む
ね

の
八
葉よ
う

の
蓮れ
ん

花げ

は
八
㓛く

德ど
く

水す
い

よ
り
出し
ゆ
つ

生セ
う

す
る
な
り

人
間
を
バ
大
日

け
う

に
心
ハ
大
日
な
り
諸
仏
な
り

人

間
の
長な
が

生い
き

の
薬く
す
り

ハ
麁そ

食じ
き

少セ
う

食じ
き

湯ゆ

火ひ

だ
ら
に
と
世
語ご

世

話わ

に
い
ふ
ご
と
く
人
間
ハ
た
ゞ
ゐ
る
ハ
毒ど
く

な
り
身ミ

を

つ
か
ふ
ハ
薬く
す
り

な
り
か
る
が
ゆ
へ
に
人
の
手て

を
あ
げ
さ

げ
足あ
し

を
動う
ご
か

し
運は
こ
ぶ

ハ
是こ
れ

密ミ
つ

印い
ん

密ミ
つ

行ぎ
や
う

な
り
手て

を
動う
ご
か

す

ハ
仏ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

の
印い
ん

像ぞ
う

を
む
す
び
給
ひ
て
人
を
齊さ
い

度ど

し
給

ふ
ご
と
く

人
間
の
手て

に
て
脉ミ
や
く

を
と
る
こ
と
五
臟ざ
う

の

病や
ま
ひ

を
知し

る
こ
と 

﹂
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ハ
い
か
な
る
道だ
う

理り

ぞ
や
と
い
ふ
に
此
手て

に
ハ
天天
の
廾

八
宿し
ゆ
く

を
ぐ

足そ
く

し

一
日
一
夜
に
お
ゐ
て
三
万
六
千
度ど

の
息い
き

あ
り
此
呼こ

吸き
う

ハ
阿あ

吽う
ん

な
り

仏ほ
と
け

ハ
こ
ま
か
に
氣き

を
つ
け
給
ひ
て
八
万
四
千
度ど

と
な
り

實じ
つ

の
ご
と
く

自ミ
づ
か
ら

心こ
ゝ
ろ

を
し
る
こ
と
ハ
自
ミ
づ
か
ら

の
息い
き

な
り
是こ
れ

法ほ
つ

花け

に

ハ
旣す
で

に
是こ
れ

息い
き

を
知し
り

已を
は
つ

て
引ひ
い
て

仏ぶ
つ

惠ゑ

に
入い
る

此
息い
き

と
ハ
西さ
い

方ハ
う

の
息そ
く

風ふ
う

な
り
是こ
れ

法ほ
つ

花け

に
西さ
い

方は
う

に
二
佛ぶ
つ

あ
り
一
仏ぶ
つ

ハ

あ
ミ
だ
一
仏ぶ
つ

ハ
一

さ
い

世
間け
ん

苦く

悩な
う

を
度ど

す
る
を
名
づ
く

と
な
り
人
の
息い
き

ハ
苦く

げ
ん
の
有あ
る

时时と
き
と
き

ハ
た
め
息い
き

を
つ
く

な
り
か
る
が
ゆ
へ
に
息い
き

に
三
段だ
ん

の
息い
き

あ
り
人
間
の
生う
ま

る
ゝ
时时と
き
と
き

毋は
ゝ

の
胎た
い

內な
い

に
七
日
つ
ゞ
へ
て
二
十
六
度ど

目め

の

七
日
め
の
日ひ

数か
ず 

﹂
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百
八
十
日
め
に
ハ
臍へ
そ

の
を

ゑ

衣な

頂て
う

上じ
や
う

に
覆お
ほ
ふ

て
出い
で

入い
り

の
息そ
く

風ふ
う

ハ
血ち

と
氣き

と
に
随
し
た
が
つ

て
人
間
の
身
に
上
中
下

に
順め
ぐ
り

て
相さ
う

續ぞ
く

自じ

在ざ
い

に
𢌞め
ぐ
り

轉て
ん

ず
る
な
り
是
よ
り
我わ
れ

等ら

人
身
ハ
毋は
ゝ

の
息い
き

を
つ
ぐ
な
り
出
生
の
时时
十
月
め
に
世

界
の
即そ
く

風ふ
う

と
出
入
の
通か
よ
ひ

一
生セ
う

の
間
ハ
あ
う
ん
の
二
字じ

出
入
す
此
呼こ

吸き
う

の
二
字
ハ

臨り
ん

終し
う

に
望の
そ

み
て
息い
き

安あ

運う
ん

と
は
生セ
う

身じ
ん

の
命い
の
ち

は
か
り
な
き
あ
ミ
だ
の
息
を
つ
き
て

娑し
や

婆ば

の
毋
の
息
ハ
き
れ
は
て
ゝ
南
無
阿
弥
陀
佛
の
六

字じ

ハ
名ミ
や
う

躰た
い

不ふ

離り

の
意こ
ゝ
ろ

な
れ
バ
名な

の
外ほ
か

に
躰た
い

な
し
躰

の
外
に
名
ハ
な
く
南
無
阿
弥
陀
佛
の
六
字
を
六
根こ
ん

に

ぐ

足そ
く

し
生い
き

仏ほ
と
け

と
な
る
ゆ
へ
に
徃わ
う

生ゼ
う

と
ハ
徃ゆ
き

生う
ま

る
ゝ
と

い
ふ
こ
と
な
り 

﹂
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此
全ゼ
ん

躰た
い

を
文も
ん

殊じ
ゆ

の
偈げ

に
大
智ち

ハ
心
よ
り
を
こ
る
心
に

を
ゐ
て
い
づ
れ
の

を
か
尋た
づ
ぬ

る
と
は
五
䑓だ
い

山さ
ん

に
文も
ん

殊し
ゆ

の
あ
ら
は
れ
給
ふ
こ
と
は
あ
ミ
だ
の
教け
う

勑ち
よ
く

な
る
ハ
文

殊
發ほ
つ

願ぐ
ハ
ん

の
き
や
う

に
願わ
が

レ

我
ね
が
ひ
ハ

命い
の
ち

終を
は
る

時と
き

滅
も
ろ
〳
〵

二

諸
の
し
や
う

障げ
を

化の
ぞ
き

一
面ま
の

見
あ
た
り
に

二
弥ミ
だ

陀
ふ
つ
を
ミ
て

仏あ
ん

一
徃ら
く

二
生こ
く

安に
ゆ
き

乐乐う
ま
う
ま

國れ
ん

一
と
な
り

南な
ん

岳が
く

大
師し

は
観く
ハ
ん

音を
ん

の
現げ
ん

身し
ん

天天
台だ
い

大
師し

は
藥や
く

王わ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の

反へ
ん

化さ

日
の
夲
の
傳で
ん

教げ
う

大
師
ハ
釋し
や

迦か

の
應お
う

化け

と
も
薬や
く

王わ
う

の
再さ
い

誕た
ん

と
も
慈じ

覚か
く

大
師し

は
観
音
の
化け

生セ
う

に
て
文も
ん

殊じ
ゆ

此

十
夜
の
勤つ
と
め

を
慈
覚
に
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
八
㓛く

德と
く

水す
い

の
浪な
ミ

の
音お
と

の

曲き
よ
く

詞し

に
あ
ミ
だ

け
う

を
傅つ
た

へ
給
ふ
こ
と
ハ
此
あ
ミ
だ

は
六
方は
う

恒ご
う

沙し
や

の
諸し
よ

仏ぶ
つ

舌し
た

を
ひ
ろ
く
長
く
出 

﹂
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し
徧あ
ま
ね

く
三
千
大
千
世
界
を
覆お
ほ
ふ

て
誠ま
こ
と

の
實じ
つ
げ
ん

を
と
き

給

ふ
汝な
ん
ち

等ら

衆し
ゆ

生じ
や
う

當ま
さ

に
信し
ん

し
是こ
れ

を
稱し
や
う

讃さ
ん

セ
よ
と
不ふ

可か

思し

議ぎ

の
㓛く

德ど
く

一
さ
い

の
諸し
よ

佛ふ
つ

の
護ご

𫝹ね
ん

の
所と
こ
ろ

な
り
と
釈し
や

迦か

の

を
し
へ
給
ふ
ご
と
く
に
文も
ん

殊じ
ゆ

も
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

の
八
㓛く

德と
く

池ち

の

浪な
ミ

の
音を
と

に
な
ぞ
ら
へ
て
慈じ

覚か
く

大
師し

に
此
あ
ミ
だ

け
う

を

引い
ん

声し
や
う

し
て
を
し
へ
給
ふ
十
夜
の
勤こ
ん

行ぎ
や
う

の
引い
ん

声じ
や
う

の
𫝹

仏
の
勤つ
と
め

な
り
十
夜
の
勤つ
と
め

は
凢ほ
ん

夫ぶ

地ぢ

よ
り
十
信し
ん

一
万

劫こ
う

の
あ
い
だ
修し
ゆ

行き
や
う

せ
し
㓛く

德ど
く

を
得う

る
と
金こ
ん
が
う

薩さ
つ

埵た

も

り
う

猛め
う

菩ぼ

薩さ
つ

に
秘ひ

傳で
ん

秘ひ

受じ
ゆ

な
り
信し
ん

心〴
〵

あ
る
べ
し
此
書し
よ

物も
つ

ハ
倶く

舎し
や

法ハ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

起き

信し
ん

論ろ
ん

諸し
よ
け
う

論ろ
ん 

﹂
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の
意こ
ゝ
ろ

私
わ
た
く
し

の
異い

𫝹ね
ん

全ま
つ
た

く
な
し

徃わ
う

生じ
や
う

の
業ご
う

に
ハ
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

を
先さ
き

と
す
此
夲ほ
ん

を
み
る
に
ハ

信し
ん

心し
ん

を
先さ
き

と
す
○
な
に
ご
と
の
お
は
し
ま
す
と
は
し

ら
ね
ど
も
か
た
し
け
な
さ
に
淚な
ミ
た

こ
ぼ
る
ゝ
と
也
大
海か
い

の
法ほ
つ

水す
い

能よ
く

心
に
入
と
也
○
心
あ
ら
ん
人
に
み
セ
バ
や

つ
の
国く
に

の
難な
に

波は

わ
た
り
の
春は
る

の
け
し
き
を
と
ハ
心
な

き
無む

心し
ん

の
心
あ
る
人
の
こ
と
也
こ
ゝ
ろ
を
無む

心し
ん

に
し

て
見
る
べ
し

陰ゐ
ん

陽や
う

心し
ん

目も
く

人に
ん

身し
ん

生セ
う

死じ

世セ

俗ぞ
く

羪や
う

加か

集し
う

上じ
や
う

巻ぐ
ハ
ん

終
を
は
り

 

﹂
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一
前ま
へ

方か
た

か
き
あ
ら
ハ
す

に
た
ら
ぬ

こ
と

葉ば

を

爰こ
ゝ

に

か
く
也
三
國
の
人じ
ん

仁セ
い

生う
ま
れ

て

毋
の
た
い
め
ん
は
十
一

面め
ん

觀く
わ
ん

音お
ん

の
全セ
ん

躰た
い

也

天天て
ん
て
ん

照し
や
う

大た
い

神じ
ん

の
や
た
の
鏡か
ゝ
ミ

に

面お
も
て

の
う
つ
り
た
る
全
躰
は
人
間
と
生う
ま

れ
た
る
理り

也
十

一
面
と
同を
な

し
事
也

鏡
の
面
に
う
つ
り
し
は
天天
照
大

神
也
是こ
れ

外け

宫宫く
う
く
う

の
儀ぎ

也
我わ
れ

〳
〵
が
鏡
に
う
つ
る
面
ハ

人
間
の
始
は
し
ま
り

な
り
是
內な
い

宫宫く
う
く
う

の
天天
照
大
神
宫宫
也
兩り
や
う

方ほ
う

互た
が
い

に
正し
や
う
じ
き

に
面
の
浮う
か
ミ

た
る
を
合あ
わ
セ

て
是
十
一
面
也

十
月
十
夜
ハ
娑し
や

婆バ

世セ

界か
い

へ
人
間
の
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
惣さ
う

躰た
い

誕た
ん

生セ
う

月つ
き

也
十
二
月
の
內
い
つ
れ
の
月
に
生う
ま

れ
て
も
十と

月つ
き

め
に
出
産
セ
し
故ゆ
へ

な
り 
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神し
ん

道た
う

に
ハ
天天
照
大
神
の
天天あ
ま
あ
ま

の
石い
わ

戸と

よ
り
出
給
ふ
时时と
き
と
き

世セ

界か
い

の
人
の
面お
も
て

白し
ろ

し
と
云
ふ
也
仏ぶ
つ

道と
う

に

花け

厳ご
ん

經き
や
う

に

面め
ん

見け
ん

被ひ

仏ふ
つ

阿
弥
陁
仏
と
有あ
り

是
西
方
へ
十
月
十
夜
の
正
し
や
う

覚が
く

の
す
か
た
の
如に
よ

來ら
い

の
儀き

也
是

十
一
面め
ん

觀く
わ
ん

音お
ん

也
此

十
一
面
觀
音
の
儀
は
天天て
ん
て
ん

性セ
い

出し
ゆ
つ

生セ
う

有あ
り

是
ハ
七
夜や

待ま
ち

の
書し
よ

に
有

西
方
の
阿
弥
陁
十
月
に
十じ
つ

刧か
う

正
覚
の
す
か
た

如
來
の
儀
也

伊い

㔟セ

の
津
の
か
う
の
阿
弥
陁
共
云
ふ

大
日
共
觀
音
共
云
ふ
是
ハ
兩り
や
う

部ぶ

唯ゆ
い

一い
ち

に
も
用
も
ち
し
ゆ
る

也

弘こ
う

法ぼ
う

大た
い

師し

の
阿
弥
陁
の
三
字じ

を
釈し
や
く

し
て
阿
と
ハ
人

間
の
咽の
ん
ど

に
あ
た
る
弥
と
ハ
唇
く
ち
ひ
る

に
あ
た
る
陀
と
ハ
舌し
た

の
や
く
也
是
ハ
真し
ん 

﹂
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ご
ん

の
有う

相さ
う

の
三
密ミ
つ

無む

相さ
う

の
三
密ミ
つ

の
心し
ん

理り

也

天天て
ん
て
ん

台た
い

の

空く
う

假け

中ち
う

の
三
諦た
い

に
阿
弥
陀
の
三
字じ

ハ
あ
た
る
道た
う

理り

也

此
心
躰た
い

を
以
凢ぼ
ん

夫ふ

の
口く
ち

に
𫝹ね
ん

仏ふ
つ

を
称と
な
ふ

れ
ば
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

徃わ
う

生セ
う

す
る
の
十
月
十
夜
の
勤つ
と
め

な
り

一
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

文も
ん

殊し
ゆ

よ
り
御ご

相さ
う

傳で
ん

の
阿
弥
陁
經
の
當た
う

信し
い

是し

称ゝ
讃さ
ん

の
五
つ
の
文も
ん

字じ

ハ
儒し
ゆ

道と
う

の
仁じ
ん

義き

禮れ
い

智ち

信し
ん

の
信

の
字
也

日
本
ハ
神し
ん

國こ
く

に
て
神か
ミ

代よ

よ
り
國
の
名
有

文も
ん

武む

天天て
ん
て
ん

皇の
ふ

六
十
六
ヶ
国
に
定さ
た
め

ら
れ
其そ
の

中な
か

に
三
国
一
の

如
來
ま
し
ま
す
事
ハ
信し
ん

刕し
う

の
信
の
字
ハ
阿
弥
陁
の
當と
う

信
是
称
讃
の
信
の
字
を
書か
く

也
此
信
刕
ハ
聖し
や
う

德と
く

大た
い

 

﹂
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子
日
本
国
中
を
見
給
ふ
に
其そ
の

地ぢ

形き
や
う

信し
な

濃の

の
國
ハ
日
夲

の
中
に
て
も
尊た
か

し
是
何な
に

故ゆ
へ

ぞ
な
れ
は
天天
照
大
神
天天あ
ま
あ
ま

の

石い
わ

戶と

に
籠こ
も
り

給
ふ
を
戶と

隠が
く
し

の
大た
い

明め
う

神し
ん

引ひ
き

開ひ
ら
き

給
ふ
其
戶

隠
大
明
神
も
ま
し
ま
す
故
に
三
國
一
の
如
來
の
留
り

給
ふ
事
は

く
わ
ん

無む

量り
や
う

壽し
ゆ

經き
や
う

の
三
福ふ
く

の
深じ
ん

信じ
ん

因ゐ
ん

杲く
わ

の

时时
も
深ふ
か
く

信し
ん

つ
る
の
信
の
字
也

阿
弥
陁
の
四
十
八

願く
わ
ん

の
至し

心し
ん

信し
ん

樂き
や
う

の
信
の
字
と
信
刕
の
信
の
字
ハ
阿

弥
陁
經
の
當た
う

信し
い

是し

称ゝ
讃さ
ん

の
信
の
字
也
此
故
に
十
月
十

日
十
夜
の
勤
ハ
三
國
に
通つ
う

用よ
う

し
て
人
間
の
男な
ん

女に
よ

十
夜

を
ハ
信
心
い
た
す
な
り 

﹂
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十
夜や

由ゆ
ら

來い

根こ
ん

元げ
ん

記き

中

㐧
一
　
慈じ

覚か
く

大
師し

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

夲ほ
ん

尊ぞ
ん

造ぞ
う

立り
う

之の

事こ
と

夫そ
れ

慈じ

覚か
く

大
師し

大
聖セ
う

文も
ん

殊じ
ゆ

よ
り
御
相さ
う

傳て
ん

の
引い
ん

声じ
や
う

の
阿あ

弥ミ

陀だ

經け
う

引い
ん

声じ
や
う

の
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

御
失し
つ

𫝹ね
ん

あ
る

と
こ
ろ

に
虚こ

空く
う

よ
り
舩ふ
ね

の
帆ほ

柱ば
し
ら

の
う
へ
に
來ら
い

迎か
う

の
あ
ミ
だ
如に
よ

來ら
い

を
御
腹は
ら

に
こ

め
て
ま
へ
か
た
に
苗な
ふ

鹿か

大
明め
う

神じ
ん

よ
り
き
し
ん
の
柏か
し
は

の

木き

一
夲ほ
ん

の
う
ち
に
か
た
〳
〵
に
は
立り
う

像ぞ
う

一
方ほ
う

に
は
坐さ

像ぞ
う

の
あ
ミ
だ
の
尊そ
ん

形ぎ
や
う

の
天天
性セ
い

と
う
か
ひ
移う
つ

ら
せ
給
ひ

し
を
入に
つ

唐た
う

前ま
へ

に
立り
う

像ぞ
う

の
あ
ミ
だ
の
尊
像
を
ば
慈じ

覚か
く

お

く
𫝹ね
ん

し
て
を
き
給
ふ
あ
ミ
だ
如
來ら
い

を
一
刀と
う

三
禮ら
い

に
彫て
う
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刻こ
く

の
造ざ
う

立り
う

は
御お
ん

長た
け

三
尺じ
や
く

三
寸
に
ま
し
ま
す
形ぎ
や
う

像ぞ
う

を

九
品ほ
ん

來ら
い

迎か
う

の
印い
ん

像ぞ
う

に
御
出で

來き

有あ
る

他よ

佛ぶ
つ

に
ち
が
ひ
白び
や
く

毫が
う

の
な
き
は
立り
う

像ぞ
う

は
色し
き

光く
ハ
う

な
り
現げ
ん

起き

光く
ハ
う

な
る
ゆ
へ
な

り
九
品ほ
ん

來ら
い

迎か
う

の
印い
ん

像ぞ
う

ハ
九
界か
い

の
凢ぼ
ん

夫ぶ

人
躰た
い

の
十と

月つ
き

め

に
誕た
ん

生じ
や
う

の
全ゼ
ん

躰た
い

な
り
こ
れ
人
躰
生む
ま

れ
て

ち
ゝ

毋は
ゝ

と
對た
い

面め
ん

ハ
十
一
面め
ん

た
り
和わ

哥か

に
○
ち
は
や
ふ
る
な
ぬ
か
〳
〵

の
十は
ら

一た

面す
き

か
け
て
は
六
つ
の
ミ
ち
に
ま
よ
は
じ
と
な

り
慈じ

覚か
く

大
師し

申
さ
セ
給
ふ
は
當と
う

山ざ
ん
ゑ
ん

頓ど
ん

行ぎ
や
う

者じ
や

四し

種し
ゆ

三

昧ま
い

の
夲ほ
ん

尊そ
ん

と
な
り
給
へ
と
あ
れ
ば
三
度
か
ぶ
り
を
振ふ
り

給
ふ
慈じ

覚か
く

ハ
あ
ミ
だ 

﹂
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の
あ
ら
た
な
る
こ
と
を
㐂
よ
ろ
こ
び

山
に
と
ゞ
ま
り
た
ま

は
ぬ
こ
と
を
悲か
な
し

ミ
兩り
や
う

方ハ
う

に
よ
ろ
こ
び
と
か
な
し
ミ

と
の
交き
や
う

流る
ひ

の
淚な
ミ
だ

と
ゞ
め
か
た
し
慈し

覚か
く

な
く
〳
〵
御

夲ほ
ん

願ぐ
ハ
ん

を
滿ま
ん

ゼ
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
バ
聚じ
ゆ

洛ら
く

に
下く
だ

り
給
ひ

て
一
切さ
い

衆し
ゆ

生ゼ
う

を
引い
ん

摂ゼ
う

し
給
ふ
べ
し
中な
か

に
も
罪つ
ミ

ふ
か
き

女
人
を
救す
く
ひ

給
ふ
べ
し
と
申
さ
セ
給
へ
ば
此
如に
よ

來ら
い

三
度

う
な
づ
き
ま
し
ま
す
な
り
誠ま
こ
と

に
有
が
た
し
と
も
た
つ

と
き
と
も

ご
ん

辞じ

に
述の
べ

が
た
し
こ
れ
生セ
う

身し
ん

の
尊そ
ん

躰た
い

に
ま

し
ま
セ
ば
か
さ
ね
て
白び
や
く

毫が
う

の
玉た
ま

を
入い
れ

給
は
ず
此
う
へ

ハ
如に
よ

來ら
い

を
聚じ
ゆ

洛ら
く

に
下く
だ

し
奉
た
て
ま
つ

る
こ
と
を
慈
覚
一
生セ
う

ハ

生
身し
ん

の
あ
ミ
だ
に
執し
う

心し
ん

名な

殘ご
り

を
お
し
ミ
て

ゑ
い

山ざ
ん

に
置を
き

奉た
て
ま
つ

り 

﹂
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常じ
や
う

行ぎ
や
う

堂ど
う

に
安あ
ん

坐ざ

あ
る
な
り
そ
れ
よ
り
此
如に
よ

來ら
い

を
造ざ
う

立り
う

ハ
人
王
五
十
四
代
仁に
ん

明め
う

の
比こ
ろ

よ
り
六
十
四
代

ゑ
ん
ゆ
ふ

院い
ん

ま
で
山
に
あ
ん
ざ
あ
り
永や
う

観く
ハ
ん

二
甲
き
の
え

申
さ
る
の

年と
し

の
春ハ
る

戒か
い

筭さ
ん

上
人
の
夢ゆ
め

に
老ら
う

僧そ
う

來き
た

り
て
告つ
げ

て
い
は
く
我わ
れ

ハ
常
じ
や
う

行ぎ
や
う

堂ど
う

よ
り
來き
た

れ
る
聚じ
ゆ

洛ら
く

に
出い
で

て
一
切さ
い

の
群ぐ
ん

類る
い

を
濟さ
い

度ど

の
中な
か

に
も
女に
よ

人に
ん

利り

益や
く

の
思お
も
ひ

立た
ち

あ
り
い
そ
ぎ
下げ

山さ
ん

す
べ

き
も
の
佛ぶ
つ

勑ち
よ
く

な
れ
ば
此
由よ
し

比ひ
ゑ
い

山ざ
ん

三さ
ん

塔た
う

に
披ひ

露ろ
う

あ
れ

ば
衆し
ゆ

徒と

衆し
ゆ

儀ぎ

を
な
し
此
夢ゆ
め

の
告つ
げ

ば
か
り
に
あ
ら
ず
慈じ

覚か
く

大
師し

の
在ざ
い

世セ

に
も
京き
や
う

都と

へ
下げ

山さ
ん

有あ
る

べ
き
の
よ
し
を

慈
覚
お
さ
へ
て
此
山
に
と
ゝ
め
奉
た
て
ま
つ

り
し
な
り
此
度た
び

ハ
戒か
い

筭さ
ん

上
人
の
夢ゆ
め

の 

﹂
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仏ぶ
つ

勑ち
よ
く

に
ま
か
セ
下く
だ

し
奉
た
て
ま
つ

る
べ
き
の
よ
し
定さ
だ

ま
れ
り

都ミ
や
こ

に
て
ハ
い
づ
れ
の
処と
こ
ろ

か
然し
か

る
べ
き
か
と
セ
ん
ぎ

を
な
す
先ま
づ

下げ

山さ
ん

は
雲き

毋ら
ゝ

坂さ
か

地ぢ

藏ぞ
う

堂ど
う

ま
で
遷セ
ん

坐ざ

な
し
奉

り
聚じ
ゆ

洛ら
く

ハ
い
づ
れ
の

と
こ
ろ

と
僉セ
ん

議ぎ

沙さ

汰た

を
な
し
け
る
そ

の
夜よ

に

老ら
う

僧そ
う

來き
た

り
て
戒か
い

筭さ
ん

上
人
に
告つ
げ

さ
セ
給
ふ
ハ

神か
く

乐乐らら

岡を
か

の
ほ
と
り

に
長な
が

さ
尺し
や
く

に
あ
ま
る
桧ひ
の

木き

千
夲ほ
ん

一
夜や

の
中う
ち

に
生セ
う

す
べ
し
此

と
こ
ろ

こ
そ
則
す
な
は
ち

佛ぶ
つ

法ハ
う

有う

緣ゑ
ん

の
地ち

な

り
真し
ん

正セ
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

と
号ご
う

す
べ
し
と
な
り
此
夢ゆ
め

に
お
ど
ろ

き
て
戒か
い

筭さ
ん

上
人
ハ
急い
そ
ぎ

㐧で

子し

の
僧そ
う

を
見
セ
に
下く
だ

し
給
ふ

な
り

白し
ら

河か
は

の
女
院い
ん

離り

宮き
う

の
境き
や
う

內な
い

に
日ひ

比ご
ろ

見
え
ぬ

処と
こ
ろ

に
檜ひ
の

木き

生お
ひ 

﹂
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出い
で

て
み
ゆ
る
な
り
こ
れ
ハ
今い
ま

の
東ひ
が
し

山
真し
ん

如に
よ

堂ど
う

の
霊れ
い

地ち

な
り
そ
の
夜よ

に
白し
ら

河か
は

の
女
院い
ん

の
御
夢ゆ
め

に
一
人
の
老ら
う

僧そ
う

き
た
り
て
告つ
げ

て
い
は
く
我わ
れ

ハ
比ひ

ゑ
い

山ざ
ん

常じ
や
う

行ぎ
や
う

堂ど
う

よ
り

來き
た

れ
り
女
人
濟さ
い

度ど

の
夲ほ
ん

願ぐ
ハ
ん

な
る
ゆ
へ
聚じ
ゆ

洛ら
く

に
下く
だ

る
べ

し
先ま
づ

汝な
ん
ぢ

が
宮き
う

中ち
う

に
來ら
い

至し

す
べ
し
と
あ
れ
ば
女
院ゐ
ん

も
此

瑞ず
い

夢む

に
お
ど
ろ
き
山
へ
宣セ
ん

旨じ

を
登の
ぼ
セ

給
ひ
山
よ
り
ハ
戒か
い

筭さ
ん

上
人
桧ひ
の

木き

生セ
う

じ
た
る
を
見
せ
に
尋た
つ
ね

下く
だ

れ
る
僧そ
う

に
西に
し

坂さ
か

夲も
と

に
て
行ゆ
き

逢あ
ふ

て
た
が
ひ
に
此
事こ
と

を
か
た
り
出い
だ

し
て

不ふ

思し

議ぎ

の
お
も
ひ
を
な
し
兩り
や
う

方は
う

へ
登の
ぼ
る

と
下く
だ

る
と
な

り
㐧
二
　
真し
ん

如に
よ

堂と
う

十
夜
の
如に
よ

來ら
い

白し
ら

河か
は

の
院い
ん

に 

﹂
中
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御こ

遷セ
ん

坐ざ

之の

事こ
と

十
夜
の
如に
よ

來ら
い

比ひ
ゑ
い

山ざ
ん

よ
り
下げ

山
有あ
り

て
白し
ら

河か
は

女
院い
ん

の
宮き
う

中ち
う

に
御ご

遷セ
ん

坐ざ

あ
る
な
り
此
ゆ
へ
に
山さ
ん

門も
ん

の
碩セ
き

学が
く

を
数す

多た

呼よ
び

く
だ
し
給
ひ
て
慈じ

覚か
く

に
生セ
う

身じ
ん

の
文も
ん

殊じ
ゆ

よ
り
御
相さ
う

傳で
ん

の
引い
ん

声セ
う

の
あ
ミ
だ

け
う

同お
な

じ
く
引い
ん

声セ
う

の
𫝹
仏
誦じ
ゆ
け
う

の
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法ほ
つ

式し
き

目め

出で

度
五
障じ
や
う

三
従じ
う

の
女
性し
や
う

の
濟さ
い

度ど

有あ
り

け
る
な

り
五
䑓だ
い

山
よ
り
將し
や
う

來ら
い

の
御
勤つ
と
め

先
禁き
ん

裏り

女
院い
ん

の
宮き
う

中ち
う

に
て
始は
じ
め

ら
れ
そ
れ
よ
り
人
王わ
う

六
十
六
代
の
御き
よ

宇う

正
暦れ
き

三
壬
ミ
づ
の
え

辰たつ
の
秋あ
き

宣セ
ん

旨じ

を
蒙か
う
む

り
て
真し
ん

正し
や
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺し

の
夲ほ
ん

堂だ
う

を
建こ
ん

立り
う

せ
ん
と
す
る
処と
こ
ろ

に
一ひ
と
り

人
の
童ど
う

子じ

蓮れ
ん

花げ

織を
り

の
綿に
し
き

に
土つ
ち 

﹂
中
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を
つ
ゝ
み
た
る
を
荷に
な
ひ

負お
ふ

て
戒か
い

筭さ
ん

上
人
に
奉
た
て
ま
つ

り
こ
れ

ハ
中ち
う

天天て
ん
て
ん

竺ぢ
く

王わ
う

舎し
や

城じ
や
う

耆ぎ

闍し
や

崛く

山セ
ん

の
土つ
ち

な
り
佛ほ
と
け

観く
ハ
ん

無む

量り
や
う

壽じ
ゆ
け
う

を
と
き

給た
ま

ふ
时时と
き
と
き

無む

数し
ゆ

の
衆し
ゆ

生ゼ
う

法ほ
う

を
聞き
い

て
道ミ
ち

を
得う
る

菩ぼ

薩さ
つ

声し
や
う

聞も
ん

縁ゑ
ん

覚が
く

賢け
ん

聖し
や
う

護ご

持ぢ

觀く
ハ
ん

喜ぎ

を
な
し
頻び
ん

婆ば

娑し
や

羅ら

王わ
う

と
韋ゐ

提た
い

希け

夫ふ

人
佛
を
観ミ

て
是こ
れ

を
聞き
ゝ

阿あ

闍し
や

世セ
あ
く

行ぎ
や
う

を

捨す
て

道ミ
ち

に
入
て
無む

生セ
う

法ぼ
う

忍に
ん

を
得ゑ

給
へ
る

セ
っ

法ほ
う

の
坐ざ

の
下し
た

の
土つ
ち

黄わ
う

金ご
ん

の
色い
ろ

に
し
て
光ひ
か
り

を
放は
な
ち

香か
う

薫く
ん

ず
今い
ま

我わ
れ

西さ
い

天天

竺ぢ
く

に
徃ゆ
き

て
昔む
か
し
セ
つ

法ほ
う

の
坐ざ

の
下し
た

の
土つ
ち

を
つ
ゝ
み
こ
れ
を

と
り
來き
た

れ
る
な
り
我わ
れ

ハ
こ
れ
當と
う

山ざ
ん

を
護ご

法ハ
う

の
童ど
う

子じ

な

り
戒か
い

筭さ
ん

上
人
ハ
慈じ

悲ひ

真し
ん

正し
や
う

真し
ん

如に
よ

信し
ん

心〴
〵

の
誠ま
こ
と

を
み
る

人
な
り 

﹂
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此
ご
と
く
に
な
ら
セ
し
む
る
願
ね
が
ハ
く

ハ
上
人
七
寳ほ
う

の
壇だ
ん

を
作つ
く

り
て
此
霊れ
い

土ど

を
納お
さ
め

此
十
日
十
夜
の
如
來
を
坐
し

奉た
て
ま
つ

る
壇だ
ん

塲じ
や
う

を
拜お
が
ミ

奉
る
な
ら
バ
宍に
く

眼げ
ん

を
轉て
ん

じ
て
明
ミ
や
う

眼げ
ん

を
得ゑ

べ
し
世
界
の
男
女
の
業ご
う

の
積つ
も
り

重ぢ
う

苦く

を
を
ん

離り

し

て
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

国こ
く

土ど

に
徃ゆ
き

詣ま
ふ

で
ゝ
安あ
ん

乐乐ら
く
ら
く

を
得ゑ
ん

こ
と
を
戒か
い

筭さ
ん

上

人
に
告つ
げ

て

重か
さ
ね

て
い
は
く
か
へ
す
〳
〵
も
此
真し
ん

正
し
や
う

真し
ん

如に
よ

堂ど
う

の
如に
よ

來ら
い

は
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

界か
い

の
生セ
う

身じ
ん

の
尊そ
ん

躰た
い

な
り
內な
い

陳ぢ
ん

に
ハ
よ
く
〳
〵
結け
つ

界か
い

す
べ
し
我わ
れ

ハ
蓮れ
ん

花げ

童ど
う

子じ

と
て
此

山
を
護ご

法ハ
う

す
る
ゆ
へ
に
顕け
ん

現げ
ん

セ
し
も
の
な
り

㐧
三
　
洛ら
く

陽や
う

東ひ
が
し

山や
ま

神か
ぐ

乐乐らら

岡を
か

之
事 

﹂
中
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爰こ
ゝ

に
洛ら
く

陽や
う

城じ
や
う

の
東ひ
が
し

神か
く

乐乐らら

岡を
か

の
ほ
と
り

に
鈴れ
い

聲セ
う

山ざ
ん

真し
ん

如に
よ

堂ど
う

と
號が
う

す
る
仏ぶ
つ

閣か
く

の
霊れ
い

地ち

ハ
神か
ミ

代よ

の
古
い
に
し
へ

よ
り
そ
の
謂
い
ハ
れ

あ
る
こ
と
な
り
厥そ
の

初か
ミ

天天

照て
ら
す

太お
ほ
ん

神が
ミ

の
岩い
は

户户とと

に
引ひ
き

籠こ
も

ら

セ
給
ひ
し
时时と
き
と
き

八や

百を

萬よ
ろ
づ

の
神か
ミ

た
ち
を
神か
ミ

あ
つ
め
に
あ
つ

め
給
ひ
神か
ミ

祇ハ
か
り

に
は
か
り
給
ひ
て
庭に
は

に
火ひ

を
た
き
給
へ

る
そ
の
薪た
き
ゞ

に
ハ
合が
う

観く
ハ
ん

と
い
ふ
木き

に
鹿し
か

を
そ
へ
て
燒た
き

給
ふ
な
り
此
合が
う

観く
ハ
ん

の
木き

ハ
俗ぞ
く
ご
ん

に
は
ね
む
の
木
と
い

ふ
て
昼ひ
る

ハ
葉は

兩り
や
う

方ハ
う

よ
り
合が
つ

し
て
日に
ち

輪り
ん

の
光ひ
か
り

を
ぢ
き

に

う
け
ざ
る
な
り

し
か

を
ば
天天
照
太
神
此
火
を
御
嫌き
ら
ひ

な

り
し
か

を
食し
よ
く

し
た
る
歯は

の
あ
る
う
ち
ハ
わ
が
ま
へ
に
参ま
い

る
事こ
と

有あ
る

べ
か
ら
ず
と
な
り
神し
ん

璽し

を
バ
歯は

が
た 

﹂
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と
も
よ
む
な
り

神か
ぐ

乐乐らら

を
面お
も

白し
ろ

く
諸し
よ

神し
ん

奏そ
う

し
申
さ
セ

給
へ
ば
岩い
は

戶と

を
ひ
ら
き
て
も
と
の
ご
と
く
世よ

を
照て
ら

さ

セ
給
ひ
し
と
な
り
そ
の
神か
ぐ

乐乐らら

の
と
こ
ろ

に
因ち
な
ミ

て
鈴す
ゞ

の
声こ
ゑ

あ
ら
た
に
聞き
こ
え

し
か
ば
此

を
鈴れ
い

声セ
う

山
と
名な

づ
け
ら

る
ゝ
な
り

太
神
宮ぐ
う

の
勑ち
よ
く

を
う
け
て
太お
ほ

巳あ

貴
な
む
ち
の

尊
ミ
こ
と

跡あ
と

を
た
れ

給
ふ

の
地ち

な
り
此
ゆ
へ
に
此
真し
ん

正し
や
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

真し
ん

如に
よ

堂ど
う

に
ハ
毎ま
い

日
天天
照
太
神
の
御
影や
う

向が
う

あ
る
ゆ
へ
に

重ぢ
う

服ぶ
く

の
軰
と
も
が
ら

ハ
內な
い

陣ぢ
ん

へ
禁き
ん

制セ
い

し
け
る
な
り
此
十
夜
の

如に
よ

來ら
い

御
座

へ
は
天天
照
の
影や
う

向が
う

と
ハ
十と

月つ
き

目め

に
人
間

あ
ま

は
出し
ゆ
つ

生セ
う

せ
し
ゆ
へ
な
り
重ぢ
う

服ぶ
く

ハ
死し

な
る
ゆ
へ
に
忌い
ミ

給

へ
り
十
月
に
十
夜
ハ
人
間
た
ん
じ
や
う
の
月
日
な
り

 

﹂
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㐧
四
　
真し
ん

正し
や
う

真し
ん

如に
よ

堂ど
う

之の

事こ
と

誠ま
こ
と

に
佛ぶ
つ

心し
ん

佛ぶ
つ

性し
や
う

の
全セ
ん

躰た
い

の
と
こ
ろ

を
真し
ん

正セ
う

真し
ん

如に
よ

と
い
ふ

こ
と
な
り

凢ほ
ん

夫ぶ

の
身ミ

に
な
り
ぬ
れ
バ
同お
な

じ
真し
ん

如に
よ

な

れ
ど
も
真
如
と
い
ふ
な
り

仏ぶ
つ

躰た
い

の
真し
ん

如に
よ

を
は
真し
ん

正セ
う

真
如
と
云い
ふ

の
ご
と
く
に
世セ

上じ
や
う

に
お
な
じ
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

と
い

ふ
寺て
ら

多お
ほ

け
れ
ど
も
是こ
れ

ハ
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
真し
ん

如に
よ

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

な
り
此

十
夜
の
あ
み
だ
の
御
座ざ

あ
る
京き
や
う

の
神か
ぐ

乐乐らら

岡を
か

の
真
如
堂

を
バ
真
正
極
乐乐
寺
真
如
堂
と
い
ふ
な
り
世
間
の
極
乐乐

寺
と
ハ

ち
が
ひ

の
あ
る
ゆ
へ
な
り
此
ご
と
く
に
一
切さ
い

衆し
ゆ

生セ
う

に
悉
こ
と
〴
〵
く

仏
性セ
う

仏
心
の
真
如
は
あ
れ
ど
も
仏
躰た
い

の
こ
と

く
に
は
な
き
ゆ
へ
に
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
仏
心 

﹂
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仏ぶ
つ

性セ
う

の
真し
ん

如に
よ

ハ
隨す
い

緣ゑ
ん

真し
ん

如に
よ

な
り

佛ふ
つ

躰た
い

仏ぶ
つ

心し
ん

の
真
正

不
變へ
ん

の
真
如
な
り
然し
か

れ
ど
も
元ぐ
ハ
ん

來ら
い

ハ
一
つ
の
真
如
な

る
は
月
の
光ひ
か
り

も
ろ
〳
〵
の
う
つ
は
に
水
を
入い
る

る
に

大
海か
い

の
水
川
の
水
池
の
水
大
小
の
う
つ
は
物も
の

に
其そ
の

影か
げ

ハ
さ
ま
〳
〵
な
れ
ど
も
其
源
ミ
な
も
と

を
尋た
づ
ね

ミ
れ
バ
ひ
と

つ
天天
の
月
な
り
古こ

哥か

に
○
庭に
ハ

に
生お
ふ

る
ち
り
〳
〵
草く
さ

の

露つ
ゆ

ま
で
も
身ミ

を
ほ
そ
め
つ
ゝ
や
ど
る
月
か
げ
と
有あ
る

の

ご
と
く
に
天天
の
月
の
躰た
い

は
五
十
由ゆ

旬じ
ゆ
ん

の
た
い
な
れ
ど

も
ち
り
〳
〵
草く
さ

ハ
針は
り

の
さ
き
の
や
う
な
る
に
た
か
ふ
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露つ
ゆ

な
り
其
露つ
ゆ

に
も
月
の
光ひ
か
り

ハ
あ
る
の
ご
と
く
に
此
十

夜
の
勤つ
と
め

ハ
あ
ミ
だ
如
來
平び
や
う

等ど
う

の
利り

益や
く

な
り
此
故

 

﹂
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に
古こ

哥か

に
○
い
や
し
き
に
情な
さ
け

へ
だ
つ
る
物も
の

な
ら
ば
賤し
づ

か
ふ
セ
屋
に
月
ハ
や
ど
ら
じ
と
あ
る
の
ご
と
く
に
真

如
界か
い

の
仏ほ
と
け

は
平び
や
う

等ど
う

性し
や
う

の
衆し
ゆ

生ゼ
う

の
た
め
に
一
心
法ほ
う

界か
い

の
理り

を
ひ
ら
き
示し
め

さ
ん
と
ほ
つ
す
る
の
処と
こ
ろ

に
凢ぼ
ん

夫ぶ

の

自じ

力り
き

を
以も
つ

て
自じ

己こ

の
淨き
よ

き
躰た
い

を
顕あ
ら
ハ

し
照て
ら

し
難が
た

き
こ
と

ハ
垢に
ご
り

障さ
ハ
り

の
深ふ
か

く
あ
る
ゆ
へ
に
諸
も
ろ
〳
〵

の
仏ほ
と
け

の

極
き
ハ
ま
り

も
な
き
慈じ

悲ひ

ハ
衆し
ゆ

生じ
や
う

の
迷め
い

倒と
う

を
哀
あ
ハ
れ
ミ

給
ふ
此
極ご
く

心し
ん

が

法ハ
う

藏ぞ
う

の
發ほ
つ

心し
ん

に
示じ

現げ
ん

し
て
あ
み
だ
超て
う

世
の
弘ぐ

願ぐ
ハ
ん

を
發ほ
つ

起き

あ
り
て
行ぎ
や
う

じ
易や
す
く

修し
ゆ

し
易や
す

き
口く
ち

に
稱と
な
ふ

る
を
も
つ
て

徃わ
う

生し
や
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

を
得う

る
ハ
此
十
日
十
夜
の
勤つ
と
め

な
り

真

如
と
い
ふ
に
两り
や
う

種し
ゆ

の
真し
ん

如に
よ

あ
り
一

衆し
ゆ

生ゼ
う

は

 

﹂
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真
如
に
妄ま
ど
ふ

此
妄ま
ど
ひ

の
真
如
を
仏
心
佛
性
の
真
如
と
云

ふ
な
り
此
迷ま
よ
ひ

の
真
如
に
法ハ
う

水す
い

を
入い
れ

て
に
ご
れ
る
法
水

は
月
の
う
つ
ら
ず
夲ほ
ん

來ら
い

の
法
水
ハ
す
み
て
ゐ
る
ゆ
へ

に
月
の
う
つ
る
に
そ
れ
に
ふ
た
を
し
た
る
の
ご
と
く

此
ふ
た
を
と
れ
ば
明あ
き
ら

か
な
る
月
の
影か
げ

う
つ
る
な
り
天天

の
月
の
あ
き
ら
か
な
る
も
雲く
も

が
か
ゝ
れ
ば
月
ハ
み
え

ず
雲く
も

晴は
る

れ
バ
あ
き
ら
か
な
る
月
な
り
我わ
が

心こ
ゝ
ろ

が
雲く
も

な
り

ハ
心
が
雲
を
も
晴は
ら

す
な
り
此
月
の
真
如
ハ
一
つ
な

れ
ど
も
影か
げ

と
か
た
ち
と
を
論ろ
ん

ず
る
な
り
こ
れ
も

心

に
對た
い

し
た
る
こ
と
な
り
こ
れ

表お
も
て

と
裏う
ら

と
を
論ろ
ん

ず
る

ま
で
の
こ
と
な
り
い
ま 

﹂
中
08
オ

爰こ
ゝ

に
十
日
十
夜
の
真し
ん

如に
よ

の
佛ぶ
つ

躰た
い

の
夲ほ
ん

意ゐ

ハ
二
つ
な
き

う
ち
に
し
て
隨ず
い

緣ゑ
ん

真
如
か
夲
意
な
る
ハ
あ
ミ
だ
の
名な

を
全セ
ん

躰た
い

に
セ
し
ゆ
へ
な
り

㐧
五
　
十
夜
の
法ほ
つ

式し
き

始は
じ
ま

る
之の

事こ
と

真し
ん

如に
よ

堂ど
う

十
夜
の
如に
よ

來ら
い
ゑ
い

山さ
ん

よ
り
下け

山
有あ
り

て
白し
ら

河か
ハ

の
女

院い
ん

の
宮き
う

中ち
う

へ
遷セ
ん

坐ざ

あ
り
て
慈じ

覚か
く

五
䑓だ
い

山
に
て
文も
ん

殊じ
ゆ

よ

り
御
傳で
ん

受じ
ゆ

將し
や
う

來ら
い

の
引い
ん

声ゼ
う

の
あ
み
だ

け
う

と
𫝹ね
ん

佛ぶ
つ

と
を
女

院
の
宮
中
に
て
常じ
や
う

行き
や
う

三
昧ま
い

の
勤ご
ん

行ぎ
や
う

今い
ま

の
京き
や
う

神か
ぐ

乐乐らら

岡を
か

真し
ん

正セ
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

真
如
堂
に
不ふ

退た
い

の
法ほ
う

事じ

法ハ
う

要よ
う

を
な
す

な
り
こ
れ
よ
り
世
上
に
十
夜
の
つ
と
め

し
よ

〻〳
〵 

﹂
中
08
ウ

に
つ
と
む
る
事こ
と

と
な
れ
り

㐧
六
　
十
夜や

の
法は
う

要よ
う

の
し
よ

〻〳
〵

に
勤つ
と
め

之
事

此
十
夜
の
法ハ
う

要よ
う

は
日ひ

の
夲も
と

に
て
の
勤こ
ん

行き
や
う

ハ
慈じ

覚か
く

大

師し

苗な
ふ
か

大
明め
う

神じ
ん

よ
り
き
し
ん
あ
り
し
栢か
し
ハ

の
木き

の
中な
か

に

立り
う

像ぞ
う

と
坐ざ

像ぞ
う

の
あ
ミ
だ
色し
き

形ぎ
や
う

天天
性セ
い

の
道だ
う

理り

不ふ

思し

議ぎ

の

尊そ
ん

躰た
い

を
造ぞ
う

立り
う

有
て
凢お
よ
そ

五
百
七
十
六
年
の
星セ
い

霜さ
う

を
へ

て

人
王わ
う

百
三
代
後ご

花は
な

薗ぞ
の

の
帝ミ
か
ど

の
御ぎ
よ

宇う

永ゑ
い

享け
う

二
庚
か
の
え

戍 い
ぬ

の

年と
し

其そ
の

时时と
き
と
き

の
武ぶ

將し
や
う

は
足あ
し

利か
ゞ

公く

方バ
う

征セ
い

夷ゐ

將し
や
う

軍ぐ
ん

義よ
し

教の
り

の
執し
つ

権け
ん

に
伊い

㔟セ
の

守か
ミ

平
た
い
ら
の
あ
つ

臣そ
ん

貞さ
だ
つ
ね

同
お
な
じ
く

子し

息そ
く

兵ひ
や
う

庫ご
の

頭か
ミ

貞さ
だ

國く
に

此
法ハ
う

名め
う

ハ
心し
ん

蓮れ
ん

大
居こ

士し

と
い
ふ
な
り
此
仁じ
ん

ハ
若
じ
や
く
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年ね
ん

よ
り
深ふ
か

く
あ
ミ
だ
の
誓セ
い

願ぐ
ハ
ん

に
帰き

依ゑ

し
口く

稱し
や
う

𫝹
仏

よ
り
外
に
他た

事じ

な
し
現げ
ん

當と
う

二
世
と
も
に
𫝹
仏
を
事こ
と

と

す
有
时时
お
も
へ
ら
く
倩
つ
ら
〳
〵

三
界が
い

有う

為ゐ

轉て
ん

變べ
ん

の
有
様
四

相さ
う

遷セ
ん

流る

の
無む

常じ
や
う

を
思
に
縦た
と
い

我
千セ
ん

秋し
う

の
齢よ
は
ひ

を
た
も
つ

と
も
松セ
う

樹じ
ゆ

も
終つ
ゐ

に
𣏓く
ち

木
と
な
る
万ば
ん

𫞓ゼ
い

の
乐乐
た
の
し
ミ

た
の
し
ミ

に
誇ほ
こ

る

と
も
蓬は
う

來ら
い

の
嶋し
ま

更
に

し
ゝ
む
ら

草く
さ

と
空む
な

し
過く
ハ

去こ

ハ
を
ん

〻〳
〵

た

り
沉ち
ん

倫り
ん

未
來
永
〻
た
り
憂う
ゐ

の
患や
ま
ひ

を
案あ
ん

じ
取と
り

真
如
堂
の

あ
ミ
だ
如
來
に
参
詣
し
奉
り
三
日
三
夜
の
𫝹
佛
を
始
は
じ
め

て
三
日
三
夜
の
通つ

夜や

を
な
し
今こ

宵よ
ひ

方が
た

に
髪か
ミ

を
き
ら
ん

こ
と
を
思
ひ
定
て
真ま
ど
ろ

眼ミ

け
る
に
枕
近
く
僧そ
う

形ぎ
や
う

の

 

﹂
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立た
ち

よ
り
坐ざ

し
て
汝な
ん
ぢ

ハ
現げ
ん

世ゼ

後ご

生セ
う

共と
も

に
我わ
れ

を
頼た
の
む

志

こ
ゝ
ろ
ざ
し

ま
つ
た
く
偽い
つ
わ

り
な
し
來ら
い

世セ

ハ
超て
う

世
の
願ぐ
ハ
ん

に
任ま
か

セ
今
い
ま
の

世よ

の
事
ハ
有
に
任ま
か
セ

て
今
三
日
を
相あ
ひ

待ま
つ

べ
し
と
の
示じ

現げ
ん

の
夢ゆ
め

幻
ま
ぼ
ろ
し

不ふ

覚か
く

如い
か

何ん

と
思
ひ
け
る

と
こ
ろ

に
如に
よ

來ら
い

の
詠ゑ
い

哥か

を
以も
つ

て
し
め
し
給
ひ
し
は
○
こ
ゝ
ろ
だ
に
立た
て

し
誓ち
か
ひ

に

か
な
ひ
な
バ
世
の
い
と
な
み
ハ
と
に
も
か
く
に
も
と

の
御
告つ
げ

に
ま
か
セ
て
そ
の
夜
ハ
遁と
ん

世セ
い

を
思
ひ
と
ゞ
ま

り
け
る
処と
こ
ろ

に
翌よ
く

日じ
つ
ち
ゝ

に
ハ
㔟セ
い

州し
う

を
隠い
ん

居き
よ

し
て
𠮷よ
し

㙒㙒のの

を

賜た
ま
ハ

る
と
の
上じ
ょ
う

意い

と
し
て
天天て
ん
て
ん

下か

の
執し
つ

権け
ん

た
り
こ
れ
に

よ
つ
て
あ
ミ
だ
の
御
示じ

現げ
ん

の
御
礼れ
い

と
し
て
三
日
三
夜

に

七
日
七
夜
を
相あ
ひ

添そ
へ

て
十
日
十
夜
の
勤つ
と
め

の
中ち
う

 

﹂
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こ
う

の
願ぐ
ハ
ん

主し
ゆ

た
り
今
京き
や
う

都と

真し
ん

如に
よ

堂だ
う

の
十
夜
の
法ハ
う

㕝じ

毎ま
い

年ね
ん

お
こ
た
ら
ざ
る
も
の
な
り
此
あ
み
だ
如
來
の
御ご

詠ゑ
い

哥か

ハ
礼ら
い

讃さ
ん

の
偈げ

に
も
歌か

嘆た
ん

最さ
い

勝し
や
う

尊そ
ん

の
供く

養や
う

あ
み
た
仏

の
惠め
ぐ
ミ

の
日
ハ
世
間け
ん

生セ
う

死じ

の
雲く
も

を
消セ
う

滅め
つ

の
あ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
た
う
と
さ
と
な
り

㐧
七
　
十
夜
の
法は
う

事じ

浄じ
や
う

土ど

宗し
う

に
勤つ
と
む

る
由ゆ

來ら
い

之
事

夫そ
れ

人
王
百
三
代
後ご

花は
な

園ぞ
の
ゝ

院い
ん

永ゑ
い

享け
う

年ね
ん

中ぢ
う

に
十
夜
の
勤

始は
じ
ま

り
て
よ
り
六
十
余よ

の
春は
る

秋あ
き

を
過す
ぎ

て
人
王
百
四
代
後こ

土つ
ち

御ミ

門□
ど

の
帝て
い

明め
い

應お
う

四
年
乙
き
の
と
の

夘 う

の
春
そ
の
來ら
い

由ゆ

ハ
天天て
ん
て
ん

子し

偏
ひ
と
へ
ニ

專セ
ん

修し
ゆ

の
一
行ぎ
や
う

𫝹
佛
門も
ん

に
入い
り

給
へ
り
こ
れ
に
よ

つ
て
浄
土
の 

﹂
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三
部ぶ

け
う

の
中う
ち

に
别
し
て
あ
み
た
經
を
常つ
ね

に
御ご

受じ
ゆ

用よ
う

あ

り
ゑ
い

心し
ん

淺あ
さ

か
ら
ず
ま
し
ま
す
也
然
れ
ど
も
此
あ
み
だ

ハ
十
方ハ
う

を
一
塵ぢ
ん

に
こ
め
多た

益や
く

の
因い
ん

緣ゑ
ん

を
巨こ

海か
い

の
一

滴て
き

水
に
諸し
よ

仏ぶ
つ

の
誠じ
や
う

證し
や
う

を
顕あ
ら
ハ

し
深し
ん

理り

幽よ
う
を
ん

に
し
て
更さ
ら

に
ゑ
い

慮り
よ

の
及を
よ

ぶ

に
あ
ら
ざ
れ
ば
天天
下
に
𫝹
佛
宗し
う

門も
ん

の
僧そ
う

に
此

に
逹た
つ

人じ
ん

の
仁
有
べ
き
や
と
の
綸

あ
れ

ば
智ち

臣し
ん

奏そ
う

聞も
ん

あ
る
ハ
相さ
う

州し
う

鎌か
ま

倉く
ら

天天
照セ
う

山
光く
ハ
う

明め
う

蓮れ
ん

花げ

寺し

に
長ち
や
う

蓮れ
ん

社じ
や

観く
ハ
ん

誉よ

と
申
僧
は
浄じ
や
う

土と

宗し
う

の
元ぐ
ハ
ん

祖そ

源
空

上
人
よ
り
十
代
の
正し
や
う

脉ミ
や
く

光
明
寺
開
山
紀き

主し
ゆ

禅セ
ん

師し

に

ハ
八
代
の
嫡て
き

譜ふ

と
し
て
一
代
の
敎け
う

㑹㑹ゑゑ

に
通つ
う

逹た
つ

の
よ
し

浄
土
宗
の
奥お
く

藏ぞ
う

を
鏡か
ゞ
ミ

に
か
け
て
の
誉ほ
ま
れ

世よ 
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に
有
の
よ
し
を

ゑ
い

聞ぶ
ん

に
逹た
つ

す
れ
ば
則
す
な
は
ち

観く
ハ
ん

誉よ

を
宮き
う

中ち
う

に
め
さ
れ
て
講か
う

經け
う

の
宣セ
ん

旨じ

な
ら
び
に
あ
ミ
だ
經
一
巻
く
ハ
ん

く
だ
さ
れ
此
經
は
今
に
光
明
寺
に
あ
る
と
な
り
観
誉

は
殿で
ん

に
入
奉
り
て
三
七
日
と
日
限げ
ん

を
結む
す
び

此
あ
み
だ
經

を
講か
う

し
給
ふ
事
つ
ま
び
ら
か
な
り
か
る
が
ゆ
へ
に
帝

か
ん

の
あ
ま
り
に
重か
さ

ね
て
の
勑ち
よ
く

望も
う

の
あ
る
は
真
正
極

乐乐
寺
に
毎ま
い

年ね
ん

例れ
い

时时じじ

の
行
法
引
声
の
あ
ミ
だ
經
引
声
の

𫝹
仏
は
希き

代た
い

の
将し
や
う

來ら
い

な
り
聖セ
う

者じ
や

ね
が
は
く
は
朕ち
ん

が
殿で
ん

に
を
ゐ
て
其
法
要よ
う

を
取と
り

行を
こ
な

ひ
給
へ
と
あ
れ
ば

ゑ
い

慮り
よ

に

應お
う

じ
て
頓や
が

て
真し
ん

如に
よ

堂だ
う

の
衆し
ゆ

徒と

を
集あ
つ
め

て
観
誉
上
人
を
導だ
う

師し

と
し
て
引
声
の
あ
み
だ 

﹂
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け
う

𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

の
法は
う

要よ
う

を
と
り
行を
こ
な

ひ
給
へ
り
帝み
か
と
ゑ
い

信し
ん

淺あ
さ

か

ら
す
し
て
近き
ん

臣し
ん

に
天天て
ん
て
ん

子し

の
勑ち
よ
く

定じ
や
う

あ
る
は
先セ
ん

帝て
い

講か
う

德と
く

の
僧そ
う

に
對た
い

面め
ん

あ
り
拜は
い

信し
ん

の
例れ
い

あ
る
や
智ち

信し
ん

申
上
給た
ま
ふ

は

𫝹
佛
の
先セ
ん

逹だ
つ

源げ
ん

空く
う

上
人
を
三
代
の
天天
子
に
其
例
あ
り

七
十
七
代
後ご

白し
ら

川
法ハ
う

皇わ
う

八
十
代
の
高た
か

倉く
ら
の

院い
ん

八
十
二
代

の
後ご

鳥と

羽ば
の

院い
ん

此
三
代
の
御ミ

門か
ど

源
空
上
人
を
戒か
い

師し

と
し

て
ゑ
ん

頓ど
ん

戒か
い

を
受う
け

給
ふ
と
也

光く
ハ
う

明め
う

寺じ

開か
い

山さ
ん

良り
や
う

忠ち
う

記き

主し
ゆ

禅ゼ
ん

師じ

を
戒か
い

師し

と
な
さ
れ
八
十
七
代
後ご

嵯さ

峨が
の

院い
ん

八
十

八
代
深ふ
か

草く
さ
の

院い
ん

は
浄じ
や
う

土ど

の
布ふ

薩さ
つ

戒か
い

を
受う
け

持た
も
ち

給
ひ
て
そ

の
御
布ふ

施セ

と
し
て
二
代
の
天天て
ん
て
ん

子し

よ
り
紫し

衣ゑ

と
禅ゼ
ん

師じ

號が
う

を
下く
だ

さ
れ
し
此
例れ
い

有 

﹂
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と
奏そ
う

セ
ら
れ
し
な
り

㐧
八
　
鎌か
ま

倉く
ら

光く
ハ
う

明め
う

寺じ

十
夜や

之の

始
は
し
ま
る

る
事こ
と

誠ま
こ
と

な
る
か
な
や
後ご

土つ
ち

御み

門か
ど

の
帝て
い

群ぐ
ん

臣し
ん

に
告こ
う

勑ち
よ
く

あ
る

は
ち
ん

が
思
は
唯た
ゞ

聖セ
う

者じ
や

の
思
ふ

を
ち
ん

が
賞し
や
う

翫く
ハ
ん

セ
ん

と
の
綸り
ん
げ
ん

あ
れ
ば
観く
ハ
ん

誉よ

謹
つ
ゝ
し
ん

で
奏そ
う

聞も
ん

あ
る
ハ
此
比
殿て
ん

に
お
ゐ
て
勤ご
ん

行ぎ
や
う

い
た
す

の
引い
ん

声じ
や
う

の
あ
み
だ
經
な

ら
び
に
引
声
の
𫝹
佛
ハ
ミ
な
も
と
天天
台だ
い

慈
覚
将セ
う

來ら
い

の

傳で
ん

生し
や
う

こ
と
に
生し
や
う

身じ
ん

の
文も
ん

殊じ
ゆ

大
聖セ
う

よ
り
の
口く

受じ
ゆ

心し
ん

傳で
ん

の
仏ぶ
つ

名ミ
や
う

永な
が

く
和わ

國こ
く

に
弘ぐ

通づ
う

す

真し
ん

正セ
う

極
乐乐
寺
の
十
夜

夲
尊
ハ
生セ
う

霊れ
い

の
仏ぶ
つ

躰た
い

よ
り
お
こ
り
て
近
來
犱し
ゆ

行き
や
う

の
十

日
十
夜
の
法は
う

要よ
う

是
偏ひ
と
へ

に 

﹂
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特と
く

留る

𫝹
佛
ハ
あ
ミ
だ
の
仏ふ
つ

勑ち
よ
く

な
り
唯た
ゞ

願
く
ハ
引い
ん

声
じ
や
う

の
講か
う

經き
や
う

𫝹
仏
の
法は
う

要
を
我
等ら

が
精し
や
う

舎し
や

鎌か
ま

倉く
ら

光
明
寺

に
移う
つ
し

永な
か
く

く
浄じ
や
う

土と

宗し
う

の
勤ご
ん

行き
や
う

に
そ
な
へ
ん
こ
と
を

望の
そ
ミ

奉
る
の
よ
し

つ
ぶ
さ

に
奏そ
う

聞も
ん

あ
る
な
り
帝み
か
と

群ぐ
ん

臣し
ん

に

勑ち
よ
く

あ
つ
て
引
声
の
あ
み
だ
經
同
く
𫝹
仏
な
ら
び
に
十

夜
の
法は
う

事じ

永
く
浄
土
宗
の
規き

範は
ん

た
る
べ
き
の
よ
し
勑
ち
よ
く

許き
よ

な
し
下く
た

さ
れ
て
の
上
に
紫し

衣ゑ

を
下
さ
れ
そ
れ
よ
り

光
明
寺
ハ
常し
や
う

紫し

衣ゑ

の
識し
き

持ぢ

な
り
光
明
寺
の
十
夜
は
天天

子
よ
り
始
給
へ
り
こ
れ
日
夲
一
州し
う

弥ミ

陀だ

一
教け
う

利り

物も
つ

偏へ
ん

増そ
う

の
㚑れ
い

験け
ん

の
し
る
し
な
り

ゑ
ん

光く
ハ
う

大
師し

御
一
生
の
う
ち

一
宇う

の
建こ
ん

立り
う

あ
れ
か
し
と
あ
れ
ば 

﹂
中
13
オ

𫝹
佛ぶ
つ

の
一
宇う

ハ
真し
ん
ご
ん

宗し
う

高か
う

㙒㙒やや

山さ
ん

天天
台だ
い

宗
の
比ひ

ゑ
い

山ざ
ん

の

ご
と
く
に
羽は

丹に

生ふ

の
小
屋や

漁
す
な
ど
り

が
廬い
ほ

ま
で
も
𫝹
仏
の

声
だ
に
も
あ
る
な
ら
ハ
こ
れ
𫝹
仏
の
一
宇う

と
思
ふ
べ
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し
と
仰
ら
れ
し
と
か
や

㐧
九
　
十
月
に
十
夜
と
玄げ
ん

猪ぢ
よ

と
有
之
事

夫そ
れ

世
界
に
一

さ
い

の
有う

情じ
や
う

の
出
生
は
胎た
い

卵ら
ん

濕し
つ

化け

の
四
つ

の
出
生
な
り
四し

足そ
く

ハ
胎た
い

生セ
う

の
出
生
虫
な
ど
同
じ
事
鳥

は
た
ま
ご
の
出
生
こ
れ
ハ
食
事
を
丸
飲の
ミ

に
セ
し
物
は

玉
子
也
然し
か

れ
ど
も
倶く

舎し
や

な
ど
に
は
天天て
ん
て
ん

竺ぢ
く

に
卵た
ま
こ

一
つ
よ

り
男
の
子こ

二
人
産う
ま

れ
て
壹い
ち

人
ハ
羅ら

漢か
ん

果く
ハ

を
得う

る
一
人

ハ
勇ゆ
ふ

力り
き 

﹂
中
13
ウ

の
男
と
な
る
或あ
る
ひ

ハ
五
百
の
卵ら
ん

生セ
う

も
有
な
り
世
界か
い

の
事

は
物も
つ

を
一
や
う
に
は
定さ
た
め

が
た
し
一
切さ
い

の
事
に
へ
ん
く

ハ
と
い
ふ
こ
と
の
有
事
な
れ
ば
な
り
十
月
は
亥ゐ

の
月

な
り
亥
ハ
陰い
ん

な
れ
ば
十
月
の
月
は
陰い
ん

の
お
ハ
り
十
一

月
ハ
陽や
う

の
始は
じ
め

一
陽や
う

來ら
い

復ふ
く

せ
り
む
か
し
は
夏か

の
暦こ
よ
ミ

の

时时
十
月
を
一
年
の
終
と
せ
り
今
ハ
秦し
ん

の
暦
を
用
て
十

二
月
な
り
此
十
月
は
世
界
の
人
間
十と

月
め
が
出
生
と

定さ
た
ま

れ
る
ゆ
へ
に
十
月
は
人
身
の
誕た
ん

生し
や
う

月
な
れ
ば
豕
ゐ
の
こ

の
餅も
ち

を
祝
こ
と
な
り
此
餅
を
五
色
に
し
て
玄け
ん

猪ぢ
よ

と
名な

付づ
け

人
間
の
五
臟ぞ
う

を
羪
や
し
な
ふ

て
無む

病び
や
う

息そ
く

災さ
い

の
咒
ま
じ
な
い

命い
の
ち

を

た
も
つ
餅
と
な
り
十
月
亥
日
三
日
あ
れ
ハ
人 

﹂
中
14
オ

間
に
武ふ

士し

百ひ
や
く

姓セ
う

町ま
ち

人
三
段た
ん

に
誕た
ん

生ゼ
う

月
を
祝
こ
と
な
り

人
間
ハ
あ
み
だ
の
正
覚か
く

と
同
性
同
月
の
産う
ま
れ

た
り
人
間

ハ
十
月
あ
み
だ
ハ
十
刧こ
う

に
西さ
い

方
へ
誕
生
人
間
ハ
十と

月

め
に
娑し
や

婆ば

世セ

界か
い

へ
誕
生
す
人
間
ハ
毋
の
胎た
い

內な
い

に
十
月

を
た
も
ち
娑
婆
へ
出
生
セ
し
か
り
の
や
ど
り
を
十
月

と
セ
し
こ
と
是
十
月
に
あ
ら
ず
や

此
世
界
を
か
り

の
や
ど
り
と
い
ふ
ハ
西
方
へ
参
る
あ
い
だ
の
か
り
の

や
ど
り
な
る
こ
と
を
い
へ
り

あ
ミ
だ
十
刧こ
う

の
正し
や
う

覚か
く

を
な
し
給
へ
る
こ
と
は
世
間
の
人
間
ハ
正
月
産う
ま

れ
て

も

十
二
月
産
れ
て
も
い
つ
も
十
月
な
り
人
間
と
性セ
う

を
う
け
て
産う
ま

る
ゝ
者
は
此
十
夜
の
勤つ
と
め

を
セ
ね
バ
な
ら

ぬ 

﹂
中
14
ウ

こ
と
な
り
あ
み
だ
の
十
刧
正
覚
の
十
刧
の
二
字
を
く

づ
し
て
よ
く
み
給
へ
人
間
出
生
の
道
理
な
り
十
の
力

を
去さ
る

と
文も

字じ

に
も
書か
く

く
な
り
あ
み
だ
ハ
人
間
に
上
中

下
の
出
生
あ
り

命い
の
ち

に
長ち
や
う

短た
ん

の
限か
ぎ

り
あ
れ
ば
壽じ
ゆ

命め
う

ハ
か
り
な
き
極こ
く

乐乐ら
く
ら
く

の
仏
躰た
い

に
な
さ
ん
が
為
に
十
月
に

正
覚か
く

を
な
し
給
へ
り
此
十
刧
に
四
種し
ゆ

の
十
刧
あ
り
常
じ
や
う

演ゑ
ん

の
十
刧
と
は
今
日
の
釋し
や

迦か

も
み
だ
經
に
も
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

け
う

に
も
十
刧
と
あ
れ
ば
五
十
六
億お
く

七
千
万ま
ん

𡻕さ
い

過す
き

て
弥ミ

勒ろ
く

の
世
に
あ
ミ
だ
の
正
覚
を
十
劫
と

と
き

給
ふ
三
世
常

住
の
十
劫
た
り
こ
れ
毎
月
世
界
の
人
間
世
ハ
十
月
十

日
十
夜
の
道
理
心
理
な
り
日ひ

の
夲
一
國こ
く

の
人
間

 

﹂
中
15
オ

出
生
と
死し

去き
よ

と
は
日
〻
に
千
人
生
れ
千
人
死
す
る
と

行
基き

と
古こ

德と
く

の
つ
も
れ
る

易
に
い
は
く
日
〻
の
大

極
时时
〻
大
極□
よ
く

な
れ
ば
な
り
易ゑ
き

の
補ほ

註ち
う

に
も

毋
の
氣

相あ
ひ

交ま
じ
り

て
一
滴て
き

水す
い

を
む
す
び
毋
の
胎た
い

に
を
ゐ
て
十
月
を

へ
て
該か
い

児に

と
な
る
是
□
天天て
ん
て
ん

照セ
う

と
神
道
に
い
ふ
な
り

乾け
ん

と
は
天天

な
り
あ
み
だ

坤こ
ん

と
は
地
毋
な
り
大
日

此
乾け
ん

坤こ
ん

の
二
氣
相あ
ひ

交ま
じ
り

て
か
ん
じ
て
六
つ
の
子こ

を
生
ず

と
な
り
爰
に
い
ふ
こ
と
あ
れ
ど
も
紙
数
の
多
く
な
る

ゆ
へ
筆
を
と
ゞ
む
る
な
り

㐧
十
　
十
月
を
神か
ミ

無な
し

月づ
き

と
い
ふ
の
事

夫
十
月
を
神
無
月
と
い
ふ
こ
と
は
日
夲
紀き

に
神
無
月

と 

﹂
中
15
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ハ
一
切
の
神か
ミ

人
間
の
始は
じ
ま

り
の
伊い

弉ざ

諾な
ぎ

伊い

弉ざ

冊な
ミ
の

尊み
こ
と

か

く
れ
さ
セ
給
ふ
月
な
り
此
夫ふ
う

婦ふ

を
集あ
つ
め

て
諸
神
影や
う

向が
う

な

つ
て
異い

口く

同ど
う

音お
ん

に
諸し
よ

佛ぶ
つ

救ぐ

世ゼ

者し
や

住ぢ
う

於お

大
神
通づ
う

と
唱と
な
へ

給

ふ
时
天
时
天
神
七
代だ
い

の
神
地
神
五
代
悉
こ
と
〳
〵
く

顕
れ
給
ふ
ゆ
へ

に
諸し
よ

国
ハ
十
月
神
無
月
出い
づ

雲も

ハ
神
在
月
と
い
ふ
出い
づ

雲も

の
大お
ほ

社や
し
ろ

よ
り
北
に
あ
た
り
大
海か
い

の
い
り
江
あ
り
こ
れ

を
那
羅ろ

の
賢い
は

室や

と
い
ふ
な
り
生い
き

神
は
か
く
れ
天天
神
七

代
地
神
五
代
の
隠か
く

れ
給
ふ
神
は
顕
れ
給
ふ
こ
れ
生
死

の
心
理
を
顕
し
て
あ
み
だ
十
刧こ
う

に
西さ
い

方ハ
う

に
て
の
正し
や
う

覚か
く

ハ
生
死
出し
ゆ
つ

で
ん
の
真し
ん

如に
よ

の
心
理
な
り
此
生
死
を
は
な

れ
る
十
月
十
夜
の
勤つ
と
め

な
り
人
間 

﹂
中
16
オ

の
元ぐ
ハ
ん

祖そ

の
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
は
か
く
れ
る
天天
神じ
ん

七

代
地ぢ

神じ
ん

五
代
の
神か
ミ

は
出い
づ

雲も

の
国く
に

に
顕
れ
出
給
ふ
神
と

神
と
は
顕
れ
か
く
れ
此
神
と
云い
ふ

字じ

ハ
た
ま
し
ゐ
な
り

天天あ
ま
あ
ま

岩い
わ

戶と

に
御
神
の
神
た
ま
し
ゐ

は
か
く
れ
て

顕
れ
給
ふ
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と
な
り
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
ミ
ハ
十
月
に
か
く
れ
給
ひ

十
月
め
に
天天あ
ま
あ
ま

照て
る

御お
ほ
ん

神か
ミ

は
顕
れ
給
ふ
な
り
毋
の
死し

脉
ミ
や
く

に
な
れ
バ
子こ

生
る
ゝ
と
い
ふ
の
ご
と
し
こ
れ
不ふ

覚か
く

轉て
ん

入に
う

真し
ん

如に
よ

門も
ん

ミ
だ
と
世
界
の
男
女
の
人
間
は
十
月
め
に

世
界
に
出
生
す
毋
ハ
十
𫝹ね
ん

の
思
ひ
人
間
は
一
𫝹ね
ん

な
り

此
あ
ミ
だ
生
死
を
司
つ
か
さ
ど

る
仏
躰
な
れ
ば
五
劫こ
う

は
人
身し
ん

の
五
躰た
い

を
去さ
る

力ち
か
ら

毋
も
人
間
の
五
躰
を 

﹂
中
16
ウ

去さ
る

力ち
か
ら

三
世ゼ

十
劫こ
う

の
正し
や
う

覚か
く

を
一
致ち

に
な
し
て
五
劫
の

間あ
ひ
だ

五
臟ぞ
う

に
お
ゐ
て
夲ほ
ん

有う

夲ほ
ん

覚か
く

真し
ん

如に
よ

の
覚か
く

躰た
い

始し

覚が
く

成
じ
や
う

道だ
う

ハ
無む

量り
や
う

億お
く

劫こ
う

に
も
つ
き
ぬ
心
性セ
う

を
思し

案あ
ん

工く

夫ふ
う

し
て

名め
う

躰た
い

不ふ

離り

の
名め
う

号が
う

な
り
此
名め
う

号が
う

は
人
間
生し
や
う

死じ

を
は
な

る
ゝ
に
藥く
す
り

な
り

毋は
ゝ

の
胎た
い

內な
ひ

よ
り
出
生
の
时时
人
間
ハ

胞ゑ

衣な

袋ぶ
く
ろ

臍へ
そ

の
緒を

を
あ
ミ
だ
の
十と

月つ
き

目め

は
日ひ

数か
ず

三
百
日

な
れ
ど
も
二
百
六
十
六
日
目
に
は
胞ゑ

衣な

臍へ
そ

の
緒を

の
紐ひ
も

を
ゆ
る
め
給た
ま
ふ

と
人
間
は
出
生
セ
り
此
臍
の
緒
ハ
天天
台だ
い

真し
ん
ご
ん

の
護ご

摩ま

の
壇だ
ん

に
白し
ろ

き
と
赤あ
か

き
と
の
縄な
は

を
四
方ハ
う

に

は
る
に
ご
ま
だ
ん
の
う
へ
丑う
し

寅と
ら

の
方か
た

よ
り
始は
じ
め

て

丑

寅
に
結む
す
び

お
さ
む
る
な
り
こ
れ 

﹂
中
17
オ

ハ
人
間
は
寅と
ら

に
出
生
す
世
界
の
地ち

は
丑う
し

に
始は
じ
ま

るる

天天
ハ

子ね

に
始
る
ゆ
へ
な
り
此
天天
地
人
の
始
り
を
易ゑ
き

に
天天
ハ

ね
に
は
じ
ま
る
地
は
丑
に
は
じ
ま
る
人
ハ
寅と
ら

に
は
じ

ま
る
と
ば
か
り
に
て
ハ
其そ
の

道だ
う

理り

き
こ
え
ず
此
理り

ハ
醫い

道だ
う

の
藥や
く

方ハ
う

の
補ほ

中ち
う

益ゑ
き

氣き

湯た
う

の
は
い
ざ
い
の
う
へ
に
て

一
徃わ
う

の
理り

ハ
聞き
こ

へ
た
り
な
れ
ど
も
儒じ
ゆ

仏ぶ
つ

神し
ん

道た
う

に
わ
た

り
て
分ぶ
ん

明め
う

に
き
こ
え
ず
人
間
は
儒
仏
神
醫い

暦れ
き

の
五
つ

の
道だ
う

理り

心し
ん

理り

な
り
月
輪り
ん

の
陰ゐ
ん

に
日
輪り
ん

の
陽や
う

を
や
ど
さ

ね
ば
凢ぼ
ん

夫ぶ

身し
ん

ハ
出し
ゆ
つ

生セ
う

せ
ず
根こ
ん

夲ほ
ん

聖セ
い

賢け
ん

の
佛
神
は
化け

生セ
う

が
夲ほ
ん

意
な
れ
ど
も
凢
夫
に
對た
い

し
て
胎た
い

生セ
う

ハ
有
な
り
陽や
う

ハ
一
水す
い

陰い
ん

は 

﹂
中
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二
水
を
持た
も
つ

と
な
り
暦こ
よ
ミ

ハ
一
年ね
ん

十
二
月
は
陰ゐ
ん

な
り

一
年
三
百
六
十
日
ハ
陽や
う

な
り
此
日
を
月
の
陰
に
入
れ

て
一
ヶ
月
三
十
日
の
陽や
う

ハ
日
な
り
こ
れ
を
十
二
月
の

陰ゐ
ん

の
月
に
入
て
一
年
三
百
六
十
日
な
り
此
周め
ぐ
り

を
た
も

つ
て
人
間
と
出
生
せ
し
お
ん
ど
く
を
も
し
ら
ざ
る
ゆ

へ
碁ご

盤ば
ん

の
う
へ
に
三
百
六
十
の
月
の
光ひ
か
り

の
白し
ろ

黒く
ろ

を
し

ら
セ
ん
が
た
め
に
し
ろ
く
ろ
の
た
る
と
た
ら
ぬ
日ひ

数か
ず

を
し
め
し
給
ふ
を
唯た
ゞ

光く
ハ
う

陰ゐ
ん

の
な
ぐ
さ
み
と
お
も
へ
り

双す
ご

六
も
上か
ミ

十
五
日
ハ
月つ
き

の
光ひ
か
り

下し
も

十
五
日
は
月
の
ひ

か
り
か
く
る
ゝ
こ
れ
光ひ
か
り

を
追お
ふ

た
り
や
ミ
を
追お
ふ

た
り
た

が
ひ
に
を
ひ
お
ふ
の
ぎ
さ
い
の
目め

に
六
つ 

﹂
中
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と
合
て
十
二
月
と
す
天天て
ん
て
ん

地ち

の
め
ぐ
り
を
知し

ら
せ
ん
の

た
め
な
る
を
唯た
ゞ

人
間
は
な
ぐ
さ
み
の
事
に
な
し
は
つ

る
な
り
碁ご

盤ば
ん

の
う
ら
に
穴あ
な

の
あ
る
ハ
仙セ
ん

人に
ん

の
に
ぎ
り

て
人
間
の
食し
よ
く

物も
つ

に
あ
た
へ
し
そ
の
あ
と
な
り
是こ
れ

に
古こ

事じ

あ
り

天天
台だ
い

真し
ん
ご
ん

の
護ご

摩ま

を
た
く
に
藥や
く

種し
ゆ

と
五
穀こ
く

を
た
く
な
り

護こ

摩ま

木ぎ

の
寸
法ほ
う

は
六
寸
と
八
寸
と
ハ

乾け
ん

坤こ
ん

の
天天
地
六
子し

を
生し
や
う

ず
る
ハ
陰ゐ
ん

陽や
う

の
相あ
ひ

交ま
じ

り
て
六

子し

と
ハ
陰
陽
の
八
卦け

に
兊た

と
は
不ふ

動ど
う

沢さ
ハ

な
り
萬ば
ん

物も
つ

を

う
る
ほ
し
て
兊
也
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
と
な
り
離り

火く
ハ

は

㔟セ
い

至し

火ひ

ハ
萬
物
を
か
は
か
す
物も
の

な
り

震し
ん

は 

﹂
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雷ら
い

動と
う

文も
ん

殊じ
ゆ

な
り
是こ
れ

萬ば
ん

物も
つ

を
う
ご
か
す
は
雷
な
り
陰ゐ
ん

陽や
う

の
お
は
り
は
じ
め
の
さ
か
へ
を
し
る
な
り

巽そ
ん

風ふ
う

ハ

暜ふ

賢げ
ん

な
り
是
萬
物
を
多お
ほ

く
も
な
し

す
く
な
く
も
な

す
万
物
の
實ミ

を
出
生
す
る
ハ
風か
ゼ

な
り

人
間
も
童わ
ら
ん

部べ

ハ
風
子の
こ

と
い
ふ
て
夫ふ
う

婦ふ

の
息そ
く

風ふ
う

た
る
ゆ
へ
に
男お
と
こ

の
子

を
ば
子し

息そ
く

女を
ん
な

の
子
を
ば
息そ
く

女ち
よ

と
い
ふ
な
り

艮ご
ん

山さ
ん

是

ハ
虚こ

空く
う

藏ぞ
う

な
り
是
ハ
萬
物
の
始は
じ
め

終を
ハ
り

な
り
土つ
ち

の
山
ハ

一
切さ
い

の
物
は
土
よ
り
出し
ゆ
つ

生セ
う

し
て

萬
物
土
に
か
へ
る

な
り

人
の
毋は
ゝ

の
親お
や

は
子
の
あ
し
き
事
を
か
く
す
も

の
な
り

六
子し

と
は
乾け
ん

ハ
天天
に
し
て
あ
み
だ
陽
な
り

坤こ
ん

は
地ち

に
し
て
陰ゐ
ん

毋は
ゝ

也 

﹂
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是
六
つ
の
子
を
生し
や
う

ず

護ご

摩ま

木ぎ

を
六
寸
と
八
寸
と
は

ふ

毋ぼ

の
乳ち

房ふ
さ

の
間あ
ひ
だ

の
寸
法は
う

な
り

聖し
や
う

天天で
ん
で
ん

ハ

毋
和わ

合が
ふ

秘ひ

法は
う

に
お
だ
ん
と
い
ふ
供ぐ

物も
つ

あ
り
此
中う
ち

へ
ハ
藥や
く

種し
ゆ

を
入
る
此
藥や
く

方ハ
う

は
補ほ

中ち
う

益ゑ
き

氣き

湯た
う

の
あ
た
ゝ
め
藥ぐ
す
り

な

り
人
間
ハ
あ
た
ゝ
め
ね
ば
人
間
に
な
ら
ぬ
な
り

あ

た
ゝ
め
過す
ぐ

る
も
あ
し
ゝ
故
か
る
が
ゆ
へ

に
聖
天天
の
浴よ
く

油ゆ

の
あ
ぶ

ら
あ
つ
き
も

あ
し

し
ぬ
る
き
も

し
人
は
だ
と
い
ふ

人
は
だ
よ
り
あ
つ
き
事こ
と

に
は
口
傳で
ん

あ
る
事
也

人
間

の
臍へ
そ

の
緒を

は
生う
ま

れ
子
の
膝ひ
ざ

頭
に
く
ら
ぶ
る
也
不ふ

動ど
う

ば

く
の
縄な
は

御
膝
ま
で
あ
る
な
り
臍
の
緒
を
き
る
と
は
い

は
ず
つ
ぐ
と
い
ふ 

﹂
中
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此
つ
ぐ
の
道だ
う

理り

は
毋は
ゝ

の
息い
き

を
つ
ぐ
ゆ
へ
な
り
人
間
り

ん
じ
う
の
时时と
き
と
き

一
𫝹ね
ん

十
𫝹
の
息
ハ
あ
み
だ
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

仏ぶ
つ

の

息
を
つ
ぐ
道だ
う

理り

な
り
人
の
命い
の
ち

終を
は

る
时时と
き
と
き

は
か
な
ら
ず
佛ぶ
つ

名め
う

を
と
な
ふ
べ
し
經け
う

だ
ら
に
を
も
と
な
へ
て
命
終お
は

る

べ
し

毋は
ゝ

の
胎た
い

內な
ひ

に
て
七
日
つ
ゞ
二
十
七
の
七
日
め

人
間
の
身し
ん

相さ
う

成じ
や
う

就じ
ゆ

す
る
に
先ゼ
ん

世ゼ
あ
く

業ご
う

を
な
す
者も
の

ハ

種し
ゆ

々〳
〵

の
不ふ

如に
よ

意ゐ

の
身ミ

を
得ゑ

る

先
生
に
お
ゐ
て
十
善ゼ
ん

の
業ご
う

を
な
し
人
ハ
出
入
の
息そ
く

風ふ
う

氣き

血け
つ

の
息い
き

に
随し
た
か

ふ
て

上
下
相さ
う

續ぞ
く

自じ

在ざ
い

を
廽ゑ

轉て
ん

す

不ふ

動ど
う

の
ば
く
の
縄な
わ

赤
し
や
く

白ひ
や
く

に
し
て
は
し
に
丸
き
輪わ

と
ふ
ん
ど
う
の
や
う
な
る

物も
の

あ
る
ハ
金こ
ん

胎た
い

の
兩り
や
う 

﹂
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部ぶ

あ
ま
の
さ
か
ほ
こ
滄そ
う

海か
い

原げ
ん

と
な
り

不ふ

動ど
う

の
不ふ

ハ

一
と
小
と
を
書か
き

て
は
じ
め
お
さ
な
け
れ
ど
も
力ち
か
ら

を
重お
も

く
す
る
と
な
り
文も

字じ

ハ
是こ
れ

報ほ
う

身し
ん

の
仏ぶ
つ

躰た
い

あ
み
だ
色し
き

形
ぎ
や
う

に
て
真し
ん

俗ぞ
く

三
諦た
い

の
三
身し
ん

た
り

此
不ふ

動ど
う

は
善ゼ
ん
あ
く

の
真ま
ん

中な
か

よ
り
出
生
な
れ
ば
水
躰た
い

と
し
て
諸し
よ

佛ぶ
つ

は
蓮れ
ん

花げ

を
踏ふ
ミ

て
座ざ

と
し
給た
ま

ふ
に
此
不ふ

動ど
う

は
蓮れ
ん

花げ

を
頭つ
む
り

に
い
た
ゞ
き

給
ふ
事
人
間
ハ
阿あ

ふ

曇と
ん

ハ
陽や
う

伽か

羅ら

藍ら
ん

ハ
陰ゐ
ん

兩り
や
う

方ハ
う

水
躰

な
り

火く
ハ

熖ゑ
ん

と
水
躰
と
は
不
動
の
火く
ハ

ゑ
ん
と
な
り
人

間
と
な
る
は
火ひ

ど
ま
り
月ぐ
ハ
つ

水す
い

と
ま
る
と
い
ふ
て
水
火

相さ
う

尅こ
く

が
相さ
う

生じ
や
う

し
て
人
間
と
ハ
な
る

此
不ふ

動ど
う

は
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不ふ

思し

議き

な
る
か
な
や
此
十
月
十
日
十
夜
の
如に
よ
ら
い來
真し
ん
に
よ如

堂ど
う

の
夲ほ
ん

尊ぞ
ん

に
千セ
ん

手じ
ゆ

観く
ハ
ん

音お
ん

と
不ふ

動ど
う

の
兩り
や
う

尊ぞ
ん

ま
し
ま
す

は
不
動ど
う

ハ
天天て
ん
て
ん

文も
ん

者し
や

の
晴セ
い

明め
い

逝セ
い

去き
よ

の
时时と
き
と
き

閻ゑ
ん

魔ま

王わ
う

宫宫く
う
く
う

に
い

た
り
て
命い
の
ち

を
丏こ
ひ

給
ふ
ゆ
へ
に
蘓そ

生セ
い

し
て
晴セ
い

明め
い

八
十
五

才
を
保た
も
つ

と
な
り

十
月
を
神か
ミ

無な
し

月
と
い
ふ
に
つ
き
式し
き

部ぶ

お
や
こ
の
和わ

哥か

あ
り
親お
や

の
式し
き

部ぶ

○
霜し
も

月
に
霜し
も

の
ふ

る
こ
そ
道だ
う

理り

な
れ
な
と
十
月
に
十
ハ
ふ
ら
ぬ
ぞ
と
い

へ
ば
子
の
式し
き

部ぶ

○
十
月
に
十
こ
そ
ハ
ふ
れ
神
無
月
时时しし

雨ぐ
れ

は
じ
う
と
よ
ま
ぬ
も
の
か
は
と
な
り
此
十
月
の
雨あ
め

を
ば
时时しし

雨ぐ
れ

北き
た

时时しし

雨ぐ
れ

と
は
日に

夲ほ
ん

紀ぎ

に
毋は
ゝ 

﹂
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の
胎た
い

內な
ひ

よ
り
人
間
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
露ろ

降く
た
る

を
北き
た

时时しし

雨ぐ
れ

と
い
ふ

女
人
を
ば
北き
た

の
方か
た

と
も
い
ふ
な
り
此
十
月
を
バ
出い
づ

雲も

素そ

盞さ
の

鳥を
の

尊ミ
こ
と

あ
ら
神
に
て
女
人
の
産さ
ん

月
十
月
を

司つ
か
さ
と
り

給
へ
り
人
間
一
人
出
生
は
諸し
よ

天天て
ん
て
ん

諸し
□

仏
天天
神じ
ん

七
代だ
い

地
神じ
ん

五
代
の
神
出
生
の
精セ
い

盛ゼ
い

の
分
力
の
な
か
に
て
あ

ミ
だ
胞
衣な

袋ふ
く
ろ

臍へ
そ

の
緒
を
ゆ
る
め
給
ふ
と
人
間
ハ
此
世

界か
い

に
出
生
せ
り
此
十
日
十
夜
ハ
人
間
出
生
の
勤つ
と
□

毋
の

お
や
の
忍
德
の
勤つ
と
め

な
り

㐧
十
一
　
真
如
堂
の
如に
よ

來ら
い

を
拜
申
さ
ぬ
事

此
十
日
十
夜
の
中
こ
う

足あ
し

利か
ゞ

公く

方
の
家か

臣し
ん

兵ひ
や
う

庫

貞さ
た
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国く
に

の
悲ひ

毋ぼ

を
ば
隆り
う

慶け
い

院ゐ
ん

殿で
ん

信し
ん

元げ
ん

禅ゼ
ん

尼に

と
申
て
禅
宗
な

れ
ど
も
参さ
ん

禅ゼ
ん

の
志
も
な
し
是
を
貞さ
だ

國く
に

嘆な
げ
き

き
給
ひ
て
春は
る

の
㙒㙒のの

あ
そ
び
に
こ
と
よ
セ
て
御お

袋ふ
く
ろ

に
真
如
堂
の
如に
よ

來ら
い

を
拜は
い

し
申
さ
せ
給た
ま
ふ

に
此
如
來
三
尺
三
寸
お
は
し
ま
す

あ
み
だ
な
れ
ど
も
お
が
ま
れ
給
は
ず
こ
れ
に
よ
り
て

寺じ

內な
い

に
草さ
う

庵あ
ん

を
む
す
び
て
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

院い
ん

と
号こ
う

し
て
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

三
ま
い
に
な
り
給
ひ
て
後の
ち

お
が
ま
れ
さ
セ
給
ふ
と
な

り

青セ
う

蓮れ
ん

院い
ん

門も
ん

跡ゼ
き

の
蓮れ
ん

門も
ん

院い
ん

光か
う

誉よ

法
印
の
小こ

者も
の

に
虎と
ら

若わ
か

と
い
ふ
も
の
は
如
來
を
お
が
む
こ
と
な
き
ゆ
へ
に

御ミ

户户とと

帳ち
や
う

を
開ひ
ら

き
扇あ
ふ
ぎ

を
あ
て
ゝ
見
セ
給
ふ 

﹂
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に
お
が
む
事
な
し
如に
よ

來ら
い

は
日
月
の
ご
と
く
に
む
さ
き

も
へ
だ
て
の
な
き
が
ご
と
く
に
一
切
善

あ
く

の
わ
け

も
な
け
れ
ど
も
我わ
れ

等ら

と
我わ
が

身ミ

の
心こ
ゝ
ろ

に
お
が
む
こ
と
の

な
ら
ざ
る
ゆ
へ
に
此
者も
の

を
一
七
日
如
來
の
前ま
へ

に
こ
も

ら
セ
給
ふ
に
門も
ん

前ゼ
ん

に
白し
ら

河か
は

の
流な
が

れ
あ
れ
ば
一
七
日
の

う
ち
出
て
魚う
を

を
釣つ
る

と
な
り
此
た
ぐ
ひ
の
人
は
今い
ま

の
世

に
も
老ら
う

若に
や
く

上
下
萬ば
ん

𫞖ミ
ん

と
も
に
有あ
る

事こ
と

な
り
此
如
來
の
十

夜
の
元
祖
の
御
袋ふ
く
ろ

な
が
ら
も
お
が
み
申
さ
れ
ぬ
こ
と

は
顕け
ん

機き

顕け
ん

應お
う

冥め
う

機き

冥め
う

應お
う

の
義ぎ

な
る
べ
し

㐧
十
二
　
女
人
善

の
事 

﹂
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誠ま
こ
と

に
世セ

界か
い

の
女
人
を
ば
仏ほ
と
け

一
切さ
い

の
教け
う

經ぎ
や
う

に
も

と
き

給

ふ
ご
と
く
善
女
人
と
い
へ
ど
も
寶ほ
う

積し
や
く

經け
う

に
は
女
人
ハ

地ぢ

獄ご
く

の
使つ
か
い

な
り
外ほ
か

の
面お
も
て

は
慈じ

悲ひ

の
菩ぼ

薩さ
つ

の
ご
と
く

な
れ
ど
も
內
心
は
夜
叉
の
ご
と
く
と
な
り

菩
薩
古こ

德と
く

の
い
は
く
大
虵し
や

を
ば
み
る
と
も
女
人
を
バ
み
る
べ

か
ら
ず
法ほ
つ

華け

に
眼め

に
ハ
八
百
の
功く

德ど
く

の
あ
る
を
見

失う
し
な
ふ

と
な
り

末ま
つ

世セ

の
比び

丘く

法
の
时时
歯は

を
あ
ら
は
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し
𥬇
わ
ら
ひ

て
女
人
に
む
か
ふ
べ
か
ら
ず
と
な
り
然し
か

れ
ど
も

韋ゐ

提た
い

希け

夫ふ

人
ハ
西さ
い

方は
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

を
ね
が
ひ
給
へ
ば
佛
㣲㣲ミミ

𥬇セ
う

し
給
へ
り
と
は
世
上
に
い
ふ
の
ご
と
く
に
つ
こ
と
わ

ら
ひ
あ
る
こ
と
は
仏ほ
と
け

の
御
こ
ゝ
ろ
に
あ
ミ
だ
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の
利り

益や
く

を
と
か
ん
と
お
ぼ
し
め
す
の
时时じじ

節セ
つ

に
仏ぶ
つ

緣ゑ
ん

仏

願ぐ
ハ
ん

と
き
い
た
り
機き

緣
じ
ゆ
ん
じ
ゆ
く
し
て

か
ん

應の
ふ

同と
う

交き
や
う

の
月
の
出い
づ

る
が
ご
と
く
た
と
へ
ば
鶏
に
ハ
と
り

の
か
い
こ

の
う
ち
に
て
鶏
に
ハ
と
り

に
な
れ
ど
も
そ
の
玉た
ま

子ご

の
紙
の
う

す
さ
の
皮か
は

に
へ
だ
て
ら
れ
て
出
る
こ
と
の
な
ら
ぬ
ご

と
く
我わ
れ

等ら

の
一
𫝹
の
無む

明め
う

に
へ
だ
て
ら
れ
て
生セ
う

死じ

を

は
な
れ
ぬ
物
な
り

無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

經け
う

を
と
き

給
ふ
に
仏ぶ
つ

躰た
い

を

諸し
よ

根こ
ん

悦ゑ
つ

豫ち
や
う

の
御
姿す
が
た

清し
や
う

浄〴
〵

の
光ひ
か
し

顔
か
ほ
バ
セ

巍
い
か
め
し

く
ま
し

ま
す
ゆ
へ
に
阿あ

難な
ん

ハ
仏ぶ
つ

聖セ
い

の
旨む
ね

を
承
う
け
た
ま

は
ら
ん
が
た

め
に
合が
つ

掌し
や
う

を
な
し
佛ほ
と
け

に
申
さ
セ
給
ふ
は
今こ
ん

日に
ち

世セ

尊そ
ん

ハ
諸し
よ

根こ
ん

を
悦ゑ
つ

豫ち
や
う

の
御
姿す
が
た

か 
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ほ
ば
セ
の
清し
や
う

浄〴
〵

の
光ひ
か
り

は
浄き
よ
く

明あ
き
ら

か
な
る
鏡か
ゝ
ミ

の
裏う
ら

表お
も
て

も
な
く
明
か
な
る
御
姿す
が
た

か
ゝ
や
き
給
ふ
事
は
未ミ

曽ぞ
う

有う

に
も
內な
い

外げ

ゆ
た
か
な
る
御
さ
う
が
う
を
ば
見
た

て
ま
つ
ら
ぬ
と
あ
な
ん
申
さ
セ
給
へ
ば
世
尊
は
我
心

に
望の
ぞ
ミ

に
お
も
ふ
ご
と
く
あ
み
た
の
因ゐ
ん

位ゐ

曇ど
ん

摩ま

訶か

と
い

ふ
な
り
今い
ま

此こ
ゝ

に
法ほ
う

藏ざ
う

と
い
ふ
て
五ご

劫か
う

の
あ
い
だ
の
思し

惟ゆ
い

ハ
人
間
五
臟ざ
う

の
へ
ん
く
ハ
を
十
劫か
う

の
正
覚か
く

十
月
毋は
ゝ

の
胎た
い

內
に
や
ど
り
て
三
世
の
因ゐ
ん

と
果く
ハ

と
を
十
月
め
に

出し
ゆ
つ

生セ
う

し
給
ふ
ゆ
へ
に
あ
み
だ
の
慈じ

悲ひ

を
と
き

給
ふ
を
ば

御
滿
足
の
有
さ
ま
な
り

法ほ
つ

華け

方ほ
う

便べ
ん

品ぼ
ん

に
も
如に
よ

我が

昔
し
や
く

し
よ

願ぐ
ハ
ん

今こ
ん

者し
や

巳い

滿ま
ん

足
と
な
り 

﹂
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こ
れ
こ
と
ば
に

と
き

給
ふ
に
今い
ま

此こ
の

經け
う

に
ハ
仏
五
躰た
い

を
ど

う
や
う
を
な
し
給
う
事
は
身し
ん

口く

意ゐ

の
三
業ご
う

と
て
身ミ

と

口
と
意こ
ゝ
ろ

と
の
三
業ご
う

不
離り

し
て
名め
う

躰た
い

不ふ

離り

の
口く

稱し
や
う

の

𫝹ね
ん

仏ふ
つ

の
德と
く

は
身ミ

の
德
も
意こ
ゝ
ろ

の
德と
く

も
口く
ち

に
い
ひ
顕あ
ら
ハ

さ

ね
ば
外ほ
か

へ
其そ
の

德
は
顕あ
ら
ハ

れ
ぬ
こ
と
な
り
此
十
月
の
勤
つ
と
め

は
法ほ
つ

華け

と
あ
ミ
だ
の
利
益や
く

と
同ど
う

一
法ほ
つ

性セ
う

の
㓛く

德ど
く

な
り

か
る
が
ゆ
へ
に
真し
ん

如に
よ

堂だ
う

の
緣ゑ
ん

起ぎ

に
此
道た
う

理り

あ
り

法ほ
う

は
法ほ
つ

華け

佛ほ
と
け

は
あ
ミ
だ
僧
は
観く
ハ
ん

音お
ん

と
是
を
仏ぶ
つ

法ほ
う

僧そ
う

と

い
ふ
な
り
法
花
の
妙め
う

法ほ
う

を
五
劫こ
う

の
五
臟ぞ
う

に
思し

惟ゆ
い

し
人

間げ
ん

の
毋ハ
ゝ

胎た
い

內
に
三
世
の
宿し
ゆ
く

業ご
う

の
因い
ん

果ぐ
ハ

を
成じ
や
う

就し
ゆ

し
て

十
ヶ
月
の
十と

月
め
に
世
界か
い 

﹂
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に
出し
ゆ
つ

生セ
う

す
こ
れ
十
𫝹ね
ん

の
利り

益や
く

は
極こ
く

重ぢ
う
あ
く

人
は
他た

の
方ハ
う

便へ
ん

の
な
き
人
間
と
女
人
を
も
そ
の
ま
ゝ
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

徃わ
う

生ゼ
う

を

ゆ
る
し
て

ふ
た
ゝ
び
女
人
の
姿す
が
た

に
は
な
さ
じ
と
の

セ
い
願ぐ
ハ
ん

を
成じ
や
う

就じ
ゆ

あ
り
て
十
月
西さ
い

方は
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

に
正し
や
う

覚か
く

の

あ
れ
は
此
十
月
十
日
十
夜
は
人
間
の
生セ
う

死じ

を
は
な

る
ゝ
勤つ
と
め

な
り

女
人
の
仏ぶ
つ

心し
ん

を
悟さ
と
り

し
人
は
佛ほ
と
け

の
时时と
き
と
き

は
大だ
い

愛あ
い

道た
う

女に
よ

提た
い

婆ば

女に
よ

こ
れ
は
八
才さ
い

の
畜ち
く

生し
や
う

た
り

人

間
に
順じ
ゆ
ん

摩ま

提た
い

經け
う

に
羅ら

閲ゑ
つ

誠じ
や
う

大だ
い

國こ
く

の
郁ゆ
く

迦か

が
む
す
め

に
順し
ゆ
ん

摩ま

提だ
い

年と
し

八
才さ
い

な
り
女
人
の
身ミ

を
轉て
ん

ゼ
ず
夲ほ
ん

來ら
い

は

男な
ん

子し

な
し
女に
よ

子し

な
し
今い
ま

我わ
れ

仁ひ
と

の
う
た
が
ひ
を
断た
ん

ず
べ

し
と
て
即
す
な
ハ
ち 

﹂
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男
子
と
な
る
現げ
ん

在ざ
い

に
女
人
男
子
と
な
る
事
八
𫞓さ
い

の
り
う

女に
よ

ば
か
り
に
は
あ
ら
ず

あ
ミ
だ
の
仏ぶ
つ

名め
う

の
成じ
や
う

佛ぶ
つ

韋ゐ

提た
い

希け

夫ぶ

人に
ん

無む

生セ
う

法ほ
う

忍に
ん

の
德と
く

を
得う

る
御
供と
も

の
女
人
五
百

人
仏
心
を
開ひ
ら
く

逹た
る

摩ま

大
師し

の
时时と
き
と
き

ハ
惣そ
う

持じ

女に
よ

仏
心
を
悟さ
と

る

馬ば

祖そ

の
时时と
き
と
き

は
龐ほ
う

婆ば

霊れ
い

照セ
う

女ぢ
よ

䑓た
い

山さ
ん

の
婆ば

子し

實し
つ

際さ
い

な
り

日ひ

の
夲も
と

に
て
は
檀だ
ん

林り
ん

皇く
ハ
う

后ご
う

な
り
御
う
た
に
も

○
我わ
れ

死し

な
ば
燒や
く

な
う
づ
む
な
㙒㙒のの

に
捨す
て

よ
や
セ
た
る
犬い
ぬ

の
腹は
ら

を
こ
や
セ
よ
と
な
り
此
道だ
う

理り

は
此
身ミ

ハ
煩ぼ
ん

悩な
う

の

い
ぬ
よ
り
出
生
せ
し
ゆ
へ
に
も
と
の
煩ほ
ん

悩な
う

に
か
へ
す

心
な
り
我わ
れ

等ら

が
身ミ

の
や
ぶ
れ
た
る
姿す
が
た

を
見
る
人
ハ
色し
き

欲よ
く

の
思
ひ 

﹂
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は
あ
ら
じ
と
の
事こ
と

な
り

人
死し

し
て
野や

葬さ
う

ハ
九
相さ
う

の

詩し

の
こ
ゝ
ろ
な
り

土ど

葬さ
う

ハ
毋は
ゝ

の
土つ
ち

よ
り
出い
で

て
土つ
ち

に

か
へ
す

水す
い

葬さ
う

ハ
此
宍に
く

身し
ん

を
𣵀ね

槃は
ん

の
岸き
し

に
よ
せ
る
の

義ぎ

な
り
魚う
を

の
餌ゑ
ば

に
あ
た
へ
る
の
義ぎ

な
り
心し
ん

𫝹ね
ん

の
索な
は

を

も
つ
て
衆し
ゆ

生ゼ
う

の
魚う
を

を
す
く
ひ
給
ふ
火く
ハ

葬さ
う

ハ
宍に
く

身し
ん

を
は

な
れ
て
無む

相さ
う

福ふ
く

田で
ん

舎し
や

利り

を
現げ
ん

ぜ
ん
の
た
め
な
り
此
檀だ
ん

林り
ん

皇く
ハ
う

后こ
う

ハ
今
京き
や
う

の
梅む
め

の
ミ
や
に
な
り
世
界
の
女
人

平へ
い

産さ
ん

の
守ま
も
り

神が
ミ

と
な
り
て
此
宮ミ
や

の
土つ
ち

を
借か

り
て
産さ
ん

の
时时と
き
と
き

し
け
ば
平へ
い

産さ
ん

す
る
と
な
り

善ゼ
ん

の
女
人
こ
れ
夲ほ
ん

覚か
く

真し
ん

如に
よ

の
都ミ
や
こ

よ
り
忽こ
つ

然ね
ん

𫝹ね
ん

起き

無む

明め
う

に
さ
そ
は
れ
ぬ
女
人
た

る
べ
し 

﹂
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丹た
ん

後ご

小を

㙒㙒のの

里ざ
と

村む
ら

に
新し
ん

庄じ
や
う

㐂き

右
衛ゑ

門も
ん

と
申
者も
の

の
娘む
す
め

年と
し
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十
六
才さ
い

に
て
四
月
二
日
に
死し
す

る
そ
の
戒か
い

名め
う

を
ば
郭く
ハ
つ

公こ
う

信し
ん

女に
よ

と
申
此
女に
よ

性し
や
う

の
遺ゆ
い
ご
ん

に
我わ
れ

死し

し
て
法ハ
う

衣ゑ

無む

用よ
う

と

な
り
哥う
た

に
○
生む
ま

れ
こ
し
身ミ

に
は
衣こ
ろ
も

も
な
か
り
け
り
う

き
世
の
あ
か
を
ぬ
ぎ
て
か
へ
れ
バ
と
な
り
浮う
き

世よ

の
穢
け
が
れ

を
ぬ
ぎ
夲ほ
ん

來ら
い

一
物も
つ

も
な
き
身ミ

な
れ
ば
な
り

観く
ハ
ん

音お
ん

㔟セ
い

至し

ハ
衣こ
ろ
も

を
あ
た
へ
給
ふ
ゆ
へ
に
礼ら
い

讃さ
ん

に
観
音
㔟
至
與よ

衣ゑ

被ひ

と
な
り

沐も
く

浴よ
く

無む

用よ
う

と
な
り
哥
に
○
を
の
づ
か

ら
心
の
う
ち
の
清き
よ

け
れ
ば
い
か
な
る
水ミ
つ

に
身
を
す
ゝ

ぐ
べ
き
と
な
り
こ
れ
は
弥ミ

陀だ

心し
ん

水す
い

沐も
く

身し
ん

頂て
う

と
な
る
べ

し
是こ
れ

も
夲ほ
ん

覚か
く

真し
ん

如に
よ 

﹂
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の
都ミ
や
こ

よ
り
随ず
ひ

緣ゑ
ん

真し
ん

如に
よ

の
心し
ん

性セ
う

の
身ミ

に
垢あ
か

の
つ
か
ざ
る

心
目も
く

な
り

引い
ん

導だ
う

無む

用よ
う

と
て
の
哥
あ
り
○
ゆ
か
る
れ

ば
を
し
へ
な
く
と
も
ま
よ
ふ
ま
じ
も
と
來き

し
道ミ
ち

に
か

へ
る
を
お
も
へ
ば
と
な
り
是
ハ
夲ほ
ん

覚か
く

真し
ん

如に
よ

の
都ミ
や
こ

に
か

へ
る
の
了り
や
う

簡け
ん

た
り
い
に
し
へ
の
古こ

德と
く

古
人
の
哥
に
○

ひ
と
り
來き

て
ひ
と
り
か
へ
る
は
ま
よ
ひ
な
り
ゆ
か
ず

か
へ
ら
ぬ
道
を
ゝ
し
へ
ん
と
な
り

是こ
れ

等ら

は
釋し
や

迦か

も

八
千セ
ん

度ど

の
徃わ
う

來ら
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
修し
ゆ

行ぎ
や
う

の
心
目も
く

を
い
は
ざ
る
の

事
な
り
む
か
し
の
こ
う
た
あ
り
未ミ

生セ
う

い
ゼ
ん
が
は
る

か
に
ま
し
だ
な
に
の
因い
ん

果ぐ
ハ

に
娑し
や

婆ば

に
出で

た
と
い
ふ
哥う
た

あ
り
た
ゞ
仏ぶ
つ

意い

此
講か
う

を
開ひ
ら

き 

﹂
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仏ぶ
つ

願ぐ
ハ
ん

其そ
の

や
く
を
あ
た
へ
給
ふ
事
な
れ
ば
浮う
き

世よ

に
な
し

き
た
れ
る
作さ

法ハ
う

に
世
の
中
を
ば
ま
か
せ
よ

㐧
十
三
　
十
夜
の
勤
仏

に
六
时时じじ

と
有
の
事

鼓く

音お
ん

色じ
や
う

王わ
う

陀だ

羅ら

尼に

經け
う

に
六
时时じじ

の
勤つ
と
め

と
は
昼ち
う

夜や

六
时时じじ

な
れ
ば
十
二
时时じじ

と
な
り
此
六
時
を
勤
る
こ
と
ハ
さ
ま

〳
〵
の
道だ
う

理り

義ぎ

理り

の
あ
る
事こ
と

な
り
此
時と
き

の
鐘か
ね

大た
い

鼓こ

の

数か
ず

を
順し
ゆ
ん

と
逆き
や
く

に
う
つ
こ
と
ハ
仏ほ
と
け

の
始は
じ
め

給
へ
り
十

二
し

の
陰ゐ
ん

陽や
う

の
周め
ぐ
り

は
儒じ
ゆ

道だ
う

神し
ん

道
に
も
陰ゐ
ん

分ぶ
ん

陽や
う

分
の
わ

け
あ
る
な
り
今
は
仏ぶ
つ

家け

一
道だ
う

の
理り

を
い
ふ
な
り
此
子し

細さ
い

ハ
り
う

宮ぐ
う

世
界か
い

よ
り
件け
ん

と
い
ふ
も
の
き
た
り
て
仏
の

㐧で

子し 

﹂
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に
な
ら
ん
と
い
ふ
に
仏ほ
と
け

の
仰お
ほ
セ

に
ハ
八
万
人
の
大
衆し
ゆ

を
あ
つ
め
て

セ
つ

法ハ
う

セ
ん
と
お
も
ふ

に
汝な
ん
ち

は
人
な
れ

ど
も
牛う
し

に
し
て
人
に
も
あ
ら
ず
畜ち
く

生セ
う

に
も
あ
ら
ざ
る

も
の
を
㐧で

子し

の
は
じ
め
に
ハ
い
か
ゞ
有
べ
き
と
の
給

へ
ば
其
时时
件け
ん

が
申
侍は
べ

る
ハ

り
う

宮ぐ
う

界か
い

へ
は
仏
の
御
出し
ゆ
つ

世セ

な
き
ゆ
へ
に
と
ら
や
さ
る
を
も
つ
て
障し
や
う

化げ

を
な
さ
ん

と
い
ふ
ゆ
へ
に
わ
れ
き
た
り
て
こ
れ
を
告つ
げ

申
な
り
と

い
へ
ば
其そ
の

时时と
き
と
き

佛
そ
の
障し
や
う

化げ

を
ば
何な
に

を
も
つ
て
か
の
ぞ

か
ん
と
あ
れ
バ
そ
の
と
き
か
の
件け
ん

が
い
ふ
や
う
我わ
が

身ミ

の
皮か
は

を
仏
に
奉
た
て
ま
つ

ら
ん
此
皮か
は

に
て
大た
い

鼓こ

を
な
し
て
昼ち
う

夜や

十
二
时时じじ

を
順し
ゆ
ん

と
逆ぎ
や
く

と
に
と
ら
と 
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さ
る
と
を
う
ち
て
調て
う

伏ぶ
く

有
べ
し
其そ
の

数か
ず

の
順じ
ゆ
ん

と
逆ぎ
や
く

と

の
散さ
ん

乱ら
ん

に
て
心こ
ゝ
ろ

さ
だ
ま
ら
ぬ
を
以も
つ

て
魔ま

の
障し
や
う

化げ

を

除の
ぞ
く

と
い
ふ
な
り
今い
ま

の
世よ

に
も
时时と
き
と
き

酒ざ
け

を
飮の
ミ

合あ
ハ
セ

た
る
人

は
仕し

合あ
ハ
セ

よ
し
と
は
物も
の

の
障さ
ハ
り

な
き
の
理り

か

此
件
は

仏
の
㐧だ
い

一
の
㐧で

子し

と
な
り
て
上じ
や
う

座ざ

を
仕
る
に
阿あ

難な
ん

迦か

葉セ
う

目も
く

蓮れ
ん

舎し
や

利り

弗ほ
つ

等と
う

の
御
㐧で

子し

逹た
ち

此
件
は
智ち

恵ゑ

も
な
く

し
て
上
座
に
ハ
い
か
ゞ
と
あ
れ
バ
仏
の
仰
ら
れ
け
る

ハ
い
づ
れ
も
の
い
ふ
事
ハ
道だ
う

理り

な
れ
ど
も
爰こ
ゝ

に
能の
う

な

き
も
の
ゝ
上
座
を
す
る
事
あ
り
人
の
ま
み
あ
ひ
と
い

ふ
も
の
は
何な
に

の
能の
う

も
な
き
物も
の

な
れ
ど
も
眼げ
ん

耳に

鼻び

口こ
う

の

う
へ
に
あ
る 

﹂
下
28
ウ

道た
う

理り

を
も
つ
て
か
の
件け
ん

は
菩ぼ

薩さ
つ

の
上
座
を
す
る
也
さ

て

世
上
に
女ぢ
よ

中ち
う

の
眉ま
ゆ

毛げ

を
緣ゑ
ん

に
つ
く
ま
で
を
き
て

緣ゑ
ん

に
つ
く
と
と
る
事こ
と

は
賢け
ん

臣し
ん

二じ

君く
ん

に
つ
か
へ
ず
貞て
い

女ぢ
よ

兩り
や
う

夫ぶ

に
ま
み
え
ま
じ
き
と
の
事
な
り
此
十
夜
の
勤
つ
と
め

は
一
度ど

覚か
く

轉て
ん

の
仏ほ
と
け

二ふ
た

度ゝ
び

生セ
う

死じ

に
か
へ
ら
ず
と
な
り
女

人
の
十
夜
ハ
别べ
つ

し
て
の
勤つ
と
め

な
る
は
十と

月つ
き

懐く
ハ
い

胎た
い

の
苦く
る

し
み
の
な
き
男な
ん

子し

と
な
る
な
り

十
夜
に
六
时时
を
勤
つ
と
む

る
の
こ
と
は
一
年ね
ん

十
二
月
四
季き

の
無む

常し
や
う

の
㓛く

德と
く

を
三

道だ
う

に
通つ
う

用よ
う

す
る
に
勤
の
鐘か
ね

を
う
ち
な
ら
す
そ
の
響ひ
ゞ
き

ハ

南な
ん

州し
う

の
四
節セ
つ

に
相さ
う

應お
う

し
て
諸し
よ

寺じ

諸し
よ

山さ
ん

の
入い
り

相あ
ひ

曉
あ
か
つ
き

の

鐘か
ね 

﹂
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を
撞つ
き

な
ら
す
こ
と
有う

情じ
や
う

非ひ

情じ
や
う

の
睡す
い

眠め
ん

の
寤ご

覚か
く

を
を

し
ゆ
れ
は
そ
の
響ひ
ゞ
き

の
声こ
ゑ

は
地ぢ

獄ご
く

餓が

き

畜ち
く

生セ
う

修し
ゆ

羅ら

天天て
ん
て
ん

人に
ん

の
そ
れ
〳
〵
の
刧こ
う

数し
ゆ

の
苦
く
る
し
ミ

を
休や
す
む

る
な
り

あ
く

魔ま

を
降が
う

伏ぶ
く

す
る
の
音を
ん

聲し
や
う

あ
れ
ば
魔ま

障し
や
う

ハ
か
へ
つ

て
世セ

法ハ
う

佛ぶ
つ

法ハ
う

の
歓く
ハ
ん

喜ぎ

を
出し
ゆ
つ

生セ
う

す
る
と
な
り
扨さ
て

釈し
や
く

尊そ
ん

の
む
か

し
雪セ
つ

山セ
ん

ど
う
じ
の
时时と
き
と
き

聴て
う

聞も
ん

有あ
り

し
四
句く

の
文も
ん

諸し
よ

行ぎ
や
う

無む
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常じ
や
う

と
は
い
ろ
は
の
根こ
ん

元け
ん

な
り
是こ
れ

を
い
ろ
は
匂
へ
ど
ち

り
ぬ
る
を
と
な
り
こ
れ
は
獲ご

命め
い

僧そ
う

正し
や
う

の
作さ
く

な
り
是ゼ

生セ
う

滅め
つ

法は
う

と
ハ
わ
が
よ
た
れ
そ
つ
ね
な
ら
む
と
ハ
弘か
う

法バ
う

の

作さ
く

な
り
生セ
う

滅め
つ

〻〳
〵

已い

と
は
う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え

て 

﹂
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此
十
夜や

の
勤つ
と
め

に
生セ
う

死じ

を
は
な
れ
る
こ
と
な
る
が
ゆ
へ

に
無む

量り
や
う

清し
や
う

浄〴
〵

平び
や
う

等と
う

覚か
く

經け
う

に
十
日
の
う
ち
に
十
方は
う

の

諸し
よ

佛ぶ
つ

を
見
奉
た
て
ま
つ

り
我わ
が

居ゐ
ど
こ
ろ

ま
で
も
み
る
事こ
と

を
得ゑ

る
と

な
り

祇ぎ

園お
ん

精し
や
う

舎じ
や

に
百
二
十
院い
ん

の
中な
か

に
居こ

士じ

院い
ん

あ
り

四
方ハ
う

に
鐘か
ね

あ
り
こ
れ
を
撞つ
き

な
ら
す
響ひ
ゞ
き

春は
る

は
四
諦た
い

の
法ハ
う

文も
ん

を
告つ
ぐ

る
夏な
つ

ハ
菩ぼ

薩さ
つ

の
六
度ど

の
万ま
ん

行き
や
う

を
告つ
げ

わ
た
る
秋あ
き

冬ふ
ゆ

ハ
天天
の
雷ら
い

の
な
る
が
ご
と
く
に
し
て
諸し
よ

仏ふ
つ

成し
や
う

道だ
う

の

法は
う

を
告つ
げ

わ
た
る
ゆ
へ
に
四
天天
王わ
う

を
は
じ
め
も
ろ
〳
〵

の
王わ
う

と
居こ

士じ

等と
う

は
聞き
ゝ

て
佛ぶ
つ

法は
う

守し
ゆ

護ご

の
心こ
ゝ
ろ

を
日ひ

〻〴
〵

に
ま

す
ゆ
へ
に
此
十
夜
に
は
六
时时しし

の
勤つ
と
め

を
な
セ
と
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仏ほ
と
け

の
教を
し
へ

な
り
十
夜や

の
六
时时じじ

は
四
節セ
つ

の
無む

常し
や
う

の
法は
う

を

解け

し
て
佛ふ
つ

果く
ハ

を
顕あ
ら
は

し
菩ぼ

薩さ
つ

の
十
信し
ん

三
十
心し
ん

の
修し
ゆ

行
き
や
う

を
成じ
や
う

就じ
ゆ

の
㓛く

德ど
く

あ
る
六
时时じじ

の
勤つ
と
め

な
り
さ
て

昼ち
う

夜や

十
二
时时しし

の
大た
い

鼓こ

鐘か
ね

の
数か
ず

は
上の
ほ
る

に
も
あ
ら
ず
下く
だ
る

に
も

あ
ら
ざ
る
の
ご
と
く
人
の
心こ
ゝ
ろ

も
次し

㐧た
い

不ふ

同ど
う

に
し
て
六

道た
う

に
あ
と
さ
き
と
迷ま
よ

へ
る
が
ご
と
く
に
六
时时じじ

の
鐘か
ね

の

数か
す

に
告つ
け

し
ら
セ
給
へ
ど
も
世
上
の
男な
ん

女に
よ

は
夢ゆ
め

現う
つ
ゝ

と
こ

れ
を
ば
心
に
思
ひ
わ
す
れ
て
昼ち
う

夜や

の
長ち
や
う

短た
ん

バ
か
り
を

心
に
苦く

労ろ
う

を
セ
し
事こ
と

な
り
ま
づ
世
上
に
極こ
く

月け
つ

の
八
日

を
ば
こ
と
お
さ
め
と
い
ひ

二
月
の
八
日
を
ば
こ
と

の
始は
し
め

と
い
ふ 

﹂
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こ
れ
は
夏か

の
暦こ
よ
ミ

と
秦し
ん

の
暦こ
よ
ミ

と
の

ち
が
ひ

な
る
べ
し
夏か

の

暦
は
十
月
が
一
年ね
ん

の
お
ハ
り
な
れ
ば
極ご
く

月げ
つ

に
あ
い
あ

た
る
な
り
こ
と
を
さ
め
る
な
り
十
一
月
が
正
月
な
る

ゆ
へ
に
十
二
月
は
二
月
に
あ
ひ
な
た
る
ゆ
へ
に
二
月

か
こ
と
の
始は
じ
め

な
り
然
れ
ど
も
釋し
や

迦か

は
極こ
く

月
の
八
日
に

成じ
や
う

道だ
う

正
覚
あ
り
て
二
月
十
五
日
に
𣵀ね

槃は
ん

な
れ
ば
二
月

の
こ
と
お
さ
め

十
二
月
の
八
日
に
成し
や
う

等と
う

正
覚
な
れ

ば
こ
と
の
始
な
り
然し
か

れ
ど
も
八
日
ハ
正
覚
を
な
し
十

五
日
ハ
𣵀ね

槃は
ん

に
し
て
こ
と
の
お
さ
め
な
り
あ
ミ
た
ハ

十
月
十
五
日
に
正
覚
な
れ
ば
こ
れ
娑し
や

婆ば

の
事こ
と

お
さ
め

な
り
月つ
き

の
ゑ
ん

滿ま
ん 

﹂
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の
夜や

半ハ
ん

は
夜よ
る

の
真ま
ん

中な
か

な
り

子ね

の
刻こ
く

は
昼ち
う

夜や

の
境さ
か
ひ

な

り
今け

日ふ

の
お
は
り
明あ

日す

の
初は
じ
め

な
り

釋し
や

迦か

は
明め
う

星ゼ
う

の

出い
づ

る
を
み
て
正
覚か
く

を
な
し
給
ふ
セ
つ
ハ
寅と
ら

の
一
天天
な

り
是こ
れ

人
間
の
始
る
时时
な
り

𣵀ね

槃は
ん

に
は
子ね

の
时时
い
り

給
ふ
二き
さ

月ら
ぎ

は
春は
る

の
真ま
ん

中な
か

十
五
日
も
月
の
真ま
ん

中な
か

夜や

半は
ん

ハ
夜よ

る
の
真
中
な
り

午む
ま

の
时时と
き
と
き

は
日に
ち

輪り
ん

の
光く
ハ
う

明め
う

を

人
間
が
あ
づ
か
る
に
午ご

日じ
つ

影か
げ

な
し
と
て
人
影か
げ

も
一
切さ
い

の
草
木
ま
で
も
午む
ま

の
时时
は
天天
地
陰い
ん

陽や
う

一
ゑ
ん

相さ
う

と
な
る

な
り
此
ゆ
へ
に
午
の
刻こ
く

は
日
の
真
中
な
れ
ば
中ち
う

道だ
う

に

し
て
仏ぶ
つ

果く
ハ

に
さ
だ 

﹂
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む
る
ゆ
へ
に
仏ほ
と
け

十
五
日
に
𣵀ね

槃は
ん

に
入い
り

給
ふ
な
り
あ
ミ

だ
ハ
十
月
十
五
日
陰ゐ
ん

の
を
は
り

夜よ
る

の
九
つ
子ね

の
时时と
き
と
き

は
陰ゐ
ん

の
お
ハ
り
陽や
う

の
始は
じ
め

な
れ
ば
十
月
十
五
日
の
夜や

半は
ん

に
西さ
い

方ハ
う

へ
始し

覚か
く

夲ほ
ん

覚か
く

源げ
ん

同と
う

一
致ち

と
は
陰
陽
の
真ま
ん

中な
か

に

正
覚か
く

を
な
し
給
ふ
こ
と
は
生セ
う

死し

夲ほ
ん

無む

の
心し
ん

目も
く

な
り
こ

れ
九
識し
き

心
王わ
う

な
り
人
間
の
魂
た
ま
し
ゐ

の
九
識し
き

と
ハ
大
日に
ち

ハ

中ち
う

央わ
う

な
れ
ば
夜よ
る

の
九
つ
も
昼ひ
る

の
九
つ
も
是こ
れ

を
か
た
ど

り
て
时时と
き
と
き

の
鐘か
ね

の
数か
ず

九
つ
を
撞つ
く

な
り
九
つ
よ
り
上う
へ

を
う

た
ぬ
事こ
と

ハ
子し

細さ
い

あ
れ
ば
さ
ま
〳
〵
の
道た
う

理り

を
も
い
ふ

べ
し
九
界
よ
り
仏ぶ
つ

界か
い

の
九
品ほ
ん

の
浄し
や
う

土ど

に
あ
み
だ
の
九

界
を
は
な
れ
仏
界
に
い
た
り
給
ふ
十
月
に
昼ち
う

夜や

九
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つ
子ね

と
午む
ま

の
刻こ
く

と
の
勤つ
と
め

な
れ
ば
佛ほ
と
け

鼓く

音を
ん

聲じ
や
う

王わ
う

陀だ

羅ら

尼に

經け
う

に
教を
し
へ

給
ふ
な
り
あ
ミ
だ
ハ
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

佛
に
て
御

命い
の
ち

の
お
は
る
と
い
ふ
こ
と
な
き
ゆ
へ
に
此
世
界か
い

に
て

ハ
成じ
や
う

等と
う

正セ
う

覚か
く

を
取と
り

給
は
ず
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

世
界
の
正
覚
な
り
人

間
ハ
中ち
う

道だ
う

に
か
な
ふ
を
正
と
す
れ
ば
な
り
十
月
の
十

五
日
の
夜よ
る

の
陰ゐ
ん

の
終お
ハ
り

陽や
う

の
始ハ
じ
め

て
生セ
う

ず
る
时时と
き
と
き

な
り
八

つ
に
ハ
二
陽や
う

が
生セ
う

じ
七
つ
に
は
三
陽
が
生
ず
る
な
り

此
故ゆ
へ

に
易ゑ
き

の
陰ゐ
ん

陽
に
天天
ハ
子ね

に
生
ず
る
と
は
陽
の
初
は
じ
め

な
り
地ち

は
丑う
し

に
生
ず
る
ハ
二
陽
か
重か
さ
な

る
ゆ
へ
な
り
人

は
寅と
ら

に
生
ず
る
と
は
三
陽や
う

に
生
ず
る
ゆ
へ
な
り
夜よ

る

の
七
つ
ハ
寅
の
时时と
き
と
き

に
し
て
三
陰
と
三
陽
と
相あ
ひ

交
ま
じ
ハ
り
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て
陰ゐ
ん

陽や
う

と
も
に
中ち
う

和く
ハ

す
る
ゆ
へ
に
人
は
寅と
ら

に
始は
じ
ま

る
と

い
ふ
也な
り

是こ
れ

を
醫い

道だ
う

の
藥や
く

法は
う

の
藥や
く

種し
ゆ

の
德と
く

力り
き

の
は
い
ざ

い
補ほ

中ち
う

益ゑ
き

氣き

湯た
う

の
藥や
く

力り
き

の
道だ
う

理り

に
て
人
間
ハ
寅
に
始

る
と
い
ふ
な
り
今い
ま

あ
み
だ
ハ
十
月
十
五
日
に
西さ
い

方は
う

極こ
く

乐乐ら
く
ら
く

世セ

界か
い

に
無む

量り
や
う

壽じ
ゆ

國こ
く

へ
正
覚か
く

人
間
は
十と

月つ
き

目
に
世
界

に
出
生
す
る
な
り
此
人
間
を
救す
く
ひ

の
た
め
に
十
月
に
昼ち
う

夜や

六
时时じじ

の
勤つ
と
め

を
平び
や
う

等ど
う

覚か
く

經け
う

鼓く

音を
ん

聲し
や
う

王わ
う

經け
う

に
を
し
へ

給
へ
り
昼ち
う

夜や

の
十
二
时时じじ

の
时时と
き
と
き

の
鐘か
ね

の
数か
ず

ハ
そ
の
时时と
き
と
き

の

刻こ
く

限げ
ん

よ
り
か
ず
へ
る
に
昼ひ
る

の
午む
ま

の
尅こ
く

ハ
九
つ
な
り
午む
ま

未ひ
つ
じ

申さ
る

酉と
り

戍い
ぬ

亥い

子ね

丑う
し

寅と
ら

が
九
つ
目め

ま
で
う
ち
お
さ
め
る

な
り

夜よ
る

の
九
つ
は 
﹂
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子
の
刻
な
り
子ね

丑う
し

寅と
ら

夘う

辰た
つ

己ミ

午む
ま

未ひ
つ
し

申さ
る

と
う
ち
お
さ
め

る
な
り
昼ち
う

夜や

の
十
二
时时と
き
と
き

の
数か
ず

の
う
ち
お
さ
め
は
申さ
る

と

寅と
ら

と
な
り

昼ひ
る

の
未ひ
つ
じ

の
刻こ
く

は
八
つ
な
り
是こ
れ

ハ
人
間
の

魂た
ま
し
ゐ

八
識し
き

含が
ん

藏ざ
う

と
阿あ

閦し
ゆ
く

仏ぶ
つ

と
を
ハ
た
ど
り
て
八
つ
を

撞つ
く

な
り
昼ひ
る

の
申さ
る

の
刻こ
く

は
七
つ
时时
に
て
人
間
善セ
ん
あ
く

の
分ふ
ん

别べ
つ

の
魂
ハ
水
と
波な
ミ

の
ご
と
く
な
る
そ
の
底
に
煩ぼ
ん

悩な
ふ

の

泥ど
ろ

を
や
ど
す
七
識し
き

と
寳は
う

勝し
や
う

仏ふ
つ

と
を
か
た
ど
り
て
七
つ

を
う
つ
な
り

酉と
り

の
刻こ
く

は
暮く
れ

六
つ
な
る
ゆ
へ
に
人
間

の
眼げ
ん

耳に

鼻び

舌ゼ
つ

身し
ん

意ゐ

の
㐧
六
識し
き

に
あ
た
る
意ゐ

識し
き

と
無む

量
り
や
う

壽じ
ゆ

仏ぶ
つ

を
か
た
ど
り
て
六
つ
を
つ
く
な
り

夜よ
る

の
五
つ

は
戍い
ぬ

の
刻こ
く

人
間 
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の
五
識し
き

眼け
ん

耳に

鼻び

舌ゼ
つ

身し
ん

の
五
つ
と
不ふ

空く
う

成じ
や
う

就じ
ゆ

仏ふ
つ

を
か
た

ど
り
て
五
つ
を
つ
く
な
り

夜よ

る
の
四
つ
は
亥い

の
刻こ
く

な
り
暜ふ

賢げ
ん

文も
ん

殊し
ゆ

弥ミ

勒ろ
く

㔟セ
い

至し

と
も
虚こ

空く
う

藏そ
う

と
も
四し

隅か
く

の

菩ぼ

薩さ
つ

の
数か
す

を
か
た
ど
り
一ひ
と

时时と
き
と
き

と
す
る
ゆ
へ
に
四し

菩ほ

薩さ
つ

の
四
つ
を
う
つ
な
り
十
二

し

の
数か
ず

を
以も
つ

て
时时と
き
と
き

の
鐘か
ね

ハ

九
つ
の
数
を
最さ
い

上し
や
う

と
し
四
つ
の
数
を
最さ
い

下げ

と
す
須し
ゆ

弥ミ

の
四
州し
う

ハ
我わ
れ

等ら

の
生セ
う

老ら
う

病び
や
う

死し

生う
ま

れ
し
时时と
き
と
き

は
と
を

ざ
か
り

死し

す
る
时时と
き
と
き

ハ
一
时时と
き
と
き

〳
〵
と
ち
か
く
な
る
四
大
日ひ

〻〴
〵

に

お
と
ろ
へ
九
分ぶ
ん

を
最さ
い

上
と
す
十
分
ハ
こ
ぼ
る
ゝ
ゆ
へ

身し
ん

心〳
〵

ハ
夜よ

〻ゝ
に
つ
く
れ
る
を
人
間
は
知
ら
ず
时时と
き
と
き

の
鐘か
ね

を
か
ぞ
へ
て
其そ
の

道だ
う

理り

を
知し

ら
ざ
る
ゆ
へ 

﹂
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仏ほ
と
け

十
月
に
六
时时じじ

の
勤つ
と
め

を
示し
め

し
給
へ
り
夜よ

る
の
寅と
ら

を

う
ち
お
さ
め
に
す
る
と
昼ひ
る

の
申さ
る

を
う
ち
お
さ
め
に
用
も
ち
ゆ

る
こ
と
は
寅と
ら

の
时时と
き
と
き

三
陰ゐ
ん

三
陽や
う

と
相あ
ひ

交ま
し

る
陰ゐ
ん

陽や
う

と
も
に

中ち
う

和く
ハ

す

昼ひ
る

の
申さ
る

の
时时
三
陰
を
生セ
う

じ
て
三
陰
三
陽
中

和
す
る
夜よ
る

の
寅と
ら

を
う
ち
お
さ
め
と
し
昼ひ
る

の
申さ
る

を
う
ち

お
さ
め
と
す
る
は
陰
と
陽
と
是こ
れ

互た
が
ひ

に
和わ

合が
ふ

的て
き

中ち
う

の

心こ
ゝ
ろ

な
り
さ
れ
ハ
人
間
に
ハ
ち
か
く
し
て
佛ふ
つ

果く
ハ

に
は

と
を

し

と
ら
ハ
食し
よ
く

物も
つ

に
死し

相さ
う

を
食し
よ
く

セ
ず
死し

相さ
う

を
活く
ハ
つ

生セ
う

し
て
食
す
る
物も
の

な
り
あ
ミ
だ
も
此
娑し
や

婆バ

世セ

界か
い

に
て
は

人
間
の
死
相
を
見
れ
ど
も
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

浄じ
や
う

土と

に
て
は
無む

量
り
や
う

壽し
ゆ

佛ふ
つ

と
な
る
な
り

一
年ね
ん

十
二
月
と 

﹂
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正
月
は
寅
の
月
な
り
三
陰
三
陽や
う

交か
う

泰た
い

中ち
う

和く
ハ

す
れ
バ
人

事
に
用も
ち
ゆ

る
佛ぶ
つ

家け

に
も
昼ち
う

夜や

十
二
时时しし

十
月
の
勤つ
と
め

と
す

あ
み
だ
に
十
二
光く
ハ
う

仏ぶ
つ

の
光く
ハ
う

明め
う

あ
り
十
月
の
月
は

あ
み
だ
の
光ひ
か
り

難な
ん

思し

光く
ハ
う

佛ぶ
つ

な
り
法ほ
つ

花け

に
西さ
い

方ハ
う

に
二
佛ぶ
つ

あ
り
一
つ
に
は
あ
ミ
だ
二
つ
に
は
一

さ
い

世
間け
ん

苦く

悩な
ふ

佛ぶ
つ

と
は
西さ
い

方ハ
う

徃わ
う

生ゼ
う

ハ
即そ
く

徃わ
う

安あ
ん

乐乐ら
く
ら
く

世セ

界か
い

あ
ミ
だ
佛ぶ
つ

娑し
や

婆ば

即そ
く

寂じ
や
つ

光か
う

土ど

の
世
界か
い

に
人
間
は
十と

月つ
き

め
に
生う
ま

る
ゝ
は
一

さ
い

世セ

間け
ん

苦く

悩な
ふ

仏ふ
つ

と
な
り

九
識し
き

心
王わ
う

は
四
州し
う

を

主

つ
か
さ
ど
る

ゆ
へ
に
陰
陽
の
家い
ゑ

に
沙さ

た汰
す
る
事こ
と

な
れ
ば
つ
ま
び
ら

か
に
述の
ぶ

る
に
い
と
ま
な
し

此
件け
ん

ハ
り
う

宮ぐ
う

界か
い

へ
ハ
佛

の
出し
ゆ
つ

世セ

な
き
ゆ
へ
に
そ
れ
を
う 

﹂
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ら
み
て
釋し
や

迦か

の
セ
つ

法ハ
う

を
さ
ま
た
げ
る
ゆ
へ
に
目も
く

蓮れ
ん

は

神じ
ん

通づ
う

を
得ゑ

し
人
な
れ
ば
細さ
い

虫ち
う

と
い
ふ
む
し
を
此
件け
ん

か

五
躰た
い

に
か
け
て
佛ほ
と
け

の
セ
つ

法ハ
う

の
障し
や
う

碍げ

を
や
め
さ
せ
給

ふ
な
り
件け
ん

此
虫む
し

に
五
躰た
い

を
は
ま
れ
て
苦
く
る
し
み

を
の
が
れ

ん
が
た
め
に
我わ
が

身ミ

の
皮か
ハ

を
太
鼓こ

に
は
り
时时と
き
と
き

の
鐘か
ね

大
鼓こ

の
数か
す

を
次し

㐧だ
い

不ふ

同だ
う

に
う
つ
な
ら
ば
我わ
れ

と
三
界が
い

の
魔ま

王わ
う

の
障し
や
う

碍け

を
の
ぞ
く
べ
し
と
な
り
そ
れ
ゆ
へ
夜よ
る

昼ひ
る

申さ
る

と

寅と
ら

と
を
う
ち
お
さ
め
と
す

あ
さ

の
六
つ
よ
り
五
つ
四
つ

九
つ
八
つ
七
つ
と
の
数か
ず

の
み
だ
れ
て
さ
ま
た
げ
は
な

し
世
界か
い

の
人
身ミ

の
上
に
も
善
事じ

に
は
か
な
ら
ず
魔ま

の

障し
や
う

碍げ

は
有あ
る

物も
の

な
り
人
〻
の
心こ
ゝ
ろ 

﹂
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も
さ
だ
ま
ら
ぬ
事こ
と

を
示し
め

し
て
鐘か
ね

の
数か
ず

も
跡あ
と

先さ
き

と
う
つ

事
世よ

の
定
な
き
生セ
う

者じ
や

必ひ
つ

滅め
つ

は
子こ

ハ
親お
や

に
さ
き
だ
ち
㐧お
ど

は
兄あ
に

に
さ
き
だ
ち
老お
ひ

ハ
殘の
こ

り
若わ
か

き
ハ
先さ
き

だ
つ
老ら
う

少し
や
う

不ふ

定ぢ
や
う

の
世よ
の

中な
か

な
り
此
十
夜
の
勤つ
と
め

は
一
心し
ん

決け
つ

定ち
や
う

の
徃わ
う

生ゼ
う

安あ
ん

心じ
ん

生セ
う

得と
く

の
十
夜
の
つ
と
め
な
り
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㐧
十
四
　
女に
よ

人に
ん

ハ
諸し
よ

寺じ

諸し
よ

山さ
ん

に
徃わ
う

來ら
い

な
き
の
事

天天あ
め
あ
め

地つ
ち

の
う
ち
に
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
者も
の

の
至
ら
ざ
る

と
こ
ろ

も
な
き

に
女
人
は
日ひ

の
夲も
と

に
徃ゆ
き

來ゝ
の
な
ら
ぬ

四
十
八
ヶか

し
よ

有あ
る

な
り
是こ
れ

は
い
か
な
る
ゆ
へ
ぞ
と
い
ふ
に
天天あ
め
あ
め

地つ
ち

陰い
ん

陽や
う

の
分わ
け

目め

に
清き
よ

澄す
め

る
物も
の

は
曻の
ぼ
り

て
乾け
ん

あ
み
だ
陽や
う

た
り
此
髙か
う

㙒㙒やや

山さ
ん

に
女に
ょ

人に
ん 

﹂
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禁き
ん

制ゼ
い

は
弘か
う

法ハ
う

大だ
い

師し

此
山や
ま

の
主
と
な
り
給
ひ
て
よ
り
女

人
を
嫌き
ら
ひ

給
ふ
事
な
り
女
人
の
宍に
く

身し
ん

の
有あ
る

う
ち
ハ
登の
ぼ

れ

バ
た
ち
ま
ち
そ
の
ば
ち
有あ
る

な
り
女
人
死し
ゝ

た
る
白は
つ

骨こ
つ

を

バ
此
山
へ
納お
さ
む

る
な
り
是こ
れ

白は
つ

骨こ
つ

は
ち
ゝ

の
淫い
ん

赤し
や
く

宍に
く

は
毋は
ゝ

の
淫い
ん

な
れ
ば
女
人
も
死し
ゝ

て
は

ち
ゝ

の
淫い
ん

ば
か
り
に
て
毋は
ゝ

女
人
の
色し
き

形ぎ
や
う

は
な
し
然し
か

れ
ど
も
此
陰
い
ん
や
う

陽
は
三
界が
い

の

う
ち
欲よ
く

界か
い

の
空く
う

天天て
ん
て
ん

の
日
月
星セ
い

辰し
ん

の
周め
ぐ
り

も
な
く
昼ち
う

夜や

の

わ
か
ち
も
な
く
花
の
開か
い

合が
う

を
も
つ
て
夜よ

る
ひ
る
を
知し

る
天天
ま
で
は
陰
陽
の
分わ
か
ち

は
有あ
る

な
り
一
度ど

女
人
の
色し
き

躰ぎ
や
う

を
受う
け

て
は
万ま
ん

劫か
う

も
ま
ぬ
か
れ
が
た
き
證し
や
う

據こ

に
は

男な
ん

女に
よ

の
死し
ゝ

た
る
を 

﹂
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川
に
流
し
て
み
れ
ば
男お
と
こ

は
う
つ
む
き
女
ハ
あ
を
の
く

是
陰ゐ
ん

陽や
う

は
死
て
も
同
じ
事
な
り

男
女
の
し
ら
か
う

べ
に
な
れ
ば
男
女
の
分わ
け

知し

れ
ず
是
を
は
地ぢ

に
な
げ
て

み
れ
ば
男
ハ
う
つ
む
き
女
ハ
あ
を
の
く

し
ら
か
う

べ
の
わ
れ
て
男
女
と
知し

れ
ざ
れ
バ
男
の
小
用
を
入
て

を
け
ば
女
人
な
れ
ば
小
便
が
へ
る
な
り

く
だ
け
た

る
ハ
男
の
小セ
う

便べ
ん

に
ひ
た
し
て
を
け
ば
女
な
れ
ば
是
も

小
用
が
へ
る
な
り
こ
れ
ほ
ど
死し

し
て
も
陰
陽
の
習し
つ

氣け

ハ
う
セ
ぬ
こ
と
な
り
か
や
う
な
る
女
人
を
も
あ
ら
た

め
ず
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

に
徃わ
う

生セ
う

し
て
二
度
と
ふ
た
ゝ
び
女
人
の
色し
き

相さ
う

に
は
な
さ
じ
と
の 

﹂
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誓セ
い

願ぐ
ハ
ん

な
り

世セ

上じ
や
う

の
男な
ん

子し

ハ
一
人
の
妻つ
ま

を
守ま
も

ら
ず

婦お
ん
な

を
一
人
な
ら
ず
二
人
も
を
け
ば
か
な
ら
ず
嫉し
つ

妬と

深ふ
か

く
嫉そ
ね

む
心
の
つ
よ
き
か
た
を
ば
男お
と
こ

も
む
ご
く
あ
た
る

も
の
な
り
そ
の
執し
う

𫝹ね
ん

は
か
な
ら
ず
虵へ
び

に
な
る
な
り
此

虵へ
び

を
切
す
て
ゝ
も
そ
の
し
う
ね
ん
の
虵へ
び

な
る
が
ゆ
へ

に
失
る
事
の
な
し
此
虵
男
の
首く
び

に
ま
き
つ
き
腹は
ら

に
ま

き
つ
き
影か
げ

に
か
た
ち
の
そ
ふ
が
ご
と
く
に
身ミ

を
は
な

れ
ぬ
ゆ
へ
に
セ
つ
な
さ
の
ま
ゝ
に
髙
㙒㙒
山
ハ
女
人
禁き
ん

制ゼ
い

な
る
ゆ
へ
に
髙か
う

㙒㙒やや

へ
の
ぼ
る
な
り
髙
㙒㙒
山
へ
は
此

虵
の
ぼ
る
事
の
な
ら
ぬ
ゆ
へ
に
不ふ

動だ
う

坂ざ
か

の
前ま
へ

よ
り
此

虵
は
な
れ
る
と
な
り
神か
ミ

谷や

の
し
ゆ
く 

﹂
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は
づ
れ
㔫㔫
ひ
だ
り

ひ
だ
り

が
は
の
築つ
い

地ぢ

の
間
に
常じ
や
う

住ぢ
う

虵へ
ひ

が
ゐ
る
な

り
是
等ら

の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
八
百
年ね
ん

己い

前ゼ
ん

も
い
ま
も

男
女
の
虵
は
髙か
う

㙒㙒やや

山
に
も
有あ
る

べ
し
此
女
人
の
執し
う

𫝹ね
ん

の

虵へ
び

は
髙か
う

㙒㙒やや

山
へ
登の
ぼ

る
事
の
有
ま
し
き
事
な
り
然し
か

れ
ば

世
界か
い

天天
下
の
法は
つ

度と

國く
に

の
制セ
い

禁き
ん

家い
ゑ

の
法は
つ

度
人
〻
身ミ

の
た

し
な
み
を
セ
ぬ
人
は
畜ち
く

類る
い

に
は
を
と
れ
る
事
な
り
迷
ま
よ
ひ

妄も
う

執し
う

の
𫝹ね
ん

の
虵
だ
に
も
髙
㙒㙒
山
に
ハ
女
人
禁き
ん

制ゼ
い

と
あ

れ
ば
蛇
に
な
り
て
だ
に
も
あ
が
ら
ぬ
事
を
世
界
の
男

女
思
ひ
し
ら
る
べ
し
此
事
ハ
世セ

間け
ん

の
草く
さ

双ぞ
う

紙し

に
其そ
の

数か
ず

を
し
ら
ず
書か
き

付つ
け

て
有あ
る

事こ
と

な
り
あ
み
だ
の
十
夜や 

﹂
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は
か
や
う
の
男な
ん

女に
よ

を
救す
く
ひ

の
た
め
の
十
日
十
夜
な
り
此

勤つ
と
め

に
て
た
す
か
る
と
て
か
や
う
の
こ
と
を
好こ
の
ミ

て
な

す
人
は
生セ
う

〻〳
〵

世セ

〻ゝ
邪じ
や

道だ
う

の
す
ま
ゐ
な
る
べ
し

女
人

四
十
八
𡻕さ
い

ま
で
は
月
の
障さ
ハ
り

あ
り
然し
か

れ
ど
も
女
人
に
よ

り
て
五
十
一
二
𡻕さ
い

ま
で
も
月
の
障さ
ハ
り

は
有
な
り
是
ハ
大

陰い
ん

小セ
う

陰い
ん

あ
み
だ
の
四
十
八
願ぐ
ハ
ん

は
人
間げ
ん

の
此
世
界か
い

に
生む
ま

れ
出い
づ

る
を
か
ぎ
り
の
数か
ず

は
天天
性セ
い

の
理り

な
り
聖セ
う

武む

天天て
ん
て
ん

皇わ
う

の
御
后き
さ
き

光く
ハ
う

明め
う

皇こ
う

后ぐ
う

ハ
熊く
ま

㙒㙒のの

へ
参さ
ん

詣け
い

の
こ
ゝ
ろ
ざ
し

有
し
时时と
き
と
き

月
の
障さ
ハ
り

と
な
り
給
ふ
ゆ
へ
に
女
人
の
身
を
う

ら
み
給
ひ
て
の
和わ

哥か

に
○
身ミ

に
あ
つ
き
ま
よ
ひ
の
雲く
も

の
は
れ
や
ら
で 

﹂
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月
の
障さ
ハ
り

と
な
る
ぞ
か
な
し
き
と
な
り

○
桜さ
く
ら

木き

の

そ
の
い
に
し
へ
を
わ
す
れ
ず
は
す
ぎ
に
な
り
て
も
花

や
さ
く
ら
ん
と
あ
れ
ば
権ご
ん

現げ
ん

の
示し
め

し
に
○
も
と
よ
り

も
ち
り
に
ま
じ
は
る
我わ
れ

な
れ
ば
月
の
障さ
ハ
り

は
く
る
し
か

ら
ま
し
と
の
御
ゆ
る
し
に
て
女
人
月ぐ
ハ
つ

水す
い

の
大
事じ

の

守ま
も
り

ハ
此
道だ
う

理り

な
り

天天て
ん
て
ん

照セ
う

大だ
い

神じ
ん

死し

の
火ひ

な
れ
ば
殊こ
と

の

外ほ
か

嫌き
ら
い

給
ふ
な
り
平へ
い

産さ
ん

を
ば
嫌き
ら
ひ

給
は
ぬ
と
は
月ぐ
ハ
つ

水す
い

の

と
ま
れ
ば
人
間
が
生う
ま

る
ゝ
月
水
は
死し

な
り
天天て
ん
て
ん

照セ
う

は
生セ
う

を
司
つ
か
さ
ど

り
て
の
事こ
と

な
り

無む

住じ
う

の
沙さ

石セ
き

に
は
兩り
や
う

方は
う

と

も
に
不ふ

浄じ
や
う

と
い
へ
り
こ
れ
は
生セ
う

と
死し

と
の
理り

は
な
し

女
人
の
月ぐ
ハ
つ

水す
い

の
根こ
ん 

﹂
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夲ぼ
ん

を
目も
く

蓮れ
ん

に
仏ほ
と
け

の
給
ふ
は
一
年ね
ん

十
二
月
に
月ぐ
ハ
つ

水す
い

の
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日
八
十
四
日
な
り
月
に
七
日
の
義ぎ

は
男な
ん

女に
よ

の
胸む
ね

の
中う
ち

に
八
葉よ
う

の
蓮れ
ん

花げ

有あ
り

お
と
こ
の
蓮れ
ん

花げ

は
す
ぐ
に
ひ
ら
い

て
食し
よ
く

物も
つ

を
お
さ
む
是こ
れ

を
八
萬ま
ん

四
千セ
ん

の
虫む
し

が
く
ら
ふ
て

命い
の
ち

を
つ
な
く
此
虫む
し

は
毋は
ゝ

の
胎た
い

內な
い

に
七
日
つ
ゞ
へ
て
三

十
八
の
七
日
め
に
種し
ゆ

〻〴
〵

の
苦
く
る
し
ミ

を
受う
く
る

十
界か
い

を
へ
て
人

間げ
ん

は
生う
ま

れ
い
で
む
と
ほ
つ
す
る
に
七
日
を
へ
て
八
万

の
虫
身ミ

よ
り
出し
ゆ
つ

生セ
う

し
て
食し
よ
く

に
饉う
ゆ
る

な
り
人
生む
ま

る
ゝ
时时と
き
と
き

毋は
ゝ

の
虫む
し

か
ぶ
る
我わ
れ

乐乐らら

は
死し

す
る
时时と
き
と
き

虫
の
息い
き

ば
か
り
に

な
る

は
ら
し
ら
國こ
く

の
人
間
の
生う
ま

る
ゝ
时时と
き
と
き

は
毋は
ゝ

の
虫む
し

は
か
ぶ
ら
で

ち
ゝ

の
腹は
ら

の
虫む
し

か
ぶ
る
と
な
り 
﹂
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39
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是こ
れ

等ら

の
虫む
し

と
長ち
や
う

盛セ
い

も
人に
ん

間け
ん

の
老ら
う

衰す
ひ

も
常つ
ね

に
虫
と
同ど
う

意ゐ

す
る
と
な
り

女
人
の
ど
の
れ
ん
げ
ハ
ひ
ら
か
ず
ほ

そ
ぎ
は
よ
り
お
れ
て
さ
か
さ
ま
に
な
り
て
食し
よ
く

事じ

の
お

も
ひ
な
き
ゆ
へ
に
此
む
し
た
が
ひ
に
し
ん
ゐ
を
お
こ

し
か
な
し
み
て
た
が
ひ
に
宍に
く

を
く
ひ
や
ぶ
る
そ
の
血ち

が
月
に
七
日
の
月ぐ
ハ
つ

水す
い

の
血ち

と
く
だ
る
と
な
り

男
お
と
こ

の
身ミ

の
血
ハ
髯ひ
げ

に
出い
づ

る
と
い
ふ
女
人
の
血
は
月
水
と

な
る
此
月
水
と
ま
れ
ば
子こ

を
生セ
う

ず
此
女
人
の
血
ハ
一

年ね
ん

十
二
月
に
天天て
ん
て
ん

竺ぢ
く

の
舛ま
す

は
日ひ

の
夲も
と

の
六
合が
う

ま
す
に
て

二
石こ
く

七
斗と

六
舛セ
う

に
つ
も
る
な
り
此
血
を
一
期ご

の
間あ
い
だ

山や
ま

川か
ハ

海う
ミ

に
捨す
つ

れ
ば
山や
ま

神か
ミ

水す
い

神じ
ん

三 

﹂
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寳ぼ
う

を
け
が
す
な
り
此
ゆ
へ
に
罪つ
み

と
な
る
も
の
な
り

人
間
は
十と

月つ
き

に
て
出し
ゆ
つ

胎た
い

セ
る
に
老ら
う

子し

は
八
十
年ね
ん

胎た
い

內な
ひ

に
や
ど
り
て
白は
く

髪は
つ

と
な
り
て
生う
ま

れ
給
ふ
と
な
り

仏
ほ
と
け

の
い
に
し
へ
悉し
つ

陀だ

太た
い

子し

の
时时と
き
と
き

の
子こ

羅ら

睺ご

羅ら

尊そ
ん

者し
や

ハ
毋は
ゝ

の
胎た
い

內
に
十
二
年ね
ん

の
あ
い
だ
や
ど
り
給
ひ
て
佛
十
九

出し
ゆ
つ

家け

し
て
三
十
成じ
や
う

道だ
う

の
夜よ

に
羅ら

睺ご

羅ら

は
誕た
ん

生ゼ
う

な
り

仏ほ
と
け

は
成じ
や
う

道だ
う

な
り
此
ご
と
く
あ
ミ
だ
十
月
に
西さ
い

方は
う

に

成じ
や
う

道た
う

人
間
ハ
十と

月つ
き

め
に
娑し
や

婆ば

世セ

界か
い

に
産う
ま

る
ゝ
と
な
り

此
十
二
年ね
ん

の
懐く
ハ
い

胎た
い

は
因い
ん

果ぐ
ハ

の
報む
く
ゐ

な
り
鼠ね
ず
ミ

の
通か
よ

ふ
道ミ
ち

を
太た
い

子し

の
一
日
一
夜や

昼ち
う

夜や

十
二
時と
き

塞ふ
さ

ぐ
ゆ
へ
に
十と

月つ
き

に
て
産う
ま

る
ゝ
に
十
二
年ね
ん

に
て
仏ほ
と
け

の
出し
ゆ
つ

世セ

と 

﹂
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太
子
と
同ど
う

一い
ち

法ほ
つ

性セ
う

の
儀き

な
り

六
天天
の
出し
ゆ
つ

生セ
う

は
四
王わ
う

天天
忉た
う

利り

天天
此此
二
天天
ハ
形か
た
ち

を
交ま
じ
へ

て
婬い
ん

と
な
す
事こ
と

人
間

に
别べ
ち

ハ
な
し
風ふ
う

氣き

を
泄も
れ

て
じ
ゆ
く

悩な
ふ

は
な
し
此
世
界
の
鳥と
り

の
ご
と
し
夜や

摩ま

天天
は
わ
づ
か
い
だ
き
つ
く
を
婬い
ん

と
す

都と

卒そ
つ

天天
は
手て

を
執と
る

を
婬い
ん

と
す
樂ら
く

反へ
ん

化げ

天天
は
唯た
ゞ

む
か
ひ

合あ
ひ

て
𥬇
わ
ら
ふ

を
婬い
ん

と
す
他た

化け

自じ

在ざ
い

天天
は
相あ
ひ

視ミ

て
婬い
ん

と
し
て

六
天天
の
始は
じ
め

の
生う
ま

る
ゝ
男
女
は
欻ゑ
ん

然ね
ん

と
し
て
ひ
ざ
の
う

へ
に
化け

生セ
う

す
る
事
人
間
の
五
𡻕さ
い

ほ
ど
の
た
け
な
り
㐧だ
い

六
の
他た

化け

自じ

在ざ
い

天天
の
人
は
人
間
の
十
𡻕
ほ
ど
の
セ
い

に
し
て
身み

に
衣こ
ろ
も

あ
り
盛セ
い

人じ
ん

に
随し
た
か

ふ
て
き
る
物も
の

も
な

が
く
な
る
極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

へ
我わ
れ

等ら

の
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

を 

﹂
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つ
と
め
て
生う
ま

る
ゝ
事こ
と

は
蓮れ
ん

花げ

化け

生セ
う

と
な
り
法ほ
つ

花け

に
即そ
く

徃わ
う

安あ
ん

樂ら
く

世セ

界か
い

あ
弥み

陀だ

仏ぶ
つ

と
な
り
是こ
れ

を
今い
ま

の
日に
ち

蓮れ
ん

宗し
う

に

は
徃わ
う

と
い
つ
は
不ふ

徃わ
う

に
し
て
ゆ
か
ず

生セ
う

と
い
つ
は

不
生
に
し
て
う
ま
れ
ず
迷ま
よ
い

の
一
𫝹ね
ん

よ
り
悟さ
と
り

に
至い
た

る

と
こ
ろ

を
徃わ
う

と
は
い
ふ
と
な
り

迷
よ
り
悟さ
と
り

に
至い
た

り
て

佛ぶ
つ

智ち

を
生セ
う

ず
る
を
生セ
う

と
い
ふ
と
な
り

蓮れ
ん

花げ

と
は
一

さ
い

衆し
ゆ

生ゼ
う

の
胸け
う

中ち
う

の
八
葉よ
う

の
宍に
く

團だ
ん

心し
ん

な
り
法ほ
つ

花け

を
修し
ゆ

行
ぎ
や
う

す
る
时时と
き
と
き

娑し
や

婆ば

即そ
く

寂じ
や
つ

光く
ハ
う

と
名な

づ
く
る
と
て
諸し
よ

仏ぶ
つ

の
夲ほ
ん

國ご
く

ハ
他た

し
よ

に
あ
ら
ず
經け
う

に
即そ
く

徃わ
う

安あ
ん

樂ら
く

世セ

界か
い

と
あ
る
と

い
ふ
て
此
世
界
の
人
は
娑し
や

婆バ

即そ
く

寂し
や
く

光く
ハ
う

土ど

な
り
是こ
れ

此

世
界
に
も
と
ゞ
ま
ら 

﹂
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ず
徃わ
う

生セ
う

の
二
字じ

を
悟さ
と
り

た
る
人
仏
の
时时じじ

代た
い

よ
り
八
𡻕
の

り
う

女
一
人
に
し
て
い
ま
だ
女
人
も
男
子
も
一
人
も
見

え
ず
天天
台た
い

大
師し

妙め
う

乐乐ら
く
ら
く

大
師
章し
や
う

安あ
ん

大
師
南な
ん

岳が
く

大
師
傳て
ん

教げ
う

大
師
慈じ

覚か
く

大
師
皆み
な

〻〳
〵

あ
ミ
だ
を
も
つ
て
法ハ
う

門も
ん

の
主し
ゆ

と

な
さ
れ
大

ゑ
ん

覚が
く

經け
う

に
如に
よ

來ら
い

霊り
や
う

鷲じ
ゆ

山セ
ん

に
出し
ゆ
つ

現け
ん

し
て
一

乘じ
や
う

法ほ
つ

華け
け
う

を
と
く

と
い
へ
ど
も

ぢ
き

に
弥ミ

陀だ

安あ
ん

養や
う

の
門も
ん

を

開ひ
ら

き
彼か
の

佛
の
果く
ハ

德と
く

の
名め
う

号が
う

を
特ひ
と
り

留
と
ゞ
む
る

と
な
り
十
月
十

夜
の
勤
生セ
う

身じ
ん

の
文も
ん

殊じ
ゆ

は
三
世
諸し
よ

仏ぶ
つ

の
智ち

惠ゑ

の
毋は
ゝ

の
を

し
へ
給た
ま

へ
る
引い
ん

声じ
や
う

の
あ
ミ
だ
經け
う

引い
ん

声ゼ
う

の
𫝹ね
ん

佛ぶ
つ

は
慈じ

覚か
く

大
師

ぢ
き

に
相さ
う

傳で
ん

し
給
ひ
し
十
日
十
夜
な
り 

﹂
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華け

嚴ご
ん

經け
う

に
文も
ん

殊じ
ゆ

暜ふ

賢げ
ん

の
い
は
く
願
ね
が
ハ
く

ハ
我わ
れ

命い
の
ち

終お
ハ

ら
ん

と
ほ
つ
す
る
时时と
き
と
き

に
臨の
そ
ミ

て
盡
こ
と
〴
〵

く
一

さ
い

の
諸
も
ろ
〳
〵

の
障
し
や
う

碍げ

を
除の
ぞ

き
面
ま
の
あ
た
り

に
彼か
の

佛ほ
と
け

阿あ

弥ミ

陀だ

を
見み
あ
げ

て
即
す
な
は
ち

安あ
ん

乐乐ら
く
ら
く

國こ
く

に
徃わ
う

生ゼ
う

セ
ん
こ
と
を
得ゑ
る

と
な
り

文
殊
の
發ほ
つ

願ぐ
ハ
ん

の

偈け

に
既す
で

に
彼か
の

國く
に

に
生う
ま

れ
己す
で
に

諸
も
ろ
〳
〵

の
大
願く
ハ
ん

を
成じ
や
う

滿ま
ん

す

ま
こ
と
あ
ミ
だ
如に
よ

來ら
い

の
現げ
ん

前ゼ
ん

に
お
ゐ
て
授じ
ゆ

記き

す
と
あ

れ
バ
也な
り

46― （　　） ―
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真し
ん

如に
よ

堂ど
う

如に
よ

來ら
い

と
凢ぼ
ん

夫ぶ

の
真し
ん

如に
よ

迷め
い

悟
の
分ぶ
ん

别べ
つ

の
分わ
け

の
事こ
と

𣵀ね

槃は
ん

經け
う

に
一

さ
い

衆し
ゆ

生ゼ
う

悉し
つ

有う

佛ふ
つ

性セ
う

と
な
り

ゑ
ん

覚が
く

經け
う

に

始し

智ち

衆し
ゆ

生ゼ
う

夲ほ
ん

來ら
い

成じ
や
う

佛ぶ
つ

と
あ
り

釋し
や

迦か

も
五
百
塵ぢ
ん

点て
ん

 

﹂
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劫こ
う

よ
り
も
仏ほ
と
け

と
な
り
て
今い
ま

天天て
ん
て
ん

竺ぢ
く

に
て
の
御ご

誕た
ん

生セ
う

ハ

凢ほ
ん

夫ぶ

の
ご
と
く
に
し
て
十と

月
め
に
御
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
有あ
る

时时と
き
と
き

天天

に
風ふ
う

指し

を
さ
し
あ
げ
地ち

に
風ふ
う

指し

を
さ
げ
て
天天
上し
や
う

天天
下け

唯ゆ
い

我か

獨ど
く

尊そ
ん

と
御
と
な
へ
給
へ
り
是こ
れ

天天
地
開か
ゐ

闢ひ
や
く

よ
り
三

世
の
諸し
よ

佛
の
聖セ
い

賢け
ん

世よ

に
多お
ほ

し
然し
か

る
に
釋し
や

迦か

一
人
尊た
つ
と

し

と
は
如い
か

何ん

和わ

光く
ハ
う

同と
う

塵ぢ
ん

は
結け
ち

緣ゑ
ん

の
始は
じ
め

八
相さ
う

成じ
や
う

道だ
う

は

結け
ち

緣ゑ
ん

の
終お
ハ
り

と
な
り
然し
か

れ
ば
五
百
塵ぢ
ん

点て
ん

劫こ
う

の
あ
い
だ
ハ

結
緣
の
な
き
と
や
い
は
ん

八
相さ
う

成じ
や
う

道た
う

の
す
ゑ
は
弥ミ

勒ろ
く

の
出し
ゆ
つ

世セ

と
や
い
は
ん

人
間け
ん

の
一
心し
ん

よ
り
善セ
ん
あ
く

ハ

出
生
せ
り
此
一
心
の
夲ほ
ん

源げ
ん

の
根こ
ん

夲ほ
ん

心
は
い
か
ん
真し
ん
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法ほ
つ

性セ
う

夲も
と

清き
よ

し
妄も
う

𫝹ね
ん

何な
に

に
よ
つ
て
起お
こ
る

と
な
り
是こ
れ

ハ
唐か
ら

国こ
く

の
復ふ
く

礼ら
い

法ほ
う

師し

の
天天
下
の
善セ
ん

智ち

識し
き

に
と
い
給
へ
り

宗し
ゆ

密ミ
つ

禅ゼ
ん

師じ

は
夲も
と

浄き
よ

し
夲も
と

不ふ

覚か
く

な
り
是こ
れ

に
よ
つ
て
妄も
う

𫝹ね
ん

は

起お
こ
る

な
り
真し
ん

を
知し

れ
ば
妄ま
ど
ひ

ハ
即
す
な
は
ち

空く
う

な
り
空く
う

を
知し

れ

ば
妄ま
ど
ひ

は
止や
む

と
な
り
是こ
れ

真し
ん

如に
よ

よ
り
妄ま
ど
ひ

の
出い
つ

る
に
は
あ

ら
ず
此
妄ま
ど
ひ

が
真し
ん

如に
よ

に
迷ま
よ
ふ

と
な
り
真
如
の
如
來
が
ま

よ
ふ
物も
の

に
て
は
な
し
我わ
れ

等ら

が
我わ
れ

等ら

の
真ま
こ
と

の
佛ぶ
つ

心し
ん

に

迷ま
よ
ふ

ゆ
へ
な
り

一
𫝹ね
ん

不ふ

生セ
う

の
和わ

哥か

に
○
草く
さ

の
葉は

に
結む
す

ば
ぬ
さ
き
の
し
ら
露つ
ゆ

は
な
に
を
た
よ
り
に
を
き
始は
し
め

け

ん
と
な
り

我わ
れ

等ら

ハ
夲ほ
ん

覚が
く

真し
ん

如に
よ 

﹂
下
43
ウ

の
都ミ
や
こ

に
て
一
切さ
い

衆し
ゆ

生ゼ
う

ハ
諸し
よ

仏ふ
つ

と
共と
も

に
か
た
を
な
ら
べ

て
有あ
り

し
が
我わ
れ

等ら

は
怱こ
つ

然ね
ん

𫝹ね
ん

起き

妙ミ
や
う

為ゐ

無む

明め
う

が
起お
こ
つ

て
か

く
の
ご
と
く
の
凢ぼ
ん

夫ふ

心し
ん

と
な
る
と
い
ふ
な
り

法ほ
つ

花け

の
娑し
や

婆ば

即そ
く

寂じ
や
つ

光く
ハ
う

土ど

は
夲ほ
ん

覚か
く

の
住ぢ
う
し
よ

と
や
い
は
ん

始し

覚か
く

の
住ぢ
う
し
よ

と
や
い
は
ん

我わ
れ

等ら

も
い
ま
此
身ミ

に
法の
り

法ハ
つ

度と

を
三
世
に
出し
ゆ
つ

生セ
う

の
有あ
る

事こ
と

は
我わ
れ

等ら

が
心こ
ゝ
ろ

よ
り
の

自じ

縛は
く

な
り
是こ
れ

ハ
我わ
れ

と
わ
が
一
心
の
さ
し
ひ
き
に
し
て

我わ

が
迷ま
よ
ひ

な
り
悟さ
と
り

た
る
と
お
も
ふ
も
わ
が
一
心
の
さ

し
引ひ
き

な
り
等と
う

覚か
く

の
菩ぼ

薩さ
つ

も
妙め
う

覚か
く

果く
ハ

滿ま
ん

の
如に
よ

來ら
い

を
望の
そ
む

一

心
に
無む

明め
う

は
起お
こ
る

も
の
な
り
十
五
日
の

ゑ
ん

滿ま
ん

と
十
四
日

 

﹂
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の
月
と
は
お
な
じ
や
う
な
れ
ど
も
ひ
と
し
か
ら
ざ
る

こ
と
は
天天
子し

の
御
子こ

な
が
ら
も
天天て
ん
て
ん

子し

と
太た
い

子し

と
の
ご

と
く
な
り

元く
ハ
ん

來ら
い

世セ

界か
い

の
始は
じ
め

は
天天
地
人
未い
ま
だ

分わ
か

ら
ざ

る
の
时时と
き
と
き

は
善ゼ
ん
あ
く

の
差し
や

别べ
つ

は
な
し
衆し
ゆ

生ゼ
う

の
一
心
よ
り
無む

始し

無む

終じ
う

の
随す
い

緣ゑ
ん

真し
ん

如に
よ

堂と
う

み
え
つ
か
く
れ
つ
即そ
く

生セ
う

即そ
く

空く
う

は
一
心
の
變へ
ん

化く
ハ

な
り
心し
ん

真し
ん

如に
よ

堂た
う

心し
ん

生セ
う

滅め
つ

の
真し
ん

如に
よ

堂だ
う

な

り
㐧
十
六
　
十
夜
の
勤つ
と
め

不ふ

退た
い

の
こ
ろ

〻〳
〵

有あ
る

事こ
と

此
十
月
十
夜
は
神し
ん

道た
う

佛ふ
つ

道た
う

の
勤つ
と
め

な
り
文も
ん

殊し
ゆ

よ
り

ち
き

受し
ゆ

相さ
う

傳て
ん

の
十
夜
の
勤つ
と
め

不ふ

退た
い

の
と
こ
ろ

日ひ

の
夲も
と

に
三
ヶか

し
よ

 

﹂
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京き
や
う

都と

神か
ぐ

乐乐らら

岡を
か

天天て
ん
て
ん

台だ
い

宗し
う

鈴れ
い

聲ゼ
う

山ざ
ん

真し
ん

正し
や
う

極ご
く

乐乐ら
く
ら
く

寺じ

真し
ん

如に
よ

堂だ
う

　
此こ
の

寺て
ら

の
勤つ
と
め

あ
ミ
だ
如に
よ

來ら
い

佛ぶ
つ

勑ち
よ
く

有あ
り

し
事こ
と

前ま
へ

に
記し
る

す

相さ
う

州し
う

鎌か
ま

倉く
ら

浄じ
や
う

土ど

宗し
う

天天て
ん
て
ん

照セ
う

山ざ
ん

光く
ハ
う

明め
う

蓮れ
ん

花げ

寺じ

　
此
寺
後ご

土つ
ち

御ミ

門か
ど

の
御お
ん

时时と
き
と
き

開か
い

基き

引い
ん

声じ
や
う

𫝹ね
ん

佛ふ
つ

有あ
る

事こ
と

前ま
へ

に
記し
る

す

常ひ

陸た
ち

行な
め

方が
た

天天て
ん
て
ん

台だ
い

宗し
う

尸し

羅ら

度と

山さ
ん

曼ま
ん

殊し
ゆ

院い
ん

西さ
い

蓮れ
ん

寺じ

　
此
寺
慈じ

覚か
く

大
師し

よ
り
の
引い
ん

声ゼ
う

阿あ

弥ミ

陀だ

經け
う

今い
ま

に
退た
い

轉て
ん

せ
ず

右ミ
ぎ

三
ヶ

し
よ

其そ
の

謂い
は
れ

前ま
へ

に
し
る
セ
る
ご
と
く
萬ば
ん

代だ
い

不ふ

變へ
ん

の

十
夜や

の
勤つ
と
め

の
地ち

な
り
此こ
の

外ほ
か

諸し
よ

國こ
く

浄し
や
う

土ど

宗し
う

寺て
ら

々〴
〵

に
も

十
夜や

講か
う

之の

𫝹ね
ん

佛ぶ
つ

あ
り

仏ふ
つ

神じ
ん

の
前ま
へ

に
唯ゆ
い

一
神し
ん

道た
う

に
は

鈴す
ゞ

二
つ
に
か
ね
の
を
と
か
く
る
と

兩り
や
う

部ぶ

の
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神し
ん

道た
う

に
は
鰐わ
に

口ぐ
ち

を
つ
る
す
こ
と
は
夷ゑ
び
す

三さ
ふ

郎ら
う

を
海か
い

中ち
う

よ

り
鰐わ
に

に
の
セ
て
三
と
セ
を
過す
ぎ

て
日ひ

の
夲も
と

へ
を
く
り
し

ゆ
へ
あ
り

鎌か
ま

倉く
ら

の
十
夜
に
は
鐘か
ね

を
う
た
ず
大た
い

鼓こ

を

う
つ
こ
と
は
件け
ん

が
魔ま

を
の
ぞ
く
の
ご
と
く
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

一
昧ま
い

に
は
障し
や
う

碍げ

を
の
ぞ
く
こ
と
な
り

神し
ん

道た
う

の
秡は
ら
へ

と
天天て
ん
て
ん

台だ
い

の
九く

字じ

十
字じ

と
𫝹ね
ん

仏ぶ
つ

宗し
う

に
て
利り

釼け
ん

即そ
く

是ゼ

弥ミ

陀だ

号が
う

と

な
り
こ
れ
魔ま

の
障し
や
う

碍げ

を
の
ぞ
く
こ
と
な
り

此こ
の

書し
よ

物も
つ

は
名め
う

利り

智ち

の
心こ
ゝ
ろ

に
あ
ら
ざ
れ
ば
見け
ん

聞も
ん

覚か
く

智ち

の
貴き

賤セ
ん

の
僧そ
う

俗ぞ
く

無む

智ち

の 

﹂
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男な
ん

女に
よ

も
信し
ん

心〴
〵

の
一
法ほ
つ

心し
ん

を
先さ
き

と
す
智ち

惠ゑ

才さ
い

覚か
く

を
も
つ
て
生セ
う

死じ

を
ば
は
な
れ
ず
学が
く

文も
ん

に
て
生

死
一
大だ
い

事じ

の
み
ち
し
ば
の
露つ
ゆ

の
螢ほ
た
る

の
ひ
か

47― （　　） ―



り
ほ
ど
も
な
り
な
ん
か
と
て
老お
ひ

の
く
り
こ
と

な
が
ら
も
南な

無む

阿あ

弥ミ

陀だ

佛ぶ
つ

〳
〵

し
か

の
毛け

て
ゆ
い
ま
は
し
た
る
筆ふ
で

の
跡あ
と

文も

字じ

は
く
ろ
か
み
義ぎ

理り

ハ
し
ら
か
み

見
る
人
の
こ
ゝ
ろ
と
身ミ

と
を
か
け
て
み
よ

は
と
の
秤ハ
か
り

の
む
だ
め
な
し
と
は 

﹂
下
46
終
オ

九こ
ゝ
の

品し
な

花は
な

の
な
か
ば
を
た
の
む
か
な
た
れ

か
ま
つ
ら
む
お
な
し
は
ち
す
ば

九く

十じ
う

一い
つ

𫞓さ
い

老ら
う

翁を
う

書
し
よ
す

　
　

利
劔
卽
是
弥
陀
号　
　
　
　
　
江
戸
芝
明
神
前

　

南
無
阿
弥
阤
佛　
　
　
　
　
　
　

栁
屋
德
右
衛
門

　
　

一
聲
称
𫝹
罪
皆
除　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
屋
金
四
郎
求版

陰ゐ
ん

陽や
う

心し
ん

目も
く

人に
ん

身し
ん

生セ
う

死し

世セ

俗ぞ
く

羪や
う

加か

集し
ふ

下げ

終お
は
り 

﹂
下
46
終
ウ

 

﹂
裏
見
返

 

﹂
裏
表
紙

︵
あ
べ　

み
か　
　
　
　
　

歴
史
文
化
学
科
︶

︵
い
た
が
き　

み
れ
い　
　

 

大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化

研
究
専
攻
︶

︵
せ
き
ぐ
ち　

し
ず
お　
　

本
学
名
誉
教
授
︶
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